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　プロローグ






　まず、タフであれ。

　開拓辺境フロンテイアで成功する秘ひ訣けつとして、もう百年も語り継つがれている言葉だ。

　イーネルアイグレス州国法に明記された『先駆者フロンテイアマンに登録した個こ人じん・団だん体たいは、開かい拓たくした辺へん境きようの土地の所有を認みとめられる』の一文は、何人もの成功者を辺境に産み落とした。彼らが成り上がれた理由の一つは、まさしくタフであったからだ。

　大地を征ゆく体力だけではない。未知なる荒こう野やへ踏ふみ出していくガッツ。害がい獣じゆうや天てん災さいの脅きよう威いにも折れない野心。たった一つの成功を掴つかむまで、無む限げんの失敗の底を探さぐり続ける心の強さ──不屈の根性フロンテイア・スピリツト。先駆者フロンテイアマンが持つ、それがなによりも強力な武ぶ器きだ。

　だがそんな彼らでも恐おそれる「禁きん忌き」が、辺境にはひしめいている。

　一つ。バロックバレーの森へ入るな。悪名高いエル・ヴァゴ団の縄なわ張ばりだ。

　一つ。北オヂムの腐くされ沼ぬまを避よけて通れ。湧わき出る毒は鳥をも墜おとす。

　一つ。“〝チョップとマッシュ”〟の駅馬車を使うな。二度と生きては降おりられない。

　他にも数え上げればきりがない。しかし一番に警けい戒かいすべき「禁忌」は、ある生物に関係する事こと柄がらだと誰だれもが言う。

　それは山ほど巨きよ大だいな体たい躯くを堅けん牢ろうな鱗うろこで鎧よろい、豪ごう壮そうなる翼つばさで天を駆かける最大の生物。

　あたかも死神の大おお鎌がまのごとき牙が爪そうで岩を裂さき、天てん衝つく角で嵐あらしを呼よぶ最悪の暴ぼう君くん。

　辺境の、最も危き険けんな一要素。即すなわち。



　一つ。白はく峰ほうノルグに近づくな。

　夕ゆう陽ひも凍こごえる吹雪ふぶきの中に、恐ろしい竜ドラゴンが棲すんでいる。



　　　　◆□□◆



【ノルガンディア】

　轟ごう々ごうとうねる風音の狭はざ間まに、硬かたい声が楔くさびのように打ち込まれる。

　じっと、凪なぐことのない白峰ノルグの猛もう吹雪の奥おくを見つめていた彼女──雪原に蒼そう銀ぎん色の偉い躯くを横たえた雪ゆき竜りゆうノルガンディアは、長い首で大たい儀ぎそうに傍かたわらを見下ろした。

【ウーフィーグリッド】

　呟つぶやく彼女の腹はらの横に、一人の男が立っている。

　かなりの高こう齢れいで、硬い表情の顔には幾いく本ほんもの皺しわが刻きざまれていた。髪かみは綺き麗れいに剃そり上げているが、眉まゆと顎あご髭ひげは貫かん禄ろくを漂ただよわせるほどに白い。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした身体からだには茜あかね色いろのぼろ布ぬのしか纏まとっていないのに、斬きりつけるような寒風を意にも介かいしていない風だった。

　ウーフィーグリッドは彼女の眼めを真まっ直すぐ見上げ、重々しく口を開く。

【分かっていただきたい、ノルガンディア。必要な決定でした】

【いかにもな物言いね。里さと長おさのあなたらしい】

　唸うなるように答えると同時、彼女は牙きばの隙すき間まから嘆たん息そくをこぼした。

　彼女たちが交かわしているのは、人間の言語ではない。長く鋭するどい、笛の音にも似にた、吹雪を裂いて響ひびき渡わたる言葉──それは、竜の咆ほう吼こうである。

【また、あの子一人だけを行かせることが、本当に必要な決定だった？】

【使命を果たせなんだ咎とがとして……なにも私とて、真にその意味でアーティアを向かわせたわけではありませぬ】

　にわかに声を尖とがらせるノルガンディアに、しかしウーフィーグリッドの声こわ音ねは変わらない。吹雪の合間から、むしろ静かに告げてくる。

【葬そう星せいの火か焔えん──《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》は我われら星ほし守もる茜せん鱗りん、否いな、この星に在ある生命にとって最大の禁忌。触ふれる目も追う足も、少ない方が良い】

【あの子なら単たん独どくで《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を持ち帰り得うると？】

【貴方あなたならそれはご存ぞんじのはず。それに…………そろそろ、頃合いです故】

　瞬しゆん間かん、ウーフィーグリッドの周囲が爆ばく発はつした。

　いや爆発ではない──雪面に突つき立った巨大な氷の杭くいが雪を巻まき上げたのだ。その轟音と振しん動どうは、爆発と呼んでなんら差し支つかえはなかっただろうが。

　自分を閉とじこめるように突き立った氷柱を、ウーフィーグリッドは無言で見渡す。そして静かな山のように変わらぬ表ひよう情じようで、ぽつりと言葉を紡つむいだ。

【《息吹》を振ふるわれる姿すがたを拝はいするのは、何十年来でしょうな】

【早すぎる】

　剣つるぎじみた牙の並ならぶ顎から煌きらめく氷の細さい片へんをこぼし、ノルガンディアは眼がん下かの男を睨にらみつける。尾おが雪を薙なぎ、彼女の背はい後ごに雪ゆき煙けむりを散らした。

【あの子はまだなにも知らない。焦あせって全すべてを失うのは愚おろかよ】

【無む論ろん、今すぐに全てを終わらせようとは考えておりませぬ。しかし里の者の目から離はなれた場で《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》に接せつ触しよくさせるのは、悪くはありますまい】

【いずれ私がやらせたわ。人間の世界で、一人でやらせることじゃない】

　吹雪をも震ふるわせるほどの怒ど気きを纏う彼女に、ウーフィーグリッドはあくまで態度を変えない。いや、その言葉は、わずかに勢いきおい込こんですらいた。

【ノルガンディア、心中は察します。あの娘むすめに名を授さずけたのは貴方ですからな。しかし忘わすれてはなりませぬぞ、我々は星を守る者。……そして、あの娘は】

【誰に物を言っている、ウーフィーグリッド】

　ぴしゃり、と。

　彼の言葉を遮さえぎる形で、ノルガンディアは言葉を叩たたきつけた。短く、だが鋭するどく鮮せん烈れつなその咆吼に、ウーフィーグリッドを閉じこめていた氷の檻おりが砕くだけ散る。

　降ふり注ぐ氷の中で両眼を伏ふせる彼に、彼女は更さらに強い言葉で告げた。

【忘れたことなど一度もない──私は、あの子の母親よ】

【…………失言でしたな】

　剃てい髪はつした頭を深々と下げ、ウーフィーグリッドは口を閉ざす。

　それ以上なにか言う気にもなれず、彼女は雪片まじりの溜ため息をつく。そして再ふたたび、首を吹雪の帳とばりの向こうに向け──ふと、困こん惑わくに顔をしかめた。

【……ねえウーフィーグリッド。今、誰か山を降りていったみたいなんだけど】

【なんですと？】

　ノルガンディアの言葉に、彼は怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄よせる。

　無む断だんで山を降りるのはノルグの里の掟おきてに反する事だ。だが竜であるノルガンディアは、この山で起きる全てを精せい確かくに把は握あくする。その知覚能のう力りよくに間ま違ちがいはない。

　茜色の衣い装しようを直すウーフィーグリッドに、彼女は遠くを見つめたまま頷うなずいた。

【里の者ね。……軽く、小さい。子こ供ども？……これは……ミロ？　ミロ・デルッカ!?】

【なんですと!?】

　先ほどと同じ言葉を──ただし今度はかなり切せつ迫ぱくした声で──叫さけび、彼は雪に足を取られながらノルガンディアの頭の下まで走り寄る。

【まさかアーティアを追って……】

【あり得るわ、あの子すごく懐なついてたから……あ、あ、感覚結界の外に！】

【いッ、いいいかがいたしましょうや、ノルガンディア!!】

【私に訊きかないでよ！　里のことは貴方の責せき任にんでしょ────!?】

　張はり詰つめていた厳げん粛しゆくな空気を吹ふっ飛ばし。

　子供が喧けん嘩かするような咆吼が、吹雪の中にこだました。



    

  
    
      
　第一章　「どの面つら下げて」 Sonata Ardentica






　初めて鉄道を見たのはいつだったか。とにかく無ぶ骨こつで、黒こく煙えんを吐はき汽笛を轟とどろかせる鋼こう鉄てつの怪かい物ぶつには、ただ圧あつ倒とうされるばかりであった気がする。

　想そう像ぞうを超こえて巨きよ大だいな存そん在ざいを目まの当たりにした時、出来ることはそう多くない。圧倒されるか、感かん嘆たんするか、子供のようにはしゃぐのか──

「おお…………!?」

　──とりあえず、目の前の少女はその全てを網もう羅らしていた。

　しきりに左右へ頭を巡めぐらせる彼女に、バーン・フラットランドは密ひそかに苦く笑しようした。

「どうだいアーティア、無意味にでっかいだろ」

　それが自分の手て柄がらのように語る彼に、少女が振り向いてくる。

　怜れい悧りな雰ふん囲い気きを纏まとう少女だった。

　昼前の太陽に輝かがやく銀色の双そう眸ぼうは涼すずやかに彼を見み据すえ、雪のように白い顔は、どこか幼おさなさを残す風ふう貌ぼうに見合わない凜りんとした空気を帯びている。流りゆう麗れいな黒くろ髪かみをしまい込んだ真新しい外がい套とうはサイズが大きすぎ、布ぬのの塊かたまりから頭が生えているように見えた。

　少女──アーティアは外套に埋うずもれるように頷うなずいてから、また背はい後ごに向き直る。

「実じつ際さい、巨大なものだな……これが湖とは信じがたい」

　古めかしい言葉で呟つぶやく彼女の前には、広大な湖面が広がっていた。

　そうと知らなければ海とでも思っただろう巨大湖は、視し界かいの端はしから端まで続いている。水平線すら望のぞめるこの湖を初めて訪おとずれた時は、バーンも度ど肝ぎもを抜ぬかれたものだ。

　砂さ塵じんの混まじったブロンドをかき上げ、彼は湖一帯を見回した。

「ポルツィーノ湖は州国で一番でかい湖なんだ。十本以上の河がここで交差する。河か川せん貿ぼう易えきの要かなめって言われててね、集まってくる物ったらまあ、西の石炭から東の香こう辛しん料りよう、北の南の噂うわさ話ばなしまで、ここで見つからない物はないってくらいさ」

「ほう…………、ん？」

　と、不意に口を噤つぐむと、アーティアは湖のほとりに膝ひざをついた。湖の水をすくい、手の平からこぼれる水すい滴てきに真しん剣けんな眼まな差ざしを注いで、ぽつりと呟く。

「…………そうか、ここは──」

「な、なに？　なんかマズいことでもあったの？」

「──いや、なにもない。気にするな」

　端たん整せいな顔を不安げに歪ゆがめるバーンに、彼女は肩かたをすくめた。

　膝を払はらって立ち上がると、アーティアは大きすぎる外套を器用に身体からだに引っ掛かけ、彼の跨またがっている機械の後部へ飛び乗った。

「さっさと行くぞ。ぼやぼやしとる時間などないと忘わすれるな、弟で子しよ」

「湖見たいから停とめろって言ったの君だろ……でも、そんなワガママすらも魅み力りよく的さ」

「言っとれ」

　にべもない返事に肩をすくめると、バーンは操縦桿ハンドルを握にぎり、二輪駆動機トランプホイールのイグニッションを回す。荒こう野やも走そう破はするタフな機体は砂塵を物ともせず、猛たけ々だけしい唸うなりで主あるじに応こたえた。

　走り出したトランプホイールの上で、アーティアがふん、と鼻を鳴らす。

「……噂話が集まると言うがな。《罪人竜の息吹》は星ほし守もり最大の禁きん忌きだぞ」

「大だい丈じよう夫ぶ、アテがないことはないんだ。もし空から振ぶりでも、なにかうまい話にありつけたらめっけもんだろ？　そろそろ路銀も稼かせがないとね」

　誰かに聞かれるのを警けい戒かいするように声を落とす彼女に、バーンは気楽に答えた。そして前方、湖の上に見えてきた街の影かげを眺ながめやる──ほとりでなく、湖の上を。

「いろいろと仕切り直すにはもってこいなんだよ。あのカピロサって街はさ」





　開かい拓たく街がいカピロサ。

　浮ふ動どう市場と呼ばれることもあるらしい。彼女、アーティア・アリア・ノルガンディアが知る街など片かた手てで数える程てい度どだが、ここが特とく異いな街だということは分かった。

　カピロサの建物は石いし造づくりが基き本ほんである。建材のグレンダ砂岩は見た目にも美しく、街中の水路と共に陽光を照り返す様は思わず見入ってしまうほどだったが──

「う、ぬう……っ!?」

　──通りに溢あふれる人ひと混ごみは、これまで見たどの街よりも騒そう々ぞうしかった。

　辺りはマーケットを構かまえた辻つじ商しよう人にんたちで混み合い、水路にまで商品を載のせた舟ふねがひしめいている。景気の良い呼よび込みや啖たん呵か売の声、値ね段だん交こう渉しようの大だい音おん声じようが始終飛び交かい、顔つきも肌はだの色も様々な人々が威い勢せい良よく闊かつ歩ぽしていた。勢いきおいに圧おされてあらぬ方へ進み始めたアーティアの手を引き、バーンが雑ざつ踏とうの間を器用に抜けていく。

「大丈夫かい？　こっちこっち」

　引かれるまま、目を回しつつ歩道の端まで下がる。水路から昇のぼってくる風に頬ほおを撫なでられながら、アーティアはもみくちゃになった外套を直して息を荒あらげた。

「せッ──狭せますぎるぞ、この街は！」

　もとより人混みは得意ではないが……それでもこの混み合いぶりは尋じん常じようではない。

「トランプホイール、街の外に預あずけてきた理由が分かったろ？」

　気き遣づかわしげに彼女の背を叩たたいて、バーンが苦笑する。

「商売に交通に便利なとこだからね。漂泊商人ワンダラーとか旅人とか、脛すねッ傷きずのある連中とかが州国中からやってくる。このくらいの人出ならマシな方さ」

「むう……しかし、この道の狭さはたまらんな」

「それも理由があって……カピロサは、幾いくつものボートの集合みたいな街なんだ」

　不服げに嘆たん息そくするアーティアに、彼は地面を指さして見せる。

　何の変へん哲てつもない石いし畳だたみだが……彼女の鋭するどい感覚はその石畳が、否いな、地面全体がゆっくりと揺ゆらいでいるのを感じていた。

「湖に浮うかべた島舟トロンコ──木と石で組んだ基き盤ばんの上に建物を造つくってるから、歩道に割さける面積が限かぎられてるんだよ。この湖、何本も河かわが流れ込むせいで変な水流があってね。ヘタに固定するより浮うき島しまにした方が安全なんだ。おかげで島舟の位置関係が毎日変わっちゃうから、移い動どうの基本は足じゃなくて渡わたし船になるってわけ」

「地面全すべてが作り物ということか」

　低く呻うめきながら、アーティアは嫌いやそうな顔で石畳を踏ふみつけた。

　人工物は必ず壊こわれるというのが彼女の哲学である。その根こん拠きよのない信念たるや宿の二階にも上がれないほどだが……下が湖なら、まあ最悪、泳げばよかろう。

「街なら陸に造ればいいだろうに、まったく……」

「交こう易えき船せんの逗とう留りゆう場がはしりになった街だからね。観光地にもなっちゃってるし、今さら陸には上がれないよ。ほら、あれ見て」

　ぶつぶつと呟つぶやく彼女に肩をすくめ、バーンは遠くを指さした。

　何棟とうもの島舟の向こうに、大きな塔とうが頭を覗のぞかせている。高こう層そう建けん築ちくの多いカピロサでもひときわ目立つその塔は、おそらく街中のどこからでも見えるだろう。グレンダ砂さ岩がんの灰かい白はく色しよくに輝かがやく壁かべの上部に、巨きよ大だいな時計の文字盤ばんがついていた。

「あれだけ大きい時計塔は中央都市でもお目にかかれない。ポルツィーノ湖の水流を動力に利用できるカピロサだから造れた、観光スポットの目玉だよ」

「おお……確たしかに巨大だな」

「基盤に一番でかくてしっかりした島舟を丸々使ってるんだ。ハリケーンに巻まき込こまれたら転てん覆ぷくしちゃうからね。それでも事じ故こはあるみたいだけど」

「当然だろう。自然の力にそう易やす々やすと抗あらがえるものか」

「こんな話がある。ある大雨の日に、街の人は時計塔を閉へい鎖さした。けど、文字盤に空いてる整せい備び用通路の出入り口は忘わすれてたんだ。なまじ他の戸と締じまりが完かん璧ぺきだったもんで、後で様子を見に来た技ぎ師しが扉とびらを開けた途と端たん、溜たまった雨水が大たい砲ほうみたいに噴ふき出したとか」

「間ま抜ぬけな話だな…………、？」

　ふと、バーンの声がやけに遠くなっていることに気づき、振ふり返る。

「他にもこの街には見どころが多いよ。君、どこから来たの？……本当かい!?　僕ぼくの実家のすぐ近くじゃないか！　偶ぐう然ぜんだなー……そうだ、南の出身ならマキロ芋麺マキヤーロヌードルは食べたことないよね？　そこにいい店があるんだ、よかったら一いつ緒しよに────がぺ」

　背後からマントを引っ張って首を締めてやると、いつの間にか通りすがりの女じよ性せいに言い寄っていたバーンは声を詰つまらせた。まんざらでもなさそうだった女性はアーティアの眼光に怯おびえて、そそくさと雑踏に逃にげ込んでいく。

「……仕事もたいがいにせんか。ここに来た目的を忘れるなよ」

　ふん、と鼻を鳴らし、彼女は引っ張っていたマントを離はなした。

　──彼の『仕事』を見るのはこれが初めてではないが、つくづく情なさけない。

　軽けい薄はく、腑ふ抜ぬけ、根こん性じようなしと文もん句くのつけようしかないこのろくでなしに、天は眉び目もく秀しゆう麗れいたる容よう姿しと類たぐい希まれなる虚きよ言げんの才さい能のうを与あたえた。その容よう貌ぼうを利用して「客」になりそうな女性に近づき言葉巧たくみに酔よわせ、あとは頃ころ合あいを見計らってどろんを決めこむ……語るにみっともない生き様である。情ヒ夫モだのジゴロだの言うらしいが、バーン自身は詐欺師ライアーと称しようすることを好んでいるようだった。いずれにせよ、見苦しい。

「で、でもこの仕事も捨すてたもんじゃないよ？　ほら、アテがあるって言ったろ。あれ、昔ここの仕事で知り合った人なんだから。彼女その道の権けん威いだからさ、期待していいよ」

　言い訳わけがましくまくしたてる彼を、アーティアはちろりと横目で見やる。

「で？　その『彼女』はどこに居いるのだ」

「……この街って、ほんと人ひと捜さがしに向かないよね」

　眩まぶしげな笑顔を浮かべ、バーンは明後日あさつての方を見上げた。迷まよったらしい。

　ほとほと呆あきれた嘆息をこぼし、彼女は改めてしっかりと外がい套とうを巻き直した。

「足を使うほかあるまい。行くぞ」

「えー、のんびりやろうよ。ほら見て見て、なんか美お味いしそうなシチュー売ってる」

「……。……の、呑のん気きなことを言ってるんじゃない。この与よ太た者ものが」

　一いつ瞬しゆんならず揺ゆらいだ気持ちを引き締め、早足に歩き出す。とはいえやはり人波に流されかけ、結局バーンに先せん導どうしてもらう格かつ好こうになるのだが……と。

「──あれ？　なんだろ」

　ふと、通りの一角に人だかりが出来ていることに気づきバーンが足を止めた。

　アーティアにはよく見えなかったが、どうやら口論する二人を皆みんなが取り巻いている状じよう況きようらしい。人ひと垣がきの向こうから聞こえてくるのは恫どう喝かつする男の声と、それに威い勢せい良よく切り返す女の声──こちらは幾いく分ぶん、虚勢の色が濃こいようではあったが。

　喧けん嘩かだろう。辺へん境きようの開拓街で揉もめ事は日にち常じよう茶さ飯はん事じだ。

「ふん。活気があるのは結けつ構こうだが、持て余あますのは問題だな……ん、どうした」

「…………いや、あのさ」

　と、隣となりで騒さわぎを見物していたバーンが、震ふるえる指で肩かたをつついてくる。

「いい知らせと悪い知らせがあるんだけど、どっちから聞きたい？」

「ぬ？　言いたい方から言えばよかろ」

「じゃ、いい知らせから。……もう、人捜しで歩き回る必要はなさそうだよ」

　その言葉の意味するところを察し──アーティアは、銀の双そう眸ぼうを半はん眼がんに細める。

「……悪い知らせは？」

「捜してる人が、今まさにそこでガラの悪いのにからまれてるんだよね」

「どちらも同じだろうが、たわけッ！」

　乾かわいた声で笑うバーンを一いつ喝かつし、彼女は腰こしを落とした。

　その気配で何をするつもりなのか察したらしく、バーンは慌あわてて肩を掴つかんでくる。

「待った！　止めるのはいいけど、顔！　顔くらい隠かくしてくれよ!?　事情も分かんない内からケンカで目立つのはマズいんだって、何度も言ったじゃないか！」

「……また辺境の慣習ルールというやつか……面めん倒どうだな」

　ぶつぶつとこぼしながら、アーティアは外套の下に着けていた襟えり巻まきを口元まで引っ張り上げる。夕ゆう陽ひで染そめ上げたような、綺き麗れいな茜あかね色いろの襟巻だ。

　面倒だが仕方がない。開拓辺境フロンテイアではどこでもそんな慣習ルールがつきまとう。

　そして──その面倒な人間の世界に在あることを選んだのは、彼女自身なのだ。

　フードを被かぶり姿し勢せいを低くすると、彼女は影かげのように人垣の間を駆かけ抜ぬける。

　上下揃そろいのスーツを着た男が、赤毛を振り乱みだして怒ど鳴なり散らしていた。対たい峙じする女性は男を睨にらみ返しているものの、薄うすいケープを羽は織おったその肩がかすかに震えている。生白い手足は細く、荒あら事ごとが得意なようには見えない。

　一ひと呼こ吸きゆうで距きよ離りを詰めると、アーティアは男の鼻はな面づらを打ち抜くように肘ひじを叩たたきつけた。

「っげぎゃッ!?」

　妙みような悲鳴を上げながら、男は人垣の方へ転がっていく。

　女の方はぽかんと口を開け、吹ふき飛んだ男を眺ながめていた。そちらに声をかけようとした時──周りから数人の男たちが飛び出してくる。仲間を潜ひそませていたということか。

　この程度の加勢など物の数ではないが……少々、煩はん雑ざつではある。

（…………。顔、隠してればいいんだよね）

　バーンの言葉を思い返し、アーティアは地面を蹴けった。

　男たちの対たい応おうは存ぞん外がいに早い。右から来る二人が彼女の側面へ回り込み、左へ詰めた一人が革サ棍ツ棒プを振り上げていた。そこそこに連れん携けいはとれるらしい、が。

　身を屈かがめたアーティアは、振り下ろされた革棍棒のさらに下をくぐり抜ける。そのまま男の膝ひざを踏ふみ抜き、肩を蹴り、彼らの頭上にまで跳とび上がった。

　たたらを踏む男たちをはるか眼下に見下ろし、指で襟巻を下げ。

【──恐れて、伏せよッ！】

　獣けもののような咆ほう吼こうと共に、彼女の口から猛もう烈れつな──「吹雪ふぶき」が吐はき出された。

　鋭するどい風音を撒まき散らし、蒼そう銀ぎん色の風が唖あ然ぜんとする三人の男を呑のみ込む。

　時間にすればほんの数秒。

　雪せつ片ぺんが風に溶とけ涼りよう気きだけが残ったその場に、アーティアは軽かろやかに着地する。全身を雪まみれにして倒たおれている男たちを含ふくめ、辺りは静まりかえっていた。

　満足げにフードを被り直したところで、ようやく人混みを抜けたバーンが駆けてくる。マントを頭からほっかむりにした愉ゆ快かいな格好で、彼は両手をわななかせた。

「待って待って、ちょっと！……こんなとこで《息吹》使うことないだろ!?」

「？　なにが不満か。ほれ、ちゃんと顔も隠している。問題あるまい」

「顔出す以上に目立ちまくってることが大問題なんだよッ！」

「いちいちうっさいのう…………、っ？」

　小声で器用に絶ぜつ叫きようするバーンに唸うなり返した時──背はい後ごで、靴くつが地面を擦こする音。

　振り向けば、最初に殴なぐり飛ばした赤毛の男が鼻血を滴したたらせて立ち上がっていた。

「…………テメェら……誰だれにケンカ売ったか分かってるのか……？　お、オレぁ、カピロッシ・ファミリーのモンだぜ！」

「げ、嘘うそっ!?」

　情なさけない声で叫さけんだのは、バーンだった。

　怪け訝げんな顔をするアーティアを振り返り、彼はわざとらしく大声を上げる。

「マズいよトレーシー、こいつらカピロサを仕切るマフィアの構こう成せい員いんだ！　こりゃ早く街を出て、予定通りに東のスキップロックのステーションから南へ逃にげなくちゃね！」

「？　予定ではしばしここに逗とう留りゆうするはずだろう。それにトレーシーって誰だ。私はア」

「機転って言葉知ってるかなぁトレーシーっ!?」

　堂々と名乗ろうとする彼女の口を、バーンが頭ごと抱かかえて塞ふさぐ。

　そのまま赤毛の男に向き直り、彼は見苦しいほど狼ろう狽ばいしながらまくしたてた。

「違ちがうんだ、実は僕ら……そう、宣せん教きよう師しなんだ！　西部を席せつ巻けんするゼーラスアマーラ教！　神の愛をフォークとエルボーで伝える実じつ践せん派はでね、この子は偉い大だいなるカピロッシ・ファミリーのあんたに祝福を捧ささげたっていうことで、どうですかお客さん!?」

「誰が納なつ得とくするかボケ!?」

「おっしゃるとおりですッ!!……って、あ、ヤバ────!?」

　怒ど鳴なる男にやけくそじみた笑顔で叫び返したバーンは、途と端たんにその顔を蒼白にさせる。

　慌あわててアーティアを離はなし自分の口を塞ごうとするが、呼こ吸きゆうひとつ分──まさしく呼吸ひとつ分──だけ速く、その口から猛る炎が吐き出された。

「ほげぁ────────!?」

　火か炎えんの渦うずは男の鼻面をかすめ、弧こを描えがいて宙ちゆうへ伸のび上がっていき……前まえ触ぶれもなく、弾はじけて霧む散さんする。ほのかに焦こげた顔を哀あわれなほど強こわばらせ、男が尻しり餅もちをついた。

　押おさえた口から黒こく煙えんをこぼすバーンを指さし、男はかすれた言葉を絞しぼり出す。

「……人間離れした軽かる業わざ、今の炎ほのおに吹雪……テメェらまさか…………ど、竜ドラゴン!?」

　てんで的外れなその悲鳴に、アーティアは肩を落とした。

「……私のどこが竜に見えるんだ。竜が人間の街になど降おりてくるものか」

　憮ぶ然ぜんと息をつき、どよめく野や次じ馬うまたちを睥へい睨げいする。まったく、勘かん違ちがいも甚はなはだしい。

「私は竜ではない。貴き様さまらが言うところの…………そう。竜徒ドラグ＝ジーンだ」

　一いつ瞬しゆんの間。

　どよめきが恐きよう慌こうに化けた。





　竜ドラゴンと、竜徒ドラグ＝ジーン。開拓辺境フロンテイアでは不ふ吉きつを約束する言葉だ。

　地上最古にして最悪の怪かい物ぶつ、竜。その前に立つことは死を意味する。

　それは彼らが砦とりでの防ぼう塁るいを薙なぎ払はらう尾おを持つからでも、咆ほう吼こう一つで十万の精せい兵へいを恐きよう怖ふに縛しばるからでもない──竜を真に最悪たらしめているのは、その《息吹いぶき》だ。

『竜の《息吹》は自然を支し配はいする』。未いまだ真しん偽ぎを問われている学説だが、烈れつ風ぷうや霰あられを吐はき出す竜がいるのは確たしかだ。夕ゆう暦れき二年、“〝不遜なるアンビシヤス”〟レヴェルベリ卿きようの私し兵へい団だんがコノプカ砂さ漠ばくの双そう頭とう竜りゆう討とう伐ばつに赴おもむき、正午までには全員きっちり氷漬づけにされた「真昼の凍とう結けつ」事じ件けんは《息吹》の恐おそろしさを説くのに今でも引き合いに出される。

　生息数が極きよく端たんに少なく、少し耳を澄すましていればまず遭そう遇ぐうする事はないのだが……辺境には、頼たのみもしないのに向こうからやってくる災さい厄やくもあるのだ。

　それが竜徒ドラグ＝ジーン──荒こう野やに潜ひそみ人間を襲おそう、《息吹》を操る人間たちである。





「うわああああ大パニック!?」

「これで私たちを気にする余よ裕ゆうのある者はいまい。ほれ、深しん慮りよ遠えん謀ぼう」

「だんだん君が信用できなくなってきたんだけど、僕……」

　島舟トロンコが揺ゆらぐほどの大混こん乱らんの中心で。

（…………竜徒ドラグ＝ジーン……）

　彼女は地面に座すわり込み、言い合う二人を呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。

　吹雪を吐はいた方はずいぶん小こ柄がらである。口調こそ古めかしいが、その透すき通った声は女じよ性せいの、おそらくはまだ少女のものだ。

　そしてもう一人、炎の《息吹》を吐いた竜徒ドラグ＝ジーン。

　汚きたないマントをほっかむりにした間抜けな風ふう体ていだが、体格自体は極きわめてスマートだ。いかにも人好きのする声は男のもので…………何な故ぜか、ひどく聞き覚えのある声だった。

　まさか──いやまさか。そんな、馬ば鹿かな？

　混乱する彼女の方へ、男がふと気づいたように振り向いてくる。そして小走りに駆かけ寄よってくると、顔を隠かくしていたほっかむりを取り払った。

「──フェイ、久ひさしぶり！」

「ばッ……バー、ン？…………バーン・フラットランド？」

　男──バーンを見上げ、呆然と呟つぶやく。彼は稀き代たいの名めい匠しようの手になる彫ちよう刻こくのような端たん整せいな顔を子こ供どものようにほころばせると、こちらに手を差し伸のべてきた。

「びっくりした……よね？　いろいろあってさ、火ぃ吹ふくようになっちゃったんだ」

「ど…………どッ、ど……ど……っ」

「あ、別に竜徒ドラグ＝ジーンになったんじゃないよ。その辺話すと複ふく雑ざつなんだけど、実は──」

　どうしてここに？

　どうして《息吹》を？

　訊ききたいことは山ほどある。聞きたい言葉は、その倍もある。

　だが、言うべきことならたった一つだ。

　差し出された手を引っ張って、戸と惑まどう碧へき眼がんを間近に覗のぞき込むと、

「………………どの面つら下げて戻もどってきたああああああぁぁぁぁぁッ!!」

　フェイ・スクィントは音高らかに、バーンの横っ面に平手打ちを喰くらわせた。



    

  
    
      

　　　　◆□□◆



　ふと。

　街中に満ちる喧けん騒そうをかき分けひときわ情なさけない悲鳴が上がったのに、彼は眉まゆ根ねを寄せて振り返った。無む論ろん、ここから何が見えるわけでもなかったが。

（ふん──人間は本当に騒そう々ぞうしいんだな）

　狭せまくて騒さわがしく、醜みにくく息苦しい。

　人間の世界はどこも同じだ。故郷ふるさとの山、白はく峰ほうノルグの清せい冽れつな空気とは比くらぶべくもない。

（本当に……こんな世界は相応ふさわしくないんだ。彼女には）

　彼女の、氷のように澄すんだ銀の瞳ひとみはこんな堕だ落らくした世界を映うつしてはならない。彼女の誇ほこりが穢けがされようとしているのなら、自分がそれを守らなくてはならない。

　理由はそれで十分だ──自分が彼女を、人間の世界から救い出す。

（今度こそ俺おれが助けるから……待ってて、アーティア！）

　茜あかね色いろの外がい套とうの下で小さな拳こぶしを固めると、彼は薄うす暗ぐらい路地を歩いていった。



　　　　◆□□◆



「というわけで……彼女が例のアテこと、フェイ・スクィントだよ」

　──騒ぎを逃のがれ転がり込んだフェイの部屋で、バーンはくっきりと手形のついた顔をにこやかに笑みの形にして見せた。

　腰こし掛かけた椅い子すを軋きしませ、フェイはぞんざいに断たち切った砂すな色いろの髪かみに手を入れる。

「…………なにを当て込んで戻ってきたのか知らないけど」

　呟き、彼女は視し線せんを横に流す。本ほん棚だなを埋うめる文書や謎なぞの標本、明らかに出し忘わすれたゴミ袋ぶくろの間で申し訳わけなさそうにしている窓まどからは、まだ表の騒ぎが窺うかがえた。

「事情くらいは説明してくれるんでしょうね」

「もちろん。事情を知ってもらわないことには話になんない」

　へらへら笑って肩をすくめると、彼はあぐらをかいて外套を丸めているアーティアを振り向いた。気づいて顔を上げる彼女を示しめし、口を開く。

「彼女はアーティア。もう分かってる、よね……竜徒ドラグ＝ジーンだ。一見クールで取っつきにくそうだけど、案外迂う闊かつなおまぬけさんだからそう構えないでぁだだだだだ」

「アーティア・アリア・ノルガンディアだ。白峰ノルグの里から来た」

「そ、そう……よろしくね」

　淡たん々たんと言いながらバーンの関節を極きめる少女に、フェイはどことなく遠巻きに返事をする。ねじられた膝ひざと腰こし骨ぼねを叩たたいて降こう参さんを訴うつたえつつ、バーンは今度はフェイを指さした。

「ふぇ、フェイは、竜と竜徒ドラグ＝ジーン専せん門もんの学者なんだ。もう二年くらい前かな、僕ぼくがこの街にヤサを借りてた時に知り合ったんだ」

「そうだったわね。ある朝起きたら、あなたは街を出た後だった──」

　こちらの言葉に被かぶせるように口を挟はさみ、フェイが半眼で睨にらんでくる。

「──ちなみに三年前よ。あたしが人生のろくでもなさを痛つう感かんした日」

「いやほら。あの時は、筋すじモン相手のポーカーでイカサマがバレちゃってさ。街を出なくちゃ君にも迷めい惑わくがかかると思ったんだ。まったく金に汚きたない連中でね」

　ようやく解かい放ほうされた身体をあちこちさすりながら飄ひよう々ひようと言うバーンに、フェイは全く信用していない半眼を向けた。痩やせた腕うでを組み、大きな溜ため息をこぼす。

「……ま、その話はもういいわよ。さっきの一発で、とりあえず棚たな上あげにしてあげる」

「ああ、フェイ。君の優やさしさは昔と変わらないんだね！」

「ただしッ！」

　調子よく手を握にぎろうとするバーンをぴしゃりとはね除のけ、彼女は鼻先に指を突つきつけてきた。視線は、彼の背はい後ごで部屋を見回しているアーティアに向けている。

「あの子騙だまそうってことなら協力しないからね。……竜徒ドラグ＝ジーンにまで手を出すとは思わなかったわよ。しかもまだ子こ供どもじゃない、この最低男」

「ち、違ちがうよ!?　誤ご解かいだよ誤解！」

　あらぬ容よう疑ぎ──自じ業ごう自じ得とくだが──に、バーンはぶんぶんと首を振る。

「確たしかに騙したこともあるけど、それだってそっち方面で騙したワケじゃないよ。だいたい子供ったって、あの子は……あれ？　ねえアーティア、君っていくつなんだっけ？」

「ん？　さあな……母様なら知っているかもしれんが」

「あなたたちね」

　あっさり話を見失うバーンに、フェイがこめかみを押おさえて呻うめく。

「……とにかく話を聞かせて。なんで戻もどってきたの？　どうしてあなたが《息吹いぶき》を扱あつかえるの。竜徒ドラグ＝ジーンと一いつ緒しよにいるのはどうして？　あたしになにをさせようっていうの？」

「助けが要いるんだ」

　矢や継つぎ早ばやに質しつ問もんする彼女の瞳ひとみを覗のぞき込こんで、バーンは表情を深しん刻こくなものにする。

「州国竜ドラゴン研究の第一人者、フェイ・スクィント。君の助けが……どうしても要る」

「…………真ま面じ目めな話、みたいね。詳くわしく説明して」

　居い住ずまいを正したフェイに、改めて事情を話そうとした時──彼を押しのけ、アーティアが前に進み出る。彼女は真まっ直すぐフェイを見つめて、口を開いた。

「──少し前のことだ。ノルグの里からある禁きん忌きの呪じゆ物ぶつが持ち出された。私はその呪物を回かい収しゆうするため、人間の世界に遣つかわされている」

「禁忌……竜工芸ドラグクラフト、ってやつかしら？」

　わずかに視線を宙にさまよわせてから、フェイは首を傾かたむけた。

　竜工芸ドラグクラフト──竜の身体からだの一部から造つくられる、神しん秘ぴの力を持つ道具である。

　牙きばを加工した剣けんは大たい河がの流れをも断たち、髭ひげを編あみ上げた護ご符ふはあらゆる厄やく災さいをはね除のけるというが……力の強大さゆえに自らの身を滅ほろぼす竜徒ドラグ＝ジーンも少なくないという。

　しかし、アーティアはゆっくりと頭かぶりを振る。

「……《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》の伝説は知っているか？」

「？　記録にあるくらいなら、一通り」

　首を傾かしげ、彼女は散らかった机つくえの上から一冊さつのノートを引っ張り出した。バランスを失い崩くずれ落ちていく書類は一いつ顧こだにせず、ぱらぱらとページを繰くる。

「夕ゆう暦れき以前の話ね……『ニレッタ伯はく領りようのニグログルフュ』。戦争があるところには必ず現あらわれ、手当たり次し第だいに殺し、壊こわして回った最悪の傭よう兵へい」

「へー。僕、そんな話知らないや」

「そう思ったから教えてるのよ。黙だまって聞いてなさい」

　散さん乱らんした書類を片かた付づけるバーンを一いち瞥べつし、フェイは視し線せんを紙面に戻した。

「破は壊かいと殺さつ戮りくの狂きよう気きに呑のみ込まれた彼はある時、雇やとい主であるニレッタ伯を殺害。領民も皆殺しにした挙あげ句く、領地を根こそぎ焼き払はらった」

「おっかない奴やつもいたもんだね」

「まだ可愛かわいいもんよ、この頃ころは。……この後はあなたの方が詳しいんじゃないかしら」

　適てき当とうな相づちに肩かたをすくめ、彼女は目の前のアーティアに向き直る。

「この辺り、不ふ鮮せん明めいな記き述じゆつが多いの。竜徒ドラグ＝ジーンのあなたから──聞かせてもらえない？」

「む。……街を追われ、荒こう野やを駆かけ山に潜ひそむ内に、ニグログルフュはその本ほん能のうを研とぎ澄すませていった。端たん的に言えば、《息吹》に開かい眼がんしたのだ」

　軽く頷うなずき、アーティアが話を引き取った。腕を組み、重々しく息をつく。

「砕くだき、殺し、灼やき尽つくす火か焔えん。奴は狂気のままその業ごう火かを振るい……四頭の竜を喰くらった晩ばん、とうとう自ら竜へと変じた。力在ある竜が総そう力りよくを結することで奴自身は滅ぼされたが──その圧あつ倒とう的な狂気に根ざした《息吹》だけは、消し去ることが出来なかった」

「だから古き竜たちは、雪深い白峰ノルグに《息吹》を封ふうじ込めた……数百年の時を経へてなお永えい久きゆう氷ひよう壁へきの中で燃もえ盛さかるそれがニグログルフュの残ざん滓し、《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》」

　今度はフェイが話を引き継つぎ、手を鳴らすように本を閉とじた。顔にかかる前まえ髪がみをのけ、彼女は残念そうに肩をすくめる。

「竜徒ドラグ＝ジーンと認にん識しきの差はないのね。で、この御お伽とぎ噺ばなしがなんなの？」

「えーと……そこがまさに認識の差なんじゃないかな」

「うむ。永久氷壁というのもなんだが……これは御伽噺ではないぞ」

　二人の言葉に首を傾げるフェイに、どう説明したものだかしばし考え──バーンは、おもむろにアーティアに向き直った。

「ところでアーティア。フェイは私生活においても非ひの打ち所のない女性でね」

「うん？」

「規き律りつ正しい生活態たい度どだけじゃない、実に高こう潔けつな心の持ち主なんだ。昔、湖に落ちた子犬を助けに飛び込んで、そのまま飼かい主探さがして走り回ってさ。見つけた飼い主がまたろくでなしだったもんだから怒いかりのショルダースローで天てん罰ばつ覿てき面めん……と、来た来た──！」

　喉のどを駆け上がる灼しやく熱ねつを察知し、バーンが慌あわてて頭をのけ反らせた瞬間。

　空気を震ふるわせ、彼の口から紅ぐ蓮れんの炎ほのおが噴ふき出す。

「ッき────!?」

　響ひびきかけたフェイの悲鳴をも呑み込んだ火球は、狭せまい部屋を埋うめ尽つくすように膨ふくれ上がった。梁はりに張はったクモの巣を吹ふき散らすと、炎はぱっと霧む散さんする。

　熱波に煽あおられた埃ほこりが舞まう中……椅い子すを転げ落ち愕がく然ぜんと見上げてくるフェイを、口からこぼれる黒こく煙えんを払はらいながら、バーンはアーティアと共に見つめ返す。

「……てことで。察しはついたと思うけど」

「禁忌の呪物《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》は──今は、この男の《息吹》になっているのだ」

　尻しり餅もちをついたまま二人を見つめ、フェイはぱくぱくと口を動かしていた。

　数秒もして、彼女は深く息をつくと、ゆっくりと足あし下もとを確かめるように立ち上がる。

「…………。まさか……実在するものだったなんてね」

「取り乱みだす君も素す敵てきだよ、フェイ」

　真顔で言うバーンの脛すねを黙だまって蹴け飛とばし、彼女はアーティアに話しかけた。

「──で、あたしになにをさせたいのかしら、ノルガンディアさん」

「アーティアでいい。ノルガンディアは母様に借りた名だ」

　足を抱かかえて跳はねるバーンを半眼で見やり、アーティアが短く嘆たん息そくする。

「奴が《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を宿したのは偶ぐう然ぜんだが……完全に同化してしまってな。摘てき出しゆつする手しゆ段だんを見つけるため、《息吹》を制せい御ぎよする修しゆ行ぎようをつけがてら道行きを共にしている」

「それであたしの研究から取っかかりを探そう、ってわけね……」

「あの、話の途と中ちゆうで申し訳わけないけど……できれば当事者も混まぜて欲ほしいかなって」

　間に立つまでもなく話を進めていく二人に、バーンが寂さびしげに口を挟はさむ。

　力なく肩かたを落とすと、アーティアは今度は深く、長々と息をついた。

「《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》は強大だ。このままでは、いずれこの男の意思を喰くらい尽くす」

「っ、それは──」

「そう。その時は…………この星に、ニグログルフュが再さい臨りんするのだ」

　冷たく、厳きびしく、アーティアは声こわ音ねを研といでいく。

「こやつを罪ざい人にん竜りゆうに明け渡わたすわけにはいかん。力を貸かして欲しい」

「この《息吹》がないと彼女、里に帰れないんだ。なにか思いつかない？」

　独どく白はくめいた言葉をこぼす彼女の隣となりで、バーンがすがるようにフェイを見つめた。

　二人の様子になぜか驚おどろいた風に目を丸くして、フェイはそのまましばし黙りこむ。それから髪についた埃ほこりを梳すくように手を入れ──あっさりと言ってきた。

「ないわね」

「早っ！　もうちょっと悩なやもうよ!!」

「分かってるわよ。……そうパッとは思いつかない、ってこと」

　絶ぜつ望ぼう的な顔で叫さけぶバーンに邪じや険けんに答え、フェイはぐるりと周囲を示しめす。

　吹き飛ばされた書類がそこら中に散らかっていて、棚たなにはファイルやレポート類が詰つめ込んであった。インクも香かおりそうな新品の本から触さわったら指の形に陥かん没ぼつしそうな古書までが床ゆかに放ほうり出され、戸板には書き込みだらけの地図も貼はってある。

「──他にも研究資し料りようはたくさんある。ドンピシャの解かい決けつ策さくがあるとは思えないけど……片かたっ端ぱしからひっくり返していけば、なにか分かる可か能のう性せいがあるかもしれない」

「…………協力、してくれるということで……いいのか？」

「あたしの研究にも役立ちそうだしね」

　困こん惑わくの表ひよう情じようで首を傾かしげるアーティアに、フェイが薄うすく笑う。

　途と端たん、バーンが露ろ骨こつな喜色を浮うかべた。

「ありがとう、フェイ！　君を頼たよって本当によかった!!」

「調子いいのは変わんないんだから、ったく……」

　腰こしに手を当て、フェイは呆あきれた声で呟つぶやくが……細めた双そう眸ぼうに厭いや気けの色はない。

「ただし、あたしも条じよう件けん出すからね。資料を当たってる間、炊すい事じ洗せん濯たくその他の雑ざつ用よう、あなたに任まかせるわよ。適てき当とうな部屋掃そう除じして使っちゃっていいから」

「あの頃は毎日やってたことだしね、オーケイさ。宿代が浮くのは助かるよ」

「前に使ってたベッド、まだ捨すててないわよ。埃を拭ふけば使えるんじゃないかしら」

「懐なつかしいなー。あの顔みたいな染しみ、まだ残ってる？」

　部屋を見回し、昔を思い出す。彼女が私生活全ぜん般ぱんにだらしないためバーンが掃除しなければ一日たらずで家中にゴミがあふれたものだ──と。

「──おい、いつまで無む駄だ口ぐちをたたいとる」

「ぅあっ？」

　鼻先に丸めた紙束を突つき出され、バーンは慌あわてて仰のけ反った。紙束を握にぎったアーティアが不ふ機き嫌げんそうに目を細めている。それほど長く話し込んでいたつもりはないのだが……

「うん、そうねー……無駄口たたいてる場合じゃないのよ、ホント」

　猫ねこが鼠ねずみを威い嚇かくするように喉のどを鳴らすアーティアの手から、フェイが紙束を取り上げる。筒つつ状じように丸めてピンで留とめられた上質紙で肩を叩たたき、彼女は顔をしかめた。

「実は条件はもう一つあるの。今、国から仕事を回されててね。長くかかりそうなんだけど……資料を当たるのは、それが片付いてからってことになるわ」

「国から……って、議会から仕事回されたってこと？」

「そう。辺へん境きようの開かい拓たく護ご衛えい軍ぐんに、対《息吹》用の装そう備びを考案しろってお達し」

　訊たずねるバーンに、フェイは舌打ちする。

「言われてほいほい考えつきゃ苦労しないってのよ、そんなの」

「そりゃ難むずかしそうだ。ねえアーティア、君、なんか思いつかない？」

「ふん。人間の浅せん慮りよで竜の《息吹》をどうにかしようなど片かた腹はら痛いたいわ」

「それじゃ僕らがここに来た意味まで全否ひ定ていなんだけど……」

　そっぽを向くアーティアに、バーンは途と方ほうに暮くれて呟つぶやいた。

　困こまり果てる彼を見かねたわけではなかろうが、フェイが口を挟はさんでくれる。

「さすがにそう思ったらしくてね。……連中、こんなものを送ってくるって言うの」

　言いながら、彼女は手にしていた紙束のピンを外した。

　なにかの図面のように見える──『部外秘ひ』の赤い判はんにはあえて気づかないふりをした──。紙面の中心、躍おどる文字列に囲まれた空白にひときわ鮮せん鋭えいに描えがかれたそれは、

「…………剣サーベル？」

「魔ま剣けん、って言うらしいけど。連中の流りゆう儀ぎによれば」

　伝統的トラデイシヨナルな形けい状じようをした広ひろ刃ばの剣の図を指し、フェイは肩をすくめる。

「ペノンブランカの方で発はつ掘くつされた物で、地元じゃ竜の溜め息を鍛きたえて出来たって言い伝えがある。これ解かい析せきしてなんかの足しにしろってさ。今日、その剣がカピロサこつちに着くはずなんだけど……受け取りに行く途中で、トラッキオの奴やつに因いん縁ねんつけられてたってわけ」

　言われ、バーンは先ほどの赤毛のマフィアを思い出した。

「最近、カピロッシの連中のちょっかいがひどいのよ。仕事の邪じや魔まなんてしょっちゅう」

「な、なんでまた？」

「知らないわよ。とにかく気長に待ってもらうことになるわ、覚かく悟ごしといて」

　丸め直した図面を適てき当とうに放ほうり出し、フェイは渋しぶい顔で宣せん告こくした。もとより他にアテがあるわけでもなし、待つのは一向に構かまわないのだが……

　口元に手を当て、しばし黙もつ考こうし──バーンは、おもむろに顔を上げる。

「──僕ぼく、カピロッシ・ファミリーに話をつけてみるよ」

「………………は!?」

　裏うら返がえった声で叫び、フェイが目を丸くした。アーティアもぎょっとしたようにこちらを見つめている。軽く肩をすくめ、バーンはへらりと笑った。

「邪魔する理由だけでも聞いてみてさ、いけそうならどうにか丸め込んでみる。……ムシの良い頼たのみをしてるんだ、これくらいは働かないとね」

「ちょ──待ちなさい！　あなた、なに言ってるか分かってるの!?」

　早足に詰め寄ってきたフェイが、鼻先をつき合わせて唸うなり声を上げる。

「……冗じよう談だんなら早くそう言って。今ならまだ笑ってあげる」

「い、いや冗談なんかじゃないよ。本気も本気さ」

「ダメよ、絶ぜつッ対ダメ。あたしみたいに平手一発で許ゆるしてくれる連中じゃないのよ？　そんなことしなくても、言われたことはちゃんと調べてあげるから──」

　懇こん願がんと言って良いほど深しん刻こくに言いつのるフェイに、バーンは片かた目めを瞑つむって見せた。

「大だい丈じよう夫ぶ、うまく立ち回るよ。だからこその“〝嘘つきバーンバーン・ザ・ライアー”〟ってもんさ」

「────────ったく……」

　無む造ぞう作さに頭を掻かいてから、フェイはどす、と胸むねに拳こぶしをぶつけてきた。吐と息いきもかかりそうな距きよ離りから灰はい色いろの目が見上げてくる。

「その顔されたら、あたしは信じるしかないって分かってるんでしょ？」

「はは。あ、でも心配ないよ。多少はネタもあるしね」

「嘘うそだったら今度こそ承しよう知ちしないからね」

　もう一度胸を叩たたいてくる彼女へ微笑ほほえんで、バーンは踵きびすを返して部屋の外へ向かった。成り行きを見守っていたアーティアは狼狽うろたえたようにバーンとフェイを見み比くらべ──わずかな逡しゆん巡じゆんの後、バーンの後を追う。と。

「……ねえ。嘘っていえば」

　フェイがぽつり呟つぶやいてくるのに、バーンは足を止めて振り返った。

「さっき《息吹》を噴ふく時にしてた話はなんなの？　あたし犬なんて助けてないわよ」

「ああ。なんでも、僕が火を噴くのは自分でも信じられないような大嘘ついた時なんだってさ。それであんな分かり切ったデタラメを」

　飛んできた辞書の角が頭に刺ささったので、バーンは口を閉じた。



　　　　◆□□◆



「信じられん。まったくなにを考えとるのだ」

「し、仕方ないだろ？　あんな話聞かされて黙だまってられるわけないって」

　通りの向こうからやってくる二人の会話は、耳をそばだてるでもなく聞き取れた。

　片方はまだ少女ながら、文もん句くなしに美しい娘むすめである。丈たけを詰つめたスカートやその上に巻いたショートマントは旅路のせいかすり切れ汚よごれてはいたが、凜りんとした彼女の容よう貌ぼうにはよく似に合あっていた。もっとも隣となりの連れの男を見上げる表情は、怜れい悧りな顔の印象を台無しにするほど見事な膨ふくれっ面つらだったが。

「大した気き概がいだな。……この前夜や盗とうに襲おそわれたときは、私が連中を叩きのめすまで河かわに潜もぐって隠かくれていたくせに」

「や、我われながらよく息が続いたもんだよね」

「誇ほこるな」

　少女に頭をはたかれているのは、ずいぶん軽い印象の若わか者ものだ。

　輝かがやくブロンドに澄すんだ碧へき眼がんと、絵に描かいたような東部系けいの色男。細身の長身を包む上等なジャケットに、飾かざり紐ひもやチェーンを主しゆ張ちようしすぎずあしらっている。顔立ちも端たん整せいだが、いかんせん自分の肩までも背丈のない娘に必死で弁べん解かいする姿すがたはあまりに情なさけない。

「女と見れば後先考えないその性せい格かく、どうにかせんかい」

「ご、誤ご解かいだよ！　これがきっかけでカピロッシ・ファミリーとパイプ作れればハクがつくと思っただけだって！……なんかさっきから機き嫌げん悪くない、ねえ!?」

「…………。知るか馬ば鹿か」

　すげなく言い捨すて、少女は歩調を速めた。先刻、竜徒ドラグ＝ジーンが現あらわれるという事じ件けんがあったためか、この島舟トロンコの人通りは比ひ較かく的少ない。

「…………」

　目の前を通り過ぎていく少女と男を見送ると──彼は椅い子すを立ち、注文したまま一度も口を付けていないティーカップの下に数枚の紙し幣へいを挟はさんだ。

　年ねん齢れいの読みにくい地味な顔だが、むしろ印象的と呼よべる風体だ。……真昼のカフェで平然とバトラースーツなどを着込んでいれば、嫌いやでも記き憶おくに残るだろう。

　襟えりを正して踵を返し、近くの酒場サルーンへ入る。

　気楽に立ち寄れる類たぐいの店ではない、高級サロンの奥おく。その中でも最上客のためにのみ使われる部屋に辿たどり着くと、彼は恭うやうやしく扉とびらを叩たたいた。

「目標の両名、発見いたしました」

「んふッ……上首しゆ尾びでしてよ、ウーノ。これでお父様の無実が晴らせますわ」

　返ってきた声は、女性のものだった。まだ若い。というか、幼い。

　鈴すずの鳴るような可愛かわいらしい──そして幾いく分ぶんやかましい──声で、彼女はウーノではない、恐おそらく同じ部屋の中にいる人物に話を向けた。

「そろそろ働いていただきますわよ。しっかりとわたくしを守りなさいな」

「無む論ろん」

　応こたえるのは、曇どん天てんを突つき上げる岩山のような、低く重々しい男の声。

「荒こう野やを拓ひらき、民たみ護まもる鎧よろい……それが我われら〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉である」



　　　　◆□□◆



　カピロッシ・ファミリーは、実はまだ新しん興こうと呼んでいい組そ織しきだ。

　密みつ造ぞう煙草たばこが主なシノギだった少数組織チームを率ひきい、カロージェロ・カピロッシがこの街に流れてきたのはそう昔の話ではない。辺へん境きよう開拓の白熱で大規き模ぼな取引も横行するようになっていたこの地で一山当てた彼は、その勢いきおいのまま街に君くん臨りんする。ほどなく街の実じつ質しつ的な支し配はい権けんを握にぎり大陸中にその名を轟とどろかせたカロージェロは先駆者フロンテイアマンでこそないものの、一いつ攫かく千せん金きんの開拓辺境フロンテイアドリームを体現した男であると言えるだろう──

「さて。大の男が二人、雁がん首くび揃そろえてにらめっこってんでもねぇだろう」

　──円えん卓たくの向かいに座すわった男を眺ながめ、バーンは知らず唾つばを飲み込こむ。

　ヴィッテマ・カピロッシ。

　カロージェロ・カピロッシの実子にして、近年息を引き取った彼からファミリーの全すべてを受け継ついだ男だ。その権力は、州国議ぎ会かいにまで深く根を張っている。

　そんな相手をペテンにかけようというのだから、我われながら正気の沙さ汰たではない。

（……要は、それだけでかいチャンスにありついたってことだよな）

　強ごう引いんに楽観して、彼は無ぶ難なんな笑顔を取り繕つくろった。

「時間を割さいていただいたことに感謝を、ミスター・カピロッシ」

「ミスターはスタイルじゃねぇな。偉大なグランデ、と呼べ。皆、俺をそう呼ぶ」

　気負うでもなく言い放ち、ヴィッテマは葉巻箱から上等の一本を取り出してヘッドを切り落とした。脇わきに控ひかえていた禿とく頭とうの大男がすかさず火を点つける。

　彼が頭を揺ゆらす度たびに音がするのは、束ねた長ちよう髪はつに数十も編あみ込まれた極ごく細ぼその鎖くさりが擦こすれるからである。がっしりした身体からだを包むスーツにも縫ぬい込まれた鋼こう線せんが無数に光っていた。この刃は物ものへの徹てつ底ていした警けい戒かいは若わか衆しゆの時分、アウトロー気取りの少年にナイフで脾ひ臓ぞうをえぐられたことが原げん因いんだというが……威い圧あつ目的としても充じゆう分ぶんすぎる風体ではある。

　気持ちの上では完全に呑のみ込まれつつ、バーンはなんとか軋きしんだ声を上げた。

「で、ではグランデ・カピロッシ。早さつ速そく、お話に入りたいのですが」

「まったく名案だな。そう……フェイ・スクィントのことで話があるそうだが」

　すう、とヴィッテマの口から吐き出された紫し煙えんの筋すじが、豪ごう奢しやなシャンデリアの灯あかりを薄うすく陰かげらせる。彼はその煙けむりを見上げて、小さく鼻を鳴らした。

「フェイ。六番島舟トロンコの学者先生だな……ありゃ、いい女だ。そうだろう？」

「は、はあ」

「あんないい女が、始終やぶ睨にらみで汚きたない部屋に籠こもってるなんて、こんな勿もつ体たいない話があるか？　当然、俺はないと判はん断だんした。ところがあいつは、なんべん俺の女になれと持ち掛かけてもことごとく──ああ、なんの話だった？」

「……い、いえ……。なんかもう、目的の半分は果たせた感じです……」

　カマをかけるまでもなく事じ情じようをぶちまけるヴィッテマに、バーンはぐったりと身体を椅い子すに沈しずめた──まだ、より難むずかしいもう半分の目的が残っているのだが。

　咳せき払ばらいして座すわり直し、彼は怖おじ気けづいた根こん性じようが許ゆるす限かぎりの不敵な笑みを浮うかべた。

「僕がしたいのは、ビジネスの話です」

「ビジネスは良いもんだ。金と友人が増ふえていく」

「願わくば僕も良いお付き合いをさせていただきたいですね。……まあ、僕が今ここに居いるのは、あくまでフェイ・スクィントの代理人としてなのですが」

　愛あい想そ笑いの合間に、ちらりと相手を窺うかがう。泰たい然ぜんと葉巻を燻くゆらせるヴィッテマの目が、フェイの名を挙げた途と端たんにほんのわずか変わったのをバーンは見み逃のがさなかった。

　視し線せんをいなすように頭かぶりを振ふり──怖こわかったのだ──、話を続ける。

「実は、あなたの積極的なアプローチに、奥おく手てな彼女は参っていましてね。今朝もあなたの忠ちゆう実じつな家族に少々過か激げきな愛の詩うたを贈おくられたようで」

「ふん？……おい、マルチェロ」

　眉まゆを跳はね上げ、ヴィッテマは取り巻まきを振り返った。禿とく頭とうの男が心得た様子で部屋を出て行くと、ほどなく鼻に大きな絆ばん創そう膏こうを貼はった赤毛──先ほどフェイにからんでいた男を連れて戻ってくる。青ざめた彼に、ヴィッテマが視線も向けずに問いかける。

「トラッキオ。今朝はどこにいた？」

「ぼ……ぼッボス、お、おおオレッ、ボス、オレ──」

　どうやら独どく断だん専せん行こうだったらしい──その顔は恐きよう怖ふと絶望に真っ白になっていた。

　バーンも呆あきれるほど怯おびえきったその様子に、ヴィッテマもさすがに毒気を抜かれたらしい。もういい、と手を振り、こちらへ肩かたをすくめてみせる。

「お前の言う通りらしい。まあ、ケツは後で持たせるとしよう。続けてくれ」

「はい。率そつ直ちよくな話をしますと、彼女から手を引いていただきたい」

　無ぶ遠えん慮りよな物言いに、トラッキオや取り巻まきたちがぎょっとしてバーンを見つめる。

　ヴィッテマは一度大きく葉巻の煙けむりを吐はき出して、ゆっくりと視線を持ち上げた。

「…………タダで、と言うほどの世間知らずじゃないんだろう？」

「もちろん、彼女も相そう応おうの代だい価かを払はらいます」

　平然と応じながら、彼はいつでも逃にげ出せるよう構かまえていた足を脱だつ力りよくさせた。

　媚こびるより強気に出て見せれば面おも白しろがって乗ってくると踏ふんだのだが……読み違えていたら魚の餌えさにされてもおかしくはない場面だった。

　さも事情通の顔を造つくると、バーンはさっき仕入れたばかりの知識を披ひ露ろうし始める。

「先日ペノンブランカで国の調ちよう査さ隊たいが発はつ掘くつした、強力な魔ま剣けんをあなたに。竜の溜め息を鍛きたえた破は格かくの一ひと振ふりです、資産としてはもちろん……使い道の多い話でしょう？」

「なるほど…………魔剣ときたか」

　彼は、葉巻を灰はい皿ざらに押おしつけて唸うなると──つまらなさそうに鼻を鳴ならした。

「面おも白しろいネタとは思うが、旨うま味みが少ない。国の連中に屁へをかませるのは確たしかに痛つう快かいだろうがな。ヤッパ一本じゃ、あいつから手を引く気にはなれんね」

「と、思いまして。実は僕から、もう一つお話を用意させていただきました」

　話を終わらせようとするヴィッテマに、バーンはすかさず告げる。

　下拵えは終しゆう了りよう。いよいよ本命の「嘘うそ」の使い時だ。

「……ひと月前、『アビスパス』総そう帥すいが逮たい捕ほされた事件のことを？」

「話は聞いてる。偉い大だいなオヤジの二世同士だ、それなりに付き合いもあった」

　興きよう味みの薄い声で答え、ヴィッテマは髪かみ紐ひもを弄いじる。

「竜の手引きをしたとか聞いたが、どこまで本当かは知らんね。……奴やつの話か？」

「彼の残したものの話です。事じ件けんの直前、彼が治めていた開かい拓たく街がい近きん郊こうで巨きよ大だいなオーガンライト鉱山が発見されまして……その採さい掘くつ権けんの処しよ遇ぐうは、僕に一任されています」

　──ぴたりと、ヴィッテマの手が止まった。

　近年発見された新鉱石、オーガンライト鉱から精せい錬れんされるオーガンライト鉄てつ鋼こうは、加えた衝しよう撃げきを熱に変える特性を持つ稀き少しよう金きん属ぞくだ。

　その鉱山の採掘権は、鉱山と同量の金きん塊かいほども価か値ちがある。

「彼とは親しくしていましてね。逮捕の直前あちこちへ分散した資し産さんの一部の管理を任まかされています。その中にはもちろん──あなたのお気に召す書類もあるわけで」

　黙だまり込こむヴィッテマに、バーンは悠ゆう然ぜんと笑みかけるが……その実、胸むねを突つき破やぶろうとしているかのような鼓こ動どうを抑おさえるのに必死だった。

『アビスパス』総帥シム・リム・アビスパ・ジュニアが逮捕され、その資し産さんが宙に浮いているのは本当だ。ひと月前、バーンはまさにその騒そう動どうの中心にいたのである。

　だが採掘権の処遇だの、管理を任されているだのというのは完全なでっちあげだ。すぐ見み抜ぬかれるような嘘うそのつき方はしていないが……そう日持ちのする嘘でもない。

　金属光こう沢たくの混じる髪を撫なでつけ、ヴィッテマが声を一段、低くする。

「……ちょいと、信じられない話に思えるな？」

「慎しん重ちようは美徳です。西の湖岸の入湖用厩舎バルケツジオへ連れん絡らくをつけてください、そこに僕が使っている二輪駆動機トランプホイールがあるはずです。彼から預かっているオーガンライト・エンジン仕様の試作品でしてね、フレームに『アビスパス』のロゴも刻こく印いんされていますよ」

　間かん髪はつ入れずに告げるバーンに、ヴィッテマは背後の取り巻まきを振ふり返った。一人の黒服が即そく座ざに退室し……しばしして、一枚まいの書類を持って戻もどってくる。

「──ふん、なるほど。確かにこんな酔すい狂きような代しろ物もの、あの悪趣しゆ味みデブ以外に造つくれるもんじゃあない。よしフラットランド、お前を信用しよう」

　受け取った書類に目を走らせ、ヴィッテマは微笑ほほえんだ。紳しん士し的とすら言える微び笑しようだったが──バーンは、その笑えみにおぞましいほどの危険を感じていた。

（…………完全に信用するわけはない、よなぁ……）

　辺境を生き延のびてきた臆おく病びよう者ものの嗅きゆう覚かくを信じ、バーンは気を引き締しめる。

「書類の準じゆん備びと輸送は手配済ずみですが、距きよ離りが距離です。少し時間がかかるでしょう。その間に、誠せい実じつの証明として魔ま剣けんの方を準備するという形では？」

「すべてを心得ているな。俺はその条じよう件けんで、フェイに関かかわるのを止める、と……取引はそういう形に落ち着いたと思ったが、お前はどうだ？」

「相そう違いなく、グランデ・カピロッシ」

　媚こびて見えない程てい度どの笑みを口の端はしに乗せると、バーンは一礼して席を立った。脚あしが震ふるえているのがばれないよう、早足気味に出口へ向かう。と。

「しかし、いい根性をしてる。あの『アビスパス』を裏うら切ぎろうっていうんだからな」

　背はい後ごから追い掛かけてきたヴィッテマの声に、ぎくりとして足を止める。

　彼は面白がるような口ぶりで、こちらが振り返るのを待たずに続けてきた。

「女一人のために通すにはリスキーな話だ。そう思わないか？」

　ゆっくりと──荒あれ狂う鼓動を落ち着けるようにゆっくりと、振り返る。

　答えなくてはいけない。沈ちん黙もくの長さは失う信用の大きさだ。

　音もなく唾つばを飲み込み、なんとか継つぎ合わせた笑顔から押しだした答えは。

「──まったくですね。それでも…………彼女を、愛していますから」

　ともあれ、彼に火を吐はかせはしなかった。





「お待たせー。さあ、次は市場いこう、市場」

　屋や敷しきを出たバーンは、表で待たせていたアーティアの前を早足に通り過すぎる。

　彼女は何かを言いかけ言葉を詰つまらせてから、改めて口を開いた。

「……時間がかかったな。話とやらはついたのか？」

「ん？　ああ。まあ、ここまでは上う手まくいってるんじゃないかな」

　訊きかれ、バーンは小走りに追いついてきたアーティアを振り返った。歩調を落として水路に寄り、口笛を吹ふいて渡わたし船を呼ぶ。

　寄ってきた舟ふねに乗り込むと、バーンは老年の船頭に行き先を告げて腰こしを下ろした。そしてこちらは多少不安げに座すわり込む彼女に、先刻ヴィッテマと取り付けた話を説明する。

　ほどなくして話を終えた彼に、アーティアは顔をしかめた。

「曖あい昧まいな話だな。連中は本当に手を引くのか？」

「うん、そこは大丈夫。マフィアが手下フアミリーの前でそう言ったんだぜ」

　小首を傾かしげるアーティアに、ぴっと指を立てて見せる。

「連中は名めい誉よってものを大事にする。誰だれに対してでもない、自分に対する責せき任にんさ。よっぽどのことがあれば別だろうけど、逆ぎやくに言えばよっぽどのことがない限かぎり、彼はまず約束を守るよ。……どっちみち、やばい橋ってことには変わりないけどね」

「ふん。要いらん危き地ちを招まねきおって、与よ太た者ものが」

　彼女が険けわしい顔で鼻を鳴らしたところで、舟が停とまった。市場に着いたらしい。

　渡し賃ちんを払はらって舟を降りると、バーンは彼女の手を引いて人ひと混ごみの中を歩きだす。どこか釈しやく然ぜんとしない表情を浮うかべながら、アーティアはじとりと彼を見上げた。

「だいたい剣けんを渡すなどと一言も言っとらんかったろう。竜の溜め息を鍛きたえた魔ま剣けんというではないか、《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を取り出す手がかりかも知れんのに」

「ふっふっふ、そこもちゃんと計算してるってば。周りを見てみてよ」

　口の端はしをつり上げ、バーンは空いている方の手で周囲を示しめす。

　この島舟トロンコにはカピロサに多い高層建築がほとんどない。テントと見み紛まがうあばら屋から一戸構えの店てん舗ぽまで、見渡す限り商店が続いていた。露ろ店てんで串くし焼やきのポテトと果汁ジュースを買い込みアーティアに渡してやりながら、バーンは得意げに胸を張る。

「ここはカピロサ一のマーケットでね。とにかく品数がやけくそに多いんだ」

「ぬう、確かに物が揃そろっているな」

　受け取ったコップに口をつけ、アーティアは通り過すぎる店を流し見ていた。

「震え山羊クロツチエの尻尾しつぽに、これはダダ樹の新芽か。む、キモンの蔓つる草くさに紅べに蜘く蛛も茸たけまであるとは……里の工こう芸げい師したちも目を剥むく稀き少しよう品ひんばかりだぞ」

「ね、大したもんだろ。────ところでなんの店だい、そこ」

「さあ。それで、結局ここに来た理由はなんなのだ。……もう一本くれ」

「早いな君。つまりさ、売ってるとこには骨こつ董とうの剣なんかも売ってるんだ」

　食べ終えた串を突つき出すアーティアへ、抱かかえた紙かみ袋ぶくろから新しい一本を渡してやる。どことなく幸せそうな彼女に苦く笑しようをこぼし、バーンは辺りを見回した。

「だから多分、変な噂うわさやいわくのついた剣けんの一本や二本、見つかると思うんだよね。それ魔剣って言い張はればごまかせるかなーって。ヴィッテマは刃は物もの嫌ぎらいって話だから、たかが前金代わりの剣を詳くわしく鑑かん定ていさせたりはしないよ、きっと」

「それは計算ではなく楽観だ、たわけ」

　呆あきれたようにジュースをすすり、アーティアが溜ため息をつく。

「やはり私もついて行くべきだったか」

「それはぜったい話が紛ふん糾きゆうするだけだから待っててもらったんだけどね。とにかく、せいぜいハッタリの利きいた剣を探さなくちゃ。魔剣っぽい剣ってどんなのだと思う？」

「知るか。……ふむ、だが里にも竜工芸ドラグクラフトの剣があったな。確か、夕ゆう暮ぐれクヌギと梟ふくろう竜りゆうの尾お羽ばねを月光の染しみた湧わき水で清めた木ぼつ剣けんだった。陽ひの光を裂さき望むまま夜を生み出すという妙剣だったが、月の祝福の産物ゆえそもそも夜しか力を発はつ揮きできなくてな」

「それはいわゆる本ほん末まつ転てん倒とう…………ん？」

　残念そうな彼女に半はん眼がんで呟つぶやいた時……視し界かいを、何かが横よこ切ぎっていく。思わず目で後を追うと、それはアーティアの頭にくっついて止まった。

「……花？」

　その薄うす桃もも色の花弁をつまみ上げて、バーンは首を捻ひねる。近くに花屋でもあるのだろうかと、アーティアと一いつ緒しよに頭を巡めぐらせたところで──二人は凍こおり付いた。

「…………、なんだアレ」

　彼らが見つめるのは水路の向こう、隣となりの島舟の集合住宅アパートメント。

　そのアパートメントの屋根に誰だれかが立っている。

　四階建ての屋根に危あぶなげなく立つその人物は、ずいぶん小こ柄がらに見えた。アーティアよりも小さいのではないだろうか。鮮あざやかな茜あかね色いろの外がい套とうですっぽりと全身を包んでいる。

　誰かが彼に気づいたのだろう、市場のあちこちでざわめきが上がりだしていた。人々が見つめる中、外套の人物は堂々たる動作で頭に被かぶっていた外套を払はらう。

　少年、のように見えた。距きよ離りがあるので短く刈かった髪かみなどから推すい測そくしたに過ぎないが、問題はそこではなく、その少年がどうして真まっ直すぐバーンを睨にらみつけているのか──

　そして、どうして口元から花弁がこぼれているのかと言うことだった。

「あッ……あの、アーティア。アレまさか……まさかだよね？」

　震ふるえる指で彼方かなたの少年を指し、顔を引きつらせた途と端たん。不意に、少年の姿が消えた。

「!?　消──」

「違う、上だッ！」

　叫さけびかけたバーンを引っ張り、アーティアが真横へ飛び退のく。その直後──ずだんっ、と凄すさまじい音を立て、たった今まで彼がいた場所に少年が着地した。

　ゆらりと立ち上がる少年を遠巻きに囲んで、市場に不ふ穏おんな雰ふん囲い気きが漂ただよいだす。

「ね、ねえ──あの子、今……」

「と……飛び移った、のか……？　あんな所から？」

　渦うずを巻まくざわめきを気にした様子もなく、少年は外套の下から左腕だけを出す。

　その手には白く長い、動物の骨ほねを磨みがいたような棍こん棒ぼうが握にぎられていた。そして堂に入った動きで腰こしを落とすと──まるで獣けものが咆ほえるように長く、鋭するどい咆ほう吼こうを轟とどろかせる。

【────────!!】

「ど、竜徒ドラグ＝ジーンだあああぁぁぁぁ────ッ!?」

　悲鳴が先か、少年が口から花弁を散らせるのが先だったか。

　瞬しゆん間かんでパニックに陥おちいった人々の間をすり抜け、彼は瞬またたく間にバーンに詰つめ寄よってきた。

　とっさに顔をかばった腕に、少年は振り上げるように棍棒を叩たたきつけてくる。それなりには痛いがやはり子こ供どもの腕力、大した重さはない──と。

　腕に触ふれた棍棒から突とつ如じよ、旋せん風ぷうが巻き起こった。

「ッう、あ──!?」

　一瞬で消えた風はジャケットをはためかせる程てい度どの強さだったが……防ぼう御ぎよしていた腕を弾はじき飛ばされた。重心が崩くずれ、身体がよろける。

「やめろ、やめないか！」

　どこかでアーティアが叫んでいた。

　少年は止まらない。ばさり、と外套を翻ひるがえらせ、外套の下から右手を出す。石でも握り込んでいるのか、その拳こぶしは不自然な形に固められている。

「死ね、人間──！」

　ぎらついた目で鋭く叫ぶと、少年は思い切り拳を突つき上げた。真まっ直すぐに顔面を狙ねらってくる小さな拳げん骨こつに、バーンが反はん射しや的に目を閉とじた、その時。

「…………やめろと言っとるのが聞こえんのか、この馬ば鹿か者ものがあ──────ッ!!」

　アーティアが少年を怒ど鳴なりつけた。否いな、叱った。

　まさしく悪戯いたずらを叱しかる親そのものの大音おん声じように、少年が目に見えて身をすくませる。そして次の瞬間──横合いから飛んできた何かが彼の顔にぶつかり、砕くだけ散ちった。

　少年はもんどりうって石いし畳だたみの上に倒たおれ込むと、そのままぐったりと動かなくなる。

　おそるおそるその身体をつついていると、アーティアが隣となりに駆かけ寄よってきた。手には、先ほど取り落とした串くし焼やきの袋ふくろ。……少年を沈ちん黙もくさせた物体は芋いもだったらしい。

「まったく──なぜこんなところにいるんだ、お前は!?」

「いや、気き絶ぜつしてるってば」

　がりがりと頭を掻かきむしるアーティアに言って、バーンは少年を見下ろす。

「この外套の色……竜徒ドラグ＝ジーンだよね。知り合いかい？」

「ああ……ノルグの里の星ほし守もりで、私が《息吹いぶき》の扱あつかいを教えていた子供だ」

　苦い顔で呻うめいて、アーティアは少年の傍かたわらにしゃがみ込んだ。



    

  
    
      「手を貸かしてくれ。事情は分からんが、人目に付かない場所へ移うつした方がよかろう」

「え？　あ。う、うん──」

　歯切れ悪く返事して、バーンは慌あわてて少年を持ち上げた。鍛きたえているのだろう、ぼろ布ぬの同然の服をまとう身体からだは見た目よりも重い。

（なんなんだよ、一体……）

　腹はらの底がざわつくような、ひどく面おも白しろくない感覚を覚える。

　その原げん因いんはおそらく、立て続けに降ふりかかる災さい難なんではなく────のびている少年に向けられた、深い慈じ愛あいと親しみの籠こもったアーティアの苦く笑しよう。

（……君のそんな顔を見るのは、初めてだ）

　未いまだ混こん乱らんの続く市場の中心で空を仰あおぎ、バーンは溜ため息をつく。

　太陽は南天にさしかかろうとしていた。



    

  
    
      
　第二章　想おもい錯さく綜そう　My Comical Romance






「というわけで、ミロ・デルッカだ」

「…………」

「挨あい拶さつはどうした、たわけ」

「あだだだだだ待って!?　やばいって姉ちゃんそれ折れる折れる折れる────！」

　いったい、どこから説明すべきなのか。

　部屋の床ゆかに正せい座ざさせられた少年と彼の足を思い切り踏ふみにじるアーティア、その姿すがたを唖あ然ぜんと眺ながめるフェイ──三人を順じゆん繰ぐりに見み渡わたして、

「……うん。ミロ・デルッカだそうだよ」

「分かったわよそれはもう」

　どこか他ひ人と事ごとの調子で言うバーンに、フェイが両目を伏ふせて呻うめいた。とんとん、とこめかみを叩たたいて息をつくと、彼女はアーティアへ三さん白ぱく眼がんを向ける。

「その子は…………あなたの知り合いなのかしら、アーティア？」

「うむ。ノルグの里の子こ供どもで、私が修しゆ行ぎようをつけていた」

　腕うでを組んで頷うなずき、アーティアはミロを見下ろした。よほど強く踏まれたのか足を押おさえて悶もん絶ぜつしている彼に視し線せんを向け、フェイは椅い子すに座すわり直す。

「ということは、えーと……ミロ。あなたも竜徒ドラグ＝ジーンなのね」

　問われ、ミロは転げ回りながら挑ちよう発はつ的な笑えみを浮うかべた。

「人間どもの低てい俗ぞくな名で呼よぶな。星の命を人間どもから守る……俺おれたちは星ほし守もる茜せん鱗りんだ。この茜あかね色いろは託たくされた誇ほこりの証あかし、竜徒ドラグ＝ジーンなんて名で穢けがすことは許ゆるされない」

「その誇りを、今まさに床の埃ほこりで汚よごしてるのには気づいてるかい？」

「うるさいな！」

　指し摘てきすると、彼は噛かみ付くように怒ど鳴なり返してくる。まだ立ち上がれないようだが、バーンを睨にらむ鳶とび色いろの瞳ひとみは明らかな敵てき意いに満ちていた。

「……典型的な竜徒ドラグ＝ジーン──いえ、星守る茜鱗の考え方ね」

「気を遣つかうな、呼び方など気にする星守りはいない。気にするのは未み熟じゆく者ものだけだ」

　言い直すフェイに手を振ふって、アーティアは長い溜ため息をつく。

「……さて、ミロ。なぜここにいる？　里さと長おさの許きよ可かを得て山を降りているのだろうな」

「き、許可なんか関係ない！」

　よろめきながら必死に立ち上がり、ミロは大声で叫さけんだ。

「人間どもの世界をたった一人で探さがすなんて無茶だ！　だから俺が姉ちゃんを助け──」

「黙だまれ、未熟者。軽けい率そつに過すぎるわ」

　ぴしゃりと告げるアーティアに、ミロは鼻白んで言葉を呑のみ込こむ。

　睨み合う二人を交こう互ごに見て、フェイが半眼で嘆たん息そくをこぼした。

「──あのね。君、勘かん違ちがいしてるわ」

「…………勘違いだと？」

　鋭するどく睨み返すミロへ、フェイは首をすくめる。

「《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》なら、もう見つかってるらしいわよ」

　その発言に、バーンはぎょっとして振り向いた。

　そしてフェイは止めに入る間もなく彼を指さすと、

「彼、バーンっていうんだけど。彼が《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を呑み込んじゃったの。完全に同化しちゃってて取り出せないらしいけどね」

　隠かくしていた事実を洗あらいざらいぶちまけてくれた。

　がくん、と外れそうなほど顎あごを落として硬こう直ちよくするミロとバーンに、その後ろで額ひたいを押さえるアーティア。三者三様の沈ちん黙もくは──十秒後、ミロの絶ぜつ叫きようによって破やぶられた。

「お前のせいかああああッ!?」

「おわああッ！　フェイ、なんでバラしちゃうのさあああッ!?」

「……え、あ？　なにッ、秘密だったのこの話!?」

「……まあ、どのみち説明はするつもりだった、が……なんなのだこの徒労感は」

　うろたえるフェイにぐったりと答え、アーティアは取っ組み合いを始めたバーンとミロに視し線せんを向けた。子供とはいえ竜徒ドラグ＝ジーン、バーンはあっさり組み伏ふせられる。

　その前にしゃがみ込み、アーティアは見下げた口調で言ってきた。

「……少しは抵てい抗こうせんかい、お前」

「いや、したよ？　手も足も出なかっただけさ」

「恥はじろ。せめて」

「姉ちゃん、捕つかまえたぜ！　こいつ連れて里に帰ろう!!」

　心底情なさけなさそうに頭を振るアーティアに、ミロが大声をあげた。必要以上に強く腕をねじるミロに、彼女は嘆息混まじりに答える。

「言っただろう。《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を取り出す手しゆ段だんが見つかっていない」

「そんなの必要ない！　この男ごと縛ばく封ふう牢ろうに放ほうり込んでおけば────」

「こやつが死ぬ時は、ニグログルフュがその身を掌しよう握あくする時だ。縛封牢とて罪ざい人にん竜りゆうの業ごう火かに耐たえられる道理はない。摘てき出しゆつの手段はなんとしても見つける……それが私の贖しよく罪ざいだ」

「でも…………！」

　言いつのろうとするミロを、アーティアはすでに見ていない。立ち上がって襟えり巻まきを直し、成り行きを見守っていたフェイを振り返った。

「すまんが……今回のことが済すむまで、ミロもここに置かせて欲ほしい。一通りのことが落ち着けば、私が責せき任にんを持って里まで連れ帰る」

「構かまわないわよ。こうなったら、居い候そうろう二人抱かかえるも三人抱えるも一いつ緒しよだわね」

　大方そう言われることを予想していたのだろう、フェイは間をおかずに頷うなずく。それから大たい儀ぎそうに椅子を立つと、アーティアの隣となりに並ならんでバーンを見下ろしてきた。

「じゃあこの話題はお終しまい。で、もう一個この方の話はどうなったの？」

「あ、カピロッシ・ファミリーのこと？　そりゃもうバッチリだよ」

　組み伏せられたまま親指を立て、彼はへらりと相そう好ごうを崩くずす。

「国から送られてくる魔ま剣けんがあるって言ってたろ？　とりあえず、それヴィッテマにあげることになったから。これでしばらく手ェ出されないよ」

　言って、得意顔をするバーンの脳のう天てんに。

　きっかり二秒の沈黙の後、フェイが踵かかとを振り下ろした。





　およそ三分後。

「偽にせ物ものを用意するってことなら最初にそう言えばいいじゃない」

「…………」

　なにかをごまかすような早足で歩くフェイの背せを、アーティアは半はん眼がんで見つめていた。隣を歩くバーンとミロも同様に、口を閉とざして彼女の後を歩いている。

　時じ刻こくは昼時。

　この島舟トロンコで一番大きいという通りは、立て続けに起こった竜徒ドラグ＝ジーン騒さわぎのせいか、先ほどとはうって変わって閑かん散さんとしていた。それでも店を広げ、交こう渉しようを交かわす者の姿すがたがちらほらと見えるのは……さすが人間といったところか。臆おく病びようなくせに、欲よく深い。

「国の貸たい与よ品ひんを売り飛ばすなんて指名手配モンなのよ、実じつ際さい。ちょっと早はや合が点てんして驚おどろいちゃったとしても、あたしに罪つみはないわよねー」

「……だからって気絶するほど踏ふまなくてもよかないかなって思うよ、僕ぼくは」

　独ひとり言の調子で続けるフェイに、頭をさすりながらバーンが呟つぶやいた。

「命がけで働いてきたってのに、僕を待っていたのはすごい罵ば声せいと尖とがった踵。ああ、哀あわれなこの男に天も涙なみだせよ！……なぐさめてアーティア」

「自じ業ごう自じ得とくだ、馬ば鹿か」

「おい！　近づきすぎだ、お前ッ！」

　思い出したように手を握にぎってくるバーンを冷たく振り払はらおうとしたところで、間に割わり込んできたミロがその手をはねのけた。

「どっかいけ人間！　お前さえいなけりゃ姉ちゃんは里に帰れたのに……このっ！」

「あいて、なにすんだよ！　くそ、子こ供ども相手なら僕は強気に出るからな──！」

「……一生やっとれ」

　押おしのけ合う馬鹿弟で子したちに溜ため息をこぼし、アーティアは二人をおいて足を速めた。

　フェイの隣に並ならぶと、そちらを見上げて尋たずねる。

「フェイ。今から例の──本物の方の魔剣を取りに行くんだったな？」

「そ。さっきの今じゃ、トラッキオも邪じや魔まできないでしょ」

　言って、彼女はいたずらっぽく笑った──目つきのせいで奇き妙みような迫はく力りよくがあったが──。

　その答えに一度頷いてから、アーティアは声をひそめる。

「──危き険けんだと思う。警けい戒かいはしているが、ヴィッテマとやらの監かん視しがないとも限かぎらん。本物の存そん在ざいが知れればまずくはないか？」

「そーなのよねー……それ、考えなかったわけじゃないんだけど」

　渋しぶい顔をして、フェイは背はい後ごでミロとつかみ合っているバーンを振ふり返った。

「あいつがしくじることも考えとかないとね。本物渡わたして頭下げれば……まあ、命は助けてくれるでしょ。その程てい度どの度ど量りようはあるだろうし」

　頭かぶりを振り、陽気を装よそおって言う彼女の顔に一いつ瞬しゆんだけ影かげがよぎったのは──他にも払う代だい償しようがあるということか。そしてそれは、軽いものではないのだろう。

　首をすくめて、彼女は苦く笑しようする。

「お節せつ介かいすぎかしらね。昔の男に」

「あんな与よ太た者ものにそこまでしてやることはない、とは思うな」

　呟き、もう一度背後を見る。

　ミロが真新しい革かわの外がい套とう──彼女が貸した物である。彼が着てきた茜あかね色いろの外套は流石さすがに目立ちすぎた──をはねのけ、バーンに指を突つきつけて怒ど鳴なっていた。

「お前の全部が気に入らない！　その軽けい薄はくな面つら、風体、性せい格かく、なにもかもだ！」

「軽薄とは聞き捨ずてならないね、僕はこれでも硬こう派はで通ってるんだぜ！」

「底の知れた大ボラを！　さっきすれ違ちがった女を追っていた目つき、俺は忘わすれないぞ！」

「うっわ、なんで確かく認にんしてんのさ!?　性格悪いって言うんだよそういうのっ！」

　否ひ定ていはしないらしい。

　低次元極きわまる口論を続けながら、ミロが歯ぎしりして拳こぶしを震ふるわせる。

「なんでお前なんかが《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を持ってるんだ！　くそっ、絶対認みとめないぞ！　お前なんかがアーティアの隣にいるなんて、俺は絶対認めない!!」

「なに言ってんだい、コレ大変なんだぜ!?　先週、修しゆ行ぎようサボってデートしてるの彼女にバレちゃってさ、言い訳わけむなしく火ぃ噴ふいた場所が保安官シエリフ事じ務む所しよの近くだったからもー上を下への大おお騒さわぎ──あれ、今『アーティア』って呼んだ？　『姉ちゃん』じゃなくて？」

「え？……あ、しまっ──!?」

「ははーん……さては君、アーティアに惚ほれてるな！　本当は名前で呼びたいけど、勇気がないから陰かげでこっそりってところだろ！」

「うわあぁぁぁっ！　だだだ黙だまれバカ、聞こえたらどうすんだーッ!?」

　今さらと言えば今さらな悲鳴を上げるミロに、バーンがへらへらと神しん経けいを逆さか撫なでする笑え顔がおを浮うかべた。そして悠ゆう然ぜんと胸むねを張はり、小鼻を膨ふくらませる。

「君には悪いけど、あの子の心にそんなお子ちゃま根こん性じようが入り込む余よ地ちはない。愛に臆おく病びような男に、愛は決して振り向かないのさ！」

　愕がく然ぜんと言葉を失うミロに、見ててみ、と一つ肩かたをそびやかせ、バーンが小走りに駆かけてくる。うんざりと足を止め、アーティアはやって来た彼を睨にらんだ。

　バーンは即そく座ざに息を整えると、指先でそっと彼女の顎あごを持ち上げる。そして雪ゆき解どけのせせらぎを思わせる透とう明めいな微び笑しようを浮かべると、甘あまい声で囁ささやいた。

「好きだよアーティア」

「死ね」

「どうだい、これが愛ってもんさ！」

「いま凄すごいこと言われてなかったかお前!?」

　遠くで叫さけぶミロにさも心外そうな顔をすると、バーンはそちらに駆け戻もどって口こう論ろんを再さい開かいする。もう何か言う気力もなくし、頭を押さえていると……不意に肩をつつかれた。

　振り向くと、フェイがにやにやと笑っている。

「人気者じゃない。どうよ、男に奪うばい合われる気分は」

「どうと言われてもな……」

　苦い顔で呟つぶやき、アーティアは男二人を一いち瞥べつする。

「私も修行をつけてくれる母様を独どく占せんしたいと思っていた頃ころはあったが、ミロの歳としでまだそんなことを言ってるのは問題だな。当然、同レベルで張り合うあの与よ太た者ものは論外だ」

「…………。えーと、そうじゃなくて……あの、どこまで本気？」

「どこまでも本気だが」

　肩すかしをくったような顔をする彼女に、アーティアは怪け訝げんな顔で即そく答とうした。なにか悩なやましいことでもあったのか、フェイはこめかみに指を当てて黙だまり込こむ。

　そのままひとしきり呻うめいてから、彼女は軽く息をついた。

「まあ……あなたみたいな子もいた方がいいのかもね。ああいう奴やつのそばには」

　そう言ってバーンを見る彼女の、何かを懐なつかしむような眼まな差ざしに──ふと、胸むねへ気持ちの悪い感覚がせり上がってくる。

　暗く重く、身体からだを中から焼き潰つぶすような不ふ快かい感。この感覚は……

（………………、不安？）

　馬ば鹿かな。

　頭を振り、思考を停とめる。何の不安を感じる必要があるというのだ。

　巣くった不快感を拭ぬぐおうと、アーティアはフェイに声をかける。つかえた吐と息いきと共に押し出した言葉は、なぜかひどくとげとげしかった。

「や……奴を、よく知っているという口ぶりだな」

「ん、そうでもないわよ？　彼と一いつ緒しよにいたのは半年くらいだしね」

　不思議そうに見返してくるフェイから、アーティアは反はん射しや的に顔を背そむける。

　その反はん応のうに訝いぶかしげな顔をしたものの、フェイは追つい及きゆうしてこなかった。眉まゆを持ち上げてすん、と鼻を鳴らすと、飽あきずに言い合っている二人へ大声を上げる。

「ちょっと、二人ともいつまで遊んでるのよ！　早く来なさい!!」

　呼ばれたバーンは、口論を切り上げ振り返ってきた。そしてぱちくりと瞬まばたきし、

「……荷物が着くの、十五番島舟トロンコだろ？　船着き場に行くならここ曲がらないと」

　傍かたわらの路地を指さすバーンに、フェイが呼びかけた姿し勢せいのまま動きを止めた。それから、無言で見上げるアーティアをちろりと見返す。

　そしてひとつ、納なつ得とくの表情で頷うなずくと、感かん慨がい深ぶかげに呟いた。

「向こうだそうよ」

「自分の街だろう、お前」

「み、道覚えるの苦手なのよッ」

　呆あきれて呻くと、フェイはわずかに顔を紅こう潮ちようさせる。踵きびすを返して道を戻りながら、彼女はぶつぶつと言い訳じみたことを呟きだした。

「竜ドラゴンの研究なんかしてると大陸中の資し料りようを漁あさらなきゃいけないのよ。その点じゃ便利な街なんだけど、毎日建物の位置が変わるわ島舟は狭せまいわ……やってらんないわよ、もう」

「そういうものぐさな考えだから部屋が片かた付づかないんだよ」

　溜ため息混まじりに、バーンが口を挟はさんでくる。

　フェイはそちらを三白眼で睨にらみ返し、器用に片方の眉をつり上げた。

「いいじゃない。あなたが片付けてくれるんでしょ？」

「ていうか誰だれか片付けないと、君ほんとにゴミに埋うまって死にかねないからね──」

　困こまった風に言いながらも、バーンの顔は笑っている。

「…………」

「……姉ちゃん？」

　気安げな二人を見ている内に、またあの不快な感覚に襲おそわれて、アーティアは知らず足を止めていた。ミロが話しかけてくるのにも気づかない。気づけない……

　フェイの言葉が、頭の中一いつ杯ぱいに響ひびいている。

『一緒にいたのは半年くらいだしね』

（私は…………まだひと月も共にはいないな）

　なぜ、そんな事が気になるのか分からなかったが。

　ぐっと口元を引き結ぶと、彼女はバーンたちの後を追いかけた。



　　　　◆□□◆



　十五番島舟トロンコは、カピロサの中でもとりわけ特とく殊しゆな場所である。

　他の島舟にはあれだけ溢あふれていた露ろ店てんや商売人が見あたらない。あるのは背せの低い倉庫ばかりで、島舟全体が墓はか場ばのように静まりかえっていた。

「……ぶ、不気味なところだな」

　嫌いやそうな顔であちこちを見回しながら、ミロが借り物の外套を揺ゆらした。

　四人が歩いている通りは他の例に漏もれず狭せまい造つくりなのだが、無人のせいか空気がうそ寒い。ゴーストタウンにでも迷まよい込んだ気分になってくる。

　黒ずんだ石いし畳だたみで靴くつ底ぞこを鳴らして、バーンはミロを振り返った。

「ここ、議ぎ会かい政せい府ふがカピロサから買いとった『国有地』なんだ。民間人が店を出すにはバカ高い税金がかけられるんで、こうして寂さびれきってるってわけ」

「国からの公的貨か物もつはほとんどこの島舟に届とどくの。たまにあたしが請せい求きゆうした資料を受け取りに来たり、暇ひまな子こ供どもが探たん検けんに来る以外にほとんど人は来ないけどね」

　彼の言葉を継ついで、フェイがおどけた仕草で両手を広げる。

「これだけの石を切り出しておいて……ふん。人間は罰ばち当あたりだな」

　鼻息を吹ふき、ミロが憤ふん懣まんとした声を上げた。その様子を横目に見ながら、アーティアが試ためすように石畳を踏ふみ鳴らしている。

　そちらへ冗じよう談だんめかして笑いかけ、バーンは滑なめらかにまくし立てた。

「あ、気をつけてアーティア。めったに整せい備びしないもんだから、この島舟の基き部ぶは水蟻オルミーガに食い荒あらされててね。石畳の薄うすいとこ踏み抜ぬいたうっかり者が引きずり込まれて、白はつ骨こつ死体で港に流れ着く事じ件けんが毎年絶たえないんだ」

「…………え？　あ、ああ──そうなのか。うん、気をつける」

「や、嘘うそだけどね」

　ぱっと視し線せんを跳はね上げ咳せき払ばらいするアーティアに、バーンは即そく座ざに告げる。そして次の瞬間には叩たたきつけられるであろう怒ど声せいと反はん撃げきに備そなえて、両りよう腕うでで顔をかばった。が、

「ん、そう……嘘か。なら安心だな」

　気のない声でそれだけ言って、彼女は視線を逸そらした。

　いつもの彼女なら、罵ば声せいと共に尻しりの一つも蹴け飛とばしてくるところなのだが……

（……なにか怒おこらせるようなことでもしたかな）

　他愛のない嘘でからかい、女の子をナンパし、余よ計けいな騒そう動どうに首を突っ込み後には引けなくなり、自分一人では手に負えなくなり…………心当たりは星の数ほどあるが、どれも今に始まったことではない──自じ慢まんするようなことでももちろん、ない──。いずれにしても彼女は威い勢せい良よく怒おこり、手も足も出してきたものだが、今回のような態たい度どは初めてだ。

　不安になり、なにを言えばいいかも分からないまま口を開こうとした、その時。

「──お待ちしておりましたわ、皆みなさん」

　辺りに響ひびいた声に、四人は足を止める。

　いつの間にか目的の荷に揚あげ場に着いていたらしい。島舟トロンコの中まで引かれた水路と、その岸に並ならぶ繋けい留りゆう柵さく。凝こごったような空気は変わらないが──そこには、人の姿すがたがある。

「誰、あんたたち？……いつもの運び屋じゃないわね」

　尖とがらせたフェイの視線の先には子供が座すわっていた。

　……座っている。なぜかそこにしつらえられている豪ごう奢しやな椅い子すに、年とし端はもいかない少女が座っているのだ。

　少女自身も甚はなはだ周囲の空気から乖かい離りしている。年ねん齢れいが二桁けたに届とどくかどうかという矮わい躯くを包むのは壮そう麗れいな意匠デザインのドレスで、薄うす紅べに色いろの布ぬの地じは遠目にも分かる高級品だ。二つに結ゆった透とう明めい感のあるブロンドを結ぶリボンも同じ素材だろう。背後にはバトラースーツを着込んだ男が控ひかえている。男はなぜか室内用の巨きよ大だいなチェストなどをベルトで背負っていたが、細身のくせに足はぴしりと揃そろえられ揺るぎもしない。

　令れい嬢じようと、その執しつ事じ。馬鹿にされているのかと思うほど記号的な出いで立ちではあった──チェストはさておくとして──。

「んふッ。わたくしはそちらを存ぞんじておりましてよ、フェイ・スクィント女史。バーン・フラットランドに、竜徒ドラグ＝ジーンアーティア。……そのチビジャリはどなた？」

「な!?　お、お前の方がチビじゃないか！」

　いきなり吐はき捨すてるような口調に変わる少女に、ミロが慌あわてて怒鳴り返した。少女は彼を完全に無視し、袖そで口ぐちから翡ひ翠すいと鋼こう玉ぎよくをちりばめた扇おうぎを取り出す。

「礼れい儀ぎとして名乗らせていただきます──わたくしはキャロライン。先駆者フロンテイアマンシム・リム・アビスパ・ジュニアが一ひと人り娘むすめ、キャロライン・リム・アビスパですわ!!」

「げえぇッ!?」

　ガチョウを絞しめ殺したような悲鳴を上げたのは、バーンだった。

　──シム・リム・アビスパ・ジュニア。

　ひと月前、《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を巡めぐって彼らと一ひと悶もん着ちやく巻まき起こした複ふく合ごう企き業ぎよう『アビスパス』の総そう帥すいである。その騒動の果てに州国反はん逆ぎやく罪ざいに問われ、今は最果てのサルタナ刑けい務む所しよに収しゆう監かんされていると噂うわさに聞いたが、その彼の娘…………よもや穏おん便びんな用件ではあるまい。

　少女はぱちん、と扇を開くと、椅子の肘ひじ掛かけに身体をもたれさせた。

「キャロりんと呼んでもよろしくてよ」

「呼ばないけど、なんの用？　あたし、荷物取りに来ただけなんだけど」

「つまんない女ですわね。……荷物とは、コレのことですの？」

　素そっ気けないフェイに口を尖とがらせたものの、キャロラインはすぐに淑しゆく女じよ然ぜんとした微び笑しようを取り戻もどす。そしてちろり、と肩かた越ごしに背後を見た。

　彼女の視線に応こたえて、執事姿の男が背負ったチェストを地面に下ろす。棚たなを固定するフックを外し、中から出した細長い木箱をこちらに見えるよう掲かかげ持った。ベルトで封ふう印いんされた木箱の大きさは──ちょうど、サーベルが一本収おさまるほどか。

「調ちよう査さ隊たいから預あずかりました。『アビスパス』は州国議会とも懇こん意いにしておりましてよ」

「そりゃ結けつ構こうだわね。じゃ、とっとと引き渡わたしてもらおうかしら」

「……君ってホント物もの怖おじしないよね……」

　鼻を鳴らすフェイの背はい後ごに隠かくれ、バーンはこそこそと囁ささやいた。後頭部の辺りにミロの軽けい蔑べつの視線が突つき刺ささるのを感じる。

　キャロラインは身軽に椅子を飛び降おり、泰たい然ぜんと胸むねを反そらした。

「渡して差し上げるのにやぶさかではないのですけれど……その前に、バーン・フラットランドと竜徒ドラグ＝ジーンアーティア。お二人にご協力いただきたいことがありますの」

「────え？　ぼ、僕ぼくら？」

　話の矛ほこ先さきが向いてきたことに、思わず間抜けた声を上げて自分を指さす。

　キャロラインはゆっくり頷うなずくと、不意にその顔を哀かなしげに曇くもらせた。

「謂いわれなき投とう獄ごくから早ひと月……待つのは女の務つとめといえど、これ以上お父様を監獄なんて暗黒地帯にはいさせられませんわ。もう尻尾しつぽとか生えてるかも知れません」

「尻尾？」

「改造計画ですわ。地獄の冥めい王おうと契けい約やくした魔まドクターが、夜ごと囚しゆう人じんをクリーチャーに変えていくのです。議会の陰いん謀ぼうに違ちがいありません。最後は大たい砲ほうとか生えます。ああなんてこと、お父様キャノン……でもそんなお父様も素す敵てき」

「誰か止めようよ」

「あたし嫌いやだからね」

　得体の知れない妄もう想そうに頬ほおを染そめる少女を指さし、小声で囁き合う。

　ひとしきり身み悶もだえしてからキャロラインは、突とつ然ぜんこちらへ扇を突きつけた。

「脳のう改造の前にお父様を助け出さなくてはなりません！　あの事じ件けん、あの場所に立ち会っていたあなた方には裁さい判ばん所しよに出向いて全すべてあなた方が仕組んだことと証しよう言げんし、お父様の身代わりに監獄に入っていただきますわ!!」

「む、無む茶ちや苦く茶ちや言ってんじゃないわよ！　誰がそんな条じよう件けんを──」

「──わかった、オーケイだよ」

　いかにも子こ供どもじみた要求に抗こう弁べんしかけたフェイを、バーンが遮さえぎった。

　驚おどろいたように振り向いてくる彼女にこっそり笑って見せてから、一歩前に進み出る。

「ただ、当然知ってると思うけど……州国裁判所が判はん決けつを撤てつ回かいするには、かなり時間がかかる。あのジェクソン郡ぐんのアシュレイ・ガマー事件なんか、その典型だろ？」

　ところどころを強調したさも常じよう識しきを語るような口ぶりに、キャロラインがうろたえる。

「…………う、ウーノ。そうなんですの？」

「なにぶん法律に疎うといものでして……ああおっしゃられるのであれば、そうなのでは？」

「そうですわね。もちろん存ぞんじ上げておられますわ！」

「わあ、可愛かわいい反はん応のう」

　ウーノというらしい執しつ事じの青年と小声で囁き合い、怪あやしい文法で堂々と言ってのけるキャロラインに、バーンはぬるい笑え顔がおを浮うかべた。

　実じつ際さいのところ、裁判所の対応は概おおむね早いし、ジェクソンでそんな事件は起こっていない。アシュレイ・ガマーは昔ナンパした修道女シスターで、朝になったら髭ひげが生えていたという忘わすれがたい人物である──シスターが化け粧しようをしているのはおかしいとは思っていたのだ──



    

  
    
      　余よ計けいな思い出を振ふり払はらって、彼は芝しば居いのように腕うでを広げてみせた。

「でも、剣けんはすぐに必要なんだ。ヴィッテマ・カピロッシとの契けい約やくでね、それがないと僕らは殺されてしまう。身代わりにもなれないってわけさ」

「ヴィッテマ・カピロッシ……んふッ、大物ですわね」

　腕を組み、彼女は鼻を鳴らす。どうにも粗そ野やな挙動の目立つ御ご令れい嬢じようだ。

「だから、こうしよう。僕とアーティアは今この場で、剣を受け取る代だい償しように君の父親の無実を証言するって証文を書く。その証文と引き替かえに荷物を渡わたして欲ほしい」

「……え？　それは──」

「もちろん剣の所有権けんまで渡せとは言わないよ。それは証言を終えた時でいい。その権けん利りにはヴィッテマだって逆さからえないから、君が望むなら剣はいつでも君の手に戻もどる」

「う──え、ええ、と…………？」

「つまりこういう格かつ好こうだ。時間がないから、僕らは報ほう酬しゆうである魔ま剣けんを前借りする。君はその所有権を切り札に持つんだ──いざ僕らが証言と身代わりを拒こばんだら、ヴィッテマから剣を奪うばい返せばいい。騙だまされたと知れば、彼はどんな手を使ってでも僕らを殺しにくる」

　一気にまくし立てるバーンに圧おされ、キャロラインは目を白黒させる。頭から煙けむりでも噴ふきそうな様子だったが……断ことわるそぶりはなさそうだ。

　かかった──内心でほくそ笑む。

　実は証文という物は、州国法においては法的な拘こう束そく力りよくを生まない。裁さい判ばん所しよの人間が立ち会うなら別だろうが、どのみち偽ぎ証しようを約束する証文など認みとめられるわけがない。そもそも剣の所有権はキャロラインでもフェイでもなく、州国議会にあるのだ。いわば、最初から存そん在ざいしないものを代償にしたのである。

　考える暇ひまを与あたえないことで権利を錯さつ覚かくさせる、たたき込こみと呼ばれる詐さ欺ぎ師しの常じよう套とう手しゆ段だんだが……せいぜい子供か、世間知らずの田舎者を騙す程度にしか使えない。

　ついに頭を抱かかえてうずくまるキャロラインを、ウーノがハンカチで扇あおいでいる。オーケイを引き出すにはもう一ひと押おしかと、さらに言葉を続けようとした時。

「否いなああぁぁぁッ!!」

　突とつ然ぜん大だい音おん声じようが響ひびき渡り、その場の全員が動きを止めた。

「騙されるな、その小こ僧ぞうの言うことはすべて嘘うそ！」

「……！　いた、あそこだッ──!?」

　声の出所に気づいて、ミロがそちらを──近くの倉庫の屋根を指さす。

　屋根のプレートの端はしに、一人の男が仁に王おう立だちに構えている。

　巨きよ漢かんだった。背せ丈たけだけでなく、体たい格かくも並みではない。つけられるところにつけられるだけつけた筋きん肉にくに、限げん界かいまで張はり詰つめた灰はい色いろの服が今にも弾はじけ飛びそうである。

　男は彼らの眼がん前ぜんに飛び降おりてくると、鼓こ膜まくをぶん殴なぐるような大声を張り上げた。

「──むっはっはっはぁッ！　また会ったな小娘、小僧おおぉぉぉう!!」

「ぎゃあああっ!?　で、出たあああッ!!」

　裏うら返がえった悲鳴を上げ、バーンは回れ右をして一目散に逃にげ出した。

　その後を追い、呆あつ気けにとられるアーティアたちの間をすり抜け灰色の影かげが走る──一息に駆かけて来た男に体当たりを喰くらい、彼はあっけなく転てん倒とうした。

　転がったバーンの背せを踏ふみつける男に、アーティアが低く呻うめく。

「見覚えのある顔だ。確か……ブロック、だったな」

「いかにも。ブロック・キャリバー、ここに推すい参さん」

　木の皮でも食い千切れそうな歯を剥むいて、男は二の腕に縫ぬいつけられた、竜ドラゴンを貫つらぬく剣をデザインした紋もん章しようを見せつけるようポーズを変へん更こうする。

　男の名はブロック・キャリバー。辺へん境きようを拓ひらき、国土を広げることを第一義ぎとする州国議会最大派は閥ばつ【抗こう竜りゆう党とう】の意い志しを体たい現げんする最強の開拓団〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉の団長だ。やはりひと月前、《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》の騒そう動どうに関かかわった男である。

「アビスパ家令嬢の護ご衛えいなど命じられた時は党本部に討うち入りまで考えたものだが、目的は貴き様さまらというではないか。さあ、決着をつけようぞ！　これは天の配はい剤ざいであるッ!!」

「フン──いいだろう。幾いく度ど挑いどもうと、私の牙きばは負けはしない」

　ぞっとするような冷れい笑しようを浮かべ、アーティアは腰こしの後ろに吊つるした革かわ袋ぶくろに手を伸のばす。

　取り出したのは、二の腕半ばまでを包み込む蒼そう銀ぎん色の手袋グローブ──十指に縫いつけられた刃やいばが岩をも裂さく、竜の鱗うろこと牙で織おり上げた竜工芸ドラグクラフトである。

　始まりには合図も予よ兆ちようもなかった。

　ブロックが地面を──というかバーンを──蹴ける。彼女は眉まゆ一ひと筋すじすら動かさず、氷上を滑すべるような動作でその突とつ進しんを回かい避ひした。

　だがブロックは一瞬たりとも立ち止まらず、キャロラインたちのもとへ駆け戻る。

　それを待って、ウーノがチェストの中からなにか大きな物体を取り出した。ブロックはひったくるようにその物体を受け取り、素す早ばやく肩かたに担かつぎ上げる。

「むははは。私とて竜徒ドラグ＝ジーンと素す手でで渡わたり合うつもりはないわッ！」

「……ッ!?　みんな、逃げろ────！」

　背せ筋すじを嫌いやな予感が駆けていくのに、バーンは転がるように通りの端はしへ逃げていった。続いてフェイがあたふたと、アーティアとミロは素早く、ブロックの前から退たい避ひする。

　そして────無人の荷に揚あげ場に大爆ばく発はつが巻き起こった。

　耳をつんざく轟ごう音おんはもはや音ではなく暴ぼう力りよくだった。震しん動どうと爆ばく風ふうが収おさまり怖こわ々ごわと顔を上げれば……煙けむりの向こうに、巨大な物体を担いだブロックが立っている。

　樽たるの底を抜いて継つぎ合わせたような木もく製せいの筒つつで、握にぎって担げるようグリップが取り付けられていた。側面にライフルのような操そう作さ桿かんがついており、その後ろには木箱──白ペンキで「爆薬ＥＸＰＬＯＳＩＶＥ」と書かれている。

　ブロックが操作桿を前後させると、筒の中でばちん、と金きん属ぞくが噛かみ合う音がした。

「解かい放ほうッ、ネオ・魔剣グラム裏式“〝大だい涅ね槃はんグラディウス”〟！　強力な発条スプリングでダイナマイトを射しや出しゆつする、魔剣の常じよう識しきを覆くつがえす魔剣であるッ！」

「そんな剣があるかああああッ!!」

　無む駄だとは知りつつ絶ぜつ叫きようするバーンに、近づいてきたフェイがこそこそ耳打ちする。

「ち、ちょっと……なんなのよアレ」

「さあ──なんか彼、自作の変へん態たい凶きよう器きを『魔剣』って言い張はる悪あく癖へきがあるみたいで」

「……せめて刃は物ものの範はん疇ちゆうに留とどめなさいよね」

　ピントのずれたことをぼやいて、彼女は眉まゆ根ねを寄よせる。

　火薬の臭においが立ちこめる荷揚場に、キャロラインの声がやかましくこだました。

「んーッふふ！　さあ、大人しく服ふく従じゆうなさい！　命は助けてあげましてよ!!」

「断ことわる」

　キャロラインのそれよりはるかに短く──しかし、数倍重い言葉が響ひびく。

　軽く開いた右手の刃を顔の高さに構かまえ、アーティアが錐きりのように眼めを細めた。

「望むなら、奪うばってみせろ。……それが人間の慣習ルールだろう」

「よくぞ言ったァッ！」

　彼女に応こたえたのは、足を踏ん張ったブロックである。

　同時にばぃんっ、と奇音が響き、彼が担いだ筒から採さい掘くつ用のダイナマイトが束になって飛び出した。筒に仕し掛かけがあるのか、導どう火か線は既すでに着火されている。

「！　フェイ、こっちこっち！」

　彼女の腕を引き、バーンは近くに放置されている手押し車の陰かげへ避ひ難なんする。

　直ちよく後ご、アーティアが口を開き──咆ほう吼こうと共に《息吹いぶき》を解ときはなった。

【────────!!】

　逆さか巻まく吹雪ふぶきはダイナマイトの導火線を引きちぎり、爆薬自体をも凍いてつかせる。

　ブロックは慌あわてた様子もなく、素早く操作桿を操あやつりスプリングを待機位置に戻した。そして再び筒の先でアーティアを照しよう準じゆんした、その瞬間──

　吹雪を目くらましに回り込んでいたミロが、棍こん棒ぼうを振りかざし背後で跳ちよう躍やくする。

「────んむっ!?」

　何かを察したのか、ブロックは担いだ筒で背後を薙なぎ払う。

　舌した打うちしたミロは靴くつ底ぞこで筒に触ふれると、力に逆らわず弾はじき飛ばされた。彼がふわりと着地すると同時──ブロックの胸むねに、距きよ離りを詰つめたアーティアの右みぎ腕うでが叩たたきつけられる。

「うが…………ッ!?」

　狒ひ々ひがライフルで撃うたれたような呻うめき声を上げて、ブロックはよろめき後ずさった。アーティアも追つい撃げきに拘こう泥でいせず、即そく座ざに距離を取る。その隣となりに素早くミロが駆け寄った。

　並んで立つ二人の姿は──そうであるのが当たり前のように自然だった。

「く……迂う闊かつ！　その小こ童わつぱも竜徒ドラグ＝ジーンか!!」

　角張った肩を上下させ、ブロックは荒あら々あらしく息を整える。鉤かぎ爪づめで殴なぐられたはずなのに傷きず一つない胸むな板いたを威い圧あつ的に叩たたくと、彼はミロを睨にらみつけた。

「黙だまって下がればこの場は見み逃のがす！　だが、手を出すのならば容よう赦しやはせんぞっ!!」

「ふん、人間ごときが笑わせる！　俺おれだけでも十分だ!!」

「馬ば鹿か者もの。平静を欠くな」

　棍棒を振り回して叫さけび返すミロに、アーティアが鋭するどく言い放つ。冷たく突つき刺さすような声だったが……彼を見る銀の瞳ひとみは、教きよう示じを与える師しのものだ。

「慢まん心しんして勝てる相手ではない。油ゆ断だんするな、二人でかかる」

「……分かった」

　その言葉を最後に呼こ吸きゆうを揃そろえ、二人は同時に駆け出した。

　迎むかえ撃とうとブロックが振り上げた大筒を、高く跳とび上がったミロが押おさえ込こむ。揺ゆらいだ体たい勢せいの隙すきを突きアーティアが回し蹴げりを放つが、それは予想していたのか、ブロックは左腕で受けきって見せた。だがその間に、ミロはもう背後へ回り込んでいる──

　死角を突き、空振りを誘さそい、隙を作って好機を生む。畳たたみかけるような連れん携けいの中、彼らの間には目配せひとつない。

　そこにあるのは共に歳さい月げつを重ねてきた者たちだけが持ちうる、確たしかな信しん頼らい。

「すご──さすが、竜徒ドラグ＝ジーン…………っ」

　息の詰まるような彼らの攻こう防ぼうを見つめ、フェイが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　専せん門もんの研究者とはいえ実じつ際さいに竜徒ドラグ＝ジーンの闘たたかいを見るのは初めてなのだろう。文明を棄すてた環かん境きようで鍛きたえ上げる彼らの身体能のう力りよくは人間を凌りよう駕がする。驚おどろくのは当然なのだが……

（……なんだよ、それ──）

　奥おく歯ばで言葉を噛かみ潰つぶし、バーンは、ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめる。

（竜徒ドラグ＝ジーンじゃなきゃ……僕ぼくじゃ、あの子の助けになれないっていうのかよ）

　それはほとんど言いがかりに近い感情だった。実際、あの場に割り込んでいっても二人の足を引っ張るのが関の山だ。そんなことは分かっている。だが。

　立ち入ることのできない世界に立つアーティアが、自分を無言で拒きよ絶ぜつしているような気がして────気づけば、彼は荷車の陰かげを飛びだしていた。

「っ、バーン!?　どこ行くのよ！」

　背はい後ごから困こん惑わくしたフェイの叫び声が追い掛けてくる。だが、足は止めない。バーンの視し線せんの先には、観戦を決めこんでいるキャロライン・リム・アビスパ。

　今なら、魔ま剣けんを奪だつ取しゆできる──！

「…………！　あら、小こ賢ざかしい真ま似ねをなさいますわね！」

　接せつ近きんに気づき、キャロラインが素早くこちらを向く。が、態度がいくら大きくても所しよ詮せんは幼おさない少女──その少女の眼光に一いつ瞬しゆん怯ひるんだ自分が情なさけないが──。世間体さえ気にしなければ、単たん純じゆんに体たい格かく差で彼女に勝ち目はない。

　かなりみっともないレベルで覚かく悟ごを決めるバーンに、しかし彼女は哀あわれむような笑えみを浮うかべた。直後──ヴヴッ、と皮ひ膚ふを波立てるような空気の振しん動どうが彼を襲おそう。

　その不快な感かん触しよくに思わず足を止めた瞬間、キャロラインの背後から唸うなりを上げる黒い煙けむりのようなものが立ち上った。鋭するどく刻きざむような音を響かせるそれは、

「は…………蜂はちぃッ!?」

「んーっふふふ！　大陸中から選えりすぐって取り寄せた、可愛かわいい蜜みつ蜂ばちたちですわッ！」

　彼女が扇おうぎを振り回すたび、蜂の群むれが動きに合わせて飛び回る。見れば背後でウーノがチェストの棚たなを開けていた──蜂の巣まで仕し舞まってあるらしい。

「さあ、その男を鏡を見るたび『ひい』と叫さけばずにはいられない顔になさいッ!!」

「ぐ、具体的にはなにをどうされるのそ────!?」

　得体の知れない指し示じに従したがい一いつ斉せいに飛来する蜂の中へ、バーンは悲鳴ごと一瞬で呑のみ込こまれていった。衝しよう撃げきすら感じる羽音の中、キャロラインの高笑いがきんきんと響く。

「んんーッふっふっふ！　無ぶ様ざま、無様ですわよフラットランド！　大人しく従うなら寛かん容ようも見せますのに……でも、もうダメですわ！　問答無用にダメダメですわッ！　まあせいぜい安心なさい、裁さい判ばん所しよで口がきける程てい度どには手て加か減げんしてあぴぇっ!?」

「うん、ありがとね」

　自分の半分も背せ丈たけのないキャロラインの頭へ嘆たん息そくを落とし、蜂の群れから無む傷きずで歩み出てきたバーンは、彼女の鼻はなを摘つまんで言葉を遮さえぎった。

　ばたばたともがいてバーンを振り払い、キャロラインは赤くなった鼻を押おさえる。

「どッ……どうしてッ!?　どうしてわたくしの蜂が襲いかからないんですの!?」

「切り札持ってるのは君だけじゃないってことだよ」

　得意げに告げ、バーンは右手をかざしてみせた。その小指に、黒い指輪──金きん属ぞく製せいではない、草の葉や糸を編あみ込んだ素そ朴ぼくな造つくりのリングが嵌はまっている。

「こいつは竜工芸ドラグクラフトの虫むし除よけでね。蜂くらいじゃ近づけもしないって寸すん法ぽうさ！」

「む、虫除けじゃない！　厄やく払ばらいの護ご符ふだと何度言えば────!!」

　遠くでアーティアが怒ど鳴なっているような気がしたが……とりあえず、彼女に貰もらったこの指輪が虫除け以上の役に立った覚えはない。

　卵たまごの殻からのような蜂の壁かべの中で、バーンはゆっくりと手を差し伸のべる。

「大人おとなしく剣、渡わたしてくれるかな。女の子相手に腕わん力りよくずくってのは情なさけないしね」

「ううううう～」

　悔くやしげに扇を折り曲げ、キャロラインは噛かみ付くように睨にらんでくる。本当に噛み付いてきかねない形相にうっすらと涙なみだすら浮かべ、彼女は自や棄けじみた声で叫んだ。

「ウーノッ!?　こッ、この男をなんとかなさい！　今すぐに、早さつ急きゆうにっ!!」

「承しよう知ちしました」

「──へ？」

　間ま抜ぬけた声を上げるバーンのすぐ傍かたわらで、小さな金属音がする。

　背せ筋すじを突き上げる悪お寒かんにとっさに飛び退けば──一瞬遅おくれて、その空間を一ひと筋すじの銀光が切り裂さいていった。光に巻き込まれたバーンの前まえ髪がみが数本、宙ちゆうを舞まう。

「…………失しつ敬けい。ですが、次は外しません」

　ぞっと青ざめるバーンに軽く目礼し、いつの間にそこに現あらわれたのか、執しつ事じす姿がたのウーノが抜き身の細剣レイピアを優ゆう雅がな動作で突きつけてくる。

　ぽかんと口を開けるキャロラインを背に庇かばい、彼は黒い瞳ひとみを少しだけ細めた。

「キャロりん様をお守りするのが私の務つとめですので」

「言わされてるんだ、それ」

「慣なれればしっくりきますよ」

　律りち儀ぎに答えてから、ウーノは改めて剣けんを閃ひらめかせる。

　泡を食って逃にげまどうバーンを眺ながめつつ、キャロラインが困こん惑わく混まじりに哄こう笑しようする。

「……えーっと…………ん、んーっふふふ!?　いかがでしてフラットランド、このわたくしも知らないウーノの隠かくし芸！」

「なんで君が知らないんだよ!?」

「しょーがないでしょ！　お祖じ父い様の部下を借りて来てるんですのよッ！」

　だすだすと地じ団だん駄だを踏ふむ彼女の異い常じようなソプラノに頭が痛くなる。

　そつなく剣を構かまえるウーノに歯がみして、バーンは必死に相手を見つめていた。なんでもいい、どんな小さなことでもいい。つけいる隙すきが必要だった……と。

　耳みみ障ざわりな唸うなりを上げる蜂はちの壁かべの向こうに、ゆっくりと動く影かげが見える──フェイだ。

　無言で見つめていると、彼女は忍しのび足でキャロラインの後ろへ回り込んでいく。そして放置されていた木箱を掴つかんだ瞬しゆん間かん、ふと、キャロラインがそちらを向いた。

『…………』

　互たがいが互いを無む表ひよう情じように見つめたまま、数秒が過すぎ。

「……………………ずらかるわよ、バーン！」

「ウ────────ノ！　その二人を止めなさあああいっ！」

　フェイが背後からウーノを蹴けり倒たおすのと、キャロラインが甲かん走ばしった怒ど声せいを上げるのはほぼ同時だった。魔剣の箱を抱かかえて駆かけ出すフェイへ、蜜みつ蜂ばちの群れが殺さつ到とうする。

　慌てて蜂を追い払いながら、バーンは転びかけた彼女を抱だき止めて叫さけんだ。

「フェイ、先に行って！　舟の準じゆん備びを！」

「わ、分かった、早くしてよ！…………船着き場ってこっちよね!?」

「あっちだよ!!　ここまで真まっ直すぐだったろ!?」

「道覚えるの苦手なんだってば!!」

　見けん当とう違ちがいの路地へ向かいかけた足をそそくさと引き戻もどし駆けていくフェイを見送ってから、バーンは通りの中央──アーティアたちの方へ向き直る。

　死角から鉤かぎ爪づめを振ふり抜ぬこうとしていたアーティアを振り向きざまの裏うら拳けんで吹き飛ばし、ブロックが巌いわおのような顔をさらに猛たけ々だけしく引き締しめた。

「隙すきあり！　奥おう義ぎ……螺ら旋せんッ、円月剣ンンンッ!!」

　無意味に力強い掛かけ声を上げ、ブロックは体たい勢せいを崩くずしたアーティアへ螺旋でも円月でもなければ、そもそも剣ですらない跳とび蹴りを放つ。

「ッ！　危あぶな────」

　とっさに、バーンはそちらへ駆け出そうとした。

　アーティアはびくりと身をすくませ振り返ってくる。見開かれた瞳ひとみの奥おくには何かを訴うつたえるように光が揺ゆれていた。鏡のような銀の眼めが語るのは……

　…………叱責？

　困こん惑わくに足を止めた途と端たん──横合いから滑すべり込んできたミロが、鋭するどい咆ほう吼こうを響かせた。

【──────!!】

　視界を閉とざすほどの花か弁べんが吹ふき荒あれる。大きさも種類も様々な花の《息吹いぶき》は、同時にミロが突つき出した棍こん棒ぼうが巻き起こした風に乗り、ブロックを押し包むように舞まい踊おどった。

「ぬぐッ……こ、小こ癪しやくうぅううぅッ!?」

　呼い吸きもできないほどの花弁に圧おされ、ブロックは失速して地面へ墜つい落らくする。その隙に、ミロとアーティアはすでに船着き場の方へ駆け出していた。襟えり巻まきと髪かみを風に踊らせ、彼女はほんの微かすかな笑みを浮かべると、短く、何かを囁ささやく。

　小さな声だったが、その言葉は不思議とはっきり聞き取れて、



　──助かった、ミロ──



　驚おどろくほど深く、胸の最さい奥おうに突き刺さった。

　思わず立ち止まり、走る二人の背を見送ってしまう。

（なんなんだよ、いったい…………）

　泥どろの斜しや面めんをどこまでも滑すべり落ちていくような感覚。

　全すべて空回りしている。無茶をして魔ま剣けんを奪うばおうとしては結局フェイに助けられ、柄がらにもなく荒事に飛び込もうとしては彼女の意を汲くみ損そこねて足を引っ張りかけ──

（…………カッコ悪いじゃないかよ、くそッ）

　誰だれに対してか分からないまま毒づいて。

　音もなく歯を軋きしらせると、バーンは二人を追って走り出した。



　　　　◆□□◆



「まッ────たく役に立ちませんわね、あなたたちはッ!?」

　だすだすだす、と石いし畳だたみを踏ふみ鳴らし。

　キャロライン・リム・アビスパは不ふ甲が斐いない従じゆう僕ぼくたちを睨にらみつけた。

　大おお見み得えを切ったブロック・キャリバーは花に埋うずもれてもがいており、尻しりに足あし跡あとをつけたウーノは蜜みつ蜂ばちをチェストに追い戻しながら微び笑しようを浮かべている。

「そうおっしゃらず。キャリバー氏もご健けん闘とうなされたわけですから」

「あなたも同類ですわよ、どーるいッ！」

「やあ、ご覧らん下さい、風来花マイグラントですよ。珍めずらしいですね」

「どーおーでーもーよーろーしーくーてーよおおぉぉぉぉッ!!」

　だすだすだすだすだすだす

　宙を舞う淡たん紅こう色しよくの花弁を呑のん気きにつまむウーノに、より激はげしく地団駄を踏む。

　マイグラントとは常つねに気流に乗って空を漂ただよっている不思議な花で、地面に落ちると半はん刻ときを待たず枯かれてしまう。種子も根もないこの花がどこでどうやって繁はん殖しよくしているのか、そもそも本当に植物なのか、学会では論ろん議ぎが尽つきないという。生花は貴き重ちようだが……もし彼女が望めば一両日中に、籠かご一いつ杯ぱいのマイグラントが部屋へ届とどけられるだろう。

　彼女は、州国筆頭先駆者フロンテイアマン──シム・リム・アビスパ・ジュニアの娘むすめなのだから。

（そう……今のわたくしの存そん在ざいは、全てお父様あってこそ）

　唇くちびるを噛かみ、改めて意い識しきに楔くさびを打つ。

　小さな貧ス民ラ街ムから、孤こ児じだったキャロラインを拾ってくれたのは彼だった。

　だから彼に恥はじをかかせぬよう、死にものぐるいで上流階級に相応ふさわしい教養と気品を身につけた。彼に敵てき対たいする者はあらゆる手しゆ段だんを講こうじて打だ倒とうし、逃にげれば荒こう野やの果てまでも追いかけた。そうしていつしか、蜜蜂の姿すがたの胡蜂アビスパになり果てた──全ては彼への愛ゆえに。

（今こそお父様への恩おんを返す時だと言いますのに……この男は）

　聞こえよがしに嘆たん息そくし、キャロラインはバトラースーツの背せ中なかを睨にらみつけた。

　彼、ウーノ・フェレトロは辺境へ出向くと言ったキャロラインに、祖そ父ふがつけてくれた使用人である。彼女のお気に入りのチェストを平然と担かついできたのは大したものだが、いかんせん彼女がどれだけ養父を愛しているのか理り解かいしていない。養父の次に愛する祖父の部下でなければ蜜蜂たちにめった刺しにさせているところだ。

「とにかく、すぐにでも連中を追い掛けますわよ！　キャリバーっ、いつまでのびてらっしゃるおつもり!?　さっさと起きなさいなッ!!」

　やっと上体を起こしたブロックに向かい、彼女は癇かん癪しやくを爆ばく発はつさせる。竜徒ドラグ＝ジーンと一戦交えることも考え【抗こう竜りゆう党とう】からその道のスペシャリストたる〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉を借りて来たのだが……団だん長ちようからしてこの体ていたらくでは期待は出来そうもない。と。

「────うわ、団長!?　なにやってるんですか！」

　背後から頓とん狂きような声が聞こえてきた。

　振り向くと、入港用水路を遡さかのぼってくる船ふねが見える。大きくはないが、船室付きの立りつ派ぱな動モ力ト櫂リ式ス。異い常じように吃きつ水すいの深い船体には、橙だいだいと黒で縞しま模も様ように塗ぬられた菱ひし形がた──『アビスパス』の徽き章しようが掲かかげられていた。叫んだのはその舳へ先さきに立っている男だ。軍服のような灰はい一色の格かつ好こうは、ブロックと同じ〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉の制せい服ふくである。

　身軽に飛び降り繋けい留りゆう柵さくに舟を繋つなぐ男の背に、ブロックが迫はく力りよくある声をかけた。

「予定を五分オーバーだぞ、スクィージ君。こちらはすでに一戦交えてしまった」

「こっちまで爆音聞こえましたよ、ったく……ここ、議会の土地なんですよ？」

　スクィージと呼ばれた男は、非ひ難なんがましい声を上げ歩いてくる。それなりに締しまった身体からだだが、知ち性せいの香かおる瞳ひとみと油で整えた茶ちや褐かつ色しよくの髪は開かい拓たく団だんの荒あらくれらしからぬ風体だ。

　観察する彼女の視線に気づいたか、彼はこちらに向き直ると右みぎ拳こぶしを左胸に当て、左手を腰こしの後ろに回す〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉式の敬けい礼れい姿し勢せいを取る。

「スクィージ・キャンドルブック以下〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉一同、到とう着ちやくいたしました」

「遅おそくてよトンチキ。さっさと仕事にかかりなさい！」

「と、トン……？」

「むっはっは。心配無用」

　と、いきなり野太い笑い声をあげ、ブロックが花か弁べんを蹴け立たてて立ち上がった。

「首しゆ尾びはどうかね」

「言われた通り、団員をカピロサ中の島舟トロンコに分散して配置しました。フラットランドたちを発見次し第だい、連れん絡らくが入る手て筈はずです。本部は二番島舟トロンコの酒場サルーンですね」

「うむ、上出来である。……して、例のものは？」

「……それですよ。大変だったんですから」

　うんざりと疲つかれた顔をして、スクィージが肩かたを落とした。一瞬ちらりとキャロラインの方を見てから、その目を水路のモトリス船に向ける。

「運用試験かなにか知らないですけど、狂きよう気きの沙さ汰たですよありゃ。予定をオーバーしたって言いますけど、あんなん乗せてりゃ入湖検けん査さで引っかかるのは当たり前でしょ」

「お祖父様のご好意をバカになさるんですのッ!?」

「いや別に。管理は付き人さんに任まかせろって言われてますんで、あとお願いしますよ」

「ウーノとお呼よび捨すて下さい」

　激げつ昂こうするキャロラインをこれ以上ないほど適てき当とうにあしらうスクィージに、ウーノがずっと変わらない微び笑しようで頭を下げた。

　──彼が運んできたものは『アビスパス』の開発した新しん技ぎ術じゆつの試作品だ。キャロラインの手助けと試用を兼かね、祖父が送ってくれたものである。輸送のために最新のモトリス船まで貸かし出しているのだから、文もん句くを言われる筋合いなどない。

（…………、まあアレが本当に役立つとは、わたくしも思っていないんですけれど）

　口に出さずに呟つぶやくと、彼女はこっそり首を巡めぐらせた。

　いつのまにか船に上がったウーノが船室の扉とびらを開けている。その奥おくに見えた不気味な光が一瞬、こちらの目を貫つらぬいたような気がして──キャロラインは身み震ぶるいした。
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　喧けん騒そうは、実は嫌きらいではない。

　白はく峰ほうノルグにいた頃ころはよく里の子こ供どもたちの笑い声や獣けものの鳴き声、川や風の流れる音をぼんやりと聞いていた。それぞれが、それぞれの命を星の上に巡めぐらせている──それを感じることで自らも命の中に溶とけ込こんでいくような感覚はひどく心地ここち良よい。もっともそれは、星ほし守もりとしての未み熟じゆくさの証しよう明めいでもあるのだが……

「うわ、なにやってんだよ君！　早いよそれ、まだ生なま煮にえじゃないか！」

「う、うるさい！　食べられればいいだろ！」

「ちゃんとアク抜ぬかないと食べられないんだってば────うわああぁぁッ!?」

　……とりあえず、この騒音が耳に障さわるのは未熟がどうこういう問題ではあるまい。

「まあまあ。あっちはあっちに任まかせといて、ほら。座すわって」

　嘆たん息そくするアーティアに、フェイが机つくえに紙束を広げながら言ってくる。

「あたしは部屋を貸かす。あいつらは昼食を作る。で、あなたは竜徒ドラグ＝ジーンとして研究に協力する。やることやれば、みんなが満足できるって寸法よ」

「……奴やつらを一いつ緒しよにしておくと、やれることもやれなくなりそうな気がするが」

　目を細め、部屋の扉とびらを見る──ちょうどダイニングの方から何かをひっくり返したらしい悲鳴やら罵ば声せいやらが響いてきたが、フェイは肩をすくめるだけで強ごう引いんに振り切る。

「好きにさせるわよ。……バーンも名めい誉よ挽ばん回かいしときたいとこだろうしね」

「名誉？　なんの話だ」

「秘密。それよりこっちも始めましょ。うふふ……竜徒ドラグ＝ジーンから直ちよく接せつ話を聞いた学者なんて、大陸史を繙ひもといてもあたしが初めてよ。革かく命めい起きるわね、革命」

「……そ、そうか」

　舌したなめずりする彼女に身じろぐと、アーティアは咳せき払ばらいしてソファに居い住ずまいを正した。揃そろえた膝ひざの上で両手を握にぎる彼女に、フェイは気楽に足を組み替かえる。

「難むずかしいことは無いわよ、少し質しつ問もんするだけ。……あたしたちは竜徒ドラグ＝ジーンの生活や風習だのについて、ほとんどなにも知らなくてね。殺した人間の首を干ほして化け粧しようして軒のき先さきに吊つるしてるって本気で信じてる奴だっているんだから」

「やらんぞ、そんなこと。……里の話をすればいいのか？」

「ほかにも聞きたいことはあるけど、大体そんな感じね」

　頷うなずくフェイに、ほっと息をつく──何をさせられるのかと心配だったが、それなら自分でもできることだ。少しだけ姿勢を崩くずし、アーティアは宙ちゆうを見上げる。

「……白峰ノルグの里は、雪ゆき竜りゆうノルガンディアに守しゆ護ごされた星守りたちの集落だ。私はそこで、ミロのような子こ供どもたちに基き本ほん的な修しゆ行ぎようをつける役を担になっていた」

「ふんふん……修行っていうのは、やっぱり人間と闘たたかうための？」

　こちらの言うことをメモに取りながら、フェイは質しつ問もんを投げかけてくる。

　竜徒ドラグ＝ジーンは人間を襲おそうもの──乱らん暴ぼうな認にん識しきだが、それは事実だ。

『文明の発はつ展てんは星を滅ほろぼす毒である』

　豪ごう賢けんの誉ほまれも高い果か実じつ竜りゆうマシュラトが太たい古この昔に嘆なげいたように、人間は辺へん境きよう開かい拓たくに熱ねつ狂きようし、星の命を削けずって刹せつ那なの栄えい華がを貪むさぼり続けている。彼らを誅ちゆう罰ばつすることは即すなわち星を守ることにも繋つながるのだ。が──アーティアは静かに問いを否ひ定ていする。

「人間との闘争は、星守りが到とう達たつすべき目的ではない」

「……いいわね。さっそく一いつ般ぱん論ろんを覆くつがえせそう」

　にやり、と唇くちびるの端はしを持ち上げて、フェイはペン先にインクをつけ直す。彼女が先を促うながすように見つめてくるのに、アーティアは腕うでを組んで話を続けた。

「まず教えるのは、星の命を感じる術すべだ。水の流れに身を委ゆだね、風を浴び、太陽と月に震ふるえ、大地の鼓こ動どうを聞く。己おのれを取り巻まく命の奔ほん流りゆうを感じるのだ。……この星に生きるものはすべて始し祖そなる竜から生まれたということは、確たしか人間も知っているはずだったな」

「まあ……確かく証しようのない学説の一つ、って感じだけどね」

　紙になにやら書き付けているフェイの答えを待って、静かに息をつく。

「自らが星の上に生きる、始祖竜より生まれた命の一つであると認識できたら、次は心の内へ潜もぐり、太古の竜の記き憶おくに触ふれる。その域いきにまで己を理解し、深く己の本質に向き合うことができたとき……星守りは《息吹いぶき》を宿す」

「《息吹》を宿すのは、つまり人間と闘うためでしょ？」

「違ちがう。《息吹》に開かい眼がんするのは結果で、目的ではない。竜の記憶も含ふくめ完全に己を理解し得たとき、肉体の枷かせは解とき放はなたれる。…………つまり、竜になるのだ」

　からん──乾かわいた音を立て、フェイがペンを取り落とした。

　彼女は何度か指でこめかみを叩たたいてから、やぶ睨にらみの目をさらに細くする。

「…………。ん、今なんて？」

「だから──星守りが目指す原点の話だったはずだな？　私たちが修行を重ねるのは人間と争うためではない。心身を研とぎ澄すませ、竜という命の祖おやへ逆ぎやつ行こうするためだ」

「え、ええ、と………………ええと……っ!?」

　何度も瞬まばたきをし、両手を頭へ膝ひざへ往おう復ふくさせ、立ち上がったと思ったらまた座すわり──全身全ぜん霊れいで混こん乱らんを表明するフェイを、アーティアは嘆息混まじりに見つめた。

　やはりこの話は人間には衝しよう撃げき的らしい。以前バーンに同じ話をしてやったら慌あわてふためいた挙あげ句く『もう君、修行禁きん止し』とよく分からない要求をしてきたものだ──勢いきおいに圧おされて頷いてしまったような気がするが、どうだったろう……──。

「つッ、つまり……竜は、もともと人間だってこと？」

「ニグログルフュの伝説を知っているなら驚おどろくことはなかろう。人に限かぎった話でもない。鳥も獣けものも植物も、命は等しく竜へ還かえる可か能のう性せいを秘ひめている」

　なんとか言葉をひねり出すフェイに小首を傾かしげ、アーティアは眉まゆ根ねを寄よせた。

「そして力ある竜ほど、存そん在ざいは《息吹》に純じゆん化かする。生物であることを脱だつ却きやくし、《息吹》そのものに……踊おどる風に、さざめく海に、凍いてつく吹雪に己を還し、星の命と同化する。私たちが究きゆう極きよく的に目指すのはその領りよう域いきだ。到達した者は数えるほどだがな」

「…………なん、ていうか……予想以上に革命的ね、それは」

　のろのろとペンを拾いながら、フェイは長く息をつく。

「竜徒ドラグ＝ジーンって、単に人間をいてこますのだけが目的なんだって思ってたけど」

「そういう星守りも多いぞ。ノルグの里さと長おさは人間を根こん絶ぜつすることが先決と考えているし、私もそうだからな。…………この頃ごろは、なぜかそうは考えられないんだが」

　最後にぽつりと付け足してから、アーティアは苦く笑しようを浮うかべて頭かぶりを振った。

「つまらないことを言ったな」

「…………いえ、興きよう味み深い話だわよ」

　そう言うと、フェイは口の端をつり上げた。ペンを放ほうり出し、頭の後ろで手を組むと、それまでよりも幾いく分ぶんゆっくりとした口調で言ってくる。

「アーティア。あなたって、竜徒ドラグ＝ジーンらしくない」

「……それは、前にも言われたことがあるな」

「ミロ君みたいに人間と見れば噛かみ付くような素そ振ぶりもないし、こうして真ま面じ目めに研究にもつき合ってくれる。……おまけに可愛かわいいとこまで見せてくれるし」

　双そう眸ぼうを細め、フェイはからかうように微笑ほほえんだ。

「人間とケンカするのが嫌いやなの？」

「む──そう、ではない……と思う。ただ里を出て、人間全すべてが堕だ落らくした存そん在ざいではないと知ったんだ。だから…………、むう」

　喋しやべりながら考えている内に、結けつ論ろんに行き詰づまる。

　アーティア自身、分かっていないのだ。

　かつて信じていたはずの星守りの信念を、今はなぜか是ぜとすることができない。胸むねにわだかまる正体不明の感情がそれを拒こばんでいる。

　腕を組んで黙だまり込む彼女に、フェイは薄うすら笑いを浮かべたまま軽く言い放った。

「あなた、ケンカしたくない人ができたのよ。だから悩なやむようになったんじゃない？」

「うん？」

「今朝ここに来たとき、あたしになんて言ったか覚えてる？」

　言われて、記き憶おくを探さぐる──が、よく覚えていない。何か言っただろうか？

　深刻な表情で考え込むアーティアに、フェイは肩かたをすくめる。

「バーンを助けたいから力を貸せ──って言ったのよ。使命のため、とかじゃなくて」

「…………そ、そんなことを言っていたか、私は？」

「ちょっと脚きやく色しよくしてるけど、まあ大おお筋すじではね」

　腕を組んで更さらに記憶をさらうが、どうしても思い出せない。

　しかし、それは奇き妙みようにしっくりと胸むねになじむ言葉だった。なるほど──どうやら自分は、あの与よ太た者ものを罪ざい人にん竜りゆうごときに明け渡わたすことが我が慢まんならないようだ。

　うむ、と唸うなってフェイの目を見……それから、顔を曇くもらせる。

「……で、どうしてそれが私の思考の鈍にぶりに繋つながるんだ」

「…………。もう、あなた、なんていうか…………抱だきしめていい？」

「うぁ──な、なにをする？　フェイっ!?」

　いきなり机を乗り越こえ首根っこを押おさえにかかってくるフェイに、狼ろう狽ばいして声を裏うら返がえらせる。慌あわてて逃にげだそうとしたところを背後から取り押さえられ、幼おさな子ごでも抱くように抱かかえられた。……悪意がないのは分かるのだが、くすぐったい。

　そのままじたばたともがいていると、不意に部屋の扉とびらが開け放たれた。髪かみ留どめの布ぬのを巻まいたバーンが、大きな盆ぼんを抱えて軽けい快かいな足取りで入ってくる。



    

  
    
      「お待たせ、ご飯だよー……って、うわ。なにやってんの君ら？」

　目を丸くするバーンに、フェイがアーティアの頭に顎あごを乗せたまま笑う。

「バーン。この子可愛いわよ」

「知ってるけど……まあ、気が合うみたいで良かったよ」

「お前らな」

　バーンが机に皿を並ならべ始めると、フェイもようやく彼女を解放してくれた。ほうほうの体ていで隣となりのソファに避ひ難なんしたところで、今度は巨きよ大だいな瓶かめを抱えたミロがよろめきながら入ってくる。不自然に爽さわやかな笑みを浮かべ、バーンはそちらを振り向いた。

「やあ、遅おそかったねミロ。早くしないと料理が冷めちゃうぞ」

「おッ……お前という奴やつは…………っ!!」

　真っ赤な顔で唸うなり、ミロはどすん、と身の丈たけほどもある巨大な瓶を床ゆかに下ろす。ぜえぜえと呼こ吸きゆうを整える彼を感服の眼まな差ざしで見やり、バーンは頭を振った。

「やー、君の体力には惚ほれ惚ぼれするね。わざわざそんなクソ重いもの持ってこなくても、中のピクルスだけ出してくりゃいいのに」

「お前が持ってこいと言ったんだろうがッ！」

　怒ど声せいと共にミロが拳こぶしを突つき出すが、よほど疲つかれているのかあっさり避よけられている。

　四人が集まったこの部屋は居い間まとして使われているらしく──少なくともフェイはそう認にん識しきしているらしく、他の部屋よりは整せい頓とんされていた。それでも暖だん炉ろの中にまで紙くずや古着が散らかっている有り様だが、この家には二人以上で食事するスペースの確かく保ほされている部屋がここしかないらしい。

　机に並ぶのは、エビや貝を米と一いつ緒しよに炊たき込んだ固煮飯ハードライスだ。西部の乾かん燥そう地ち域いきの料理だが少量の水と乾燥米とあり合わせの具材で作れるため、辺へん境きようを旅する者にはなじみ深いメニューである。アーティアも、バーンの作るこの料理を何度か食べたことがあった。

　木の匙さじを口に入れた途と端たん、彼女は驚おどろいて目を丸くする。

「……前に食べたものと違ちがうのか」

「あ、気がついた？　せっかくだからフレッシュスパイスとか、街でしか使えないものを使ってみたんだ。悪くないだろ？」

「うん。美う味まいな、これは」

　弾はずんだ声で答えると、バーンはよし、と呟つぶやきガッツポーズをとった。

　横目にその様子を見たミロが、強がるように鼻を鳴らす。

「気をつけてくれよ姉ちゃん──毒でも盛もってあるかも知れない」

「ミロ……いい加か減げんにしないか。少しおかしいぞ、お前」

「姉ちゃんこそおかしいよ、あんなに嫌きらってた人間たちと馴なれ合ってるなん……痛いたっ」

「匙をくわえたまま喋しやべるな、みっともない」

　言いつのろうとするミロの頭を机ごしにはたき、アーティアはしかめ面つらで嘆息した。里では大人びた子だと思っていたが、まだまだ内面は未熟のようだ。

　膨ふくれっ面で匙を皿に突き刺すミロに、フェイがしみじみと溜ため息をこぼす。

「こんな坊ぼうやも、将しよう来らいは竜になるのねー……嘘うそみたいな話だけど」

「今のままでは、その高みへは至いたれんだろうがな」

　早くも中身を半分ほど片かた付づけた皿を膝ひざに抱え、アーティアは低く呟いた。

「確たしかに才はあるし、心根も清い。この歳としで《息吹いぶき》を宿した者など里にも例がない」

「へえ。凄すごいじゃない、ミロ君」

「ふん、姉ちゃんの教えを守っただけだ。……き、気安く呼ぶなよ人間ッ」

　小鼻を膨ふくらませてから一いつ拍ぱくおいて言い捨てるミロに、フェイが口元をにやつかせる。からかっているらしい。溜め息をつき、アーティアは続けた。

「《息吹》は命の本質を映うつす。咲さき誇ほこる剛つよき生命、花の《息吹》──始し祖そなる竜にも誇れる立りつ派ぱな《息吹》をミロは宿した。が……その《息吹》の生む花が問題でな」

「花？……そう言えば、なんか珍めずらしい花が多かったような」

　髪留めを解いていたバーンは天てん井じようを見上げて呟き、ややあってぱちんと指を鳴らす。

「そう、風来花マイグラントなんかあったよね。生花を見たのは初めてだよ。あと雪ゆき解どけスミレと砂すな鈴すず蘭らんと……あ、オスキッドの宿り木の花も混まじってたっけ。他には、確か…………」

「……あ、待ってバーン。それってもしかして──？」

　彼が列挙した花の名に、フェイがふと眉まゆ根ねを寄よせてこちらを振り向いた。気がついたらしい彼女に頷うなずき返し、アーティアは浅く、長く息をつく。

「そうだ。ミロの《息吹》が生む花は──どれも根を張らない」

　ミロが息を止めたのが気配で知れる。

　雪解けスミレは雪解け水と共に山さん頂ちようから流れてくる小さな花で、水中に広げた花か弁べんで養分を蓄たくわえる奇妙な花だ。砂鈴蘭とオスキッドの宿り木は擬ぎ似じ根こんと呼ばれる毛細管で、他の樹きや動物に取りつく寄生植物である。そのいずれもが地面に根を張らない花だ。

「理想ばかり先行し、地に足をつけて物事を把は握あくしていない証しよう拠こだ。まだ未熟者よ」

「未熟だってさ」

「だ、黙れっ！」

　完全に他ひ人と事ごとの調子で笑うバーンに、よほどお前が言えた義ぎ理りではないと告げてやろうと思ったが、それより先にミロが彼の足を蹴け飛とばしていた。

「お前なんか、さっき全然役に立たなかったくせに!!」

「うぐ──そ、それ今関係ないだろ!?　それに役立ったろ、ハチ追っ払ったじゃん！」

「それはお前の手て柄がらじゃない、竜工芸ドラグクラフトの──そうだ、なんでお前が竜工芸ドラグクラフトを持ってるんだ!?　さては、姉ちゃんから盗ぬすんだのか！」

「ちッがうよ人聞き悪いな！　もらったんだよ、ねえアーティア!?」

「う？　あ…………ま、まあな」

　右手の指輪を振り回すバーンに、アーティアは視し線せんを逸そらして呟いた。しかしミロには聞こえてしまったらしく、彼は愕がく然ぜんと顎あごを落とす。

「う、嘘だ！　デタラメで俺を騙だまそうって魂こん胆たんなんだ、そうなんだなっ!?」

「本当だってば！　なんか、足りない材料を髪かみの毛で代用したって言ってたけど！」

「なに──────ッ!?」

「言うな、馬ば鹿か！」

　大声で言うバーンの頭に、アーティアは木匙を投げつけた。

　──星ほし守もりは他者へ竜工芸ドラグクラフトを託たくす時、そこに己おのれの想おもいを込める。

　旅立つ者には“〝絆きずな”〟を繋つなぐ血の染しみた品を渡わたし、苦く難なんに臨のぞむ者には“〝強さ”〟を与あたえる竜の牙きばを渡す。まじないや願がん掛かけに近い慣かん習しゆうに過すぎない。

　……問題は、髪を使った竜工芸ドラグクラフトには“〝心”〟を託す意味があるということである。

「勘かん違ちがいするなよ、ミロ。あまりに危あぶなっかしいので厄やく払ばらいの護ご符ふを編あんでやったんだ。人間の街まちで竜の髭ひげなど手に入らないから、私の髪で代用した。それだけだ」

「そ…………そう、だよな。そうとも。こんな奴に姉ちゃんが、ここ」

「言うなと言っとる!!」

　せっかく隠かくして喋しやべったことを暴ばく露ろしようとするミロへ空のゴブレットを投げつける。

　髪を使った事に代用以上の意味はない。だが──その意味をバーンに知られるのは、よくない。よく分からないが、よくないのだ。

　ぶつぶつと赤い顔で呻うめくアーティアと、それぞれ頭を押さえて呻く男たちを眺ながめていたフェイが、ふとミロの腰こしに革かわ帯おびで提さげられた棍こん棒ぼうに目を留とめた。

「──ねえアーティア、ミロ君のあれも竜工芸ドラグクラフトよね」

「ん──あ？　ああ……そうだ」

　ふと意い識しきを引き戻もどされて、アーティアは顔を上げて答える。

「草そう原げん竜りゆうの翼つばさの骨ほねを凍とう石せき英えいと落ダ陽ス瓜クの樹じゆ液えきで磨みがいた物で、羽根より軽く石より硬かたい。瞬またたく間だが、旋せん風ぷうを呼よぶこともできる。ノルグの里に伝わる逸いつ品ぴんだ」

「へえ……意外とシンプルにできてるのね」

「命の欠片かけらに宿る力を転用することが竜工芸ドラグクラフトの本義だからな。竜の一部さえ使っているのなら、大げさな加工はほとんど必要ない」

　残りの料理を乱らん暴ぼうにかき込み──自分のは投げてしまったのでバーンの匙を奪うばって──答えるアーティアに、フェイはなにやら納なつ得とくのいった風に頷いた。

「だったら、あり得うる話なのかもね」

　ぽつりとこぼし、彼女はおもむろにソファを立ち部屋の隅すみへ行った。そして立てかけてあった木箱──キャロラインから奪だつ取しゆした魔ま剣けんを持ってくると、机の上に載のせる。

　全員が見つめる中、フェイは木箱のベルトを解といて蓋ふたを床ゆかに投げ捨てた。

「これが例の魔剣────『憂鬱卿の手鏡ザ・サイ』って識コ別ー銘ドらしいんだけど」

　箱の中には木き屑くずに埋うもれた、一ひと振ふりの剣が収おさめられている。

　図面で見た通りの外見で、覗のぞき込む四人の顔が広めの両もろ刃はに映うつっていた。ただし柄つかと握にぎりは発はつ掘くつの際さいに破は損そんでもしたのか、間に合わせに真新しい木で作られている。

「妙みような名前だな……確かに顔は映るが」

「伝説があるのよ」

　胡う散さん臭くさげに唸うなるミロに、フェイが苦く笑しようをこぼした。

「これは夕ゆう暦れき以前、ある心配性の領りよう主しゆが造つくらせた物なの。哲てつ人じん竜りゆうヴィーヴュロッツの溜ため息を鍛きたえたこの剣は持ち主の心の深しん淵えんを映し込むとか。領民の叛はん乱らんを恐おそれた彼は、それで自分の欠点を見つめ直して善ぜん政せいを敷しこうってつもりだったらしいわね」

「そりゃ前向きな人だね」

　気のない声で相づちを打つバーンに肩かたをすくめて、フェイは続けた。

「ところが領主はこの剣でとことん小心な自分の器うつわを知り、いよいよ鬱うつになって政治に手が付かなくなっちゃったもんで、結局暴ぼう動どうを招まねいて処しよ刑けいされたとか」

「……救えん話だな」

「まあね。でも──この剣が存そん在ざいすること自体には大きな意味がある」

　げんなりと呟くアーティアに、彼女は不意に表ひよう情じようを真剣にする。

「人間が竜の力を制せい御ぎよできた、って証しよう拠こなのよ。資し料りようを渡されたときは半信半はん疑ぎだったけど……竜工芸ドラグクラフトに近いの。竜の溜め息で造られた、この剣はね」

「竜工芸ドラグクラフトに…………で、でもそれって伝説なんだろ？　本当の話なのかい？」

　疑うたがわしげに剣と彼女を見み比くらべるバーンに、フェイは肩をすくめた。

「理論上の可か能のう性せいはあるのよ。……ちょっとミロ君、そっちの端はし持って」

「な、なんで俺が──」

　ミロの抗こう議ぎは完全に無む視しして、フェイは机の端に手を掛けた。いかにも渋しぶ々しぶといった顔で彼が反対側を持ち上げると、床ゆかに敷いていた敷しき布ふを抜ぬき取る。

　麻あさに似にた布地だった。まだ新しいようだが、床の埃ほこりで薄うす汚よごれてしまっている。

「これ、あたしが考案した《息吹いぶき》用の絶ぜつ縁えん体たいなんだけど」

「へえ………………………………って、は!?」

　何でもないことのように告げるフェイに一度頷うなずいてから、バーンが声を裏うら返がえらせた。ところどころ虫食いのある布に視線を落とし、フェイは首をすくめる。

「仕事の試作品よ。……鍛えた鉄は、ほんの少しだけ《息吹》に抵てい抗こう力りよくがあるの。竜徒ドラグ＝ジーンの蒸じよう気きの《息吹》を一いつ緒しよに浴びた二人の騎き兵へいの内、精錬鉄スチールのお守り人形を持ってた方だけが辛かろうじて生き延のびたって例もあるしね」

「そ、そうなの？」

　こちらへ訊きいてくるバーンに、アーティアは無言で頷き返した。

　確たしかに、金きん属ぞくには《息吹》が通じにくい。自然としての命の形を奪うばわれているがゆえに命の咆ほう吼こうたる《息吹》が届とどかないのだと言う者もいるが……確証のある説ではない。

「だから、徹てつ底てい的に鍛えた特注の鉄片を仕込んでみたんだけど……一回使うだけで極きよく端たんに脆もろくなっちゃってね。議ぎ会かいも納なつ得とくしてくれなくて、失敗作に終わったってわけ」

「だからってそんなもん敷物にしなくても」

「もったいないじゃない。……とにかく、程てい度どに問題はあるけど竜の力を抑おさえる方法はないわけじゃないの。魔剣の伝説も案外、本当かも知れないってことよ」

　呆あきれ顔のバーンに唇くちびるを尖とがらせて、フェイは手にした布を適てき当とうに丸めて放ほうり出す。大おお雑ざつ把ぱな所作に肩をすくめて、彼は魔剣の箱を床に下ろした。

「……ま、研究の話はあとにして、早く食べちゃおう。ダミー用の魔剣も探さがしに行かなくちゃなんないし、けっこう忙いそがしくなるよ」

「ふん、お前一人で行けばいいだろ。さっきは一番働かなかったんだからな」

「だ、だからそれはさぁ──」

　棘とげのある言葉を投げるミロに、バーンが情なさけなく眉まゆを下げる。横目にそちらを見ながら席に戻り、フェイがずっと放置していた皿に手をつけた。

　そして匙さじを一口くわえた瞬間、表情を変える。

「……バーン。あなた、覚えてたの？」

　軽い驚きよう愕がくと懐かい旧きゆうの入り交まじった目を向けるフェイに、飽あきずにミロと口くち喧げん嘩かしていたバーンがきょとんと振り返る。ややあって、ふと気づいたように苦く笑しようを浮うかべた。

「ケルボ貝のトマト煮に。フェイ、好きだったよね」

「あなた貝キライなくせに、おかしいと思ったのよ。よく覚えてたわね」

「ダイニングにすごい量の空き缶かんがあったしね。好きだからって、そればっか食べて生きるのいい加か減げんやめようよ。子こ供どもじゃないんだからさ」

　二人が気安げな笑えみを交かわし合うのに、アーティアは無む意い識しきに呼こ吸きゆうを止めた。

　まただ。

　今朝からずっとそうだ──あの二人が話していると、得体の知れない感情が湧わき上がってくる。粘ねばつくようなその感覚に耐たえられず、アーティアは抱かかえた皿に視線を落とした。

（……どうしてしまったんだ、私は）

　舌した先さきまで転がり出たその言葉を、慌あわててかき込んだ料理ごと飲み下す。

　美う味まかったはずの料理は、なぜかひどく味気なかった。

　と、同じく料理をかき込んでいたミロが、魔剣を見ながら疑わしげに呟つぶやく。

「しかし──剣の伝説は嘘うそ臭くさいな。人間ごときが竜の息など手に入れられるのか？」

「そうね。ガラクタかも知れないし、本当に『魔剣』なのかも知れない。それでも全力を尽つくさなきゃならないのが大人の仕事ってことよ。社会見学になったわね、坊ぼうや」

「誰だれが坊やだ！　だいたいお前はさっきから……」

　からかうフェイにミロが怒ど鳴なり返そうとした瞬しゆん間かん、突とつ如じよ、耳みみ障ざわりな音が鳴り響ひびく。

　──窓まどガラスが砕くだけたのだと気づいた時には、室内にその破は片へんが降ふり注いでいた。

「っ!?　な、ななっなに!?　なんだっ!?」

　飛び散る破片に慌てふためいたバーン──とっさに顔をかばっているのは感心すべきなのだろうか──が床に転げ落ちる。反はん射しや的にそちらを向こうとしたアーティアの視界の端を、壊こわれた窓から飛び込んできた黒い影かげが横切っていった。

「あ…………ッ!?」

　フェイの悲鳴──舌した打うちして立ち上がり、アーティアはそちらを振り返る。

　そこには床に突つき倒たおされたフェイと、彼女を押おさえつける切せつ迫ぱくした形相の男がいた。

　黒い上下のスーツに、後ろへ撫なでつけた燃もえるような赤毛。そして顔の中心には巨きよ大だいな絆ばん創そう膏こう。その野や卑ひな容よう貌ぼうには、見覚えがある。

「っトラッキオ……あんた、正気!?」

「うるせえッ、黙だまってろ！」

　組み伏ふせられた格かつ好こうで気き丈じように叫さけぶフェイに、男──カピロッシ・ファミリーのトラッキオは右手に握にぎった小さな機械を彼女の頭に押しつけた。

　ドラム状の部品を収おさめたフレームから伸のびる、グリップと細長い筒つつ──拳銃ピストル。

「と、トラッキオ！　僕たちを監かん視ししてたのか!?」

　机にすがって立ち上がったバーンが、青ざめた顔で早口に訊たずねる。トラッキオは黙って彼を睨にらみ返すだけだったが、その推すい測そくを否ひ定ていする材料も思いつかない。

「待て、待て待て待て、落ち着こう。なにがあったか知らないけど、僕らきっと助け合える。そのためにもまず、そのピストルをしまおうよ。ね？」

「ごちゃごちゃうるせえ…………!!」

　猛もう獣じゆうのような声で唸うなり、彼は銃の撃げき鉄てきを起こした。がちり、と金きん属ぞく音おんが響く。

　緊きん張ちように凍こおり付く部屋の中、トラッキオはぎょろりとバーンを睨にらみつけた。

「テメェのせいで、オレは崖がけっぷちに立たされてる！　手て柄がらを立てなくちゃならねぇんだよ──今朝のことをチャラにできるようなでっけぇ手柄を！」

「……それで今朝と同じく独どく断だん専せん行こうって、思いっ切り泥どろ沼ぬまじゃないのかな」

　彼が呟いたのは聞こえなかったらしく、トラッキオは凄せい絶ぜつな笑みを浮かべる。余よ裕ゆうを見せたかったのだろうが、切せつ羽ぱ詰つまったその表ひよう情じようには露ろ骨こつに焦しよう燥そうが滲にじんでいた。

「ずいぶんと面おも白しれぇ話を聞かせて貰もらったぜ……！　そっちの二人、竜徒ドラグ＝ジーンだそうだな？　しかも魔ま剣けんはダミーを用意するたあ、いけねぇなぁ……そいつぁまったくいけねぇ話だ」

「うわ、それぜんぶ外で立ち聞きしてたの!?」

「チャンスは逃のがせねぇからよぉ。ここで本物の魔剣を持って帰れば、テメェの取引はご破算。オレはボスの信用を回かい復ふくできるって寸すん法ぽうだ！」

「だからって窓破って入ってくることないと思う……」

　弱よわ腰ごしなバーンの指し摘てきには答えず、トラッキオは左手で床を探さぐっていた。油断なく……というよりは余裕なく三人を睨みながら、彼は魔剣の木箱を探り当てる。そして『憂鬱卿の手鏡ザ・サイ』を掴つかみ引きつった笑みを浮かべると、フェイをこちらへ突き飛ばした。

　──その瞬間、弾はじかれるようにミロが駆かけ出す。

「ッ!?　ミロ、よせ！」

　アーティアの制せい止しも間に合わない。

　竜工芸ドラグクラフトの棍こん棒ぼうを抜ぬいたミロは、一ひと呼こ吸きゆうでトラッキオとの間合いを詰めた。勢いきおいのまま鋭するどく振り抜いた棍棒は、しかし振り上げられた拳けん銃じゆうに受け止められる。そのままトラッキオは器用に身体からだを丸め、ミロの胸むねを蹴飛ばした。

「ひ、ひッ……!?」

　慌あわてて床ゆかを掻かき後あとずさるトラッキオが引きずる魔剣。その剣先が──不意に小さく震ふるえたように見え、アーティアはとっさに踏みとどまる。

「み、ミロ、ダメだ！　あいつマジでキレてる、本当にピストル使いかねないぜ!?」

「……だから、このまま逃がすと……？　ふん……臆おく病びよう者ものめ……」

　突き飛ばされたフェイを支ささえて叫ぶバーンに、ミロは蹴られた胸を押さえて呻うめく。鳶とび色いろの目は闘とう志しと決意に研とぎ澄すまされ、バーンの方など見向きもしない。

「黙って震ふるえてろ…………役立たずには、アーティアの隣となりにいる資し格かくなんてない！」

　バーンが言葉を詰まらせる。

　同時に、ミロは再び駆け出していた。より鋭するどく、床を滑すべるような低い姿し勢せいで迫せまる彼にトラッキオの顔が引きつる。構かまえていた銃の存そん在ざいも忘れて、彼は左手の魔剣を振り払った。

　腰の引けた、しかも左手での薙なぎ打ちを、ミロは易やす々やすとかいくぐる。が、

「ッぐ、ぁ……!?」

　金属が肉を叩たたく、くぐもった音が彼の背を打ち据すえた。

　苦く痛つうではなくただ疑ぎ問もんに目を見開き、ミロは床に崩くずれ落ちる。

　何が起こったのか、きっと彼には分かっていない。全すべてを見ていたアーティアにすら、目の前の光景は信じがたかった。

「────へ…………へ、へへ」

　足あし下もとに倒たおれるミロを見下ろし、口元を崩くずしたトラッキオの左手。

　そこに握にぎられた魔剣『憂鬱卿の手鏡ザ・サイ』──その切っ先が、蠢いていた。

　蛇へびのように、あるいは竜りゆうの尾おのように。直線だった刀身がしなり、蠕ぜん動どうし、持ち主であるトラッキオを守しゆ護ごするように威い嚇かく的に空を裂さいている。

「すげぇ──なんなんだ、こいつはすげぇぞ……！　なるほど、魔剣ってわけだ!!」

「貴き様さま…………!!」

　歯を軋きしらせて、アーティアは歓かん声せいをあげるトラッキオを睨にらみつけた。

　床に伏ふせるミロは、身じろぎ一つしない。微び動どうだにしない彼に怖おじ気けづいたのか、トラッキオは声を引きつらせてじりじりと扉とびらの方へ移い動どうしていく。

「こ……こ、このガキがいけねぇんだぜ。オレを誰だと思っていやがる……カピロッシ・ファミリーだぜ。さ、逆さからう奴やつが馬鹿なんだ…………！」

　震える声で言い捨てると、トラッキオは扉を蹴り開け部屋を飛び出した。

　同時に、アーティアは倒れたミロへ駆け寄ってその小さな身体からだを抱だき起こす。

　──脈は、ある。剣で殴なぐられたはずだが外がい傷しようは見あたらず、触ふれた感かん触しよくでは骨ほねも折れていないようだった。思わず肩を脱だつ力りよくさせる、と。

「!?　ち、ちょっと！　どこ行くのよ!!」

　突とつ然ぜん、フェイが大声をあげた。

　振り向けば──バーンが、震える脚あしで立ち上がっている。

「き、決まってるだろ。奴やつを追っかけるんだよ！」

「ばッ……正気!?　今の見てたでしょ、あの魔剣、本物よ！」

「だけどあれがなくっちゃ、君だって困こまるじゃないか──！」

　それ以上は取り合わず、バーンは部屋を飛び出していく。なおも言い返そうとしていたフェイは叫さけび掛かけた言葉を呑のみ込み、頭を掻きむしった。

「あーもう、似に合あわないことしてんじゃないわよ!!」

「フェイ、ミロを頼たのむ！」

　鋭く叫んで、アーティアは返事を待たずに部屋を飛び出した。

　狭せまい廊ろう下かを駆け抜けながら、茜あかね色いろの襟えり巻まきを強く握にぎりしめる。

　フェイの言うとおりだ。

　似合わない────あんな命知らずの無む謀ぼうな振ふる舞まい、腰抜けで臆病で嘘うそつきな、彼女の知るバーンの姿ではない。

【あの…………バカ！】

　叫んだはずの竜の言語は、不思議と弱々しく喉のどを震わせた。
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　トラッキオの後を追うのは難むずかしくなかった。

　島舟トロンコ上の道は入り組んでいるとはいえ、なにしろ抜ぬき身の剣けんを持っているのである。通行人の悲鳴が上がる方を目指して走っていく内に、その背せ中なかが見えてきた。

「────っ!?　く、クソっ！」

　しきりに振り返りながら走っていたトラッキオも、すぐにこちらに気づく。その瞬しゆん間かん、蔓つる草くさのように伸のびた魔ま剣けんが宙ちゆうを走り、狭せまい通りを縦じゆう横おう無む尽じんに薙なぎ払はらった。

　路面が、壁かべがあちこちで火花を散らし、逃にげ遅おくれた通行人が悲鳴を上げて転てん倒とうする。

　とっさに顔を庇かばいながら、バーンは横手の路地へ飛び込んだ。

「しッ──シャレになってないよ、あいつ…………!!」

　おそるおそる路地から様子を窺うかがい、バーンは及および腰ごしで通りに出た。

　辺りには無数の傷きずが刻きざまれ、砕くだかれたガラスや樽たるが散さん乱らんしている。倒れて呻うめいている者の姿すがたもあったが──出血している者はいないようだった。

（あの剣……刃はがついてないのかな）

　そんなことを考えるが、すぐに頭かぶりを振ふる。

　意味がない。たとえなまくら刀でも、頭を殴なぐられたら死ぬしかないのだ──

（死ぬしか────）

　ぞくり、と悪お寒かんが背せ筋すじを這はい上がり、思わず踏ふみ出しかけた足が止まる。

　……いったい何をやっている、バーン・フラットランド？

　喧けん嘩かは、そもそも向きではないのだ。痛いたくて怖こわくて、なにもいいことがない。

　危き険けんは嘘うそとハッタリで、スマートに切り抜けるもの。

　身体からだを張って殺し合いなど──“〝嘘つきバーンバーン・ザ・ライアー”〟のスタイルではない。

（…………でッ、でも……それでも、さあっ…………!!）

　全身を縛しばる怯おびえを強ごう引いんに無む視しして、バーンは再ふたたび走り出した。

　道が開け、目の前にポルツィーノの湖面が広がる──無数の商船や渡わたし船、観光客向けのゴンドラが行き交かうそこは、島舟の狭はざ間まに開かれる水上市場だ。

「どけええぇぇっ！」

　トラッキオは、ひしめく小こ舟ぶねを次々に飛び移うつっていく。刃は物ものを振り回して怒ど鳴なる彼に混こん乱らんが巻まき起こり、ひと跳とびごとにつっかえているが、このままでは逃げ切られそうだ。

　後を追うべく適てき当とうな舟を探していると、突とつ然ぜん、背はい後ごで鋭するどい叫さけび声が上がる。

「待て！」

　驚おどろいて振り返れば、切り刻きざまれた通りを小さな人ひと影かげが走ってくる──アーティア。珍めずらしく息を切らせた彼女は目の前で急停止し、怒ど鳴なり声を上げた。

「迂う闊かつだ、馬ば鹿か者もの！　一人でどうするつもりだった!?」

「ど、どうするもなにも……」

　剣けん幕まくに圧あつ倒とうされて口ごもる彼に、アーティアはさらにまくし立てる。

「考えなしに飛び出すな！……ミロがやられたんだぞ!?　お前一人でなにが出来る！」

　──その言葉に、頭が真っ白になった。

　彼女はまだなにか叫んでいたが、それももう耳には入ってこない。言葉は吐はき出される前に霧む散さんして、危あやうい衝しよう動どうが躊ちゆう躇ちよと怯えを塗ぬり潰つぶしていく。

　拳こぶしをきつく握にぎりしめて、バーンはかすれた声で呟つぶやいた。

「…………で、きるさ……」

「……なんだと？」

「あいつ捕つかまえて、やっつけて、剣を取り戻もどす──ぼ、僕だって出来る。全部、僕が全部やってやる！　黙だまって見てろっていうんだよ!!」

　言い放つバーンに、アーティアが愕がく然ぜんと言葉を呑のむ。

　その隙すきに、湖へ向き直る。口元からこぼれる黒こく煙えん──自分を騙だましきれなかった大嘘の代だい償しようは、アーティアには見られなかったようだ。

（嘘でも、なんでも…………やるっきゃないだろ、バーン！）

　胸の奥おくで、《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》が嘲あざ笑わらうかのように脈動する。

　歯を軋きしらせ、バーンは助走をつけて湖へ飛び込んだ。通りがかった洗せん濯たく屋やの舟に危なっかしく降おり立つと、舟の主あるじらしき女じよ性せいの悲鳴に耳を貫つらぬかれながら辺りを見回す。

　水上市場のほぼ中心にトラッキオの姿が見えた。混こん乱らんを招まねくためなのか焦あせっているだけなのか、魔剣は子供が癇かん癪しやくを起こしたように手当たり次し第だいに周囲を薙なぎ払はらっている。舞まい上がる悲鳴と水飛沫しぶきに思わず竦すくみかけ……それでも、バーンは舟を飛び移うつっていく。

　耳の奥にアーティアの言葉が蘇よみがえってきた。

『お前一人でなにが出来る──』

　彼女はただ、一人で動くことの危険を説いただけなのだろう。

　そんなことは分かっている。が──

（臆おく病びようだって、腰抜けだって…………竜徒ドラグ＝ジーンじゃなくたって！）

　──ぎしぃっ、と。

　不ふ穏おんな音を立て、彼はひときわ古くて汚きたない小舟に降おり立つ。トラッキオが占せん拠きよしている舟はもう目と鼻の先で、先ほどから周りの湖面を何度も魔ま剣けんが叩たたいていた。

　まだこちらに気付いていないトラッキオの背せを睨にらみ、大きく息を吸すい込んで。

「僕ぼくがッ……全部やってやるんだ──────!!」

『嘘』と共に、バーンは紅ぐ蓮れんの炎ほのおを吐はき出した。

　轟ごう然ぜんと湖の水を巻き上げる炎は、トラッキオが気づいた時にはもうその眼がん前ぜんにまで迫せまっていた。驚きよう愕がくの絶ぜつ叫きようが炎の狭間に呑み込まれようとした時──魔剣の刃やいばが閃ひらめく。

　剣は幾いく十じゆう幾百の輝き線せんとなって吹ふき荒あれ、炎を切り刻きざんで、吹き散らし、かき消した。

「ッう、嘘うそだろ…………!?」

　愕然と声をあげるバーンに、トラッキオは青ざめた顔を引きつらせる。

「ひ──て、テメェ……フラットランド!?　い、今なにをしやがった!?」

　恐怖に囚とらわれ錯さく乱らんした彼がめちゃくちゃに振り回す魔剣は、その混乱を反映したように元の長さの数倍にまで伸び上がると、狂ったように刀身を踊おどらせた。逃にげることも出来ず立ち尽つくす──と。

　不意に誰かに襟えり首くびを掴つかまれ、バーンは舟底に引き倒たおされた。

　同時に、仰あお向むけに倒れた彼の鼻先を魔剣の刃が通り過すぎていく。空気も焦こがすその速度に息を詰つめる彼の耳元で、聞き慣なれた声が上がった。

「っこの……愚おろか者が！」

　バーンを引きずり倒した格かつ好こうのまま、アーティアが声を震ふるわせる──襟首を掴む手もかすかに震えているのは、信用できない人工物の舟ふねの上を跳んできたせいか。

「軽々しく《息吹いぶき》を使うな！　罪ざい人にん竜りゆうに意い識しきを喰くわれたいのか!?」

「し、しょうがないだろ!?　こんなヤバい状じよう況きようじゃ、四の五の言ってられ──」

「だから考え無しに動くなというんだ！」

　起こしかけた身体からだを、再さい度ど乱らん暴ぼうに押し倒される。

　顔に触ふれる髪かみの感かん触しよくに言葉を詰まらせる彼に、アーティアは囁ささやくように叫ぶ。

「……今日のお前はおかしい！　いつもの腰抜けの与よ太た者ものはどこに行った！　なぜ無む謀ぼうをしでかす!?　い──いくら、フェイのためでも、お前が死んでは終しまいだろうが!!」

「え……ふぇ、フェイは関係ないだろ!?　なんで彼女が出てくるのさ！」

　瞳ひとみを揺ゆらすアーティアに、バーンは慌あわてて抗こう弁べんした。

　胸むなぐらを掴む手を掴み返し、困こん惑わくの眼まな差ざしで彼女を見つめ返す。

「おかしいのは君だよ、いつも困こん難なんには立ち向かえって言ってるのに！……それに君、気づいてる？　十五番島舟トロンコからこっち、ちゃんと目ぇ合わせてくれてないだろ！」

「あ──ッ!?　だ、お前、そ、そんなことは今──」

　急に口ごもって離はなれようとするアーティアを、今度はバーンが引き止める。

　銀色の瞳を真まっ直すぐ覗のぞき込こみ、彼は必死に言葉を紡つむいだ。

「なにか怒おこらせたんなら謝あやまるよ！　でも、そうやって黙って抱かかえ込むなんて、全然らしくないだろ!?　どうしちゃったんだよ！」

「──────ッ知らんわ、馬鹿！　私は…………私は、なにも知らないッ!!」

　どん、と強く舟底に肩を押しつけられる。歯を軋きしらせるアーティアの白い顔が、一瞬だけ、なぜか泣いているように見えた──と。

　彼女の後ろに影かげが持ち上がる。

　獲え物ものを見つけた蛇へびが鎌かま首くびをもたげるように大きく振り上げられたのは……魔剣の刃。

　悲鳴を上げている暇ひまはない。バーンは彼女を突つき飛ばしざま舟を飛び出した。同時に、振り下ろされた魔剣の刃が舟を粉ふん砕さいする。

　飛び散る木片にあちこちを打たれながら、二人は湖へ落下した。

「…………ッぷはッ！　あ、アーティア！　こっち、こっちッ！」

　湖面に顔を出したバーンは、近くに漂ただよってきた別の舟によじ登りアーティアへ手を差し伸のべる。まだ真新しい舟だが、持ち主は逃げ出したらしく姿が見えない。

　自分も逃げ出したい気持ちを抑おさえ、彼よりは数段危なげなく泳いできたアーティアを舟に引き上げると、バーンはおそるおそる視線を湖の中央に向けた。

「へ──はははッ!!　すげえぞ……ハンパじゃねぇ、こいつはハンパじゃねぇッ!!」

　たがの外れた笑声を上げるトラッキオ。

　その手に握にぎられた魔剣『憂鬱卿の手鏡ザ・サイ』は……もはや、剣の形をしていなかった。

　伸のびた刃やいばは幾いく本ほんにも枝えだ分わかれし、トラッキオを守しゆ護ごするように取り巻まいている。柄つか元もとから切っ先まで、直線にすればこの水上市場を両りよう断だんできそうな長さだ。ざわざわと辺りを睥へい睨げいするように蠢うごめく長大な剣は、まるで鋼はがねの大たい樹じゆ。

「心映うつし、姿を変える────魔剣の伝説は真実だったか……！」

　濡ぬれて貼はり付いた長い髪をぞんざいに後ろへ払はらい、アーティアが苦々しく呟つぶやいた。

　怪け訝げんな顔でそちらを向くと、彼女は視線を動かさずに続ける。

「……ここに来るまでの傷きずで分かった。あの剣には刃がない」

「あ、ああ……やっぱりそうなんだ」

「威い嚇かく的に見せようとしているが、自分に近づくものを滅めつ多たやたらに振り払うことしかできていない。相手を殺す覚かく悟ごもない…………怯おびえているだけの小者にすぎん」

　取るに足らないことだとでも言うように鼻を鳴らすが、アーティアの顔からは憂ゆう色しよくが消えない。刃があろうとなかろうと、近づけない事に変わりはないのだ……と。

　ふと奇き妙みようなものに気がつき、バーンは両目を細めた。

　哄こう笑しようを上げるトラッキオの背はい後ごに、黒い雲のようなものが漂ただよっている。

　黒雲は低く唸うなりを上げて────突とつ如じよ、トラッキオへ襲おそいかかった。

「っげあぁぁああぁあッ!?　はッ……蜂はちぃぃいいぃッ!?」

　驟しゆう雨うのごとく襲いかかる膨ぼう大だいな数の蜜みつ蜂ばちの中から、悲ひ痛つうな絶ぜつ叫きようが聞こえてくる。

「…………は、ハチかぁ……」

　もうどうにでもなれという気分で呟つぶやき、バーンは肩を落とした。と。

　小さく舟ふねを揺ゆらして、二人の背後に誰だれかが着地した。

「失しつ敬けい」

　声が聞こえると同時、舟がもう一度揺れる。声の主が跳ちよう躍やくしたのだ。

　その人物はさらに数すう艘そうの舟を渡わたり、トラッキオの乗る舟に迫せまる。そしてメチャクチャに振り回される魔剣を全すべて紙かみ一ひと重えで避よけ、彼の喉のど元もとに細剣レイピアを突きつけた。

　片手で剣を保ほ持じし、空いた手で襟えり元もとを整えながら──上等のバトラースーツを着込んだ男、ウーノ・フェレトロが物静かな声で告げる。

「剣を落としなさい。さもなくば、貴下の首が落ちることになりますよ」

「あ……ッ、ひ？　う、あッ……!?」

　状じよう況きようにまだ頭がついていっていないのだろう、トラッキオは目を白黒させて喘あえぎ声をこぼした。それでも喉に添そえられたレイピアをわずかに押おし込まれると、裏うら返がえった悲鳴を上げ剣を舟底に放ほうり投げる。同時に水上市場全ぜん域いきにまで広がろうとしていた鉄の枝えだが陽炎かげろうのように揺らめき、空に溶とけるように消え失うせた。

　そして……湖上に、甲かん走ばしった高笑いが響ひびく。

「んーッふっふっふ！　ウーノ、そのままその三下を押さえておきなさい!!」

　水路から一隻せきの動モ力ト櫂リ式ス船が悠ゆう然ぜんと進み出てきた。その舳へ先さきに立ち、こちらに扇おうぎを突きつけるブロンドの少女は……やはりというか案の定、キャロライン・リム・アビスパ。

「さあお二人とも、最後通告です！　大人おとなしく従したがうか否いなか、十秒以内に決」

「断ことわる！」

「ぜんぶ言い終わるまで待てませんの、あなた!?」

　即そく座ざに叫び返すアーティアに、キャロラインが扇を振り回す。

　顔にかかった髪を払い、アーティアは凍こごえるように低い声で告げた。

「屈くつするつもりはない。貴き様さまの牙きばで、挑いどんでくるが良い！」

「上ぉ────お等ですわぁ────ッ!!」

　だすだすと船上で地じ団だん駄だを踏ふむと、キャロラインは扇を頭上に掲かかげ、それから真横に振り抜いた。何かの合図らしきその動作と共に、彼女の背後で大声が上がる。

「ひとォ────つ！」

『人に仇あだなす全ての邪じや悪あくを！』

「うあ、やっぱり来た……」

　同時に、モトリス船の船室から男が二人飛び出した。鉱こう山ざん夫ふのようないかつい体たい格かくを、見覚えと嫌いやな思い出のある灰はい色いろの制せい服ふくで包んでいる。

　と、先ほどと同じ声が、今度はへなへなと座すわり込むバーンの後方に現あらわれる。

「ふたァ────つ！」

『不ふ屈くつの闘とう志しで粉こな微み塵じん！』

「ッえ……!?　なっなな、なんで後ろに!?」

　弾はじかれたように振り向けば、彼方かなたの島舟トロンコに数人の男の姿すがたがある。

　唱和した声こそ違ちがったものの……その前にかけられた号令は、間違いなく先ほどと同一のものだった。無む論ろん、一瞬で移い動どうできる距きよ離りではない。

「みィ────っつ！」

『みなぎる気き迫はくと気合い！』

「よォ────っつ！」

『世のためお国のために！』

「いつつゥッ！」

『いつでも命いのち懸がけッ!!』

　どこに隠かくれていたのか、ボートや貨か物もつ舟の上、水上市場のあちこちに制服の男たちが姿を現す。そのたびに、それぞれの場所で同じ声が上がっていた。と。

　近くの湖面に気き泡ほうが湧わき上がり……湖から、巨きよ大だいな影かげが跳とび上がる。

　高々と跳んだ影はバーンの眼前に降おり立つと、ひときわ大きな声を上げた。

「──我ら竜断たつ人の剣！　グラムっ！　フェンっサぁああぁぁあぁあズッ!!」

「ぎゃああああッ!?」

　悲鳴を上げて後ずさり──バーンは縁へりにつまずき湖へ転げ落ちた。

　呆あきれ顔のアーティアの視線を何とか無視して舟に這はい上がり、彼は飛び乗ってきた男、〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉のブロック・キャリバーを指さした。

「……なんッで水の中から出てくるんだよ!?」

「度ど肝ぎもへの急きゆう襲しゆうである！　効こう果かは覿てき面めんのようだな！」

「呆れられてんですよ、それは」



    

  
    
      　得意げに分ぶ厚あつい胸むねを張はるブロックの背はい後ごから、小型のボートが近づいてくる。半はん眼がんで櫂かいを操あやつっているのは〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉の制服を着た青年だ。

「スクィージ君、『憂鬱卿の手鏡ザ・サイ』は？」

「確かく保ほしました。……触さわらないでくださいよ、あんたに持たせたらなにが起こるか」

「うん？　よく分からないことを言うな君は」

　心底不ふ可か解かいな顔をして、ブロックはスクィージの足あし下もとの魔剣──万が一にも触ふれないようにか、ぼろきれで巻まいてある──を見下ろし、哄こう笑しようを上げる。

「むははは、今度は逃にがさんぞ。目め障ざわりな小こ童わつぱもいないようであるしな」

「関係ないだろ。……か、代わりに僕ぼくがいるぜ」

　反はん射しや的にそう答え、バーンは一歩、前に進み出た。

　アーティアが振ふり向いてくるのが分かったが、そちらは見ない。そこに浮うかぶ表情が驚きよう愕がくか、それとも別のなにかなのか──確たしかめるのが怖こわかった。

　脚あしを震ふるわせ、腰の引けたファイティングポーズなど取ってみせるバーンに、ブロックは片かた眉まゆを持ち上げる。それから、にやりと真っ白な歯を剥むいてみせた。

「──天あつ晴ぱれ大だい丈じよう夫ふの志こころざし。だが小こ僧ぞう、吹ふくからには覚かく悟ごがあるのだろうな！」

　恫どう喝かつに空気を震わせ、ブロックは右手を天に掲かかげる。そして大きく息を吸すい込むと、街中に響き渡りそうな雄お叫たけびを上げた。

「総そう員いんッ、出いでませええぇぇぇいッ!!」

　号令と同時、彼らの舟を囲うように五つ、〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉が現あらわれた場所で禍まが々まがしい気配が膨ふくれ上がった。ボートに、島舟トロンコに、モトリス船上にゆらりと立ち上がった──まさか今まで伏ふせていたのだろうか──人ひと影かげを見て、バーンは絶ぜつ句くする。

「な、んだ……と…………っ？」

　震えた声で、アーティアが呻うめいた。闘たたかいにあっては常つねに冷静で怜れい悧りな彼女には珍めずらしい事だったが、それも無理からぬ話だろう。

　姿を見せた五人の人物は────全員、ブロック・キャリバーだった。

　よく似にた別人、とも思えない。あんな無用に逞たくましい筋きん肉にくとやけくそにむさ苦しい空気を纏まとった人間がこの世に六人もいてはたまらない。さらに彼らは何のつもりか、顔をそれぞれ赤や青に塗ぬりたくっている。刈かり込んだ髪まで染そめている徹てつ底ていぶりだ。

　五色のブロックはそれぞれ微び妙みように異ことなるポーズを取って、口々に叫ぶ。

「真っ赤ブロック！」

「真っ青ブロック！」

「真っ緑ブロック！」

「真っ白ブロック！」

「真っ黒ブロック！」

「畏おそれよ威い容よう！　讃たたえよ雄ゆう姿しッ！　大っ分っ身っ……キャリバあぁ────ズ!!」

　そして自らポーズを決めて堂々と宣せん言げんするブロックに、バーンは稲いな妻ずまに打たれたようによろよろと後ずさり──ふと、半はん眼がんで小さく呟つぶやいた。

「……発音に無理のある奴やついなかった？」

「聞き流すのが粋いきである」

　存ぞん外がいあっさり認みとめるブロックに嘆たん息そくして、バーンは彼方かなたにいる緑色の巨きよ漢かんを見やる。

　ブロックは即そく座ざに気を取り直すと、腰こしに吊つった鞘さやからサーベルを抜ぬき放った。他の団員が提さげている物の倍ばいは分厚い、長大な代しろ物ものである。

「開かい拓たくの進歩は人間の進歩。優ゆう秀しゆうな開拓者をあらゆる辺へん境きようで活かつ躍やくさせるため、人の科学はついに、人を造つくり出すことに成功したのだっ!!」

「はぁ……!?」

「『アビスパス』の新技ぎ術じゆつでな。イデンシだかなんだかいう“〝命の組そ成せい譜ふ”〟を“〝命の器うつわ”〟なる物体に植え込み、見た目も中身もそっくり同じ生き物を複ふく製せいする…………詳くわしくは部外秘ひということだが、むっはっは。使える技術ならば仔し細さいに及およばん」

「こ、この現げん状じように疑ぎ問もんとかないのか、あんた……？」

　一応指し摘てきはしてみるものの、ブロックが動じると考えたわけでもない。案の定、彼はバーンの言葉など歯し牙がにも掛かけず得意満面にポーズを変えていた。

「試験段だん階かいと言うことでちょっとあちこち色素に異い常じようが出てしまったらしいが、そこはそれ、分かりやすくてちょうど良いわと自じ己こ完かん結けつ！　一同、攻こう撃げき準じゆん備び！」

　彼がサーベルを振り上げると、五人のブロックがそれぞれの傍そばの団だん員いんたちから何かを受け取り、それを肩かたに担かついだ。どことなく見覚えのある、筒つつ型がたの装そう置ち。

「……ッやばい!?　アーティア、逃にげ──」

「ファイヤあああぁぁ────ッ!!」

　豪ごう声せい一発、肉厚のサーベルが振り下ろされる。

　同時に、しゅぱっ、と独特の音を立てて、ブロックたちが担いだ筒から何かが射しや出しゆつされた。白はく煙えんを曳ひいて空中を蛇だ行こうする五つの物体はあらぬ方向へ飛んでいくが、内の一つがこちらへ向かってくる。バーンがとっさに湖へ身を躍おどらせると、一瞬遅おくれて──舟とブロックを巨大な爆発が呑のみ込んだ。湖のあちこちで巨大な波と水柱が巻き起こる。

「だあおぉああぁあぁあおああ!?」

「ば、馬鹿団長おおぉぉぉぉおっ!!」

　バーンと、巻まき込こまれたらしいスクィージの悲鳴が共に湖へ沈しずんでいく。ひっくり返ったボートにしがみついて咳せき込みながら、バーンは辺りを見回した。

　爆音の残ざん響きように震ふるえる湖面には焦こげた舟の残ざん骸がいが見える──人の姿すがたはない。

「あ……アー、ティア…………？　アーティアッ!?」

「──だあっ!!　ッは……落ち着け、うるせぇな。…………あっちだろ、ほら」

　と、同じボートにすがって浮うかび上がってきたスクィージが、面めん倒どう臭くさそうに顎あごをしゃくる。そちらを見れば、なるほど。観光客向けのゴンドラの上に、焦しよう燥そうの滲にじむ顔で周囲を見回す少女の姿があった。漂ただよっているこちらに気づくと、ほっと表情を緩ゆるませる。

　彼女の無事な姿に思い切り脱だつ力りよくし、安あん堵どの息をついた、その時。

「──むはははは！　見たか小こ僧ぞうども、必殺・爆ばく裂れつ大迫はく力りよく斬ぎりの威い力りよくッ!!」

「……あ、生きてる」

　突とつ然ぜんざばあっ、と湖面に顔を出すブロックに、彼は驚おどろくでもなく呟つぶやく。本人も特に疑ぎ問もんはないらしく、悠ゆう然ぜんと手近のボートに上がってサーベルを振り回していた。

「これぞ【抗こう竜りゆう党とう】の最新武ぶ装そう、対竜徒ドラグ＝ジーン用噴ふん進しん爆ばく弾だん！　いったいどこへ飛んでいくのか、撃うってみるまで分からないのもご愛あい敬きようッ！」

「早い話が失敗作ってことじゃないのか、それは!?」

「笑しよう止し！　理り論ろん上、下手な鉄てつ砲ぽうは数を撃てば当たるものである！　次弾用意！」

「くっそー、明らかに論点を履はき違ちがえてるくせに指摘が難むずかしい勘かん違ちがいを!!」

「お前も憤いきどおるところを取り違えてるけどな」

　スクィージがぼそりと告げてくるが、聞こえないふりを通す。

　別の小舟に這はい上がってから、バーンはアーティアの方へ叫んだ。

「アーティア、逃げよう！…………魔剣は取り返したから!!」

「…………あ!?　おまッ、いつの間に！」

　ボートが転てん覆ぷくしてからずっと水中に隠かくしていた『憂鬱卿の手鏡ザ・サイ』を振ふり回すバーンに、スクィージが目を丸くする。慌あわてて乗り込もうとしてくる彼を足で踏ふんで必死に阻そ止ししていると、遠くからキャロラインが嘲ちよう笑しようを浴びせてきた。

「んふッ、大おお甘あまですわフラットランド！　【抗竜党】に準じゆん備びさせた爆弾はごっそり百装！　ひとり頭二十発の包ほう囲い網もう、よもや突とつ破ぱできると思いましてッ!?」

「国のお金をそーいうところに突っ込ませるんじゃないッ！」

「負け犬の遠とお吠ぼえが心地ここち良よいですわね！　んーっふふふふ…………ふ？」

　扇を広げて得意絶ぜつ頂ちように胸むねを反そらすキャロラインが、不意に動きを止める。

　哄こう笑しようの形で固まった顔の真ん中に──鋼はがねの筒つつが突きつけられていた。

「うッ、動くんじゃねぇぞ、クソガキ……！」

「ひ…………、っ!?」

　かたかたと震ふるえる手で彼女の眉み間けんに拳けん銃じゆうをポイントしているのは──いつの間にそこへ上ったのか、顔を赤黒く染そめ鬼き気き迫せまる形相をしたトラッキオ。

　見れば、モトリス船の傍かたわらのボートにウーノが倒たおれていた。爆ばく発はつのどさくさで不意でも突つかれたのだろうか、ぐったりと伏ふして動く様子もない。

「フラットランド！　魔ま剣けんを俺おれによこせっ！　さ……さもなきゃ、このガキィぶっ殺して湖に捨すてッちまうぞおッ!!」

「貴き様さま！　子こ供どもを人ひと質じちにするなど、恥はじを知れ卑ひ劣れつ漢かんがッ!!」

　雷らい鳴めいのような声で、モトリス船に同乗していた赤色のブロックが叫さけぶ。例の噴進爆弾を準じゆん備びしていたせいで彼の接せつ近きんに気づかなかったのか。

「っ──は、早くしろ！　オレがやらねえとでも思ってるのかッ!?」

「ままま、待て！　待て待て待て、待てッ！」

　追い詰つめられた表情でわめき散らす彼に、バーンは大声で叫び返した。

　──要求を呑のまなければ、トラッキオは本当に彼女を殺すだろう。アーティアは彼に人を殺す覚かく悟ごはないと言っていたが、自や棄けになって引き金を引く危き険けん性せいは高い。もちろん、バーンに彼女を助ける謂いわれはない。人質が殺されればその時点で〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉が彼を取り押おさえるだろう。だが────

　恐きよう怖ふに硬こう直ちよくし、青ざめた顔で唇くちびるを震わせているキャロラインからは、先ほどまでの高こう慢まんな物もの腰ごしはかき消えていた。当然だ。どれだけ態度が大きくてもまだ子供なのだ。

　縋すがるようにバーンを見つめる翡ひ翠すいの瞳ひとみが、うっすらと涙なみだに濡ぬれていた。

（もう………………ああ、もう！　どうしてこう…………クソッ！）

　がりがりと濡れたブロンドを掻かきむしり、バーンは両手を振り上げる。

「わかった──わかったよ、君の勝ちだ！　剣を渡わたす！」

　葛かつ藤とうの末に吐はき出したその言葉に──一番驚いていたのはキャロラインだった。

　目を丸くする彼女を乱らん暴ぼうに船ふな縁べりまで引きずっていき、トラッキオが叫び返してくる。

「よし、ここまで持ってこい！　早くしねぇか!!」

「オーケイだ！……あの、悪いけど舟ふねこいでくれない？　僕やったことないんだ」

「あ？　あ、ああ……いいけどよ」

　ようやく舟に這い上がったスクィージは困こん惑わく顔をしつつも了りよう解かいしてくれた。近くを漂ただよっていた小こ櫂かいを拾い上げ、モトリス船の方へこぎ出す。

「……なにか、得意のペテンをしかけようってハラか？」

　器用に舟を操あやつりながら訊たずねてくるスクィージに、バーンは溜ため息を返す。

「あそこまでキレてたら、人の話なんか聞きゃしないよ。……素す直なおに渡すさ」

「よし、そこまでだ！　そこから剣を放ほうれ！」

　舳へ先さきからキャロラインの身を乗り出させるトラッキオに従したがい、バーンは渋じゆう面めんのままモトリス船へ魔剣を放り上げる。がしゃん、と音がして剣が見えなくなると、トラッキオは引きつった笑え顔がおを浮うかべて見せた。

「よし、よぉし……オレはもう行くぜ。追ってきたりしなけりゃ、このガキは途と中ちゆうで捨てていく。だが妙みような素そ振ぶりを見せてみろ……コイツの頭はその場で粉々だ!!」

　布ぬので巻かれた魔剣をキャロラインと共に抱かかえ上げ、彼は船の後部へ移い動どうする。そこから近くの島舟トロンコへ飛び移うつると、何度も振り返りつつ走り去っていった。

　彼が通りの彼方かなたへ消えるまで待って、赤いブロックが静かに呟つぶやく。

「スクィージ君。奴やつを追い、アビスパ嬢じようを保ほ護ごしたまえ」

「了解。……あんたに言われるのは、なんか釈しやく然ぜんとしないな」

　低く唸うなり、スクィージは舟を飛び移って島舟に上がり駆かけていった。その姿すがたが見えなくなるより早く──湖の中央で、ブロックがサーベルを振りかざして大声を上げる。

「さて小こ娘むすめ！　妙な邪じや魔まが入ったが、続きといくぞ！」

「……良いだろう。挑いどむ牙きばには臨のぞむまで！」

「ちょ──!?　ちょっと、ちょっと待って！」

　視し線せんを交こう錯さくさせる二人に、バーンは慌あわてて大声を上げた。

「アーティア、無理だ！　ブロック・キャリバーが六人いるんだぜ!?」

「だが、このまま退ひかせてはもらえまい……!!」

　硬かたい声で唸るアーティアに応こたえるように、五人のブロックが噴進爆弾の照しよう準じゆんをつける。当たる保ほ証しようはないが……無事で済すむ保証も同時に、ない。

　鉈なたのようなサーベルを構かまえるブロックを睨にらみ、彼女は双そう眸ぼうを覚かく悟ごに研とぎ澄すます。

「指一本でも動く内は戦ってみせる！　お前はなんとかして奴を追い掛かけろ！……おッ、お前には……あの魔剣が必要なんだろう!!」

「────な──」

　言葉を失い、バーンは舟の上で立ち尽つくす。

（なに言ってるんだ、君は────？）

　ブロック・キャリバー六人を相手取ると言うのか？　〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉もいるというのに。勝ち目も命の保証もない戦いを、たった一人で──魔剣を取り戻すために？

　冗じよう談だんじゃない。

（冗談じゃない！）

　胸むねの奥おくに灼しやく熱ねつが灯ともる。

　いつもならその勢いきおいに怯おびえ抑おさえつけようとする熱を、今は抑よく制せいしない。

　暴あばれるままに、求めるままに、バーンは怒声を張り上げた。

「…………わかった、それってすっげぇナイスアイデア！　あの魔ま剣けんはなにより大事だから、ここは君に任まかせて僕はトラッキオを追っかけるよ────ッ！」

　瞬しゆん間かん、喉のどを高熱が駆け上がる。熱は逆さか巻まく猛もう火かとなって彼の口から吐はき出されると、睨み合うアーティアとブロックの間の湖面に突き刺ささった。

　轟とどろくのは爆発音──一瞬で沸わき立ち破は裂れつした水が、辺りに白く立ちこめる。

「ぬぇい、小こ賢ざかしい！　総そう員いん警けい戒かい、島舟に連中を上げるなッ！」

　煙けむる視界の向こうで、ブロックが破われ鐘がねのような声で指し示じを飛ばしていた。

　バーンは漂う舟を危あぶなっかしく飛び移うつり、アーティアのゴンドラにまで辿たどり着く。突とつ然ぜんの事じ態たいにうろたえていた彼女は、こちらに気づくと柳りゆう眉びを逆さか立だてて口を開いた、が。

「バカじゃないのか、君は！」

「ッあ…………う……ッ!?」

　機先を制せいして怒ど鳴なりつけるバーンに、彼女は言葉を呑のみ込む。

　その隙すきに、バーンは有う無むを言わさずアーティアの身体からだを抱かかえ上げた。そして抱だき寄よせた彼女の耳元に小さく、だが断だん固ことした声で、告げる。

「──君が一番大事に決まってる!!」

　その言葉が、彼女に届とどいたかどうか。

　アーティアもろとも湖へ飛び込んだバーンには、分からなかった。



　　　　◆□□◆



「信じられん！　まったくなにを考えとるのだ！」

「し、仕方ないだろ!?　あの状じよう況きようじゃ水ん中逃にげるしかなかったって!!」

　二人が戻ってきた時、すでに太陽は水平線の向こうに沈しずみかけていた。

　ずっと気を揉もんでいたのだろう、疲つかれた顔をしたフェイは居い間まに入ってきた彼らに顔を輝かがやかせて駆け寄り──全身ずぶ濡ぬれのその様子に、半はん眼がんを造つくる。

「……どうしたの、それ」

「いや、何度か湖に落ちて……あ、ゴメン。魔剣とられちゃった」

　頭を下げるバーンの隣となりで、アーティアがふん、と鼻を鳴らした。

「敵てきの命を助けるために、危き険けんを冒おかして追った意味を自らなくしたのだ。愚おろか者め」

「だ、だって僕ぼくのせいで殺されたみたいになったら寝ね覚ざめ悪いじゃん。まだ子こ供どもだよ？」

「いいから落ち着きなさい、あんたら」

　がりがりと髪かみを掻かきむしると、フェイが会話を断たち切って肩かたを抱だいてくる。濡れた服の上から二人の背せ中なかを叩たたいて、彼女は心底からの安あん堵どに声を緩ゆるませた。

「剣なんかどうにでもなる。……無事でよかった、本当に」

「ん。……フェイ、ミロの様子は？」

　くすぐったそうに身じろいでから、アーティアはふと不安げに顔を曇くもらせる。

　フェイは肩かた越ごしに、部屋の真ん中のソファを指さした。そこには例の《息吹いぶき》の絶ぜつ縁えん体たいという敷しき布ふをかけられて横たわるミロの姿がある。床ゆかに敷いていた物を怪け我が人にんにかぶせる神しん経けいはどうかとは思うが、口には出さないでおく。

「大だい丈じよう夫ぶ、眠ねむってる。……とりあえず着き替がえなさい、服貸かしてあげるから」

「助かる」

　彼女の言葉に頷うなずいて、アーティアは滴しずくの垂たれる襟えり巻まきを外した。それから腰こしのショートマントをほどき、続いて肌はだに貼はり付いた上うわ衣ぎの裾すそに手を掛け──

「──って!?　ち、ちょっと待ったぁッ!!」

　あまりに自然な動作に反はん応のうが遅おくれ、バーンは慌あわてて制せい止しの声を上げた。不思議そうな顔をして動きを止めるアーティアに、腕うでを振り回してわめく。

「いきなりなんてことしてんのさ、君は!?」

「……？　服、脱ぬいどるんだが」

「ここで脱ぐなよ！　僕いるじゃん!?」

「うん、いるな。……だからなんだと？」

「ええと──アーティア。廊ろう下か出てすぐ向かいが寝しん室しつだから、そっちで着替えて。ある物適当に着ちゃっていいから」

　ぱたぱたと手を振るフェイに、アーティアは怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄よせた。襟巻とマントを抱え、首を捻ひねりながら彼女が居間を出て行くと──フェイは半眼でこちらを見る。

「どうしたのよ？　裸はだか程てい度どで慌てるもんでもないくせに」

「どうしたって……どういうこと？」

　いま慌てずにいつ慌てろというのか。

　彼の反はん応のうに目を細め、彼女はにわかに声を低くする。

「……昨日今日知り合ったわけじゃないのよね」

「うん。ひと月くらい前かな」

「じゃ、今さら照れることないじゃない。抱いたんでしょ、あの子」

「…………。そ、その……ええと………………いや、一回も」

「はあ!?」

　目を逸そらして呟つぶやくバーンに、フェイが世界の終わりでも見たような顔をする。

「なにッ──なんで!?」

「なんでって言われても！」

「おかしいじゃない！　別にそうしろってわけじゃないけど、あんな素直な子コマすなんてワケないはずでしょ!?　あんた、あたしのときなんて出会った半日後には──」

「うわああああッ!?　フェイ、声デカいって、声!!」

　隣となりの部屋どころか家の外まで聞こえそうな声をあげる彼女に跳とびかかり、バーンは慌ててその口を塞ふさいだ。もごもごと呻うめくフェイを押おさえ、嘆たん息そくする。

「そりゃさ……僕だってそうしたいって思うよ。でも、できないんだよ」

「──だから、なんでよ？」

「……………………、嘘うそつきたくないんだ」

　手を払はらいのけて首を傾かしげるフェイに、バーンは頭をかきながら呟つぶやいた。

「たぶん……たぶんだよ？　あの子が好きそうなこと言って、喜びそうな性せい格かく演えんじて抱こうと思えば、できるんだ。さっきの見たろ、彼女ノーガードもいいとこだから。でも、それをやっちゃえば────きっと僕、もうあの子と真まっ直すぐ向き合えなくなる」

「…………」

「たぶん……僕は、アーティアに恋こいしてる。生まれて初めて、心の底からさ。この想おもいだけはきっと、嘘なんかついてちゃ届とどかないんだよ…………って、思うんだ、けど……」

　ふと、言っていることの恥はずかしさに気付いて顔を背そむける。

　こぼれ落ちそうなほど丸くした目でその横顔を眺ながめ、フェイはしばし唖あ然ぜんとしていた。それからいつものやぶ睨にらみを造り直すと、ゆっくり口を開く。

「……要するに、嘘って選せん択たく肢しなくなったら口説き方がわかんなくなったってこと？」

「……い、いやそう言っちゃうとさ、あの…………うん、はい。その通りです」

「ダサっ！　あんた世界一ダサっ!!」

「だって下手なことして嫌きらわれちゃったらどうするんだよっ!?────っぐし！」

「あーもう、鼻水拭ふきなさいよ鬱うつ陶とうしい」

　涙なみだ目めでまくし立てクシャミをするバーンを突き放して、フェイは身を翻ひるがえす。煉れん瓦が造りの立りつ派ぱな暖だん炉ろに適てき当とうに薪たきぎを入れ、放り込んであった紙くずにマッチで点火し火種を作った。火はすぐに薪へ燃もえ移うつり、徐じよ々じよに大きくなっていく。

「……さっきトラッキオを追っかけてったのも、そういうこと？」

　火ひ掻かき棒ぼうで薪を整えながら訊きいてくるフェイに、バーンはジャケットを脱ごうとしていた手を止め振り返った。揺ゆれる炎ほのおを見つめたまま、フェイは肩かたをすくめる。

「らしくないでしょ、あんなの。いいとこ見せたかったってとこかしら」

「ん──そう、だね。ちょっと違ちがうけど」

　宙ちゆうを見上げて少し考え込んでから、バーンは苦く笑しようを浮うかべた。脱いだジャケットを壁かべにかけ、ソファで眠ねむるミロへ視し線せんを向ける。

「……羨うらやましかったんだよ、ミロが。子供のくせにケンカ強くて、やばい時だってアーティアの助けになれて。何年も一いつ緒しよにいただけあるよ、ほんと」

　片手でシャツのボタンを外しながら、フェイの隣に行く。ズボンも脱ぎたいところだったが、着替えを取りに行くよりもまず暖まりたかった。

「あれだけ息の合ったとこ見せられちゃうと、思い知らされるね────僕は、アーティアのことなんにも知らないんだなってさ。それでムキになってたんだと思う」

「百戦錬れん磨まのナンパ野や郎ろうが、今さらの初恋で苦労してるってわけね」

　くすくすと笑えみ溢こぼすフェイに、バーンは苦笑で応える。

　続けて口を開きかけ──横目に彼の胸を見ると、彼女はびくりと身体からだを震ふるわせた。

「ちょッ……バーン!?　どうしたのそれ！」

「あ、大丈夫だよ？　これはずいぶん前の傷きず」

　火掻き棒を取り落として叫ぶフェイに、バーンは軽く手を振ってみせる。

　無む駄だな肉のないすっきりとした身体には、無む惨ざんな傷が刻きざまれていた。

　胸むな板いたを、焼きごてで塞ふさいだような傷きず跡あとが真一文字に走っている。腹はらには痛いた々いたしく焼けただれた火傷やけどの痕あと。焼けた鉄板でも押し当てたような有り様だった。

「アーティアに出会った事じ件けんでついた傷さ。火傷の方は……あの子を騙だましたとき、落とし前つけるために。一生消えないってドクターに言われたけど、服着てりゃ見えないしね」

「…………」

　気楽にそれだけ言うと、バーンは暖だん炉ろへ手をかざす。冷え切った身体に熱が染しみ渡っていく感覚に痺しびれている彼を、フェイはしばらく息を呑んで見つめていた。

　しばしして、彼女はおもむろに立ち上がり、寝ているミロの方へ歩いていく。

「──ほら少年、いい加か減げん起きなさい。若わかいんだから寝ね過すぎんじゃないの」

　怪け我が人にんにするには乱らん暴ぼうすぎる手付きで彼を揺ゆり起こし、フェイは唐とう突とつに告げてきた。

「ちょっと、ミロ君と散歩してくる」

「は？」

「診しん療りよう所じよに薬もらいに行って、ついでに買い物してくるのよ。しばらくかかるから」

　早口に言い、彼女は寝ぼけ眼まなこで呻くミロをずるずると引きずって歩き出す。そして部屋の出口で立ち止まると、不意に振り返ってきた。

「半年くらい一いつ緒しよにいたけど……あたしのために怪我したことはないわよね、あなた」

「……うん、たぶん」

「時間じゃないってことでしょ。どっちもね」

　そう言い残し、フェイはミロを引きずって部屋を出て行った。

『──…………あ、あれ!?　ここは……あ、あの男はどこに行った!?』

『なんとかしたわよ。いいから、大人しくついてきなさいミロ君』

『どういうことだ!?……違ちがう、気安く呼ぶなと、お前────！』

　騒さわがしい声が遠ざかっていき、ばたん、と玄げん関かんが閉しまる音がする。

　苦笑して、バーンは暖炉の火に視線を戻した。

　ぱちぱちと爆はぜる薪を見つめながら、しばしぼんやりしていると。

「……む？　ミロの声が聞こえたようだったが……」

　静かに扉とびらを開けて、アーティアが部屋に戻もどってきた。着ている服は落ち着いた色の綿めんのシャツにロングスカートである。サイズが大きかったらしく、袖そでからは指先しか見えていないしスカートも裾すそを引きずっていた。首を捻ひねる彼女に、肩かたをすくめて答えてやる。

「フェイと薬もらいに行くんだって。少し時間かかるってさ」

「そうか。……また寒そうな格かつ好こうをしているな、お前」

「そうでもないよ、暖炉に火ぃ入ってるし」

「む、私も当たらせてくれ。寒い」

　言うと、扉を閉めて小走りに駆かけてくる。髪が濡ぬれたままでは確たしかに寒いだろう。

　彼の隣となりに座すわって火に手をかざし、アーティアは浅い息をついた。

「やれやれ…………さんざんだったな」

「いや、ほんとにね。魔ま剣けんの伝説、マジだとは思わなかったよ」

「結局、奪うばわれたしな」

「だ、だからそれは────ごめんなさい」

　抗こう弁べんしかけるが、言い訳わけが思いつかず素す直なおに頭を下げる。

　降こう伏ふくしたバーンを、アーティアは少しの間睨にらみつけてから──視線を緩ゆるめ、その頭をぽんと叩たたいた。驚おどろいて顔を上げると、彼女はほんのかすかに、笑っている。

「お前が魔剣を渡わたすと言ったとき、な。…………実は少しほっとした」

　目を逸そらし、アーティアは暖炉に視線を移うつす。

　炎ほのおの朱しゆを映うつした銀色の瞳ひとみが、少しだけ細くなった。

「お前、おかしかったからな。意味のわからない蛮ばん勇ゆうを見せたり、無茶な追つい跡せきに飛び出していったり。私の知らん、誰だれか別の奴やつになったのかと思ったほどだよ」

「意味わか……キツくない、それ？」

「だが違ちがった。あんな子こ供どもでも女と見れば尻尾しつぽを振ふらずにいられない────そんな与よ太た者ものは、私がよく知る、嘘うそつきで臆おく病びような馬ば鹿か弟で子ししかいないだろう」

「え？　あ、アレそういう認にん識しきだったの!?　違うからね、言っとくけど！」

　とてつもない事を言い出すアーティアに、バーンは慌あわてて主しゆ張ちようした。アーティアはわずかに振り向いてにやりと笑い、珍めずらしく意地の悪い声で言ってくる。

「そうなのか？　では、やはりフェイのためだな。ふふ……昔の嘘はもう暴あばかれたんだろうに、未練がましいぞお前」

「な、なんでそうなるんだよ…………ちょっと待って。君、酒飲んでない？」

　こちらを見上げる彼女の瞳が微び妙みように揺ゆれている事に気付き、バーンは顔をしかめた。アーティアはかくん、と操あやつり人形のように首を傾かしげ、怪あやしい発音で答えてくる。

「さけ？　知らんぞ……水なら着替えた部屋で、水差しから一いつ杯ぱいもらったが」

「それフェイの寝酒ナイトキヤツプだよ！　匂においで気付こうよ!!」

　頭を抱かかえ、絶ぜつ叫きようする。……フェイは昔からラムをデキャンタに移うつして寝室に持ち込む妙な癖くせがあったが、今もそれは変わっていないらしい。

　アーティアは極きよく度どに酒に弱い。グラス一杯で腰こしが立たなくなった事もあるくらいだが、飲んだ量が少なかったのか、今はかろうじて意い識しきがあるようだった。

「まったく……なんなんだろうね、その隙すきの多さ」

「ぬう…………誰の隙が多いというのだ、たわけ……」

　苦笑するバーンに自覚のない答えを返し、アーティアは膝ひざを抱かかえる。爆はぜる炎ほのおを見つめる横顔は、眠ねむそうにとろんと緩ゆるんでいた。

　そのまましばし、二人とも無言になる。

　話題ならいくらでもあるし、話さなければならないことも多くある。

　だが今は、ただ並ならんで座っているだけのこの時間がひどく貴き重ちようで、愛いとおしい。長い年月をかけ積み重ねた信しん頼らいはないが──確たしかに、それとは違う何かがあった。

（…………なら、それで満足しとけってことなのかな）

　そっと顔を上げる。納なつ得とくしきれないところは残るが、それはきっと、これから解決できる。彼女と一緒に。フェイの言うとおり、時間じゃない、のだろう。

　いつの間にか陽ひは沈しずみ、部屋の中には暗くら闇やみが薄うすく網あみを張はっている。

　暖炉の火が作るわずかな灯あかりの輪の中で、ぽつりとアーティアが呟つぶやいた。

「フェイは……いい人間だな」

「え？　ああ、そうだろ？　それは請うけ合うよ」

「《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》のことがなくとも……力を貸かしたくなる。……だから、フェイのために頑がん張ばるのは……いいことだ。とても。だが……ええ、…………むう……」

「あー、いいよいいよ。酔よいが覚めてから聞くからさ」

「駄だ目めだ。いま聞け」

　苦笑して顔を逸そらしかけた彼の耳を、アーティアが掴つかんで引き戻もどす。その力の強さに抗こう議ぎの声を上げようとした時、すとん、と肩に何かがぶつかった。

　──アーティアが頭をもたれてきたのだと気付いた途と端たん、一瞬で顔に血が上る。

「っ!?　あッ──う、えっ……!?」

「彼女を助けるのは良いが、その……なんだ………………、あまり独ひとりにしてくれるな」

　暖炉にくべるような、小さな、儚はかない声。

　酒しゆ精せいのせいか服ふく装そうのせいか、凜りんと冷たい空気と鋭するどさが溶とけた彼女の顔は幼おさな子ごのように無む防ぼう備びで──本人には絶ぜつ対たいに言えないが──呼こ吸きゆうを忘わすれるほど、可愛かわいらしかった。

　心しん臓ぞうが痛いたいほど跳はね上がり、《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》など比ひ較かくにもならない熱が胸を焦こがす。

　火よりも赤く染まったバーンの顔をちろりと見上げ、アーティアは小さく身体を揺すった。そして少しだけ目を伏ふせ、ことさら素っ気なく呟く。



    

  
    
      「……一番大事なんだろう？」

　今度こそ、バーンは完全に沈ちん黙もくした。





「──なんッ…………て役に立たないんだ、あいつは！」

　夕ゆう暮ぐれの空に、憤ふん慨がいの声がこだまする。

　茜あかね一色に染そまった通りをのんびりと歩きながら、フェイは肩かたをすくめた。

「生きて帰ってきただけで万ばん々ばん歳ざいよ。あいつケンカ弱いんだから」

　言うと、ミロが不ふ機き嫌げんそうに睨にらみ返してくる。ぼろぼろに汚よごれた竜徒ドラグ＝ジーンの衣い装しようはただでさえ目立つというのに、遠えん慮りよのない大声で叫さけぶものだから人目を引いて仕方がない。

「大体、お前が捕とらわれていなければあんな奴やつ、俺とアーティアの敵てきじゃなかったんだ」

「はいはい、感かん謝しやしてるわよ。お礼のキスとか欲ほしい？」

「だッ!?　そ、そういうことを言ってるんじゃない！　この人間が！」

　腰を屈かがめて顔を覗のぞき込こんでやると、ミロは面おも白しろいように赤面して声を裏うら返がえらせた。こちらを押おしのけ先に進む彼の背を眺ながめやり、フェイは薄うす笑わらいを浮うかべる。

「だから人間は嫌いやなんだ……こんな堕だ落らくしきった場所で、アーティアはよく耐たえられる」

「あんたの根こん性じようが足りないんじゃない」

「黙だまれっ！　アーティアを人間どもの穢けがれから守るためだ、俺おれだって耐えてみせる!!」

　足を止めて声を張はり上げるミロを、怪け訝げんそうに眺めてすれ違っていく老年の保安官シエリフに内心冷や汗あせをかき……フェイは、じっとミロの目を見つめた。

「──ミロ君、あの子が好きなの？」

「………………命よりも大切な人だ」

　突とつ然ぜんの問いに、しかしミロははっきりと言い放った。

　多少は意外な気持ちで鳶とび色いろの双そう眸ぼうを見つめると、彼は臆おくすることなく睨み返してくる。

「ノルグの里でも彼女ほど強く、誇ほこり高く、魂たましいの美しい人はいない。俺は彼女の隣となりに立って、彼女を護まもるに相応ふさわしい竜徒ドラグ＝ジーンになるんだ。そのためなら、低てい俗ぞくな人間の街にだって耐える。……あんな男がアーティアと共にいる余よ地ちなんか、与あたえるもんか」

「あ、そう──」

　歯切れ良く言い切るミロを見下ろし、フェイは自分の前まえ髪がみに息を噴ふき上げた。

　──この少年にとってアーティアは、つまり、そういう存そん在ざいなのか。

（根のない花ってのは、うまいこと言ったもんかもね）

　諦てい観かんと共に嘆たん息そくを噛かみ切り、彼女は顔をしかめた。

「…………あのね。あんた、それじゃ百年かけてもあの子は振ふり向かないわよ」

「なんだと？　お前になにが分かる、人間のくせに！」

「そう、あたしは人間ね。じゃ、アーティアは？」

　忌いま々いましげに怒ど鳴なるミロへ、間かん髪はつ入れずに問い返す。その静かな語調に怯ひるんだのか、口を閉とざしてうろたえる彼を睨み、フェイは鼻を鳴らした。

「竜徒ドラグ＝ジーン？　師し匠しよう？　それとも神サマ？……なんでもいいけどね。そんな根こん性じようであの子をモノにしようとしてるんなら、いい加減、お子ちゃまが過ぎるわよ」

　言葉を詰つめたミロの鼻先を、ピシリと指で弾はじいてやる。

　バーンのこともそうだが、今日は他人のお節せつ介かいにばかり気を回している気がする。こんな分別くさい役回りは自分のスタイルではないというのに。

　驚おどろいて立ち止まるミロを抜ぬき去り、なおフェイは言葉を続けた。

「尊そん敬けいするのは結けつ構こうだけど、ホントにあの子が好きならほどほどにしときなさい。それじゃあんた、いつまでも誰でもない誰ノーボデイかよ」

「……か、関係ないッ！　アーティアは俺と、ノルグの里に帰るんだ!!」

　小走りに後を追いかけてくるミロへ、フェイは意味ありげな笑えみを口元に刻きざむ。馬ば鹿かにされたと思ったのだろう、ミロが憤いきどおった顔でさらに何か言いかけた──その時。

「お待ちなさい、フェイ・スクィント！」

　突とつ然ぜん、行く手にかん高い声が上がった。

　嫌な顔をしてフェイが立ち止まると、人通りの中から二人の人間が現あらわれる。

　周囲の迷めい惑わくそうな視し線せんを無視し二つに結ゆったブロンドを揺ゆらすのは、華きや奢しやな身体からだを薄うす紅べに色のドレスにくるんだ少女だ。十五番島舟トロンコで出会った──キャロラインとか言ったか。あの時はチェストを担かついだ執しつ事じがいたが、いま彼女の背はい後ごに控ひかえているのは、いかにもかったるそうな顔をした〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉の制せい服ふくを纏まとう若わかい男である。

「んふッ──怯おびえなくてもよろしくてよ。たった一人の下げ僕ぼくしか連れずにカチ込みなんてエレガントでない真ま似ね、わたくしがするとでも思いまして？」

「下ぼ…………このクソガキ」

　背後で男が呟くが、彼女には聞こえていないらしい。黙っていれば人形のような愛くるしい顔を憎にくたらしい笑みに歪ゆがめ、キャロラインが鼻を鳴らす。

「フラットランドはどちらに？　わたくし、彼に借りを返さなくてはならないのです」

「バーンに？　なんの借りよ」

「……う、うっさいですわね、察しなさい！　とまれ、わたくしもアビスパ家の女！　不本意とはいえ、受けた恩おんにはきちんと筋すじを通させていただきますわ!!」

　顔を真っ赤にしてだすだすと地じ団だん駄だを踏ふむ少女に、フェイはうんざりと嘆息した。腰の棍こん棒ぼうへ手を伸のばしているミロを抑おさえるつもりで、ぞんざいに訊きき返す。

「で？　要はどうしたいってのよ、あなた」

「態たい度どのでかい女ですわね……わたくしも、魔ま剣けん『憂鬱卿の手鏡ザ・サイ』はフラットランドたちへの切り札として確かく保ほしておきたいところですのよ。そこで──」

　一度言葉を切り、キャロラインはドレスと揃そろいの上等な手て袋ぶくろをはめた手で口元を隠かくす。

　そして意味ありげに双そう眸ぼうを細め、おもむろに告げてきた。

「──『アビスパス』はカピロッシ・ファミリーから魔剣を取り返すまで、共きよう闘とう態たい勢せいを敷しくことを提てい案あんさせていただきますわ」
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　同時じ刻こく、二番島舟の中心に建つ巨きよ大だいな邸てい宅たく。

　ヴィッテマ・カピロッシは自室にしつらえた荘そう重ちような細工の姿すがた見みで、髪かみの毛に編あみ込んだ鎖くさりを整えていた。こればかりは自分でやらないと安心できない──刃は物ものに対する脅きよう迫はく的な警けい戒かい心しんは自分の最大の病だが、今さら克こく服ふくできるとも思えない。いずれ死ぬ日の朝を迎むかえても、自分は鏡を覗のぞいて鎖を編んでいることだろう。

　数十本の鎖をくわえて重たくなった髪を革かわ紐ひもで括くくると、誰かが部屋の扉とびらを叩たたいた。

「──グランデ・カピロッシ、報ほう告こくが」

　声は部下の一人、マルチェロのものである。タフで頭も切れる、父カロージェロの代からファミリーにいる古ふる強つわ者ものだ。忠ちゆう誠せいに篤あつい彼を、ヴィッテマも何かと重ちよう用ようしている。

「入れ」

「失礼します」

　短く告げるとすぐに扉が開き、剃てい髪はつした大男が入ってきた。どんな荒あらくれ者でもひと睨みで黙らせることが出来そうな強こわ面もては、厳きびしく引き締しめられている。

「トラッキオが戻りました」

「ふん？」

　しゃらりと髪の毛を鳴らし、ヴィッテマは剃刀かみそりを当てたばかりの顎あごに手をやった。

　トラッキオにはバーン・フラットランドの監かん視しを命じたのだが、昼過ぎに彼らしき男が水上市場で騒さわぎを起こしたという報告が入っている。しかも、まるで生き物のように蠢うごめき伸のび上がる剣を振り回していたらしい。

　今朝の失敗で後がなくなったと思い詰め、フラットランドの言っていた魔剣を奪うばったというところか──愚おろかで、無意味な真ま似ねをしたものだ。

「あれも馬ば鹿かなりに可愛かわいいところがあったんだが……まあいい、言い分だけは聞いてやろう。すぐに呼べ。ついでだ、魔剣も持ってこい」

「できません。トラッキオは魔剣を持っていなかったので」

　一瞬だけ、沈ちん黙もくが降おりる。

　踵きびすを返しかけた格かつ好こうで立ちどまって、肩かた越ごしに視線を送った。跳ね蛇フリスクでも睨み殺せそうな彼の眼がん光こうに臆おくせず、マルチェロは硬かたい声で続ける。



「首と一緒にどこかで落としたようです──殺されて、表に捨すてられていました」



    

  
    
      
　第四章　『棺ひつぎ』が開く　System Of A Dawn






　それはひと月も前のこと。

【では、母様。そろそろ発たちます】

　そう言って一礼する彼女を見下ろし、雪原に横たわった巨大な竜ドラゴン──白はく峰ほうノルグを守しゆ護ごする、雪ゆき竜りゆうノルガンディアは尾おの先で軽く雪を巻まき上げた。

【また《息吹いぶき》を貸かしてあげることくらいしかできないなんて、私は駄目な母親ね】

【いえ。《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を取り戻せなかったことは、全すべて私の責せき任にんですから】

　ノルガンディアの心中を表すような曇どん天てんに吹ふきすさぶ吹雪ふぶきは、しかし彼女たちの会話を妨さまたげはしなかった。幾いく重えにも折り重なった透とう明めいな咆ほう吼こうを交かわし、ノルガンディアは眼下で苦く笑しようを浮うかべる愛まな娘むすめのもとまで首を下ろした。

【その割わりには…………なんだか楽しそうじゃない？】

【……そ、そんなことは。私は使命を果たせなんだ咎とがとして、今一度人間の世界へ降りるのです。恥はじ入りこそすれ、楽しかろうはずがありません】

　じとりと眼めを細めるノルガンディアに、アーティアは慌あわてて直立不動の姿し勢せいをとる。そのまましばし見つめていると……娘は観念したように肩を落とした。

【──降こう参さん。母様には敵かなわないよ】

【ふふ。いったいなにが楽しみなの？　誰だれにも言わないから、教えなさい】

　悪戯いたずらっぽくウインクしてみせると、アーティアは気恥ずかしそうに微笑ほほえむ。そして誰もいない雪原を見回してから、雪の上に下ろした顔にこっそり囁ささやいてくれた。

【……里の皆みなが言うほど、人間は野や蛮ばんな連中ばかりじゃないよ。私はあの街で、すごく心の綺き麗れいな人間に会えた】

　くだけた口調で言うアーティアの声は、心なしか弾はずんでいるように思えた。

　途と端たん──周囲を包む吹雪が、雪崩なだれのごとき雪ゆき嵐あらしに変ずる。きょとんとして首をかしげる娘を見み据すえ、ノルガンディアは山自体を震ふるわせるように低く、重く喉のどを鳴らした。

【……アーティア、まさか──────男ね？】

【……、え？】

【ダメよ、ダメ。男なんて信じちゃダメよ。連中はケダモノよ。女を利用することしか考えてないの。口先だけなんだから。地じ獄ごくの小こ鬼おになの、信じたら負けよ。喰くわれるわよ】

【ま、待って母様。違ちがうから待って。落ち着いて。どうしたの？】

　詰め寄よる彼女の顔を必死に押おし戻もどしながら、アーティアが困こん惑わく顔をする。はっと我われに返り、大きく首を持ち上げると、彼女はゆっくり雪花混まじりの吐と息いきをこぼした。

【────ごめんなさい。取り乱みだしたわ】

【いいけど……なにかあったの？】

【訊きかないで。母さんの中ではカサブタかきむしるような話だから】

　半眼の娘から目を逸そらし、ノルガンディアは早口に言い切った。人間だった頃ころの忌いま々いましくも腹はら立だたしい記き憶おくが蘇よみがえりかけ、頭を振ふる。

【とにかく、気を緩ゆるめないように。…………どれだけ心を許ゆるした相手でも裏うら切ぎれる、それが他の生命には無い人間の恐おそろしさよ】

【──肝きもに、銘めいじます。…………それではお元気で、母様】

【行きなさい。いずれこの雪の中へ帰るときまで、星の祝福はあなたと共にある】

　研とぎ上げた名剣のように隙すきなく一礼すると、アーティアは踵きびすを返して歩いていく。

　去りゆく小さな背せ中なかを吹雪の向こうに見送り、ノルガンディアは双そう眸ぼうを細めた。

（あの子も、もう年頃なのねー……）

　口元に微び笑しようを湛たたえて、しみじみと息をこぼす。

　娘の瞳ひとみには間違いなくこれまでにない輝かがやきが見えた。少しは心配もしていたが……人ひと並なみに恋の一つも知れたとすれば、人間の世界に触ふれさせた事に意味はあった。

　だからこそ────今回の決定は、あの子の母親としては納なつ得とくしがたい。

【ウーフィーグリッド…………真まっ直すぐすぎる。あの子も、あなたも】

　山を覆おおう感覚結界に娘の存そん在ざいを感じながら、ノルガンディアは憂ゆう鬱うつげに翼つばさを畳たたむ。

　私し情じようを封ふうじ、一個この竜として思考しなくてはならない。

　いくら遠ざけてもその時が訪おとずれるは必定。竜の、人の、星の命が灯ともる限かぎり──

　いずれ、『棺』は開かれる。
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　なんだこりゃ。

　向かいの席に肘ひじをついたヴィッテマ・カピロッシは、そんな声が聞こえてきそうなほど明らかな渋じゆう面めんを浮かべていた。無言の圧力に圧あつ倒とうされながら──バーンは乾かわいた笑みを張はり付かせ、隣となりの席に座すわっている空色のドレスを着た少女を示しめす。

「ええ──と、というわけでグランデ・カピロッシ。僕のビジネスパートナーこと『アビスパス』のキャロライン・リム・アビスパ嬢じよう、です…………」

「キャロりんと、そうお呼よびくださいな」

　傲ごう然ぜんと胸むねを張り、キャロラインは宝ほう石せきの塊かたまりのような扇おうぎを口元に寄せた。ヴィッテマ以下、取り巻まきたちが露ろ骨こつな不ふ審しんの表情を浮かべ、バーンは作り笑いのまま凍こおり付く。

『借りを返しに来ましたわ』──

　昨日、フェイと共に戻ってきた彼女は、バーンを見るなりそう宣せん言げんした。

　どうも、彼がキャロラインを助けるために『憂鬱卿の手鏡ザ・サイ』を手放した事に責せき任にんを感じているらしい。らしいというのはそれがよほど屈くつ辱じよくだったのか、彼女自身が頑かたくなに明言を避さけたからである。今でも本当にその解かい釈しやくが正しいのかは微び妙みような線だ。

　魔ま剣けんを取り返さないことにはフェイが反はん逆ぎやく罪ざいに問われてしまう。そのためにも議会政せい府ふに深いコネを持つ『アビスパス』の力添ぞえはありがたい、はずなのだ、が……

「率そつ直ちよくにお話しいたしますわ。わたくしたちは、魔剣『憂鬱卿の手鏡ザ・サイ』を欲ほつしています」

「……どうして『アビスパス』が魔剣を欲しがる？」

「企き業ぎよう秘ひ密みつです。理由が必要でして？」

　大の大人でも震え上がるようなヴィッテマの眼がん光こうに、キャロラインはにぃ、と不ふ敵てきに微笑み返す。恐れを知らないその態たい度どは、見ているこちらの胃いが痛いたい。

　心しん臓ぞうを圧あつ搾さくされる心地ここちのバーンへ、ヴィッテマが話の矛ほこ先さきを向けてきた。

「このガキは、なぜ直ちよく接せつお前と交こう渉しようしない？」

「は？……あ、いえ。その、それはもう、今やあの魔剣はあなたの物も同然ですから」

　思わず間ま抜ぬけた返事をしてから、慌あわててわざとらしい笑い声を上げる。同然も何も、実じつ際さい、魔剣はトラッキオによって彼の手に渡わたっているのだ──が。

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、ヴィッテマの目が鋭するどさを増ました。

　知らず息を呑のむバーンへ彼は静かに、しかし明らかに剣けん呑のんな声で言う。

「そう……俺おれの物同然だな？」

「…………は、はい……？」

「残念だがアビスパ嬢、話し合える余よ地ちは残っていないようだ」

　唐とう突とつにキャロラインの方へ向き直り、ヴィッテマははっきりと言い切った。

「魔剣なんぞに興きよう味みはない。だが、お前にくれてやるつもりもない」

「んふッ、こだわりますのね。……多少は強引な手段にも訴えそうな顔ですわよ？」

「死ぬ思いで帰ってきた可愛かわいいファミリーには、応こたえてやりたいもんさ」

「──強欲者から命を損ねる、と昔から言いますわね」

「────まったく、気をつけるとしよう。お互いにな」

（……帰りたい……）

　びしばしと言葉の剣けん劇げきを演えんじる二人を横目に、バーンは途と方ほうに暮くれていた。

　と、キャロラインが前触れもなく椅い子すを飛び降おり、高らかに宣言する。

「フラットランド、引き上げますわよ！」

「ええええッ!?」

　勝手なことを言ってさっさと退たい室しつしていくキャロラインに、バーンは悲鳴を上げることしかできなかった。仕方なくあたふたと立ち上がり、ヴィッテマの顔色を窺うかがう。

「お、お騒さわがせしてすみませんグランデ。僕ぼくもこれで……」

「そうか。──フラットランド」

　唸うなるように首しゆ肯こうしたヴィッテマは、不意にバーンを呼び止めた。

「俺たちは血に篤あつい。忘わすれるな、ここは浮ふ動どう市場カピロサ──俺の腹はらの中だ」

「…………？」

　言わんとするところを掴つかみかねて、バーンは眉まゆ根ねを寄よせる。

（出し抜けると思うな、ってことなのかな）

　不思議と、その憶おく測そくはしっくり来ないのだが……

　釈然としないまま部屋を後にし、彼は足早に廊ろう下かを歩いていった。

　意外なほど質しつ実じつな門をくぐったところで、ようやくキャロラインに追いつく。彼女はどす黒い空気を引きずり、夜中に見たら子こ供どもが泣きそうな形相に頬ほおを引きつらせていた。

「んーふーふーふー……不ふ遜そん、不遜ですわよヴィッテマ・カピロッシぃ……！　かくなる上は〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉に屋や敷しきごと爆ばく沈ちんさせてでもおぉぉ……!!」

「……頼たのむから火力は最後の手しゆ段だんにしてくれよ」

　めりめりと扇を折り曲げる彼女に、バーンはげんなりと肩かたを落とす。

「大体、なんで僕がついてこなくちゃならなかったのさ。寿じゆ命みよう縮ちぢんだよマジで」

「肝きもっ玉ちっちゃいですわね」

　キャロラインはじとりと軽けい蔑べつの眼まな差ざしで睨にらんでくるが、今さら恥はじ入るような矜きよう持じもなく笑ってごまかしておく。一いつ層そう呆あきれた顔で鼻を鳴らし、彼女は扇を開いた。

「確かく認にんを取ったのです。手下の独どく断だん専せん行こうとはいえあなたが払はらう代だい償しようのはずだった魔剣を手に入れ、ヴィッテマがどう出るのか──特に、当事者であるあなたに対して。彼の対たい応おういかんで、こちらの出方を考えようというわけですわ」

「……な、なんか急に頭良さそうだね」

「あなたよりは切れますわよ。──まあ、カマかけてもすぐ切り返してきたのはさすがでしたわね。わたくしたちもフンドシを締しめ直す必要がありますわ」

「なんで突発的に伝法なんだろうね君は。……あ、ヴィッテマって言えばさ」

　子供らしからぬ渋しぶい顔をするキャロラインに、バーンはふと首を捻ひねった。

「こっちが偽にせの剣を用意するつもりだったことについては、なにも言わなかったよね。悪くすりゃあの場で蜂はちの巣、って思ってたのに」

「……んふッ。意外に考えていますわねフラットランド」

　鼻から抜けるように笑えみ、キャロラインは口元を扇おうぎで隠かくす。お世辞にも動きやすくはないはずのドレスでちょこまか歩く彼女は、存ぞん外がいなほど早足だ。

「あのゴロマキ……トラッキオでしたかしら？　奴やつからあなた方の稚ち拙せつな計画を聞かされていたなら、あれほど穏おん便びんに対応はしてくれなかったでしょう。田舎いなかヤクザほど面子メンツだのプライドだのに固こ執しつするものですわ」

「……ヴィッテマは、僕らの計画をまだ知らないってこと？」

「あるいは知らない風を装よそおっているのか、余よ計けいな功名心を起こしたトラッキオが情じよう報ほうを伏ふせたのか────んふッ、いずれ推すい測そくの域いきを出ませんけど」

　ようやく追いついたバーンを横目に見上げ、彼女はふてぶてしく肩を揺ゆする。

「この際好都合と考えましょう。小細工上等です、猿さる知ぢ恵えを回している隙すきに魔剣をちょろまかして差し上げますわ。……それで昨日の借りはチャラ。よろしくって？」

「貸かしたつもりもないけどね。──さて、それじゃこれからどうしよっか」

「そうですわね。まずは………………判はん断だん材料を増ふやしましょう」

　ふと足を止めて、キャロラインはちろりと視し線せんを流す。

　通りの向こうから灰はい色いろの制せい服ふく姿すがたが三つ歩いてくる──全員同じ背せ格かつ好こうで、振ふり出す足のタイミングまで一いつ緒しよだった。やって来た三人を睥へい睨げいし、キャロラインが扇を閉とじる。

「キャリバー、首しゆ尾びはいかがかしら？」

「芳かんばしくないな」

　苦い顔で腕うでを組み、ブロック・キャリバーは両りよう隣どなりに並ならんだ緑と白のブロックに視線をやった。緑色の方が思案げに言葉を続ける。

「街の者はカピロッシを畏おそれているし、それ以上に敬けい愛あいが深い。つけ入ることのできそうな情報は微み塵じんも得られなかった」

「今、そこで赤と青に会ってきたが手て応ごたえはなかったようだ。聞けば黒も同様らしい。頼たよれる我わが団だん員いんたちも連れん絡らくがないところを見ると、変わらない状じよう況きようなのだろう」

「つくづく筋きん肉にくだけですわね、あなたたち……」

　なぜか胸むねを張はって申しん告こくする白色ブロックに、キャロラインがきりきり歯を軋きしらせる。気を落ち着かせるように、バーンは彼女の頭に手を載のせた。

「そう簡かん単たんにはいかないって。相手は大物なんだから」

「ふんだ。分かってますわよ」

　その手を邪じや険けんに払はらいのけ、彼女は苛いら立だたしげに腕を組む。そんなところだけは年相応の膨ふくれっ面つらに苦く笑しようし、バーンは肩をすくめた。

「ミロたちの結果も待とうよ。考えるのはそれからでも遅おそくないんじゃないかな」

「ま、あのチビジャリにロクな仕事が出来ているとは思えませんけど──」

「──誰がチビジャリだ！」

　嘲ちよう笑しようを浮うかべるキャロラインに応えるように、彼女の背はい後ごで声が上がった。

　人ひと混ごみをすり抜ぬけて現あらわれたミロが、変へん装そう用の外がい套とうを直してキャロラインに詰つめよる。

「昨日計ったら、俺の方が拳こぶし一個こ分は背が高かっただろうが！」

「そんな些さ末まつ事に拘こだわるその精せい神しんがチビジャリなのです。見苦しいですわよ」

「ば、馬ば鹿かにしやがって…………！」

「あーもう。ほら、落ち着いて。君じゃ言うだけ泥どろ沼ぬまだから」

　つんと澄すまして顔を扇あおぐキャロラインに歯を軋らせるミロを、バーンは溜ため息混まじりに押おしとどめる。歳としは同じくらいだろうが、この二人は相あい性しようが悪すぎだ。

「どうだった？　カピロッシ・ファミリーに関する話ならなんでもいいんだけど」

「…………なにも。人間どもの街じゃ、花も草も答えてくれないんだな」

　沈ちん痛つうな面おも持もちで呟つぶやく彼に、キャロラインが存分に勝ち誇ほこった笑声を浴びせる。

「んーッふふふふ！　予想通りの凡ぼん骨こつぶりでしてよチビジャリ、畜ちく生しようよりも役に立ちませんわね！　ほらお鳴きなさい。ぶーとお鳴きなさい」

「鳴くかっ！　お前が人ひと質じちになんてなったせいでこんな真ま似ねさせられてるんだぞ!?」

「な……お、乙おと女めの逆げき鱗りんに触ふれましたわね!?　明日の日の目は拝おがませませんわよ!!」

「引っかき回さないでくれ、君も」

　子こ供どもらしからぬ語ご彙いと剣けん幕まくで言い返すキャロラインに、バーンは溜め息をついた。

　その後ろから、眉根を寄よせたブロックが割わり込こんでくる。

「小こ童わつぱ、一人か？　スクィージ君が一緒だったはずだろう」

「あ、ああ……あの男なら一人でもう少し動くと言って、そこで別れたばかりだ」

「ふむ、なにかアテを掴んだか……バックアップに回るべきか？」

　顎あごに手を当てて唸うなるブロックに、バーンは露ろ骨こつに嫌いやそうに舌したを突つき出す。

「えー。いいじゃん、任まかせて帰ろうよ。そろそろお腹なかも減へってきたし」

　だらけきった口調で言い、バーンは遠くを見上げて眼めを細めた。

　カピロサの名物でもある大時計塔とうの島舟トロンコは、今日は街の西せい端たんに移い動どうしている。かなり距きよ離りがあるが、時じ刻こくが昼時を少し過すぎているのは辛かろうじて読み取れた。

「ヴィッテマがちょっかい出してきたら、フェイたち放っておくのも危あぶないしさ。様子見がてらご飯食べに行くってことで、どう？」

「まあ、現げん状じようではそれもアリですわね。……護ご衛えいにウーノを置いてきているとはいえ、あの男がてんで使えないのは証しよう明めい済ずみですし」

　扇おうぎの陰かげからぼそりと答え、キャロラインは翡ひ翠すい色の双そう眸ぼうを不ふ機き嫌げんそうに細める。……昨日、ウーノがトラッキオを取り逃にがしたことでも思い出しているのだろうか。

　仏ぶつ頂ちよう面づらの彼女に、ブロックがばしんと分ぶ厚あつい胸むな板いたを叩たたいて見せた。

「ならば午後からは我われ々われと役を交こう替たいするとしよう。元より護衛こそ〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉の本分。知ち謀ぼう知ち略りやくはもっぱら苦手」

「そんな頼たのもしい顔で弱音吐はかれても」

　困こまり果てるバーンを無視し、ブロックは背後に並んだ色いろ違ちがいの自分を振り返る。

「緑に白、市街の哨戒パトロールに当たるのだ。護衛は二時間交替。これを赤、青、黒に伝達、しかる後に余よ裕ゆうがあればスクィージ君のフォローもしてやってくれ」

「うむ、誰だれも考えることは同じか」

「以心伝心とはこのことであるな」

「…………」

　ややこしくなりそうなので指し摘てきは控ひかえておく。

　ともあれ大きく頷うなずいて、二人のブロック・キャリバーは踵きびすを返した。いまいち雑ざつ踏とうに紛まぎれきらないでかい背せ中なかを見送りながら、キャロラインが扇を閉とじる。

「では、わたくしたちはスクィントのところへ。そこで方ほう針しんを立てますわ。……にっちもさっちもいかなくなったら、ありったけの火力で埒らちを明けるといたしましょう」

「ふうむ。開かい拓たく街への被ひ害がいは本意ではないが、やむを得んところではあるな」

「……とてつもなく自覚のないことを言ってないか、貴き様さま？」

　物ぶつ騒そうな相談を交かわしながら歩き出すキャロラインとブロック、半はん眼がんでその後について行くミロを追い、足を踏ふみ出そうとした時──背せ筋すじに、何か冷たいものが走る。

　立ち止まって後ろを向くが、そこには行き交う人々の喧けん騒そう以外、何もない。

　だがなぜか、嫌いやな予感が拭ぬぐえない。

　ざわつく胸むねを押さえて踵を返し、バーンは足早に歩き出した。



　　　　◆□□◆



「──つまり《息吹いぶき》は、宿す者の本ほん質しつに触れる行動に応こたえて力を得るのだ」

「ふんふん」

　乱らん雑ざつに積み上がった紙束と本の間から返事が返ってくる。

　昨日よりは掃そう除じされている床ゆかに胡座あぐらをかいて座すわり込み、アーティアはちらりと顔を上げた。机つくえに向かったフェイは一心不乱に何かを書き付けながら髪かみを掻かきむしっている。

　首をすくめて、彼女は視し線せんを手元に戻もどした。

「例えばミロの花の《息吹》は、奴やつが自身に誇ほこりを持ち奮ふるい立つときに力を得る。が、あの馬鹿弟子の場合は少し勝手が違う。奴の自じ己この拠より所とも言える『嘘うそ』を信しん頼らいできなくなったとき──意い識しきの揺ゆらぎを突き、《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》が暴ぼう走そうしているのだ」

「バーンは《息吹》を操あやつる……じゃなくて。ええと、制せい御ぎよできてないってこと？」

「うむ、極きわめて不安定だ。いつ罪ざい人にん竜りゆうに乗っ取られるか気が気でならんよ」

　覚え書きをひっくり返し言い直す彼女に、アーティアは嘆たん息そくする。

　フェイの研究に協力する約束のため残ったが……やはりバーンについて行くべきだったか。どこかで《息吹》制御の修しゆ行ぎようをつける時間を見つけなくてはならない。

　頭を振ふり、アーティアは脚あしの間に置いた「材料」の中から月げつ燐りんツバメの羽根を取り上げると、グーズベリーで染そめた黒い絹きぬ糸いとに通していく。

　糸を捩よじって羽根を留とめた所で、フェイがふとこちらに振り向いてくる。

「……ねえ、さっきからなにやってるの？」

「これか？　これは──」

　摘つまんだ糸を顔の高さに持ち上げた時、廊ろう下かから足音が聞こえてきた。規き則そく正しいその靴くつ音おとは部屋の戸口に差しかかると、姿し勢せいの良い一人の青年──ウーノに化ける。

　彼は折り目正しく一礼し、抱かかえている紙かみ袋ぶくろから小さな包みを取り出した。

「ただいま戻りました。ノルガンディア様、こちらお言い付けのお品です。ご確かく認にん下さい」

「ぬ、助かる」

「お気になさらず、ランチの食材を買いに出たついでです」

　立ち上がって包みを受け取るアーティアに微び笑しようで答え、ウーノはダイニングへ歩いて行った。今朝からの彼の仕事は、掃除に洗せん濯たくに買い出しと、ほとんど使用人の体である。

　包みを抱えて再ふたたび床に座るアーティアに、フェイが首を捻ひねった。

「なにか頼たのんでたの？」

「この街の市場で様々なものを見たからな。足りんものを探さがしてきてもらった」

　言いながら封ふうをほどき、包みを開く。

　目の荒あらい布ぬのにくるまれていたのは手の平に載のるほどの、湾わん曲きよくした白い塊かたまりだった。ナイフの刃はのように見えるが、石でも金きん属ぞくでもない──大きな獣けものの爪つめである。

　床に散らばる「材料」から革かわ紐ひもを拾い爪に巻まき付け、先ほどの糸の中心に提さげる。そして糸の端はしを瘤こぶに結んでもう一いつ端たんに輪を作ると、それをフェイへ放ってやる。

「っと──これ、ネックレス？」

　投げられたものを慌あわてて受け止め、フェイは目を丸くした。

　縒より合わせた絹糸には色しき彩さい豊ゆたかな小石や木の実、鳥の羽が通してあった。細工は少々不ぶ格かつ好こうだが、中心に結ゆわえた獣の爪がいいアクセントになっている。

　じっとネックレスを眺ながめるフェイに、アーティアは若じやつ干かんきまり悪げに首をすくめる。

「見てくれは今ひとつだが、一いち応おうは竜工芸ドラグクラフトの製せい法ほうで作った。肝かん心じんの竜の爪は猛り犀ダイナサラスのもので代用したが……よほど迷めい惑わくでなければ、持っていて損そんはないはずだぞ」

「──え？　これ、くれるの？」

「当たり前だ。そのために作ったんだ」

　頷くと、フェイは常つねに半眼に細めていた目を丸くしてネックレスとこちらを見み比くらべた。それから頬ほおを指で掻き、呟つぶやくように口を開く。

「…………ありがと。ちょっと意外で、驚おどろいた」

「意外？」

「あたし、あなたに嫌きらわれてると思ってたから」

　それこそ意外な事を言い出す彼女に、アーティアは眉まゆ根ねを寄よせた。

　軽く苦笑いし、フェイは椅い子すの背せを軋きしませる。

「バーンと話してると、時々すごい目で睨にらんでたじゃない」

「ぬ？　いや、そんなことは………………、むう」

　慌てて否ひ定ていしかけ──それがまるきりの間ま違ちがいでもないことに気づき、アーティアは口ごもった。しばし言葉を噛かみ潰つぶしてから、唸うなるように声を押おし出す。

「……覚えが、ないとは言わん。だが嫌ってなどいないぞ。お前ほど偽いつわりなく気持ちの良い心立ての人間には滅めつ多たに出会えるものではない」

　真顔で言ってのける彼女に、フェイはむずがゆそうな笑えみを浮うかべた。

　胡座をかいた脚を組み直し、アーティアは小さく、重い息をつく。

「ただ、思い知らされるのでな────私は、あの与よ太た者もののことをなにも知らんのだと」

　──その瞬しゆん間かん。

　フェイが半はん眼がんで口を曲げ、呆あきれたように肩かたを落とした。気付かず言葉を続ける。

「我われながら無様が過すぎる。たったひと月、奴やつと荒こう野やを渡わたってきただけで、誰よりも奴を知っている気になっていた……まったく。ミロを未み熟じゆくと呼よべんよ、私は」

「…………とことん子こ供どもみたいな恋れん愛あいしてるのね、あんたたち」

　沈ちん鬱うつに頭を振ふるアーティアに、フェイが小声で呟いた。怪け訝げんな顔で見上げると、彼女は面めん倒どう臭くさそうにぱたぱたと手を振る。

「あんまり、悩なやむことないと思うわけよ。とにかく嫌われてなくてよかったわ」

「勘かん違ちがいだと言うに。……むしろ、私が疎うとまれていると思っていた」

　肩をすくめるフェイに、アーティアは顔を俯うつむかせた。

「ずっと不ふ機き嫌げんそうな目をしているからな。……迷めい惑わくをかけ通しだし、当たり前だが」

「迷惑なんてことないわよ。こっちも協力して貰もらってるしね」

　困こまった風に笑ってから、フェイは机つくえの抽斗ひきだしを開け何かを探さぐり出した。金属のフレームで支ささえられた二枚まいの丸いガラス。眼鏡めがねだ。

　古びて汚よごれたその眼鏡で、彼女は自分の灰はい色いろの眼めを示しめす。

「あたし目ぇ悪いんだけど、眼鏡はかけたくないの。だからこうやっておっかない顔してないとあなたの顔も見えないってわけ」

「眼鏡が嫌いなのか」

「そうじゃないけど……昔、『君には素す顔がおの方が似に合あう』とか言った男がいたのよ」

　フェイは眼鏡を抽斗に放り込み、無む造ぞう作さに脚あしを組み替かえた。宙ちゆうを見上げるその双そう眸ぼうには少しだけ──懐かい旧きゆうめいたものがよぎっていたように思える。

「結局そいつとは切れたんだけどね。それで元に戻もどすのも癪しやくだから意地でもかけないようにしてるの。おかげで“〝バッドやぶ”〟スクィント睨みなんて渾名あだなもついちゃったけど」

「そうなのか……ろくでもない奴だったのだろうな、その男は」

「そうね、本当に口ばっかり巧うまい穀ごく潰つぶしだったわ。あなたも気をつけなさいよ」

　愉ゆ快かいそうに笑み、フェイはなぜかそんなことを言ってきた。

　訝いぶかしげなアーティアの追つい及きゆうを避さけるように、彼女は先ほどのネックレスに触ふれる。

「ところで、これもバーンのリングみたいに虫むし除よけになったりするの？」

「だ、だから厄やく払ばらいの…………もういい。ふん、どうせ虫除けにしかならんわ」

　腰こしを浮かして抗こう弁べんしかけたアーティアは、鼻を鳴らして乱らん暴ぼうに床ゆかへ座すわり込こんだ。けらけらと笑っているフェイを恨うらめしげに見てから、彼女は低い声で続けた。

「それは奴にやったものとは違う。同じミチビキカエデの実の粉で磨みがいた石を利用して、こっちの標しるべ石と対存そん在ざいにしてみた」

　言って、床からネックレスと同じ絹糸で結んだ、小石の十字クロスをつまみ上げる。

「その飾かざり珠だまに触ふれて願えば、標石と引き合い所在が分かる仕し掛かけになっている。即そく席せきの品だから、一度使ったらしばらく休ませねばならんだろうがな」

「…………。好こう奇き心しんで聞くんだけど、これ、竜徒ドラグ＝ジーンはどういう風に使うの？」

「概おおむね、遊び盛ざかりの子供に持たせる。フェイ、道覚えるのが苦手と言ってたから」

「やっぱ迷まい子ご用ね…………いや、嬉うれしいんだけど」

　がくりと肩を落とし、フェイは苦い顔でネックレスを首に巻まいた。それでも爪つめの装そう飾しよくを何度も眺めいじっているところを見ると、気に入ってはくれたらしい。安あん堵どに息をこぼして、アーティアはふと窓まどの外へ視し線せんをやった。

　南の空を少し過すぎた太陽は、強きよう烈れつで、少しだけ呑のん気きな光を投げかけている。

　ぼんやりとその光を眺めていると、突とつ然ぜんフェイが呟つぶやいた。

「バーンの帰りが遅おそいのが気になる──」

　沈ちん黙もく。

「──ってこと考えてるんじゃないかと思ったんだけど……図星ってこと、それ？」

「うるさい」

　半眼で見下ろしてくるフェイに、座ったまま転てん倒とうする妙みよう技ぎを見せたアーティアは視線を逸そらして言い返した。起き上がりざま、取り落としたクロスを拾って投げつける。

　余よ裕ゆうの笑みでそれを受け止め、フェイは廊ろう下かへ顎あごをしゃくった。

「迎むかえに行けば？　昨日いい雰ふん囲い気きだったし、照れることないでしょ」

「なにがいい雰囲気ッ──違う、アレは酒のせいだ。酒は心を腐くさらせるんだ」

「『ロマンス、災さい難なん、奇跡ミラクル、悲ひ劇げき。命奮ふるわせる全すべてはグラスに溶とけている』って詩人の言葉もあるのよ。あんたみたいな子は、たまには酒の力で本音吐はき出した方がいいの」

「……ほ、本音か……」

　腕うでを組んで、思わず考え込む。

　昨さく晩ばんバーンにこぼしてしまった言葉。

　あれは間違いなく自分の本音だったのだろう。言うだけ言った途と端たん、ずっと腹はらの奥おく深ふかくに突つき立っていた焦こげ臭くさい感かん情じようが嘘うそのように消えた事を覚えている。

　だが酒のせいか──気が緩ゆるみすぎた。母ノルガンディアにもあれほど甘あまえた事はないというのに。ちょうどフェイとミロ（と、なぜかキャロラインたち）が戻ってきてくれなければもっと無様を見せていたかも知れなかった。

　彼に無様は見せたくない。

　それもまた、偽いつわらざる本音には違いない。

「お出で迎むかえでしたら、東とう端たんの船着き場へ行かれるとよろしいですよ」

　不意に、廊下から声をかけられる。

　振り向けば、腸詰ウインナとナイフを持ったウーノが戸口に立っていた。彼はウインナに丁てい寧ねいに切り込みを入れながら、人当たりの良い微び笑しようを浮うかべてみせる。

「先ほど二番島舟トロンコの方に皆みな様さまをお見かけしましたので。お帰りはそちらからかと」

「はい、決まりね。いってらっしゃーい」

「ぬ────し、仕方がない。昼食が遅おくれるのは困こまるしな。……仕方がないな」

　思案げな顔で一いち応おう主しゆ張ちようしておいてから、アーティアは身軽に床から立ち上がる。こちらを見る二人の笑みが気になったが、どう指し摘てきしても藪やぶ蛇へびにしかなりそうにないため無視。

　長い髪かみと襟えり巻まきを尻尾しつぽのように揺ゆらし、自分でも意外なほど心を浮き立たせ、アーティアは早足に部屋を出ていった。





「いいタイミングで口出してくれたわね」

　標石のクロスを大切に抽斗ひきだしへしまい込み、フェイは戸口に立ったままのウーノを見た。

「あなたもお節せつ介かい好きね。あたしが言えたことじゃないけどさ」

「お恥はずかしい限かぎりです。……羨うらやましいですね、素す直なおに人を想おもえるということは」

　ウインナを刻きざむ手を止め、ウーノは玄げん関かんの方へ視線を向ける。その顔に浮かべた、凪ないだ海のように静かな微笑の底に──ふと、なにか鋭するどい暗くら闇やみがよぎった。

　静かに頭を振ふって、彼はゆっくり歩み寄よってくる。

「──『命奮わせる全てはグラスに溶けている』。プラムリッジ・スチュアートですね」

「え、ええ……」

「酒と歌か劇げきとルーレットを愛し、独どく立りつ戦争にも参じた“〝吼ほえる詩人”〟。彼の言葉に勇気と力を得、荒こう野やへ踏ふみ出していった者は数知れない」

　小さな音を立て、ウーノの手からウインナが千切れ落ちた。キッチンナイフの刃は元もとを使い、ねじ切るように、彼はウインナを千切り続ける。

「ですが、それでは…………グラスを持てない者に命はないのでしょうか？」

　床に落ちたウインナが転がり、フェイのつま先にぶつかった。

　視線だけでそれを見下ろしてから、怖こわ々ごわと、もう一度ウーノを見上げる。彼は微笑ほほえんだままだった。徹てつ頭とう徹てつ尾び、張はり付いたように変わらない、微笑のままだ。

「プラムリッジの墓はかには今でも彼を敬けい愛あいする者が酒を注ぐと言います。その酒で、死者は安らかな酔よいに眠ねむることができましょう。が──」

　キッチンナイフをくるりと回して懐ふところに仕し舞まい、彼はウインナを放り捨すてる。

「棺ひつぎは決して、酔うことができない」

　微笑むウーノを見上げ、動くことが出来ない。得体の知れない怪かい物ぶつに四し肢しから喰くわれていく錯さつ覚かくに陥おちいりながら、フェイは、場ば違ちがいな納なつ得とくを覚えていた。

　この笑顔に抱いだいた印象は間違ってはいなかった。



    

  
    
      　まるで凪いだ海のよう。

　嵐あらしの、途方もない嵐の前のような。
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　昔から何でも器用にこなせたが、これと言って得意な芸もない。

　悩なやんだ時期がないとは言えないが──とにかく、ナイフを持った二人の若わか者もの相手に立ち回れる程てい度どには喧けん嘩かの才に恵めぐまれていた事にスクィージは安あん堵どしていた。

　島舟トロンコの中でも特に狭せまい、路地の交こう錯さくする空間に彼はいる。

　好きこのんでこんな息の詰つまる場所に突つっ立っているわけではない──たった今足あし下もとに打ち伏ふせた二人の仲間らしき男たちに道を封ふう鎖さされているからだ。

　舌した打うちし、スクィージは手に持ったサーベルで自分の肩かたを叩たたいた。

「……よりにもよって俺おれを狙ねらうかよ……お前らカピロッシ・ファミリーだな？」

　路地を封鎖する十数人の男たちを見回し、わざとらしく溜ため息をつく。

「リアクションの早さは大したもんだが、怪け我が人にんをわんさと出した上に【抗こう竜りゆう党とう】と表立って対立するのがお前たちの望みなのか？　だったら無理に止めやしないがね」

　さもつまらなさそうに言い捨て、彼はサーベルで鋭く空を切った。いかにも場ば慣なれした立ち居い振る舞まいに、数人の男が身じろぐ。……実じつ際さいにこの場所でこの人数に襲おそわれればこちらが袋ふくろ叩だたきにされてお終しまいだろうが。

　ハッタリが利きいている内に切り抜ぬけなくてはならない。感覚を研とぎ澄すませて隙すきを窺うかがう彼の耳に──しゃらりと、金きん属ぞくが擦こすれる微かすかな音が聞こえた。

「──腕うでは悪くない。そこそこキレる。度ど胸きようも据すわってる。なるほど、ブロック・キャリバーは優ゆう秀しゆうな部下を持っているな」

　彼を囲う人ひと垣がきの一角が、すっと左右に割われる。

　進み出てきたのは一人の男だ。開かい拓たく団だん員いんのスクィージよりがっしりした体格を包むスーツには、摩ま擦さつ力で刃は物ものを無む効こう化かする鋼こう線せんが鈍にぶく光っている。束ねた長い髪が揺れる度たび、編あみ込まれた細い鉄てつ鎖さが擦れ背筋を震ふるわせるような音を奏かなでていた。

「…………フットワークが軽いな、ヴィッテマ・カピロッシ」

　悠ゆう然ぜんと近づいてくるヴィッテマに、スクィージは動どう揺ようを悟さとられないよう声を抑おさえた。

　サーベルを握にぎる手に嫌いやな汗あせが滲にじんでくる。

（なんだってんだ……アタマ自ら出で張ばってくるだって？）

　カピロッシ・ファミリーの隙を探さぐりだしてまだ数時間。反はん応のうの早さも異い常じようだが、そもそもこちらは何の情じよう報ほうも掴つかめていない──ミロが人目をはばからず花か壇だんの花や植木に話しかけるのを止めるのに精せい一いつ杯ぱいで、まともな情報収しゆう集しゆうなどできなかったのだ。

　口元だけで笑い、ヴィッテマが立ち止まる。一息に斬きりかかる事のできないぎりぎりの距きよ離りと角度──刃物を知り尽つくした位置だ。

「スクィージ・キャンドルブック。お前が優秀であることを前ぜん提ていにして話がある。断ことわるな、その権けん利りはお前にない」

「…………もう名前まで調べてるってか」

　苦い顔で鼻を鳴らし、彼はサーベルの先を地面につけた。

　ヴィッテマが現あらわれた途と端たん、路地の空気は明白に変化している。もはや誰だれの顔にも緊きん張ちようや警けい戒かいの色はない。絶ぜつ対たいの信しん頼らい──ブラフは通じそうにない。

　鎖くさりの髪かみを鳴らし、ヴィッテマはむしろ穏おだやかに話を始めた。

「質しつ問もんが一つ、命令が一つだ。沈しずむ舟ふねと沈まない舟、お前はどちらに乗りたい？」

「当然、沈まない船に限かぎるね──同じツラが五つも乗ってる動モ力ト櫂リ式ス船でなけりゃ」

「ああ…………ありゃなんなんだ。六つ子か？」

「人間を複ふく製せいする技ぎ術じゆつだとさ。詳くわしいことは知らない。……質問は一つでは？」

　急にげんなりとするヴィッテマにこれまたぐったり答え、スクィージはサーベルで石いし畳だたみを叩く。それに急せかされたわけではあるまいが、彼は大おお仰ぎように肩をすくめた。

「次は命令だ。……ブロック・キャリバーを切って俺につけ。お前程度に優秀な人間は使い道が多い────ちょうど、部下が一人いなくなったところだしな」

「…………？」

　なぜか後半を強調するヴィッテマの意図が読めず、スクィージは眉まゆ根ねを寄よせる。その対たい応おうが予想の外だったらしく、ヴィッテマも困こん惑わくしたように口を閉とざした。

　奇き妙みような沈ちん黙もくが封じかけた空気を破やぶり、彼は大きく髪を振ふる。

「トラッキオはファミリーだ。馬ば鹿かなりに、俺のためにと命を張った……その一点だけに俺が拘こだわる意味がある。そいつさえ手て土産みやげにしてくりゃ、身内の安全は保ほ障しようしてやる」

「…………なに？」

「時間稼かせぎならやめておけ、俺は決して穏おだやかな気分じゃあない。アレがお前らの仕事だと思うと、この場でお前を魚の餌えさに刻きざんでやりたいところでね」

「待て、少し話を止めろ。……いったい、なんの話をしてる？」

　笑え顔がおで──目だけは凶きよう器きのように鋭するどい笑顔で語るヴィッテマに、スクィージは慌あわてて制せい止しをかけた。サーベルを鞘さやに戻して無む抵てい抗こうの意を示しめす。

　ヴィッテマは一いつ瞬しゆん黙だまってから、さらに声を低くした。

「──あくまでシラを切る気なら、お前の評ひよう価かを考えなくちゃあならないな」

「混こん乱らんを避さけたい、頼たのむから答えてくれ。手土産ってなんのことだ？　お前の言いぐさは……まるで俺たちが『憂鬱卿の手鏡ザ・サイ』を持っているというように聞こえる」

　威い嚇かく的な視し線せんを正面から見返すスクィージに、ヴィッテマは訝いぶかしげな顔をした。こちらの腹はらの底を探さぐっている。双そう眸ぼうを細め、彼は少しだけ語ご勢せいを落とした。

「魔ま剣けんは相当危き険けんな代しろ物ものと聞いている。それに、トラッキオの傷きずは刀傷だった。魔剣を狙ねらう理由と腕がある剣の使い手──お前たち〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉以外に心当たりはない」

「傷？　どういうことだ」

「剣の一振りで首をバッサリ、だ。俺は刃は物ものの傷は見み違ちがえない」

「は──────!?　待て、あ……あいつッ、殺されたのか!?」

「……なるほど、話を止めよう。食い違いが見えてきた」

　驚きよう愕がくに叫さけぶスクィージへ、ヴィッテマは手の平を向けてくる。かすかにざわつく部下たちを一いち瞥べつして黙らせてから、彼はゆっくりと口を開いた。

「いいだろう、お前は本当にこの話を知らない。確かく証しようはないが、確信した。十分だ」

「た、助かる……だが、どういうことだ？」

「昨日の夕方、首を刎はねられ捨すてられていた。奴やつは本当に魔剣を持っていたか？」

「最後に見たときは確実に。……魔剣の行方ゆくえが分からないことになるな」

　記き憶おくを探り、スクィージはしかめ面つらで頷うなずいた。ちょうど道ばたにキャロラインを放り捨てる所に追いついた彼は、逃にげるトラッキオが布ぬの巻まきの剣を持っていたのを目もく撃げきしている。

　しばし黙もつ考こうして、ヴィッテマがぽつりと呟つぶやいた。

「〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉が動き、理由あってお前に隠かくしている可か能のう性せいは？」

「ゼロじゃないが、根こん拠きよもない。連中の性せい格かくを考こう慮りよするならあり得ない話と思うがね」

「フラットランド、あるいはその身内なら？」

「奴に人を斬る意い気く地じはない。他の連中も、剣で人の首を刎ねられる体格じゃあないな」

　頭を振って、スクィージは狭せまく切り取られた空を見上げる。

　では、誰が動いた。

　なら、誰が動けた。

　街の住民がカピロッシに盾たて突つく道理はない。

　外来者。自分やフラットランドたちのように、湖の外から来た人間。

　だがフェイ、キャロライン、ヴィッテマ、誰にも属ぞくさず魔剣に関かかわる者となると──

（…………………………。ああ、畜ちく生しよう──）

　いた。

　昨日、水上市場の騒さわぎの後に姿すがたを消していた人物。剣の心得。そしてキャロラインではなく、『アビスパス』の老シム・リム・アビスパ直属の部下。

　怪け訝げんな面おも持もちのヴィッテマを振り向き、スクィージは歯を軋きしらせた。

「キナ臭くさくなってきたぞ────魔剣を奪うばったのは、ウーノ・フェレトロだ!!」
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「──ってワケで、もーミロが全然まったくこれっぽっちも役に立たなくてさー」

「お前は役に立ったとでも言いたいのか!?　なにを他ひ人と事ごとのように!!」

　島舟トロンコの狭い通りに、喧やかましい声がこだまする。

　アーティアを挟はさんで言い合うバーンとミロに、前を行くキャロラインが振り返ってきた。

「呑のん気きな連中ですわね。カピロッシを敵てきに回したばかりだと、お忘わすれではなくて？」

「忘れていたな。これまさに意い識しきの死角」

「あなたちょっとお黙りなさい」

　隣となりで堂々と頷くブロックを強きよう烈れつな斜しや眼がんで睨にらむ彼女に、バーンは肩かたをすくめる。

「まあまあ。せっかく仲良くなったんだから、やれるとこは楽しくやってこーよ」

「冗じようぉ────談だん、ポイ！　ですわ。わたくしたちはあくまでビジネスライクな協力関係ですのよ？　借りさえ返せばそれまで。馴なれ合うつもりなんかありません」

　へらへらと笑うバーンに舌したを突つき出すと、キャロラインはブロックを促うながしさっさと歩いていく。肩をすくめて、彼は傍かたわらのアーティアに苦く笑しようして見せた。

「彼女、もう少し気ぃ抜ぬくことを覚えた方がいいね」

「お前はもう少し気を張はることを覚えた方がいいな」

「ま、そういうカタい話はキャロりんにまかせとくとして……どっか遊びに行かない？　街に着いてからばたばたしっ放しだし、デートにはいい日和ひよりだよ」

「ぬう…………そうだな。昨日は修しゆ行ぎようをつけられなかったから、今日は二倍打ちで」

「さあ早く戻もどろう。ご飯食べて今後の方ほう針しん考えなくちゃ。あー忙いそがしいなー」

　思案げに呟くアーティアの手を取り、バーンはわざとらしい大声を上げてすたすたと歩き出す。小走りについてくる彼女は嘆たん息そくをこぼしていたが、その顔は見慣れた──呆あきれたような、怒おこったような、いつものアーティアの仏ぶつ頂ちよう面づらだった。

　やはりこの子はこうでなくちゃいけない。

　安あん堵どに頬ほおを緩ゆるめ──ふと気づき、バーンは視線を下に落とす。

　思い切り険けん悪あくな目つきのミロが無言で割わって入り、繋つないだ手を引き剥はがしていた。

「……なにしてんの、君」

「うるさい、低てい俗ぞくな人間が姉ちゃんに近づくな。穢けがれる。感かん染せんする」

　静かな怒いかりを迸ほとばしらせるミロに、アーティアが肩を落とす。

「ミロ……あまり里の教えに縛しばられすぎるな。無む論ろん、多少は私も身に覚えがあるが」

「多少。────っだぉあッ!?」

「身に覚えがあるが、お前は、余あまりに視し野やを狭せばめすぎる」

　明らかに「余よ計けいなこと」を言おうとしたバーンのつま先を全力で踏ふみつけて、アーティアは真まっ直すぐにミロの瞳ひとみを見つめた。

「人間を憎にくむなとは言わん。だがなぜ憎むのか自覚しろ。他人の教えに従したがうのは易やすいが、ミロ・デルッカ。それはお前の眼めが人間を見て、お前の手が人間に触ふれ、お前の魂たましいが導みちびいた答えなのか？──そうでないなら、お前はまだ根のない星ほし守もりだよ」

「……分かんないよ。人間は星の害悪だって、教えてくれたのは姉ちゃんじゃないか」

　不服そうに口を尖とがらせたミロが、不意に立ち止まる。

　そして片かた足あしを抱かかえてぴょんぴょん飛び跳はねているバーンを指さし、半眼で呟いた。

「とりあえず、アレは良くないものだと俺の魂は言ってる気がする」

「そうだな。アレは全面的にそう思って構かまわん」

「……君ら、ひょっとして僕ぼくがなに言われても傷きずつかないって思ってるだろ」

　路上にうずくまって、バーンは恨うらめしげに二人を見る。アーティアは素そ知しらぬ風で、ミロは小こ馬ば鹿かにしたように、それぞれ肩をすくめてくれた。嘆息して頭を振ふる。

「哀かなしいね、この仕打ち。昨日はあんなに心通じ合ってたってのにさ」

「ッだ!?　だ……黙だまれ、やかましい！　忘れろあんなもん！　私は忘れた!!」

「ええぇぇッ!?　嘘うそ、アレめちゃくちゃ真しん剣けんに気にしてたんだぜ僕!?」

「知るか馬鹿！　ミロ、行くぞッ!!」

　顔を真っ赤にして怒ど鳴なり踵きびすを返すアーティアに、ミロが慌あわててついて行く。みじめに肩を落としてその後を追い掛かけながら……バーンはこっそり苦く笑しようをこぼしていた。

　昨日のことは、実は、彼としても忘れたことにしておきたい所ではある。

　雰ふん囲い気きの違ちがうアーティアに不意を衝つかれたことを差し引いても、あの場面でただ硬こう直ちよくするしかなかったのはあまりに情なさけない。曲がりなりにも飯の種、そこまで甲か斐い性しようがないはずはないのだが──それは、相手が彼女だからだろうか。

　それに、ああいうウェットなムードも悪くはないが、向きではない。少なくとも、自分たちのスタイルとは違う。酒と暖だん炉ろの火が見せた夢ゆめにでもしておくのが適てき当とうだ。

「大人しい格かつ好こうのアーティアも可愛かわいかったけどなー……あれはもったいない」

　黙もつ考こうのつもりがいつの間にか口に出して呟つぶやきつつ、通りを折れる。もうすぐそこがフェイの家だ、が──角を曲がった途と端たん、巨きよ大だいな灰はい色いろの壁かべにぶつかった。

「あたッ！…………な、なにやってんのさ？」

　しかめ面つらで鼻はなを押おさえながら、バーンは目の前の壁──そこに立ち止まっていたブロック・キャリバーの背せ中なかを非ひ難なんがましく見つめる。が、彼は答えない。

　ふと横を見れば、キャロラインやミロ、アーティアも同じように動きを止めている。その表ひよう情じようは、一様に驚きよう愕がくに凍こおり付いていた。

　背せ筋すじに悪お寒かんが這はい上がる。息を呑のみ、バーンはブロックの脇わきから顔を覗のぞかせた。

　そこには──

「………………ウーノ。それは、なんのつもりですの？」

　沈黙を破やぶったのは、翠みどりの眼を針はりのように細めたキャロラインだった。

「申し訳わけございません。しかし、これも職しよく務むですので」

　答えるのは、戸口に立つウーノ・フェレトロ。

　彼は穏おだやかな微び笑しようを浮うかべたまま、左手に抜き身の細剣レイピアを握にぎり──その切っ先を、右みぎ腕うでで拘こう束そくしたフェイの喉のど元もとに突きつけていた。

「ふぇ、フェイ!?」

　彼女はもともと血色の良くない顔をさらに青くして、ぎこちなく口元を引きつらせる。

「…………なんか人ひと質じちグセがついちゃったみたいよ、あたし」

「お静かに──ご安心を、すぐに解かい放ほういたします。私は職務を果たすだけですから」

　にこやかとすら呼よべる声で言い、ウーノはわずかにレイピアを引き上げる。

　ごき、と音を鳴らして拳こぶしを握り、ブロックがわずかに足を前に滑すべらせた。

「職務だと……？　貴き様さまの職務はキャロラインの護ご衛えいであろうが」

「それも職務の一つです。が、それよりも優ゆう先せんすべき命令を承うけたまわっていますので」

　首をすくめ、彼はブロックの正面にフェイの身体からだが来るように立ち位置を変える。渋しぶい顔でブロックが足を止めると、ウーノはこちらへ視線を向けた。

「優先順位に従いますれば、まずはバーン・フラットランド…………我わが主、シム・リム・アビスパがあなたをお求めです」

「…………わ、悪いけど、男色相手はしてないからね」

　冗じよう談だんめかして言い返しながら、バーンは愛あい想そ笑いを浮かべる。

　この男がキャロラインの祖そ父ふ、老シム・リム・アビスパから遣つかわされたという話は既すでに聞かされていたが……天下の大だい企き業ぎよう『アビスパス』を築きずいた彼は、個こ人じんとしては州国に並ならぶ者のない権けん力りよく者しやである。そんな大物が、辺へん境きようのチンピラ一人を招まねく理由など──

（──《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》…………こ、こいつしかないよなぁ……）

　無む意い識しきに胸むねを押さえるバーンに、ウーノは困こまったように柔やわらかく笑えむ。

「我が主にもそういった趣しゆ味みはございませんので、あしからず。……もうお気づきのことと存ぞんじますが、《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》に関して相談があるとのことです」

「却きやつ下か、だ」

　短く言葉を滑り込こませ、アーティアが一歩進み出る。ウーノを睨にらむ彼女の銀ぎん瞳どうは、見み据すえるものを凍いてつかせそうな程ほどに冷たく、鋭えい利りだった。

「《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》は星を葬ほうむる禁きん忌きの焔ほのおだ──求むるならばその浅せん慮りよ、私が許ゆるさない」

「そして、彼に手を出すことも……と？」

「…………」

「素す晴ばらしい──鋭く、気高く、迷まよいなく、真まっ直すぐに人を想おもえる。あなたは素す敵てきです」

　怒気を隠かくしもしないアーティアの視し線せんを微笑ほほえみで受け流し、ウーノはレイピアを引いて腰こしの鞘さやに収おさめた。昨日よりも明らかに速く、精せい確かくな手付き。

「ですが……私もこの職務、果たさぬわけにはいかないのです」

　告げると同時ウーノは背はい後ごに手を回し、一振りの剣を抜ぬき放つ。

　やはり、レイピア。だが先のものより数すう段だん短い。刀身も歪ゆがみ、鈍にぶく曇くもっている。柄つかと握りだけがおよそ実用品らしくない、間に合わせのような白木で作られていた。

　その造つくりには見覚えがある────心を映うつし姿すがた変える魔ま剣けん、『憂鬱卿の手鏡ザ・サイ』。

「なんと……ッ!?　貴様！　なぜ、その魔剣を持っている!!」

　恫どう喝かつを浴びせるブロックに、ウーノは歪んだレイピアの先をついと振ふってみせる。

「職務だからです。……私などを気に掛かけている暇ひまがおありですか？」

「どういうッ────」

　さらに怒ど鳴なり声を上げようと、ブロックが拳を固めた瞬しゆん間かん。

　とん、と。

　至し極ごく小さく、軽い音が聞こえた。

　ほぼ無意識に、バーンは傍かたわらを振り向く。見えたのは、同じようにきょとんとした顔で振り向いているミロと、不思議そうに下を向いているアーティア。

　そして彼女の脚あしに突つき立つ、凶まが々まがしく捻ねじれた、鈍にび色いろの刃やいば。

「────ッあ、ぐ…………っ!?」

「あ……ああああ、アーティアッ!?」

「姉ちゃん！」

　悲鳴を噛かみ殺して崩くずれ落ちるアーティアを、バーンはとっさに抱だき止める。慌あわてて駆かけ寄よってきたミロが素す早ばやく外がい套とうを脱ぬいだ。

　左脚の腿ももに深く突き立っているのは、投げナイフに似にた葉は状じようの刃である。外套を巻まいたミロの手が触ふれようとした時──刃はずるりと血の糸を曳ひき、ひとりでに抜け落ちた。

　ぎょっとして動きを止めるミロの手をくぐり抜け、刃は地面に落ちる。そして見えない槌つちで弾はじかれたように吹ふき飛ぶと、離はなれた石いし畳だたみを砕くだいて突き刺ささった。

「ッな…………なんですの、これはッ────!?」

　瞳ひとみを震ふるわせ、キャロラインが顔を蒼そう白はくにして後ずさる。

　刃は、生木をへし折るような音を立てて変形していた。

　刀身が割われ、捻れ、それぞれが地面に突き立っていく。その上に巨きよ大だいな切っ先が伸のび上がり、無数の細かい刃が全体に溢あふれ出した。まるで、釘くぎと針はり金がねで編あんだ狼おおかみ。

　まさしく獣けものであるかのように切っ先を振ると、ぐるりとその切っ先を巡めぐらせ──一人、皆みなから離れているキャロラインにその先せん端たんを向けた。途と端たん、彼女は音もなく息を呑のむ。

　刃の狼がひときわ耳みみ障ざわりな異い音おんを奏かなで、恐きよう怖ふに縛しばられ立ちすくむキャロラインに向かい跳ちよう躍やくした、直後──ぎゃらッ、と刃物の滑る音がした。

「…………、へ？」

　ぱちくりと瞬まばたきし、バーンは間抜けな声をもらす。

　立ちすくむキャロラインの前に立ち、鋼こう線せん入りのスーツの腕うでで怪かい物ぶつの刃を受け止めていたのは──浮ふ動どう市場カピロサの支し配はいと守しゆ護ごを司つかさどる男、ヴィッテマ・カピロッシだった。

「……さっきの威い勢せいはどこへやった？」

　キャロラインへ肩かた越ごしに皮肉な笑みを見せ、ヴィッテマは大きく頭を反らす。そして刃の狼を弾き上げると、落下してくる所へ痛つう烈れつな頭突きを見み舞まった。髪かみに編み込んだ鎖くさりと打ち合い火花を散らしながら、狼が地面へ叩たたき落とされる。

　ブロックが、ヴィッテマへ警けい戒かいの眼まな差ざしを向けて呻うめいた。

「ヴィッテマ・カピロッシ…………どういうことだ？」

「利害の一いつ致ちだ。それ以外のなにかだってんなら、俺おれの方でも聞きたいね」

「カピロッシも手て勢ぜいをやられてるんですよ」

　鼻で笑うヴィッテマの言葉を継ついで、角を曲がってスクィージが走ってくる。その後ろに大勢の男たち──恐おそらくカピロッシ・ファミリーが続く。

「ウーノ・フェレトロがトラッキオを殺し、魔剣を奪うばいました。俺たちが騒さわいでいる間に陰かげからかっ攫さらう──気付いてみりゃ三文芝しば居いみたいな策さくですがね」

「優ゆう秀しゆうな部下を持っていてよかったな。……ガキ、腰こし抜ぬかすなら後にしろよ」

「だ、誰だれの腰が抜けてるとおっしゃりますの!?」

　肩をすくめて呟つぶやくヴィッテマに、よろめきかかっていたキャロラインがきんきんと怒鳴り返した。軽く首をすくめてから、ヴィッテマはスーツを正してウーノへ向き直る。

「さて執しつ事じ。フェイを放して貰もらおうか」

「……ご要望には応こたえかねます」

「要望？　なんの話だ？　ヘイ、フラットランド。俺が一度でもなにかを望んだか？」

「こ、こっち振らないでくれよ……」

　アーティアの傷きずをハンカチで押さえていたバーンは、腰の引けた口調で答えた。

　拘こだわるでもなく頭を揺ゆらし、ヴィッテマは髪かみを鳴らす。

「俺は望まない。いつでも命令し、実じつ現げんする。分かったらフェイを引き渡わたせ。その魔剣もな。応えかねる？　そうか。地じ獄ごくで悪魔サタンに相談してみろ」

「悪あく党とうに助力するのは業ごう腹はらだが、ここは我われ々われも手を貸かすぞ」

　ぶん、と風を巻き起こし、ブロックがサーベルを構かまえ直した。続いてスクィージがしかめ面で抜ばつ剣けんし、さらに背はい後ごで幾いくつもの小さな金きん属ぞく音──カピロッシ・ファミリーの男たちが拳銃ピストルの撃げき鉄てつを上げた音だ。ミロも一度心配そうにアーティアを見やってから、キャロラインをカバーできる位置へ動く。

「──カピロッシ・ファミリーに、〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉。竜徒ドラグ＝ジーンまで」

　ゆっくりと迫せまるヴィッテマたちに、しかしウーノは慌てた様子も見せない。フェイを盾たてに取ることもせず、歪ゆがんだレイピア──『憂鬱卿の手鏡ザ・サイ』を持ち上げた。

「私ごときには勿もつ体たいない顔ぶれですが……今は、壮そう観かんを楽しむわけには参りません」

　穏おだやかに微笑ほほえみ、彼は剣を下ろす。差していた傘かさを下ろすように、ごく自然に。

　その瞬間、地面に伏ふしていた刃の怪かい物ぶつが耳みみ障ざわりな音を立てて起き上がった。

　狼が啼なくような生々しい金属音の合間にばきばきと異音が挟はさまれる。鬣たてがみのようにざわめく細かな刃が逆さか立だち、ぎょっとして向き直るヴィッテマたちに向けられた。

「…………ッ!?　だめだ、伏せてッ!!」

　直感──幾度も死線をかいくぐってきた、臆おく病びよう者の直感が危き険けんを訴うつたえる。とっさにアーティアに覆おおい被かぶさりながら、バーンが叫さけんだ、その時。

　耳をつんざく轟ごう音おんと共に、怪物が爆発した。

　子こ供どもが玩がん具ぐを壊こわすように、怪物の身体からだが無数の刃やいばに解ほどけて飛び散る。うずくまるバーンの耳元を何度も鋭するどい感かん触しよくが掠かすめていった。刃の嵐あらしが収おさまった頃ころ合あいを見計らって、彼は恐る恐る顔を上げる。

「──むはは、小こ賢ざかしい！　これしきの小細工が通じる我々ではないわ！」

「ッ……あんたくらいですよ、『これしき』なのは……」

　通りの様子は一変していた。

　傷だらけ、無む惨ざんに破は壊かいされた石いし畳だたみに無数の人間が倒たおれている。苦痛に呻うめく者や、ぐったりと伏して動かない者まで──血の臭におう惨さん状じようの中心に立ち、ブロック・キャリバーが元気に叫んでいる。彼もまた身体のあちこちを血に染そめているのだが、弱った様子はない。彼の陰に隠かくれていたのか苦く呟くスクィージは完全に無傷だった。

　ミロは警告を聞く余よ裕ゆうがあったのか、怪け我がもなく通りの端はしで身を起こしている。彼に引き倒されたらしいキャロラインも、不服顔だが無事のようだ。

　地面に片かた膝ひざをつき、深く裂さかれた頬ほおをぐい、と拭ぬぐっているのはヴィッテマである。

　だが、その顔は恐怖や驚おどろきよりも、明めい確かくな憤ふん怒ぬに染まっていた。手負いの獣けものの凶きよう貌ぼう。

　ファミリーの男たちも、怪我の軽い者から徐じよ々じよに立ち上がり始めている。

「……ここまでだな。俺に刃を向け、俺のファミリーを傷付け、俺の街を壊こわし、俺のフェイに手を出した。俺はお前の生しよう涯がいをここで終わらせると決めた」

「だ、誰があんたの────」

　即そく座ざに振ふり向いて抗こう弁べんしかけたフェイの顔から、さっと血の気が引く。

　眉まゆ根ねを寄せ、ヴィッテマが背後を振り返ると、

「……………………、畜ちく生しようが」

　通り一いつ杯ぱいに刃の狼おおかみが蠢うごめいていた。

　数は十や二十ではきかない。金属音の合唱に合わせて、鈍にび色いろの刃が揺らめいている。

　狼たちはその場に数体だけを残し、ばらばらの方向へ走り出す。脚あしを壁かべに突つき刺さし建物を登り、水路に飛び込み──散らばる怪かい物ぶつたちを満足げに見送り、ウーノが微笑んだ。

「魔ま剣けんの刃じん狼ろう……微み塵じんに砕かれるまで人間を襲おそい、殺し続ける殺さつ戮りくの刃です。あなた方にはしばしの間、彼らを追い回していただきましょうか」

　その宣せん言げんに被かぶせるように──遠方で、悲鳴。それも一つではない。

　さらには悲鳴や怒ど号ごうに混まじって、かん高い、金属の擦すれるような音。

　カピロサの人間が襲われている。何の関係もない人々が。

　渦うず巻まく叫きよう喚かんの中にへたり込み、バーンはかたかたと震ふるえる歯の隙すき間まから声をこぼした。

「な……なに、考えてんだッ…………シャレにならないぜこんなの!?」

「バーン・フラットランド！」

　その独どく白はくを聞きつけたわけでもなかろうが、ウーノが叫び声を上げる。

「魔剣と、彼女──求むなら追ってくることです。棺は、あなたを待っている！」

「ひ、棺……っ!?」

　脅おどし文もん句くにしては奇き妙みような言い方だ。

　ウーノはにこりと上品な笑みを浮うかべると、フェイを肩かたに担かつぎ上げて走り出す。ヴィッテマ以下、カピロッシ・ファミリーの幾いく人にんかがその後を追おうとするが、不気味な俊しゆん敏びんさで跳とびかかる刃狼が行く手を阻はばんでいた。

（どッどッ、どうしよう、どうすりゃいいんだ僕ぼくは────!?）

　刃狼と切り結び始めたブロックたちを遠目に眺ながめながら、バーンは必死に自問する。

　自分には彼らのような腕うでも度ど胸きようもない。ウーノを追っていき途と中ちゆうで怪物に出くわせば、恐おそらくそこが自分の墓はか場ばだ。それに、アーティアの怪我だって放っておいて良いものではない。傷きずを押おさえるハンカチは既すでに血でぐっしょりと濡ぬれている。すぐにでも手当が必要だ。だが、それではフェイを見失う……

　それが一番まずい事だとは分かっていたが、逡しゆん巡じゆんしてしまう。と。

「────なにを、しているッ…………」

　腕の中で、アーティアがかすかに身じろいだ。

　彼女はバーンの耳に口を寄せると、震え、かすれた、しかし強い声で告げる──



「昨日の話…………忘わすれてはいないだろうな、バーン！」



　──そう告げてやった瞬間、バーンの顔つきが変わった。急きゆう激げきに血を失ったせいで頭は少し朦もう朧ろうとしていたが、それでもその変化ははっきり分かる。

　蒼そう白はくし、情なさけなく歪ゆがんだ、てんで意い気く地じのない顔。恐きよう怖ふに縛しばられ、目が泳ぎ、額ひたいには冷や汗あせすら伝っている。ひょっとしたら、少し泣いてすらいたかも知れない。

　しかし────しかし。

「………………へ、へへ────当然！　忘れるわけないだろ！」

　裏うら返がえった声を震わせて。

　いっそ感動的なほど無理やりに口元を歪め、彼は笑え顔がおを浮かべていた。

　アーティアが薄うすく微笑ほほえみ返したのに、バーンは気付かなかったのだろう。慌あわただしく通りの端はしまで駆かけていき、街がい路ろ樹じゆの下に彼女を座すわらせる。そして脱ぬいだジャケットを裂さき傷に縛り付けると──おっかなびっくり辺りを窺うかがい、ウーノを追って走り出した。

「!?　お、おい、お前！……姉ちゃん!!」

　遠くでミロの怒声が上がる。彼は打ち合っていた刃狼の一体を棍こん棒ぼうで弾はじき飛ばして駆け寄ってきた──後ろに隠れていたキャロラインも罵ば声せいを上げながら追ってきたが──。

「くそっ、なんて薄はく情じような奴やつだ！　怪我した姉ちゃんを一人にしてくなんて……!!」

　彼女を抱だき起こし、ミロは遠ざかるバーンの背せに怒いかりの眼まな差ざしを突き刺す。

　背中を支ささえるその手は、彼女の記き憶おくにあるよりも大きかった。

　そのことに場ば違ちがいな驚おどろきを覚えながら、アーティアはゆっくり口を開いた。





　浮ふ動どう市場カピロサは混こん乱らんを極きわめていた。

　水路沿ぞいの通りを駆けながら、バーンはちらりと隣となりの島舟トロンコを見る。

　数体の怪物が保安官シエリフ事務所の制せい服ふくを着た男たちと切り結んでいた。その後ろを行商と思おぼしき集しゆう団だんが転げるように逃にげていき……駆け込んだ路地の奥おくから、悲鳴が響ひびいてくる。

　ぶるりと頭を振ふって行く手に向き直った時、前方に何かが見えてきた。

　道ばたに誰かが座り込んでいる。少々くたびれた感の目立つ薄手のケープ。湿しつ気けの多いカピロサの住人で外がい套とうの類たぐいを纏まとう者は珍めずらしいが、そんなことより、こちらを見るやぶ睨みの双そう眸ぼうでそれが誰だか明めい確かくに分かる────フェイ・スクィント。

「あれ!?　ふぇ、フェイ!?」

「…………え、バーン!?　こんなとこでなにしてるの!?」

　慌あわてて制動をかけ横よこ滑すべりに滑っていくバーンを、フェイはようやく認にん識しきできたのか、糸のように細めていた目を今度は丸くする。驚いたのはこちらも同じだ。

　とりあえず彼女へ手を差し伸のべながら、バーンは眉まゆ根ねを寄よせる。

「なにって、君を追っかけてきたんじゃないか。ウーノは？　なんで放してくれたの？」

「さあね、なにも言わずにいきなりポイよ。粗そ大だいゴミ捨すててんじゃないっての」

　鼻を鳴らし、フェイは忌いま々いましげに吐はき捨てるが──彼の手をとる指は震ふるえていた。

　彼女は立ち上がると、こちらの鼻先に指を突きつけてくる。

「それよりなんで追っかけてきたのよ、この馬ば鹿か！」

「ええ!?　な、なんで怒おこるのさ、心配しちゃ悪かった!?」

「ちッがうわよ！　怪け我がしたアーティア放ってくるなんて、なに考えてんの!?」

　うろたえるバーンの胸むなぐらを掴つかみ、フェイは凄すさまじい剣けん幕まくでまくし立てた。

「あんた、あの子が好きだって言ったわよね!?　恋こいしてるって言ったわよね!?　だったら惚ほれた責せき任にんくらい果たしなさい！　今あの子についててあげなくてどうするの!!」

「きッ──君になにかあったら、アーティアが悲しむんだよッ!!」

　彼女の意気に圧おされながら、なんとか声を絞しぼり出す。

　斜しや眼がんで睨み上げてくるフェイに、バーンは呼こ吸きゆうを整えて呟つぶやいた。

「…………あの子………………前にいっぺん、友達に裏切られてるんだ」

「──────っ？」

「彼女が故郷の里を降おりてきて、初めての友達だった。……すっごい仲良くてさ、ホント姉妹かなんかみたいで…………でも最後は、彼女を金で売った」

　一言ごとに腹はらへ重い塊かたまりを押し込こめる気持ちで、バーンは続ける。

「それ知ったときは彼女、めちゃくちゃ落ち込んだよ。最初の二、三日なんか一言も喋しやべんなくて、ロクに物も食べられなくて……最近、ようやく元気になってくれたんだ。もう、あんな思いさせたくないんだよ」

「もういい。………………事情も知らないで言い過すぎたわよ」

　言葉を遮さえぎり、フェイは髪かみを掻かきむしった。それから、沈しずむように嘆たん息そくする。

「でも、あなたが来るべきじゃなかった。あの子は竜徒ドラグ＝ジーンだけど──忘わすれてる？　女の子なのよ。あなた、怪我した女の子を一人にしてくるほどろくでなしだったの？」

　厳きびしい眼差しでこちらを見る彼女に、ゆっくり首を横に振る。

　眉み間けんに深い皺しわを刻きざんで睨み返してくる彼女に向かい、バーンははっきりと告げた──





「一人になんてしていない」

　気負うでも皮肉でもなく自然に言うアーティアを、ミロはきょとんと見返した。

　その肩かた越ごしにキャロラインが呆あきれ顔を覗のぞかせてくる。

「わたくしたちがいるから、とでも？　言葉遊びの問題じゃありませんわよ」

「分かっている。……あの与よ太た者ものは、忘れていないと言ったんだ」

　刃じん狼ろうに貫つらぬかれた傷きずをかばって地面に座すわり直し、アーティアは大きく息をついた。

　そう思うのは傲ごう慢まんなのかも知れないが──





「たぶん、僕らは同じ方を向いてる。たまにはすれ違うけど、根っこの根っこで考えてることは同じだよ。……や、僕が勝手にそう考えてるだけかも知れないけど」

　言い訳わけじみたことを付け足しながら、バーンは頬ほおを掻く。

　真まっ直すぐにフェイを見返し、彼はにっと笑って見せた。

「傲慢でいいんだ。一いつ緒しよにいなくても同じ荒こう野やに立ってるなら、きっと──」





「フェイを助けたいのは私も同じだ。自惚うぬぼれが過ぎるとは思うが……それが分かる程てい度どには、まあ、あいつも私を知ってくれていると思う」

　口を引き結び、なにかを堪こらえているような顔をするミロを正面に見み据すえ、アーティアは地面に右みぎ膝ひざをつく。左ひだり脚あしさえ庇かばえば、立ち上がることは出来そうだ。

「それで十分だ。離はなれていても同じ想おもいを重ねているなら、きっと──」





　独ひとりじゃない





　──言い切るバーンを、フェイは呆あつ気けにとられて眺ながめていた。

　これが……あの、バーン・フラットランドだろうか？　二年前、自分を置いて消え失うせた、薄うすっぺらい、嘘うそつきの、根こん性じようなしの小悪あく党とう？

　絶ぜつ句くして見上げる彼女から、バーンがふと視し線せんを外す。

「……フェイ、家まで戻もどれる？　この道真っ直ぐ行けば着くから」

「あ、あなたは……どうするの？」

「ウーノを追っかけるよ。魔ま剣けん、返してもらわないと」

　さも嫌いやそうな顔で渋しぶ々しぶと、それでもしっかり前を向き、彼は唸うなるように言った。

　一いつ瞬しゆんぱちくりと目を瞬しばたたかせ──それから、フェイは慌あわててわめき散らす。

「バカ言わないで！　こんなの、騎き兵へい隊でも呼よばなきゃどうにもなんないでしょ!!」

「うん。だからいい加か減げんでとんずら決めこむよ。でも、行かなくちゃなんない」

　へらりと笑えみを浮うかべてから、バーンは、彼女がついぞ見たことのない顔をした。

「アーティアの怪け我がの借りは返すさ。…………僕いま、すっげえ怒ってるんだ」

　似に合あわない、だが明めい確かくな怒いかりに青い眼めを尖とがらせる。

　そこにいるのは間ま違ちがいなくバーン・フラットランドで──だがしかし、彼女の知らないバーン・フラットランドだ。

　息を呑のみ──それから、フェイは双そう眸ぼうを細める。

「…………脚、震ふるえてるわよ」

「し、仕方ないだろ！　ムカつくのはムカつくけど、怖こわいのも怖いんだよッ！」

「ったく……いつからそんな不器用になったの」

　苦く笑しよう半分、呆れが半分。ほんの少しはやっかみなども加えて、叫さけぶ。

「行ってきなさい！　生きてたら、フォローくらい入れてやるわよ!!」

「やったね、頼たのむぜ！　全部僕の思いこみだった日にゃ目も当てらんない!!」

　おどけた仕草で指を鳴らして、バーンは踵きびすを返し、走り出す。

　遠ざかる彼の背せはやはり別人のように、大きく見えた。





「──だから、ミロ。奴やつを助けに行ってくれ」

「な…………！」

　街がい路ろ樹じゆに手をついてやっと立っているような格かつ好こうで呟つぶやくアーティアに、ミロは何を言うつもりか分からないまま口を開いていた。

「修しゆ行ぎよう、だ……ノルグの里の者としてではない…………一人の星ほし守もり、この星に生きる命の一つとして……触ふれ、感じ、お前の答えを出してこい」

　血の気のない顔で告げる彼女の脚は震えていて、今にも倒たおれそうだ。

　彼女を放っておけるはずがない。そもそも自分が禁きんを破やぶってまで人間の街へ降おりてきたのは、アーティアを助けるためだ。他ほかのことなど知ったことではない。彼女を護まもること以上に正しい答えなどあるわけがない──それが、正しい答えなのだ。

　ぐるぐると頭を巡めぐる『正しい』の一語は、しかし、なぜか言い訳めいて聞こえていた。その考えを見み透すかしたように銀色の双眸を細め、彼女は声を落とす。

　静かな──雪が降ふるよりも静かな声。

「……胸むねの内で磨みがく理想は脆もろい。だが粉々に打ち砕くだかれ、絶望に沈しずみ、屈くつ辱じよくにまみれた欠片かけらをかき集め……もう一度掲かかげられたなら、それはお前の真実だ」

　それは師しの、アーティア・アリア・ノルガンディアの声。焦こがれ、憧あこがれていたはずのその声が、今は自分を責せめ立てる刃やいばのようにしか聞こえない。否いや、それは──彼が、聞こうとしていなかったというだけなのだろうか？

「言葉だけの教えや理想に縛しばられている限かぎり…………お前は、ただの誰でもない誰かノーボデイだ。……それを許ゆるせるお前ではないだろう？」

　──その言葉を、最後まで聞いていたのかどうか。

　逃げ出すように駆け出していたミロは自分でも分かっていなかった。

（……答えだの……真実だのッ…………！）

　何のことだか分からない。

　ただ、あの銀の瞳ひとみの前に立っているのが恐おそろしくて──誰だれにも顔を見られないよう、ミロは、全速力で走っていった。



    

  
    
      
　第五章　誰でもない誰かノーボデイ　Funeral For A Feretro






「──グランデ……グランデ・カピロッシ!!」

　通りの彼方かなたから名を呼ばれ、ヴィッテマはそちらを振ふり向いた。

　群むらがる魔ま剣けんの怪かい物ぶつを鋼こう鉄てつの警けい棒ぼうで打ち払はらいながら、禿とく頭とうの大男がこちらへ駆かけてくる。ファミリーの一人、マルチェロだ。隣となりに誰かを連れている。

　砂すな色いろの髪かみの女じよ性せい、フェイ・スクィント。

「一人で通りを走っているところに出くわしました。安全を考え、私が警護エスコートに」

「……どういうことだ？」

「しッ…………知らない、わよ……ッ！」

　身体からだを引いたマルチェロの後ろで、フェイは膝ひざに手をつき激はげしく息を荒あらげていた。

「いきなり、放ほうり出されたの。……バーンはあいつを追っかけてった」

「フラットランドが？　なんだそりゃ。自殺か？」

「……もうちょっと言い方あるでしょ。気持ちは分かるけど」

　心底不思議な顔をするヴィッテマに、フェイは困こまったように言い返してくる。一礼して再ふたたび来た道を戻もどっていくマルチェロの背を見送り、彼女は嘆たん息そくした。

「ケンカ弱いけど、あんたよりいい男よ。顔も、惚ほれた相手への態たい度どもね」

「──そう言えば、こうして話すのは初めてだな？」

「あたしはあんたの顔見たのも初めてよ。女口説くときくらい自分で動きなさい」

「参考になる話だ。……おい、どけ」

　首をすくめて言い返し、ヴィッテマはおもむろに髪の鎖くさりを揺ゆらした。

　訝いぶかしげな顔をしたフェイが横へ退ひいた瞬しゆん間かん──石いし畳だたみが焦こげるほどの速度で踏ふみ込んで、ヴィッテマは忍しのび寄よっていた刃じん狼ろうを頭ず突つきでたたき伏ふせる。

　這はい蹲つくばる怪物を水路へ蹴けり落としたところで、フェイが呻うめくように訊きいてきた。

「…………頭突き？」

「拳銃ピストルが通じないんだよ。屋や敷しきに武ぶ器きの準じゆん備びをさせには行かせてるが──この混こん乱らんじゃ、間に合うかどうかはわからないな」

　答えて、ちろりと通りを見回す。

　辺りには今、三体の刃狼の姿すがたが見える。相対するカピロッシ・ファミリーは一体に数人がかりで臨のぞんでいた。手には木ぎれやナイフを握にぎりしめているが、どこまで有用かは分からない。押おし切られるのは時間の問題だ。と。

　がいん、と暴ぼう力りよく的な金属音が響ひびき、刃狼の一体が宙ちゆうに跳はね上がる。

　そしてその後を追い、灰はい色いろの巨きよ大だいな影かげが跳とび上がった。

「成えぇぇ敗いいいぃぃぃッ!!」

　剛ごう声せい一いつ喝かつ。

　跳ちよう躍やくしたブロック・キャリバーが長く分ぶ厚あついサーベルを振り抜ぬき、刃狼の脚あしをへし折った。刃狼は断だん末まつ魔まのように甲かん高だかい音を立て、その勢いきおいのまま水路へ叩たたき落とされる。

「むっはっは！　ぬるいぞ化け物ォ！」

「だーバカ団だん長ちよう！　調子のってないでこっち手伝ってください、こっち────!!」

　着地と同時に見得を切るブロックに、遠くでファミリーと一いつ緒しよに刃狼の一体を相手にしているスクィージが怒ど号ごうとも悲鳴ともつかない声を浴びせる。

　一連の出来事を眺ながめて、フェイが半はん眼がんで見上げてきた。

「……あの男がいれば大だい丈じよう夫ぶそうに思うけど」

　同じ半眼で彼女を見つめ返し、ヴィッテマは無言で通りの一方を指さす。

　──ちょうど、新たに四体の刃狼が角を曲がって現あらわれたところだった。

　さらに水路からも三体が這い上がってくる。今し方ブロックに脚をへし折られたものまで、何ら問題はないというように全身の刃やいばをざわめかせていた。

　うろたえるフェイを背に庇かばい、彼は淡たん々たんと告げる。

「ウチの連中と〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉で街中の怪物に対たい応おうしてるが、ここより楽をしてるとは思えない。どうしたって武ぶ器きは必要になる。……違ちがうか？」

「そ、そんなことより前、前見なさいよ来てるってば、ほらッ!!」

　肩かた越ごしに振り向いた顔を強ごう引いんに押し戻されてみれば、確たしかに二体の刃狼がこちらへ駆けて来ていた。舌した打うちして襟えり元もとを緩ゆるめた、その時。

【────────!!】

　突とつ如じよ、透とう明めいな声が一帯を駆け抜けた。

　鏡を砕くだくように繊せん細さいな咆ほう吼こうは、即そく座ざに荒あれ狂くるう猛もう吹雪ふぶきに変じる。刃狼たちを横よこ殴なぐりに呑のみ込み、凍いてつかせ、吹ふき飛ばす蒼あおい豪ごう風ふうに一瞬、息が詰つまった──と。

「……ッちょっと！　耳元で大声出すのやめてくださる!?」

「すまんな」

　通りの向こうから、きんきんと怒鳴るキャロラインに身体を支ささえられ、少女が歩いてくる。血で染そまった左脚を布ぬので縛しばっており、答えるその顔にも血の気はない。

　黒い髪かみと茜あかね色いろの襟えり巻まきを揺らすその少女を見た途と端たん、フェイが血相を変えて叫さけんだ。

「アーティア！」

「！　フェイ…………無事だったか」

　呼よばれ、少女──アーティアが安あん堵どに表ひよう情じようを緩ゆるめる。駆かけ寄よったフェイに抱だき止められながら、アーティアはちらりと視し線せんを動かす。

「…………あの与よ太た者ものは、奴やつを追っていったのか？」

「え？　あ、ええ──やめろって言ったんだけど」

「いや……腰こし抜ぬけのくせに腹はらの据すわった判はん断だんをしてくれた」

　うつろな瞳ひとみを横目に流し、彼女は真っ白に凍こおり付いた刃狼を見る。

「……あの怪物は……魔ま剣けんがウーノの心を映うつし変へん貌ぼうしたものだろうからな」

「魔剣を取り返せばケリがつくってことだな。だが、奴にそれが出来るとは思えない」

　鼻を鳴らして、ヴィッテマは肩をすくめた。……口も頭もそこそこ回るようだが、あの男には覚かく悟ごがない。あれでは犬も殺せないだろう。

　だがアーティアは軽く肩をすくめ、平然と言ってのけた。

「大だい丈じよう夫ぶだろう。あれは、ここぞという時にこそ決めきれん奴だ」

「……それでどう安心しろとおっしゃるおつもり？」

「他人に頼たよる隙すきは見み逃のがさんということさ」

　半眼のキャロラインへ間かん髪はつ入れずに答え、アーティアは遠くの空を見上げる。そちらを見ても、そこになにかがあるわけではない。が。

「鍵かぎはミロだ。私は奴を導みちびききれなかったが…………あとは、任まかせるしかないな」

　独どく白はくめいて呟つぶやく彼女の銀ぎん瞳どうは、確たしかに明めい確かくな誰かを見つめているようだった。



　　　　◆□□◆



「──おい、お前ッ！」

　突とつ如じよ上がった大声に、バーンは身を竦すくませて振ふり返る。

　自ら渡わたし舟ぶねを漕こいで湖から上がってきたのは、薄うす汚よごれた白しろ織おりの衣い装しようを纏まとったミロ・デルッカだった。長い溜ため息と共に全身を脱だつ力りよくさせ、彼はがくりと肩を落とす。

「な、なんだ君か…………なんでこんなところに？」

「……お前を助けに来たんだ。大変だったんだぞ、建物に上って街中見回して、ようやく探さがし出したんだ。舟まで漕がせて、畜ちく生しよう。なんで俺おれがこんな…………」

「男の友情？」

「アーティアに頼たのまれたからだ！　でなきゃお前の身なんか案ずるか!!」

　案の定怒おこり出すミロを笑って受け流し、バーンは親指で背はい後ごを示しめした。

「でも、いいタイミングで来てくれたね。……ウーノはここに入ってった」

　大時計塔とう。

　絶たえることのない湖の水流を動力に利用したカピロサの観光名所だが、辺りは街の騒そう乱らんが嘘うそのように静まりかえっていた。

　険けわしい顔で塔を見上げ……ミロが、ふと気がついた風に呟いた。

「お前、よく撒まかれなかったな。奴はかなり動ける男に見えたのに」

「ああ、いや速そつ攻こうで見失ったよ。単にあの化け物がいない方にいない方に逃にげてたら、たまたまここに入っていくのを見かけたって寸すん法ぽうさ。ラッキーってあるもんだね」

「…………。少しでも見直しかけた俺が愚おろかだった」

　重々しく溜め息をつき、ミロは彼を置いてさっさと歩き出した。

「ま、待って待って！　置いてかないでくれよ、おっかないじゃないかッ!?」

　開け放たれた巨きよ大だいな鉄てつ扉ぴをくぐるミロに、及および腰ごしのバーンがかさこそと続く。

　塔の中はそれなりに広さがあった。

　観光客の転落を防ふせぐ柵さくの向こうには、重い音を立てて廻まわる巨大な歯車が幾いくつも見える。天てん井じようは無く、最上階まで吹ふき抜けになっている──島舟トロンコのバランスと見み栄ばえの良さを鑑かんがみて、壁かべの中の鎖くさりで文字盤ばんまで動力を繋つないでいるのだ。上階へ続く整せい備び用の階かい段だんは鉄柵で封ふうじられ「関係者以外立入禁止ＳＴＡＦＦ　ＯＮＬＹ」の札と錠じよう前まえが下げられている。

　怯おびえた眼まな差ざしでそれらを見回していると──

　っゴォ…………ン……！

　機械の駆く動どう音より重く容よう赦しやのない音を響ひびかせ、背後で扉とびらが閉とじられた。

　慌あわてて飛びついて、バーンは必死に扉を押し、叩たたき、蹴け飛とばし、体当たりまで仕し掛かけてみる。だが、頑がん丈じような扉はびくともしない。

「やッやややややッばいよコレ、逃げられない!?　僕ぼくら閉じこめられた！」

「ひ、怯ひるむな腰抜け！　俺はもとから逃げるつもりなんかないッ！」

　顔色をなくして錯さく乱らんするバーンを一いつ喝かつし、ミロは油ゆ断だんなく周囲を見回した。鳶とび色いろの瞳は鋭するどいが、その顔にはありありと焦あせりの色が浮うかんでいる。

　狼ろう狽ばいする二人を嘲あざ笑わらうように──頭上から、声。

「ご安心を…………私も逃がすつもりはございません」

　──反はん射しや的に、バーンは横へ身体からだを投げ出していた。

　瞬しゆん間かん、足あし下もとで何か、固かたい物が砕くだける乾かわいた音。恐おそる恐るそちらに目を向けると……彼のブーツをかすめ、煉れん瓦がの床ゆかに深々と一本の細剣レイピアが突つき立っている。

「うわッ……うわ、うわああっ!?」

　床ゆかを掻かいて後ずさるバーンに、レイピアを握にぎった人物がゆっくりと顔を向けてきた。

　煉瓦の床に三分の一ほども突き刺ささった剣を事もなげに引き抜ぬいて──ウーノ・フェレトロが、肩かた越ごしにミロを見て苦く笑しようを浮かべた。

「上う手まくいかないものですね。バーン・フラットランドだけを呼よび込こむ予定だったのですが、ふむ……まあ、誤ご算さんとしては対たい処しよ可か能のうな範はん囲い内でしょう」

「ぬ、ぬかすな悪あく党とうっ！　星守りに牙きばを向けた愚ぐ行こう、後こう悔かいしろ!!」

　左手に握った棍こん棒ぼうで二、三度空を斬きり、ミロはウーノへ跳とびかかった。

　弩いしゆみを放つように零ゼロから急加速する彼の身体は、バーンの目にはほとんど消えたように映うつった。一瞬で肉にく薄はくしたウーノの頭を狙ねらい、ミロが左ひだり腕うでを振り抜く。

　叩きつけられた棍棒が真まっ直すぐに繰くり出されるレイピアの切っ先と打ち合った。かしんっ、と拍ひよう子し抜けするほど軽く乾かん燥そうした音が歯車の音の合間へ呑み込まれていく。

　にわかに息を絞しぼって、ウーノは左手を背せ中なかに回しながら背後へ跳び退すさった。

「いやはや、子こ供どもとはいえ竜徒ドラグ＝ジーン…………侮あなどれませんね！」

　追つい撃げきを仕し掛かけようと身体を捻ひねるミロの眼がん前ぜんで、鈍にぶい輝かがやきが閃ひらめく。

　寸すん前ぜんで後ろへ飛び退のいた彼の髪かみが数本、真横に断たち切られてこぼれ落ちた。

「ッ…………!?　不意打ちか、卑ひ劣れつな真ま似ねを！」



    

  
    
      「ご容赦を。弱者は手段を選んでいられません」

　吠ほえる子犬を見るような微び笑しようでミロを見つめ、ウーノは左手に抜いたもう一本のレイピアを──捻ねじれて曇くもった『憂鬱卿の手鏡ザ・サイ』を握り直す。

「な、なにが弱者だよ、もう…………!?」

　流れるように淀よどみない動作に戦せん慄りつし、バーンは慌てて身体を起こした。そしてウーノが砕いた床の欠片かけらを引っ掴つかみ、駆かけ出しながら大声を上げる。

「ミロ、コンビネーションだ！　このレンガを吹ふっ飛ばしてくれ!!」

「な、なに!?」

　睨にらみ合う二人の間を真っ直ぐ横切ると、バーンは転落防ぼう止し柵の向こうへ高く煉瓦の破は片へんを放ほうり上げた。回転する歯車や鎖の先には……明かり取りの窓まどがある。

　困こん惑わくの声を上げたものの狙いは汲くんでくれたらしく、ミロは真横へステップする。ウーノは首を傾かしげ、むしろ興きよう味み深そうにこちらを見つめていた。

　バーンの肩を足場に跳び上がったミロが、空中の煉瓦に向かい竜工芸ドラグクラフトの棍棒を振ふり抜く。たった一瞬だけ、しかし鮮せん烈れつな旋せん風ぷうが吹き荒あれ、煉瓦を吹き飛ばす。

　破は砕さい音──砕けた窓ガラスの破片が、煉瓦と共に塔とうの外へ落ちていった。

「っ……よし、上手いぞ！　さすがアーティアの弟で子し！」

「うるさい！　次の手はなんなんだ！　あそこからは逃にげられないぞ!?」

　よろけた身体を立て直しガッツポーズを決めるバーンに、ミロは鋭く声を飛ばした。

　鉄てつ格ごう子しが嵌はまった窓まど枠わくは人が通れる大きさではないし、そもそも駆動する歯車を越こえ、更さらに手がかりもない垂すい直ちよくの石せき壁へきを這はい上がらなくてはならない。

　ぴっと指を立て、バーンは不ふ敵てきに笑ってみせる。

「分かってるよ。あとは叫さけぶだけでいい」

「叫ぶ？」

「誰だれか助けてー！」

「すがるなッ!!」

　悲ひ痛つうに叫ぶ彼をひっぱたき、ミロが怒ど声せいを上げた。

「初手から助けをアテにする奴やつがあるか！」

「だってあんなん無理だって！　なんだよあの剣さばき!?　手品!?」

「黙だまれ馬ば鹿か！　くそッ、アーティアはこいつのなにを見ろって言うんだ……！」

　半べそでわめくバーンを蹴飛ばし、ミロは鳶色の髪を掻きむしった。

　騒さわぐ二人にゆっくりと歩み寄より、ウーノが穏おだやかに声を掛かける。

「ご心配なく。ご協力いただけさえすれば、手て荒あらな真似はいたしません」

「あ、ホント？…………いやホラ、参考までにね。ね？」

　凄すごい目つきで睨にらむミロを愛あい想そ笑いでなだめているバーンの十歩手前で、ウーノはおどけるように両腕を広げて立ち止まった。

「私が賜たまわった職しよく務むは三つ。まず一つにキャロライン・リム・アビスパの警けい護ご……そして一つに、アーティア・アリア・ノルガンディアの抹まつ殺さつ」

「なんだとッ!?」

　平然と言ってのけるウーノに、ミロが瞬しゆん時じにいきり立つ。跳びかかろうとする彼の襟えり首くびを慌あわてて掴んで止めながら、バーンもそれなりに声を尖とがらせる。

「……け、剣けん呑のんな話だね、そりゃ…………なんでまた彼女を？」

「さて。主の意向を私は知りませんし、知る権けん限げんも持っておりません」

「ふ、ふざけるな！　誰かにそう言われたから──それだけでアーティアを殺すのか!?」

「はい」

　間かん髪はつ入れず、しかしことさら強くもなく答えるウーノに、ミロは続けて怒鳴りかけた言葉を呑のみ込んだ。バーンを振り解ほどこうと振り回していた手足も動きを止める。

　軽く目を伏せ、ウーノは自分の胸むねを押おさえた。

「《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を手に入れる──それが私の最も優ゆう先せんすべき職務です。だから刃じん狼ろうであなたを誘ゆう導どうし〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉やカピロッシ・ファミリーを遠ざけたのですが……同時に彼女の抹殺まで果たそうとしたのは、無ぶ精しようが過すぎましたね」

　ウーノが笑う。純じゆん粋すいな、狂くるおしいほど純粋な微笑。

　まともではない。目の前の男は、この星に生きるどんな命とも相あい容いれない狂きよう気きを孕はらんでいた。『憂鬱卿の手鏡ザ・サイ』──心映うつす魔ま剣けんを殺さつ戮りくの怪かい物ぶつへ変える狂気。

　血の気の引いた顔を引きつらせ、バーンは無む意い識しきに後ずさる。

「なんだよそれ……あ、あんたッ、それでなんとも思わないのかよ!?」

「それを言われると辛つらいですね。……私は、そのためだけに造られたので」

「つく……？　な、なにを言っている？」

　小声で呟つぶやくミロの眼めには、わずかに怯おびえが透すけていた。

　聞き返されるのは分かっていたと言うように、彼はにこやかに頷うなずく。

「ブロック・キャリバーと同じですよ。私は『アビスパス』によりある御お方かたの遺伝譜式フオーミユラから複ふく製せいされた────造つくられた生命なんです」

「…………アレと同じ……？　で、でもあんた、別に変な色してないじゃないか」

「色しき素そ異い常じようは試作初期の弊へい害がいです。その程度なら、もう克こく服ふくされていますよ」

　うろたえるバーンに、彼は肩かたをすくめて見せる。

「私が職務に拘こだわる、いえ、職務に縋すがる理由、お察しいただけるでしょう？……それしかないのです。私は、この職務の為ためにのみ用意された道具ですから」

　機械音の狭はざ間まに言葉を流し、ウーノは非ひの打ち所のない、完かん璧ぺきな微び笑しようを浮うかべた。

　だが分かる。“〝嘘つきバーンバーン・ザ・ライアー”〟には分かっている。

　それは感かん情じようから出た笑みではない──自分の内を覗のぞかせないための、虚きよ構こうの仮か面めんだ。

「あんた……いったい、誰なんだ…………？」

　絞しぼり出した声は、吐と息いきほどにも音を立てなかったように思う。

　それでもウーノは微笑ほほえみを深め、剣を構かまえた。己おのれを抱だきしめるような儀ぎ礼れい的な構え。

　次の瞬間、その姿すがたがかき消える。

　ぎょっとする二人の間に、とん、と靴くつ音おとが舞まい降おりた。反はん射しや的に頭を抱かかえ、バーンは床ゆかへ身を投げ出す。そちらへレイピアを突つきつけて──ウーノは、声こわ高だかに叫んだ。

「誰でもない誰かノーボデイ…………！　あなたの《息吹いぶき》を収おさめる棺かん桶おけ、一つの『棺』ウーノ・フエレトロの職務を全うするまで、私は、誰でもない誰かノーボデイでしかありません！」

「ばッ──バカ言ってるよ！　棺桶って、それ僕ブッ殺すってことじゃんか!?」

　肩越しに叫び返しながら、バーンは床を掻いて逃げていく。

「だいたい、《息吹》ってのは簡かん単たんにどうにかできるもんじゃないんだぜ!?　取り出せるなら僕だってとっくにそうしてるってば!!」

「ご心配なく。理り論ろん上は、あなたの命さえ顧かえりみなければ高こう確かく率りつでの成功が見込」

「やっぱ殺す気なんじゃんよおおぉぉおぉぉお!?」

　最後まで聞くことなく、泣きながら絶ぜつ叫きよう。その姿に困こまったように微笑んで、ウーノは左手の魔剣を握にぎり直し──残ざん像ぞうすら曳ひく速度で背はい後ごを薙なぎ払はらった。

「く──!?」

「ッ不意打ちは……卑ひ劣れつですね！」

　忍しのび寄っていたミロの棍こん棒ぼうを魔剣で受け止め、ウーノはもう片かた方ほうの剣を交差させて彼を床へ打ち落とす。転てん倒とうしたミロへ素す早ばやく間合いを詰つめると、彼は迷まよいも躊ちゆう躇ちよもなく、鳶とび色いろの瞳ひとみにレイピアを突き出した。

「う……………………あぁぁあああぁあッ!?」

　上がった声は、悲鳴ではなかった──原始的な恐きよう怖ふが迸ほとばしらせる、咆ほう吼こう。

　迫せまる剣に交差させるように、ミロが棍棒を跳はね上げる。それは反射的な行動だったのだろうが……怯おびえた本ほん能のうは、時に理り性せいよりも役に立つ。

　棍棒から瞬またたく間だけ、旋せん風ぷうが噴ふき上がり、ほんのわずかに剣を揺ゆらす。その一瞬、切っ先が彼を捉とらえて──殴なぐられたように身体からだをねじりミロが後ろへ突き飛ばされた。

　頬ほおには、狙ねらいを外したレイピアがえぐった生々しい傷きずが刻きざまれている。

「…………ふむ、なるほど。竜工芸ドラグクラフト、そよ風を起こすだけと軽んじていました」

　血のついた切っ先を眼がん前ぜんまで持ち上げて、ウーノは感かん慨がい深げに独どく白はくした。

　右手を振ふるって血を払はらい、改めてミロにその剣を向ける。

「前言を撤てつ回かいいたします。妨さまたげになる前に、抹まつ殺さつさせていただきましょう」

「ぁ、あ……あ…………」

　刻まれた傷を押さえ、ミロは棒立ちになっていた。蒼そう白はくし、喘あえぎ声ともつかない吐息をこぼす──それは、生まれて初めて、明めい確かくな殺意をぶつけられた者の顔だ。

　辺へん境きようをうろついていれば誰もがそれを経けい験けんする。腰こしを抜ぬかさないだけ立りつ派ぱだが……

（今は……ヤバすぎる！）

　慌てて身体中のポケットを探さぐってみると、ズボンのポケットから安ウイスキーの入った小さな水筒スキツトルが出てくる。消毒や気付けに用よう途とは広いが、大した重さはない。

　それでも、何もないよりマシだ──彼は思い切りスキットルを投げつける。

「うりゃあああッ！」

　叫さけぶバーンに、ウーノは肩越ごしにちらりと振り向いて──愕がく然ぜんと目を見開くと、レイピアを手放してスキットルを掴つかみ取る。額ひたいには冷や汗あせすら浮かべていた。

　その過か剰じような反はん応のうの理由は分からなかったが……間ま違ちがいなく好都合。この機を竜徒ドラグ＝ジーンのミロが見み逃のがすわけはない。期待を込こめて彼の方を見──愕然とする。

　ミロは、未いまだ棍こん棒ぼうを抱かかえて立ち竦すくんでいた。

　つかみ取ったスキットルを慎しん重ちように懐ふところへしまい、ウーノが改めてミロに向き直り、ゆっくりと剣を引き絞しぼる。その背に、バーンはとっさに大声を上げていた。

「ひ、引っかかったな！　もう一つ持ってるとは思わなかったろ──」

「なっ……!?」

「──嘘うそだけどねッ！」

　血相を変えたウーノが振り返るのと同時──バーンはその脇わきを駆かけ抜ける。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすミロの服を引っ掴み、彼は横っ飛びに身体を投げる。背後でシャツの裾すそを何かがかすめる感かん触しよくがした。怖こわいので絶対に振り返らない。

　脱だつ兎とそのままの勢いきおいで壁かべ際ぎわまで逃げ、ミロを放ほうり出すと、バーンは涙なみだ目めで叫んだ。

「たッ──頼たのむよ、しっかりしてくれ！　ぼーっとしてると殺されるぜ!?」

「…………………………そ、そうだ……殺される」

　消え入るような声で呟つぶやきながら、ミロはふらふらと、壁をこするように立ち上がる。

「力の差がありすぎる…………か、勝てるわけがない……ッ！」

「は!?　ちょ、待った待った待った！　早い、投げるの早いよ!!」

　声を裏うら返がえらせ、バーンはミロの肩かたを掴んで揺ゆさぶった。

「諦あきらめるな、いい勝負してるよ。見たとこもう一息って感じだぜ。あいつはゴングに助けられた。自分が苦しいときは相手も三倍苦しいことを忘わすれちゃいけな、熱ッ」

《息吹いぶき》が暴ぼう走そうしかけるほど適てき当とうな事を、それでも必死にまくし立てる。

　だが口から黒こく煙えんを吐はく彼に、ミロは目を合わせようともしない。俯うつむいたまま小さく首を振り、かすれた声を震ふるわせる。

「逃にげていただけでなにが分かる、人間…………奴やつは途方もない使い手だ。俺おれの、ましてお前の敵かなう相手じゃない」

「いやそうかも知れないけど、でも」

「悔くやしいけど……俺たちの負けだ。お前も、抵てい抗こうなんかするのはやめろ……無様に足あ掻がいて誇ほこりを穢けがすくらいなら、おッ、俺は誇り高く、死を受け入れる…………！」

　決然と宣せん言げんし、ミロが顔を上げた。隠かくしきれない怯おびえを隠し、押さえきれない震えを押さえた──鋭するどく、危あやうく張はり詰つめた顔。

　悲ひ愴そうな気高さを纏まとうミロの横顔を唖あ然ぜんと見つめ、バーンは──

「………………ふざけんなよ、君」

　──ぐい、とその胸むなぐらを掴み上げた。

　虚きよを突つかれたような顔をするミロに、怒ど鳴なり声を浴びせる。

「なに、ダサいこと言ってんのさ！　カッコいいつもりか!?　誇り高く死ぬって、なんだよそれ！　ウケ狙いにしたって最悪のジョークだ!!」

「な──なんだと!?　お前になにが分かる！　誇りのなんたるかも知らない人間にッ!!」

「死ななきゃ誇りが汚よごれるってかい!?　だから根っこがないって言われるんだよ!!」

　激はげしく怒鳴り返すミロへ、バーンはさらに語ご勢せいを強めて言い返す。

　まるで子こ供どもの喧けん嘩かのよう──否いや、これは子供の喧嘩だ。本気の、本音の口喧嘩。

「君、アーティアが好きなんじゃなかったのか!?」

「なッ!?　そッ、そんなことは関係────」

「え、なんだって!?　聞こえないよ！」

　途と端たんに声を落とすミロに、バーンはわざとらしく耳を突き出した。

「僕ぼくはあの子が好きだぞ、なんべんだって言ってやる！　ヘイ、どうしたんだよ！　好きな子の名前も呼よべないお子ちゃまには難むずかしいのかい!?」

「…………………………ばっ、バカに、するなよ！　お……お前なんかより、お前なんかより俺はずっと長い間、アーティアが好きだったんだ!!」

　顔を真っ赤にして、ミロは真まっ直すぐバーンを睨にらみつける。

　ほんのかすかに口の端はしを持ち上げ、バーンは挑ちよう発はつ的な大声を上げた。

「はっ、嘘だね！　君はあの子のことなんか想おもっちゃいない！」

「ふざけるなよ！　俺は本当に、アーティアが好きなんだ！」

「じゃあ、もう一回言ってみろよ！」

「俺はアーティアが好きだ！」

「もーいっちょ言ってみようか！」

「俺はッ、アーティアが好きだッ!!」

「はい良いシャウトありがとう！……だったら、こんなとこで死んでらんないよな!?」

「あ────!?　あ……あ、当たり前だ!!」

　その一いつ瞬しゆん──彼を縛しばっていた何かが弾はじけ飛ぶのを、バーンは見た気がした。

　諦てい念ねんに曇くもっていた瞳ひとみは、今や木ぎれで作ったチャンバラの剣けんにも匹ひつ敵てきするほど尖とがり、興こう奮ふん冷めやらない真っ赤な顔はやけくそじみた形相に引き締しめられている。

　恐きよう怖ふも理り性せいも吹ふっ切って、剥むき出しの本音だけが暴走する。

（芝しば居い、クサすぎたかと思ったけど……や、単たん純じゆんさも師し匠しよう似で良かった）

「負けてたまるか、お前なんかに負けてたまるか！　俺は星ほし守もる茜せん鱗りんミロ・デルッカ！　今だけは、ここだけは絶ぜつ対たいにッ…………負けてたまるかあああぁぁ────!!」

　そして轟とどろく咆ほう吼こうが、花風を踊おどらせる。

　淡たん紅こう、翠すい緑りよく、紺こん碧ぺき、純じゆん白ぱく。幻げん想そう的な花はな吹雪ふぶきが薄うす闇やみを極ごく彩さい色しきに染そめていく。静せい謐ひつで獰どう猛もうな生命の奔ほん流りゆうに、感かん極きわまったように両りよう腕うでを広げるウーノが呑のみ込まれていった。

「──見事です、バーン！　挫くじいたはずの心、口先一つで立ち直らせますか！」

　彼は落としたレイピアをつま先で蹴けり上げ、素す早ばやく構かまえ直す。

　同時に、《息吹》の渦うずの中心で銀光が膨ふくれ上がった。花の旋せん風ぷうを呑み込む鉄の爆ばく裂れつ──もはや知覚など軽々と超ちよう越えつした剣けん閃せんは、瞬またたく間に花か弁べんのほとんどを切り落とす。

　逆さか手てに剣を握にぎり直し、彼は足下に炎ほのおすら幻げん視ししそうな勢いきおいで身体からだを捻ひねった。

「ですが、残念──」

　突き込まれた剣の生む風ふう圧あつに、ぱっと花か塵じんが散った時には──交差した魔ま剣けんとレイピアが、間合いを詰つめていたミロの棍こん棒ぼうを受け止めていた。

「──かつ、お粗そ末まつでしたね！」

　微び笑しようの端に明白な嘲あざけりを乗せて、ウーノは剣を振ふり抜ぬく。

　弾き飛ばされる勢いに合わせ、ミロは後ろへ跳とび退すさる。そのまま壁かべ際ぎわまで戻もどってくる彼の背せを叩たたいて、バーンは冷や汗あせの浮ういた顔を引きつらせた。

「見直したよ！　甘あまったれたこと言ってたくせに、やるときはやるじゃんか！」

「……ふ、ふん、気を抜くな！　追い詰められてることに変わりはないんだ！」

　早口に怒鳴り返してくる彼の背を気楽に叩いて、バーンはおどけて肩かたをすくめた。

「そんなことないよ。君の渾こん身しんの《息吹いぶき》のおかげで、僕ら形けい勢せい逆ぎやく転てんした」

「…………？」

　その言葉に怪け訝げんな顔をしたのは、ミロだけではなかった。

　合点のいかない顔で小首を傾かしげ、ウーノがわずかに剣先を下げる。

「どういうことでしょう」

「助けが呼べたってことだよ。花は、想おもいを伝える小道具と相場が決まってる」

　得意げに口の端を持ち上げて、バーンは辺りを漂ただよう花弁の一枚まいをつまみ取った。

　雪のように白く小さな、可愛かわいらしい花。

「──これ、白しろ蜜みつ草そうの花だ。痩やせた土地でも健けな気げに咲さく、深く根を張る強い花。……一回ハッパかけただけでやってくれるんだから、ほんとイカしてる」

「……あ……」

　ふと口元を押おさえて、ミロが小さく声をこぼす。

　不思議そうに顔をしかめ、ウーノが困こまったように辺りを見回す。

「花がどうだというのか分かりかねますが……どのみち、すべて斬きり落としましたよ」

「ふっふ、甘いね。世の中には剣じゃ絶対に斬れないものだってあるんだぜ」

「…………それはまさか、お仲間への信しん頼らい、とでも？」

「冗じよう談だん。この世知辛がらい開拓辺境フロンテイアで、いちいちそんなもん信じてらんないよ。信じるなら、そう────ビジネスライクな協力関係ってやつに限かぎる」

　摘つまんだ花弁にキスをして、バーンは先ほど破やぶった窓まどに視線をやった。

「深く根を張はる白蜜草の花は…………匂においが強いんだよ。すごーく、ね」

　ガラスのない窓の向こうに見えるのは、茜あかね色いろの雲と──唸うなる、黒い霞かすみ。





「んふッ────見つけましたわ。時計塔とうです」

　夕ゆう暮ぐれに沈しずむ、六番島舟トロンコの一角で。

　確かく信しんを込めて断だん言げんし、キャロラインは自分を取り巻まく黒い影かげ──無数の蜜みつ蜂ばちに腕を差し伸のべた。我われ先さきにと群むらがる蜂たちへ愛いとおしげに微笑ほほえみ、背はい後ごを振り向く。

「……蜂と話せるのか、お前」

　胡う散さん臭くさそうな顔をするヴィッテマ・カピロッシを、彼女は扇おうぎの陰かげから睨にらみつけた。

「いつも一いつ緒しよにいるこの子たちに限れば、ですけれど。多芸でごめんあそばせ？　頭ず突つきしか能のうのない田舎いなかヤクザの親玉さん」

「その頭突きのおかげで生き延のびてるんだ、チャラってことにしろ」

　じゃらり、と髪かみを鳴らし、彼はキャロラインを狙ねらっていた刃じん狼ろうを頭突きで跳はね返す。

　石いし畳だたみを滑すべっていく刃狼を、突とつ然ぜん、横から跳とんできた分ぶ厚あつい金きん属ぞく塊かいがへし折った。

「……しかし考えたものであるな、小こ童わつぱの《息吹》を探さがして蜂を飛ばすとは！」

　言いながら筋きん肉にくダルマ──もといブロック・キャリバーがどすどすと駆け寄よってきて、巨きよ大だいなサーベルで砕くだかれなお蠢うごめく刃狼を水路へ蹴けり落とす。

　その後ろから彼の部下、同じ制せい服ふくのスクィージが疲つかれた顔でやって来た。

「でも状じよう況きようは良くないですよ。一番島舟トロンコは今日、西の外れにある」

「確たしかにね。ここから追いかけるには遠すぎる」

　舌した打うちして、ヴィッテマの背後に庇かばわれたフェイ・スクィントが周囲を見回す。

「そもそも今は……こっちも身動き取れない」

　二十体近い刃狼が、キャロラインたちを包囲していた。

　カピロッシ・ファミリーの若わか衆しゆはヴィッテマの指し示じで他の島舟へ応おう援えんに向かったが、残ってもらった方がよかったのかもしれない──少なくとも盾たてにはなったろう──。

「こいつらの目的は足止めだ。だから包囲はしても、一いつ斉せいには襲おそってこない。他ほかの場所じゃそうでもないようなんだが……」

「……奴やつの意図に嵌はめられている」

　忌いま々いましげに吐はき捨すてるヴィッテマに、かすれた声が答える。ちろりと、キャロラインは視し線せんを彼の背後──フェイに支ささえられたアーティアへ向けた。

「ウーノ・フェレトロは、私たち……対たい抗こうしうる存そん在ざいの介かい入にゆうを恐おそれている。自分の力量を把は握あくしているから……私たちを遠ざける。姑こ息そくで……賢さかしい。手て強ごわい相手だ」

「むう。いっそ私とヴィッテマで時計塔まで走るか？　このままではジリ貧ひんだ」

「上う手まくありませんわね。それこそ奴らは一斉に襲ってきますわよ」

　唸うなるブロックに渋しぶい顔をし、キャロラインは刃狼の群むれを見み渡わたした。この数で圧おされては、さしもの筋きん肉にくダルマも刺さし身みにされるしかなかろう。

　それぞれ背せ中なか合わせに周囲を睨む六人の中に──ふと、呟つぶやき。

「待て」

　口を開いたのはスクィージだった。サーベルを握にぎり直し、声をひそめる。

「ヴィッテマ、今『他の場所じゃそうでもない』と言ったか？」

「言った。報ほう告こくじゃ怪かい物ぶつがこれだけ集まってるのは、ここと色いろ違ちがいのブロック・キャリバーが居いるところだけだと──」

「そこはどうでもいい。あんた、どうやってそれを知った？」

　切せつ迫ぱくした声こわ音ねで、スクィージは言葉を遮さえぎった。

　語ご勢せいに圧されて眉まゆをひそめ、ヴィッテマは肩かた越ごしに彼を振ふり向く。

「通信用の口笛信号フイスキオだ。簡かん単たんな号令からキレたジョークまで、音が届とどくなら連れん絡らくは取れるようになってる。広い街だからな、こんな手しゆ段だんも必要なわけだ」

「！　じゃあ、それでバーンたちに応おう援えんを──」

「出来ない相談だ。……言いたかないが、街の守りも現げん状じようで手て一いつ杯ぱいなんでな」

　顔を輝かがやかせるフェイへ即そく座ざに切り返し、ヴィッテマは静かに頭を振る。

「それを踏ふまえて、なにか策さくが？」

「…………。不確実性せいと馬ば鹿か馬ば鹿かしさに目を瞑つむれるのなら、一つ思いついた」

「なにやらアレな前置きですわね」

　半はん眼がんで見上げるキャロラインに肩をすくめ、スクィージはにわかに眼めを鋭するどくした。

「団だん長ちようの複ふく製せいたちの位置を知りたい。あの五人を再さい配置する必要がある」

「再配置？……そうか、なるほど…………十分、いや七分よこせ」

　舌したで唇くちびるを湿しめし、ヴィッテマが空へ口笛を吹ふく。「策」とやらを察したようだが、こちらはさっぱり分からない。文もん句くの一つもつけようとしたところで──ふと肩を掴つかまれる。

　振り向けば、アーティアの銀色の瞳ひとみが彼女を見下ろしていた。

「すまんが、取ってきて欲ほしいものがある」

「なッ──わ、わたくしを使い走りにしようとおっしゃるんですの!?」

「動ける内で、一番すばしこいのはお前だ。……頼たのむ」

「…………。今が非ひ常じよう時じで、あなたが怪け我が人だから承しよう知ちするのですわよ？」

　わざと大きく舌した打うちし、キャロラインは扇おうぎをドレスの袖そでにしまう。忌々しくはあるが、無力な下か層そう民みんへの施ほどこしもまた上流階級者ジエツトセツトの務つとめだ。多分。

　そして通りの向こう、フェイの家を指さしてアーティアが告げた「取ってきて欲しいもの」に──キャロラインは眉根を寄せる。

「……そんなもの、どうなさるおつもり？」

「悪わる足あ掻がきはしておくものだ。……とある与よ太た者ものにそう教わったのでな」

　怪け訝げんな顔をする彼女に、アーティアはかすかに笑って見せた。





「なるほど……匂においばかりは剣けんでは断たてない」

　煉れん瓦がの床ゆかを剣先で叩たたき、ウーノはちろりと窓まどを見上げる。

「怖おじ気けづいたふりでガラスを割わったのも布ふ石せきのひとつ、ですか────頭が回る」

「すっかり騙だまされたろ。ふりっていうかマジビビりだったからね」

　胸むねを張はって軽口を叩くバーンに、ウーノはしかし、変わらない笑え顔がおで答えた。

「ですが……間に合いますか？　六番島舟トロンコからこの時計塔とうまで、本日の島舟位置では時間がかかりましょうし、刃狼の妨ぼう害がいもあります。それよりも私が十歩ほど距きよ離りを詰つめ、あなたの手足の腱けんを断たつ方が早いとお思いにはならない？」

「やー、案外すぐ来るんじゃないかな」

　口ではそう言いながらも震ふるえる脚あしで、バーンはじりじりと壁かべ沿ぞいに移い動どうする。

「きっとすぐ来る。……たった一人、でも他ほかの誰だれが来るより頼もしい援軍が、さ」





「──七番島舟、電信局三階北向きのベランダに青い団長を！」

「了りよう解かいだ」

　叫さけぶスクィージに応こたえ、ヴィッテマがすかさず口笛を鳴らす。街中を飛び交かう口笛はそれぞれが混まじり合い端はたで聞いているとさっぱり意味が分からないのだが、吹いている本人たちには分かるものらしい。

　交こう錯さくする口笛に聞き入っていたヴィッテマが、おもむろにスクィージを振り返る。

「トラブルだ、青が守ってた区画が押おし切られた。白が十一番島舟トロンコに回れねぇ」

「あ!?　抜ぬかった……くそ！　十番からウチの団員を回してくれ！」

「了解だ。しっかりしろよ、作戦参さん謀ぼう」

「他の連中よりマシってだけで、別に頭ず脳のう労働専せん門もんなわけじゃないんだよ」

　揶や揄ゆするヴィッテマに、スクィージは猛もう烈れつな勢いきおいで手て帳ちようにペンを走らせながら呻うめき返した。紙面には、簡かん略りやく化かした街の地図と無数の文字列や矢印が書き付けられている。

　口笛と怒ど号ごうを交こう互ごに飛ばす二人を霞かすんだ視し界かいで眺ながめていると──不意に、ブロック・キャリバーが声を掛かけてきた。

「──民たみを護まもるためとはいえ、よもや貴き様さまと手を組むことになろうとはな、小こ娘むすめ」

「……確たしかに、妙みようなことになっているな」

　苦労して頬ほおを引きつらせてから、アーティアは襟えり巻まきを口元まで引き上げた。

「納なつ得とくいかんところはあろうが……今はその力、貸かして貰もらうぞ」

「ふん、無ぶ粋すい千せん万ばん。余あますとこなき我わが全力、以もつて答えとさせてもらおう」

「……。助かる」

　顔を背そむけてこぼした言葉に、彼が目を剥むくのがわかる。わかるので目は合わせない。

　その時、スクィージが勢いきおいよく帳ちよう面めんから顔を跳はね上げた。

「あとは赤い団だん長ちようを九番経けい由ゆで三番島舟西の銀行の屋根に！──準じゆん備び出来ました!!」

「うむ、いざや胸むな突つき八丁であるなっ！」

　こちらへ叫ぶ彼に、ブロックが力強く頷うなずき返す。ごき、と首を鳴らして鼻息を吹くブロックに、スクィージが北方の空を見上げて付け足してきた。

「射角は仰ぎよう角かく五十度前後。あの煙えん突とつと旗はた竿ざおの間を通す感じでお願いしますよ」

「ふむ？　一番島舟とは方角が違うようだが」

「あっち回さないと高度が稼かせげないんです」

「──キャンドルブック！　配置完了だ!!」

　口笛信号を飛ばしていたヴィッテマが張り詰めた声で叫んでくる。先ほどより間かん断だんなく襲おそってくる刃狼を、彼は髪かみの鎖くさりとスーツの鋼こう線せんでいなしていた。

「ここも他よ所そも長く保もたねえ！　さっさとやれ!!」

「分かってる！　団長、頼みます！」

「…………。今さらアレだが、本当にこの策さくでいくのか？」

　半はん眼がんで膝ひざを抱かかえながら、アーティアは足下を──彼女を肩かたに担かつぎ上げているブロックを見下ろす。彼は不必要に力強い笑みを浮うかべて頷いた。

「距離と体重と戦力の兼かね合いを考えればこの手しかあるまい。気を抜くな」

「反はん論ろんはないが……不思議と黙だまってもいられんな」

「アーティア、気をつけてよ」

　しかめ面で呻うめくアーティアを、眉まゆ根ねを寄よせたフェイが心配そうに見上げてくる。血の気の薄うすくなった顔で、アーティアはその人間の友人に微笑ほほえみ返した。

「ん。……必ず、馬鹿弟で子したちを連れて戻もどる」

「当然ですわよ。お父様の身代わりの件けん、よもやお忘わすれではありませんわね」

　フェイの隣となりでは、腕うで組ぐみしたキャロラインが不ふ機き嫌げんそうに口を曲げている。

　苦く笑しようを隠かくして襟巻を押さえ、アーティアは、硬かたい吐と息いきを呑のみ込んだ。

　同時に深く息を吸すい込み、ブロックが大きく身体からだを反らす。バッファローにも睨にらみ勝てそうな眼めをきっちり仰角五十度に向け、腕の筋きん肉にくを絞しぼり上げると──

「…………そおおりゃあああぁぁあぁああぁぁああッ!!」

　──地の果てまでも届きそうな雄お叫たけびと共に、彼女の身体をぶん投げた。





「だああああああああッ!?」

　悲鳴を上げるバーンをかすめ、ウーノの剣けんが時計塔とうの壁かべを幾いく度ども穿うがつ。

　飛び退のいた勢いのまま前転して起き上がると、バーンは斜ななめ前方へジャンプした──その直後、彼がいた空間を投とう擲てきされたレイピアが切り裂さいていく。

　無様ながら恐おそろしく素す早ばやく逃にげてくるバーンに、ミロが半眼の視線を向けてきた。

「……逃げるときだけ動きがキレるな、お前」

「まかせてくれ」

「褒ほめてないッ」

　親指を立てる彼の尻しりを蹴け飛とばし、ミロが目をつり上げる。その奥おくに怯おびえが透すけて見えるのは相変わらずだが……張り詰つめた心を緩ゆるめる隙は作れているようだ。

　ウーノは右手に魔ま剣けんを持ち直し、悪戯いたずらをたしなめるような淡あわい笑みを浮かべる。

「お仲間が来るまで時間稼ぎ、というつもりなのでしょうが……それでどうなります？　鍵かぎは蒸じよう気き式しき機械錠じよう、扉とびらは三重熔よう着ちやくギコルド鋼こう──よしんば辿たどり着いたとして、大たい砲ほうでもなければ侵しん入にゆうはかないません。……少々行き当たりばったりでしたね」

「さー、どうだろね。行き当たりばったりかどうか、すぐに分かると思うよ」

　乱みだれたブロンドに手て櫛ぐしを入れ、バーンはウインクを投げ返した。



    

  
    
      　降ふり注ぐ機械音の下、肩をすくめて剣をこちらに向けるウーノを油断なく睨みつけながら──ふと、ミロが視し線せんを外さずに訊たずねてくる。

「──なあ。もし俺おれがあの花を生めなかったら、どうするつもりだったんだ？」

「ん？…………………………………………。ねえ？」

「行き当たりばったりなんじゃないかっ！」





「────むんッ！」

　凄すさまじい勢いきおいを強ごう引いんに押さえ込こみ。

　空の彼方かなたから飛んできたアーティアの身体を、漆しつ黒こくの肌はだのブロック・キャリバーが受け止める。衝しよう撃げきに肺はいと脚あしの傷きずが軋きしみ、彼女はほんのわずか吐息をこぼした。

「急げ、下の連中が保たねえぞ！」

「言わずもがな！…………ぬうぇああああッ!!」

　傾けい斜しやのきつい郵ゆう便びん局の屋根にしがみついたカピロッシ・ファミリーの男に応こたえ、黒いブロックは足場の悪さをものともせず振りかぶり、アーティアを放り投げる。大気の壁を強引に押し分け、彼女は夕暮ぐれの空を飛んでいった。

　──六人のブロック・キャリバーによる、アーティアの中ちゆう継けい。

　人間離ばなれした彼の膂りよ力りよくがあり、カピロッシ・ファミリーによる通信連れん携けいがあり、なおかつその間魔剣の怪かい物ぶつを押しとどめていられる〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉の存そん在ざいがあって初めて成立する策さく。条じよう件けんこそ繊せん細さいだが、内容は大おお雑ざつ把ぱかつ不ふ確かく実じつだ──すでに二回目の中ちゆう継けい時、白いブロックが彼女を湖に落としかけている──。

「────来たな、小こ娘むすめ！」

　と、野太い声が聞こえ、身体が何か硬かたいものにぶつかる。

　ぎゅっと閉とじていた目をそろりと開ければ、一いつ瞬しゆん前に見たのと同じ──ただしこちらは肌が赤い──ブロック・キャリバーの顔があった。

「一番島舟トロンコはすぐそこだ。……が、分からんことがある」

　そこまで言い、赤いブロックは視線を横へ流す。時計塔はもう目と鼻の先にあった。脚の怪け我がさえなければ、湖を泳いで渡わたっても数分とかかるまい。

　茜あかね色いろの夕ゆう陽ひに黒々と沈しずみ込む塔の扉とびらを見下ろして、ブロックが顔をしかめる。

「ここからあの扉まで投げ落とせば、貴き様さまも無事では済すまんのではないか？」

　その言葉に一瞬だけ下を見てしまい──アーティアは即そく座ざに目を閉じた。

　ここは七階建ての銀行の屋上、カピロサで二番目に背せの高い建物の上である。

「扉にも錠前くらいかかっているだろうに。通信役の若わか造ぞうは怪物退たい治じの応おう援えんに行かせてしまったため、作戦がさっぱりなのである」

「……な、なんのためにこんな阿あ呆ほのように高い場所に来たと思っている」

　瞼まぶたに焼き付いてしまった光景を頭から追い出しながら、アーティアは早口に言う。

「扉を閉とざす術すべは調べても、さすがにくだらん笑い話までは関知していまい。貴様は知っているか？　聞けばあの塔、昔ある大雨の日に──」

「──おお、なるほど。合点がいったぞ」

　その話の先を、ブロックは知っているようだった。納なつ得とくの顔で時計塔に向き直り、そちらに向かってアーティアを構かまえ直す。

「では…………カタをつけてこい、小娘ぇッ!!」

　耳元で出されるには辛つらい大音声と共に、彼女は上方へ放ほうり投げられる。押し流すような空気の壁の中で襟えり巻まきを握にぎり締しめ、アーティアは大きく息を吸すって前を睨にらんだ。

　迫せまり来るのは文字盤ばんと──そこに設もうけられた、整せい備び用通路の出入り口！





　はるか上方で響ひびいた破は砕さい音に、その場の全員が顔を跳はね上げる。

　遠い残ざん響きようを引きずり、機械音の合間から降ふり注ぐ細かく鋭するどい音は、数秒ほどして、砕くだけたガラスの破は片へんに化けた。

（!?　何だ────っ!?）

　困こん惑わくしつつ、ミロはとっさにその場を飛び退のく。舌した打うちし、ウーノもまた素す早ばやく壁かべ際ぎわへ下がり────バーンだけが、降り注ぐガラスの真下へ走り出していた。

「!?　ば…………」

　気でも狂くるったのか。

　中ちゆう途と半はん端ぱに上げかけたのは罵ば声せいか叱しつ責せきか、あるいは悲鳴だったのか…………と。

　奇き妙みような音を聴きいた気がして、ミロはもう一度上を見上げた。

　軋きしむ機械の向こうから、確たしかにガラスとは別の音が降ってくる。あちこちの機械や通路やらにぶつかりながら…………やがて聞こえてくる、声。

「──…………ぁぁぁぁあああああああああ!!」

「だぁあああぁぁぁああぁッ!?」

　散らばるガラスの上へ真っ直ぐに落ちてくる声の主を、疾しつ走そうしたバーンが横からかっさらっていく。落下の速度を殺しきれず、受け止めたものごと壁まで転がっていく彼を呆ぼう然ぜんと見送りながら──ミロは唐とう突とつに、降ってきた声の正体に気付いていた。

「あ、アー……、……姉ちゃん!?」

　石せき壁へきにぶつかり無言でもだえるバーンに抱かかえられているのは、流りゆう麗れいな黒くろ髪かみと茜色の襟えり巻まきを巻まき付かせたアーティアだった。

　彼女は血の気の引いた手で力一いつ杯ぱいバーンにしがみつき、かすれた声を絞しぼり出す。

「にッ、ににッ、にッ────二度とせんからな、こんなことッ!?」

「ちょ……あ、アーティ……分かったから、離はなして、手……息、死…………ッ」

　揺ゆさぶられながら嫌いやなキーワードをこぼすバーンの顔は、彼女以上に青ざめていた。

　慌あわてて駆かけ寄より、ミロはその手を後ろから押おしとどめる。

「ね、姉ちゃん、落ち着いて。死んじゃうよそいつ」

　大きく肩かたで息をしながらこちらを向き、アーティアはぱっとバーンを解かい放ほうする。うっすらと涙なみだすら浮ういた銀色の眼めをふと柔やわらかく緩ゆるめて、彼女はそっと頬ほおに手を触ふれてきた。

「……よくやった、ミロ・デルッカ。お前の真実、見つけられたようだな」

「────あ。う、うん」

　その言葉に、数分前の絶ぜつ叫きようを思い出してしまって、ミロは反はん射しや的に顔を背そむける。

　彼の肩を借りて立ち上がりながら、アーティアはちろりとバーンを見下ろした。

「…………やい、鼻血を拭ふけ。みっともない」

　そう言って、服の下から取り出した布ぬのを投げつける彼女に、ミロは首を捻ひねる。彼女は横目にこちらを見下ろし、質しつ問もんを封ふうじるように目を細めた。

　困こん惑わくし、押し黙だまる──彼は鼻血など出していないではないか。

　バーンも怪け訝げんな顔をして、渡わたされた布を掴つかむ。そして、大きく目を見開いた。

　血の出ていない鼻を痛いたそうに押さえると、彼は情なさけない顔で立ち上がる。

「……ひっどいなぁ。これ、君受け止めたときにぶつけたんだぜ？」

「ふん、根こん性じようなしめ」

　一いつ瞬しゆんだけ口の端はしを持ち上げ、アーティアは前に向き直った。

　ガラスが飛び散り雪原のように輝かがやく煉れん瓦がの床ゆかを、ウーノが歩み寄ってくる。

　革かわ靴ぐつの底をじゃりじゃりと鳴らしながら、彼は鋭い音を立てて剣を一ひと振ふりした。そして極きよく限げんまで張はり詰つめた殺意を、もはや隠す気もないだろうに──微び笑しようを浮かべる。

　まるでそれ以外に作るべき顔を知らないと言うような、奥おく底そこの歪ゆがんだ微笑。

「それで──策さくは、お終しまいですか？　ならば私の優ゆう位いは崩くずれておりません」

「ふん？」

「虚きよを突つかれはしましたが、アーティア。あなたは既すでに脅きよう威いではない」

　笑顔のまま、ウーノは魔ま剣けんの切っ先でアーティアを──彼女の左ひだり脚あしを示しめす。応おう急きゆう処しよ置ちとも呼よべない縛しばっただけの傷きずからは、まだ生々しい鮮せん血けつが滴したたっていた。

　憮ぶ然ぜんと鼻を鳴らし、アーティアは斜しや眼がんに相手を睨にらみ返す。

「……脚の一本程てい度どで、随ずい分ぶんと舐なめられたものだな」

「まったくだね。足が動かないくらい、この子にとっちゃなんでもない」

　低く呻うめくアーティアに合わせ、バーンが鼻を押さえたまま続けた。

「半月くらい前だ。ひどい大雨に遭あって狭せまい岩場で一ひと晩ばんしのいだんだけど、彼女ずっと姿し勢せい変えなかったもんだから次の日、足痺しびれて立てなくなっちゃってね。ここぞとばかりに指さして笑ってたら、靭じん帯たい切れそうなくらい膝ひざの裏うらにチョップされたんだぜ！」

「つ、つまらんことを覚えてるんじゃない！」

「いや、すごく可愛かわいかったからさ。…………うん。可愛かったからさ」

「笑ったな、いま笑ったな。こっち向けお前、待て、逃にげるなッ！」

　顔を背そむけてするすると後ずさるバーンに、アーティアは腕うでを振り回して怒ど鳴なった。その勢いきおいに引きずられて必死に踏ふん張りながら、ミロは困こん惑わくに顔を歪ゆがめる。

（この期ごに及およんで……なんでこんな無意味な話をしてるんだ？）

　同じ事をウーノも考えたのだろう。ガラスを踏み、静せい寂じやくを汚よごして近づいてくる。

「無意味な時間稼かせぎはおよしなさい。無様が過すぎます」

「いいや、意味のある時間を稼いだ。無様なのは否定できんがな」

　飄ひよう々ひようと答えるアーティアに、ウーノはぎょっとして歩みを止めた。

　彼女は泰たい然ぜんとして肩を揺ゆらし、意味ありげに細めた銀の瞳ひとみを横へ流す。

「──静かだと思わないか」

「…………、ッ!?」

「まだ問いに答えていなかったな。『策は終いか』、だったか」

　はっと気付き、ミロは弾はじかれるように彼女の視し線せんを追った。

　床の端、頼たよりない鉄てつ柵さくの向こう。重々しく駆く動どうしていた歯車が停止している。常つねに塔の中に満ちていた機械の駆動音が、いつの間にか止まっているのだ。

　代わりにはるか──はるか上の方でぎしぎしと、何かの崩ほう壊かいを予感させる音。

「答えは…………否いな、だ」

　限げん界かいはその時訪おとずれた。

　塔を揺るがす轟ごう音おんを曳ひき、頭上から巨きよ大だいな歯車や鎖くさりが降ふってくる。そのどれもが真っ白に凍とう結けつしていた──塔へ飛び込んできた時、彼女が《息吹いぶき》で凍こおり付かせていたのか。

「機関部を崩壊させ…………!?　迂う闊かつッ！」

　歯は噛がみしたウーノが後ろへ跳とぶ。彼の残ざん影えいを追うように、落下してきた巨大な歯車が床を粉ふん砕さいし、島舟トロンコの基き部ぶにまで貫かん通つうした。

　その瞬間、アーティアがミロの肩かたをとん、と突つき放す。

【──震ふるえて、墜おちよッ！】

　そして倒たおれ込こみざま、吹雪ふぶきの《息吹》を解ときはなった。

　床へ突き刺ささる機械の合間を、凍こごえる旋せん風ぷうが駆かけ抜ぬける。轟ごう音おんすらも凍いてつかせる猛もう吹雪は、とっさに半歩飛び退のいたウーノのスーツの裾すそを引きちぎり、逃げ遅おくれた左腕をねじり上げ、熱を奪うばっていく。

　腕を庇かばい、膝ひざを折り、しかし彼はよろめく脚で踏みとどまった。

「ッ…………これは、まいりましたね！　まったく、あなたは素す晴ばらしい!!」

　その口元には、笑み。

　顔の左半分を真っ白に凍結させたまま、まともではない──まともでは作れない微笑を浮かべ、ウーノは魔剣を一いつ閃せんさせる。

「ですが、これでようやく証しよう明めいできます────私は、あなたより優れている」

「…………な、なん、だって……？」

　唐とう突とつにこぼれた奇き妙みような言葉に、ミロは思わず聞き返す。

　ウーノは答えない。おそらく、聞いてすらいない。その感覚に酔よい痴しれるように、大おお仰ぎように右腕を絞しぼる。歪んだ剣先を睨みつけ──アーティアは、長い溜ため息をついた。

　心底呆れ果てた。そんな溜め息。

「私より貴き様さまが、どう優すぐれているのか……そんなことは知らんが」

　面めん倒どう臭くさそうに呟つぶやき、頭を掻かきながら、アーティアは半眼でちろりと視線を動かす。

「…………あの与よ太た者ものより劣おとっているのは、問題だよ」

　小さく息をつく彼女の視線を追い──ミロは目を剥むいた。



　ほどけて消えかけた吹雪の中から、バーンが転がり出る。



　落ちていた機械の軸シヤフトを拾い上げ、彼は身体からだに巻まいていた布を脱ぬぎ捨すてる。先ほどアーティアが渡わたした布。霜しもが降おりてぼろぼろになったそれには、よく見れば見覚えがあった。

　フェイ・スクィントの研究成果──《息吹》を遮しや断だんする敷しき布ふ。

　身震いして雪を落とし、お世せ辞じにも雄お々おしくはない雄お叫たけびを上げ。

「っだああぁあぁぁあぁあああぁ!!」

　バーンは両手で握にぎったシャフトを、無む防ぼう備びなウーノの後頭部に振ふり下ろした。





「だ──大だい丈じよう夫ぶだよね？　これ、死んでないよね？」

　うつぶせに倒れたまま動かないウーノをつま先でつつき、バーンは不安げに呟つぶやいた。

　アーティアは怪け我がのない方の脚あしで、彼の手から魔ま剣けん『憂鬱卿の手鏡ザ・サイ』を蹴け飛とばしている。歪ゆがんだレイピアが元のシンプルな両りよう刃ば剣に戻もどったのを確かく認にんしてから、力のない半眼でのろのろとこちらを見上げてきた。

「……心配なかろ。お前、急所を外して手を滑すべらせていたからな。実じつ際さいに打ったのは頭ではなく背と肩だ。背はい後ごから奇き襲しゆうまでかけて、なぜそこまでしくじれる？」

「い、いやほら《息吹いぶき》で寒かったし。結果オーライっていうか」

「な、なあ……」

　明後日あさつての方向に視線を逸そらしていると、横から服の裾すそを引っ張ぱられる。

　バーンの服を掴つかんだミロが、彼とアーティアの間に視線を往おう復ふくさせながら訊きいてきた。

「結局……どこからどこまで、策さくの内だったんだ？」

「ん、さっきの？　ほとんどアドリブだよ」

　肩をすくめてるバーンに、ミロはぎょっとしたように目を見開く。

　まだあちこちにこびりついている《息吹》の雪を払はらい落としながら彼は続けた。

「君が来てくれたから、花の《息吹》で助けを呼べるなって思ったんだ。で、間に合うように助けが来るなら、多分あんなバカな方法でアーティアが来るしかないわけで」

「馬ば鹿かで悪かったな。……命いのち懸がけだったんだぞ、私は」

　拾った魔剣を杖つえ代がわりにして立ち上がるアーティアに手を振り、バーンは苦く笑しようする。

「感かん謝しやしてるって。……あ、そうそう。あの布と鼻血のくだりは冴さえてたね。時計凍らせてたのは気付かなかったから驚おどろいたけどさ」

「そうだろうと思ったわ。まあ、即そつ興きようにしては上首しゆ尾びだろう」

「ちょ……ちょっと、ちょっと待ってくれ！」

　呑のん気きに笑うバーンと億おつ劫くうそうに首をすくめるアーティアの間に割わり込み、ミロが両りよう腕うでを振り回した。怪け訝げん顔の二人を交こう互ごに見やり……最終的に、彼はバーンへ食ってかかる。

「結局、大博打ばくちだったんじゃないか！　よくもあんなデカい態たい度どにでられたな!?」

「はっは、ブラフブラフ。賭かけには勝ったわけだし、いいじゃないか」

「よくない！　俺おれが言いたいのは────」

　と──頭を掻かきむしって叫さけぶミロの顔が小さく横へぶれた。同時に、たん、と軽い音。

　何ごとかと眉まゆをひそめ、驚いた顔をしているミロを見つめて────ぶれたのは自分の視し界かいだと気付いたのは、間ま抜ぬけなほどに時間が経たってからだった。

「……………………、あれ？」

　こぼす声すら間抜けに響ひびかせ、バーンは視線を下ろす。

　音もなく起き上がったウーノが、もたれるように、彼の胸むねに手の平を当てていた。

「……ぃいいぃイイィィィイィイッ!!」

　三人の誰だれが動くよりも早く、ウーノは金切り声をあげてバーンを突つき倒たおす。

　床ゆかに背中が触ふれた瞬しゆん間かん、手を当てられた胸に短く鋭するどい痛いたみが走り──直後、全身を内側から寸すん刻きざみにされるような激げき痛つうが彼を襲おそった。

「う────あああぁぁあぁあああぁあッ!?」

「貴様ぁっ!!」

　怒ど号ごうが破は裂れつし、バーンの上から唐とう突とつにウーノの体重が消える。同時に、気が狂くるいそうなほどの衝しよう撃げきと苦痛も霧む散さんする。代わりに軽く小さな重みが触れてきた。

「──ッしっかりしろ!!　大丈夫か!?」

　杖代わりの剣を捨て、ウーノを突き飛ばしたアーティアが覗のぞき込んでくる。

　顔にかかる彼女の髪かみの柔やわらかな感覚に、笑えみを浮うかべようとした時──突然、胸の奥に火か砲ほうでも撃うち込まれたような、灼しやく熱ねつの衝撃が生まれた。

「ッが……!?　あ、ぎ、あああぁあぁああぁッ!?」

「な、ど、どうした!?　おい！　バー……、っ!?」

　胸を掻かきむしる彼をアーティアが抱だきかかえようとした途と端たん──喉のどをせり上がった灼熱が炎ほのおの渦うずとなり、彼女を押おしのけるようにして口から噴ふき上がった。

　その禍まが々まがしい紅ぐ蓮れんの炎は紛まぎれもない────《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》。

「っ…………暴ぼう走そう、だと!?　馬鹿な、なぜ…………くそ！」

　炎が爆はぜる無数の火の粉を見上げて呻うめき、アーティアはすぐにバーンへ視線を戻した。彼の耳元へ顔を寄せ、大声で叫びかける。

「聞こえるか!?────円を考えろ！　お前を中心に円がある！」

「あ、ぎッ……あ、ああ…………!?」

「その円をばらばらに壊こわして、一本の線にするんだ！　できるな!?　その線は地平線だ！　お前が、お前であるための地平線だ！　聞こえているか、おい!!」

　暴あばれる彼の肩を掴つかみ、彼女は必死に叫び続ける。

　氷の鐘かねを弾はじくようなアーティアの声は少しだけ心を落ち着かせてくれた。

「いいか、お前を苛さいなむ焔ほのおはその地平線の向こうにある！　だが案ずるな、焔が地平線を越こえることはない！　それをお前が許ゆるさないからだ！　聞こえているな!?　お前は、焔がお前を灼やくことを絶ぜつ対たいに許さない！　絶対に────絶対に許さないッ!!」

「ああぁッ……あ……！　っか、ぐ……が、ああ……う……？」

　か細い正気を必死に繋つなぎながら、バーンは途切れそうになる意い識しきの片かた隅すみでなんとか言われるとおりのイメージを映うつし出す。ぼやけた線が、踊おどる焔を押し返す──

　と、その線が前触れもなく、途端に鮮せん明めいな直線になった。かと思うと、胸を食い破やぶらんばかりに渦うず巻まいていた灼熱も嘘うそのようにかき消える。

　がばっ、と跳はねるように上体を起こし、バーンは困こん惑わくに顔を曇くもらせた。

「な──なに？　いきなり楽になったんだけど…………今のは？」

「…………《息吹》の暴走を抑おさえる、暗あん示じ制せい御ぎよ法の一つだ」

　安あん堵どの息をつき、アーティアがぐったりともたれてくる。

「多用するな、回を重ねれば効こう果かは薄うすれるんだ。……だから今まで隠かくしていたんだが」

「う、うん…………ありがと、助かった」

　汗あせで額ひたいに張り付いた髪を払ってやりながら、バーンは神しん妙みような面おも持もちで頷うなずく。

　アーティアを支ささえて立ち上がる彼に──横合いから、嘲あざけるような声が投げられた。

「ヒ……自じ我がを保たもちましたか……存ぞん外がいに、しぶとい……ヒィイ」

「……なにをした」

　ふらふらと人間味に欠けた動作で立ち上がるウーノを氷点下の瞳ひとみで睨にらみつけ、アーティアが唸うなる。風が抜けるような音をこぼし、彼はこちらへ右手をかざした。

「《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》…………片へん鱗りんなれど、頂ちよう戴だいいたしました。職しよく務むは、完かん了りようです」

「そっ…………!?」

　愕がく然ぜんと呻うめき、バーンは思わず胸の傷きず跡あとを押さえる。

　ウーノの手の平を突き破って、鈍にぶく光る金きん属ぞくが突き出していた。

　刃は物ものではない。数種類の金属で出来た複ふく雑ざつな機械。生々しく、毒々しく血に濡ぬれた薄青色のそれは、機械の端たん子しのように見えるが…………

「私は、道具です。が、優ゆう秀しゆうな──そう、あなたより、優秀な道具です」

　ウーノは懐ふところに手を入れ、小さなスキットルを取り出した。バーンが投げつけた物だ。凍こおった指でぎこちなくキャップを外し、押しつけるように中身をあおる。

　その口の端はしから……肉の焦こげる音と、白はく煙えんが立ち上った。

　陶とう然ぜんと笑むウーノの頬ほおが、みるみるうちにどす黒く染まり、ぼとりとそげ落ちた。強きよう酸さんでも含ふくんだようにただれて穴あなの空いた頬から、彼は高らかに濁にごった声を放つ。

「……ッわたシ、もォ──ワたしも、酔えル！　あナただけでハないぃぃ……優ぅぅうシュううだカラ！　アナたより、アなたヨリ、あナタより……ヒイいぃいっ！」

「!?　なにを言って──」

　叫さけぶアーティアを、焦しよう点てんの合わない彼の瞳はすでに見ていなかった。

　一挙動ごとに筋きん肉にくを断たち切るような動作で、ウーノは『憂鬱卿の手鏡ザ・サイ』を拾い上げる。その剣けんを逆さか手てに持つと、溶とけた肉と血の混まざった薄うす桃もも色いろの泡あわを吐はき──

「見、ゼであゲ……ワ、ダジの本、しヅぅ……ごレ、が……命、のォ……証明ぇエッ!!」

　──自分の胸に魔ま剣けんを突つき立てた。

　ばきばきと湿しめった破は裂れつ音を纏まとい、彼の背せから枝えだ分わかれした切っ先が飛び出した。伸のび上がった刃はに別の刃が絡からみつき、巨きよ大だいなシルエットを構こう築ちくしていく。

「ば、馬ば鹿かな……そんなッ、そんな馬鹿な!!」

　金属音を撒き散らし変形する刃を見上げ、ミロが悲鳴を上げている。そんな余よ裕ゆうが自分にもあれば、バーンも泣き叫んで頭を掻かきむしりたいところだ。

　硬こう質しつの異い音おんを咆ほう吼こう代わりに、傲ごう然ぜんと三人を睥へい睨げいするその巨きよ体たいは、まるで──
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「──まただわ」

　夕暮ぐれに染そまる通りの中心。

　彼方かなたに上がる轟ごう音おんと水柱を見て立ち上がるフェイを、地面に座すわり込こんだヴィッテマが見上げる。ほどけて顔にかかる髪かみと鎖くさりを払はらいのけ、彼は口を開いた。

「今度はどっちだ？」

「三番島舟トロンコの方じゃないかしら。……どんどん近づいてる」

　答えた時、地面が震ふるえる。湖の底で何かが蠢うごめいているような不安を煽あおる震しん動どう。

「発はつ破ぱの類たぐいの不始末ではなさそうですわね……火薬の臭においがしませんわ」

　同じく路上に座り、ブロンドを結ゆい直していたキャロラインが顔をしかめる。ドレスを汚よごさないよう、下には灰はい色いろの布ぬのを敷しいていた──遠くで、なぜか上着を着ていないスクィージが恨うらめしげに彼女を睨にらんでいる。

　その傍かたわらで仁に王おう立だちに構えるブロックが、裂れつ傷しようだらけの顔を渋じゆう面めんにしていた。

「順当に考えれば、小こ僧ぞうらが上う手まくやったのであろう。だから怪かい物ぶつは消えた」

「で、一いつ緒しよになにか下手も打った……か。面おも白しろかないけど、妥だ当とうなセンだわね」

　同じ方向を眺ながめながら呟つぶやき、フェイは半はん眼がんで嘆たん息そくする。

　数分前──突とつ然ぜん、街中から魔剣の刃じん狼ろうが消え失うせた。ウーノが魔剣を手放したのだろう、文字通り幻げん灯とうのようにかき消えたのである。それ自体は歓かん迎げいすべき事だった。

　時計塔とうの方で轟音と巨大な水柱が上がったのは、その直後である。

　正体不明の音は立て続けに四度響ひびき、その度たびにこちらへ近づいてきているようだった。

「……わたくしたちも引き揚あげ時と思いますけど。巻まき込まれたらコトですわよ」

「だめよ、バーンたちが帰ってきてない」

　呟くキャロラインへ即そく座ざに言い返すと、スクィージが投げやりに口を挟はさんでくる。

「逃にげ足に関しちゃ、俺たちが心配しなきゃならないタマじゃないだろ」

「それはッ…………まあ、そうね」

　反はん射しや的に抗こう弁べんしかけ、否ひ定ていする材料が思いつかずフェイは頭を掻いた。一いつ斉せいに見つめてくる四人にたじろぎながら、それでもフェイはなんとか平静を装よそおって答えた。

「分かった、みんなは逃げて。あたしはもう少し待ってみる」

「駄だ目めだ。この湖じゃ俺が許ゆるさないことは許されない。知ってるな？　従したがえ」

「ッあんたね……」

　髪を鳴らして立ち上がるヴィッテマを険けん悪あくに睨にらみつけた、その時。

　……ぁぁぁぁぁぁぁぁ……

　遠くで悲鳴が聞こえた──必死なくせに、どこか気合いの入り切らない情なさけない悲鳴。

　罵ば倒とうを呑のみ込んで振ふり返れば、通りの向こうから駆かけてくる人ひと影かげが見えた。

「！　バーン!?」

　他ほかの誰だと思ったわけでもなかったが、叫ぶ。

　横よこ抱だきにアーティアを抱かかえたバーンが、顔面を蒼そう白はくにさせてこちらへ走ってきていた。

「よかった！　二人とも無事だっ────ってちょ、どこ行くのよ!?　ねえ!!」

「ああああああああああああ!?」

　笑え顔がおのフェイが言葉を終えるより早く、バーンはその横を駆け抜ぬけていく。遠ざかる彼の背をぽかんとして見送っていると……また、背後から声が聞こえる。

「……おい、お前ら！」

　よろよろと走ってきたのは、ミロだった。バーンの逃げ足について行けなかったのか大きく息を乱みだしながら、それでも無理やりに言葉をひねり出してくる。

「ここッ、マズい……！　逃げ……、……早くッ………………逃げろ!!」

　荒あらげた呼こ吸きゆうに紛まぎれたその声を聞き取れた者はいなかっただろうが、彼が伝えようとした内ない容ようだけはその直後、誰もが理り解かいした。

　五度目の轟音。

　ひときわ強い震動に高々と噴ふき上がる水柱、そして飛び散る瓦が礫れきを伴ともなって──島舟の基き部ぶを食い破やぶり、鈍にび色いろの竜ドラゴンが六人の眼がん前ぜんに飛び出した。
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　轟音と悲鳴と罵声を呑み込み、六番島舟トロンコ全体に亀き裂れつが走る。

　まず皿を割わるように、真っ二つに島舟がへし折れた。それぞれの欠片かけらは自重でさらに砕くだけていき、次々と湖に沈しずんでいく。激はげしく波の立つ湖面に辛かろうじてまだ浮かんでいる島舟の残ざん骸がいにへたり込み、バーンは抱えたアーティアへ涙なみ混だまじりに絶ぜつ叫きようした。

「なんだよアレなんだよアレっ!?　意味分かんないよマジ、なんで竜ドラゴンになるのさ!?」

「やかましい、落ち着かんかい！」

　──島舟を食い破やぶった巨きよ大だいな怪かい物ぶつは、まるで鋼はがねで織おり上げた竜だった。

　鱗うろこ代わりに並ならぶ無数の切っ先に、背中には翼つばさのような斧ふ刃じんが一対。鋼こう鉄てつの綱を縒より合わせたような尾おと首に、頑がん丈じような基き盤ばんを容た易やすく破は砕さいする、蜥蜴とかげを思わせる顎あご。

　沈しずみかけた夕ゆう陽ひを照り返す刃の竜は、飛び出した時と同じ水柱を上げて再ふたたび湖へ潜もぐっていった。気き泡ほうで濁にごる湖面を睨にらみ、アーティアが歯を軋きしらせる。

「気をつけろ、あれは竜ではない……魔剣が竜の形を模もしている、姿すがたを変えただけの剣に過すぎん。…………だから、命の流れが読みにくい」

「…………。それは、なに？　つまり──」

　命の流れとは何のことか分からなかったが、言わんとするところは漠ばく然ぜんと察し。

　弾はじかれるように立ち上がったバーンが別の残骸に飛び移うつった途と端たん──湖から飛び出した魔剣の竜が、それまでへたり込んでいた残骸を一呑みに呑み込んでいった。

　次々と残骸を跳とび渡わたりながら、彼は裏うら返がえった声で叫ぶ。

「──つまり、どっから襲おそってくるか予想できないってことだよね!?」

「察しが良いな！　お前にしては上出来だ！」

「そりゃーどーも恐きよう悦えつ至し極ごく────っだああぁおああぁあッ!?」

　半ば以上やけくそで軽口を叩たたこうとした瞬しゆん間かん、蹴けったばかりの残骸が鋼の尾に薙なぎ払われた。巻き起こる飛沫しぶきと衝しよう撃げきに足あし下もとをすくわれ大きく体たい勢せいを崩くずす。

　乗り移りかけていた残骸へ、バーンは無理やり身体を捻ひねって背中から着地する──と。

「……っだああぁッ！　ッげほっ……お、おい！　死んだかお前!?」

「っは──ッ！　だッ……誰が、死んでるっての…………っ！」

　同時に、同じ残骸へ湖から誰かが這はい上がって来た。

　まず上がってきたのはミロである。彼の手をとり、言う通り死にそうな顔で引き上げられているのはフェイだった──ロングスカートで湖に落ちれば無理もない──。

「フェイ、ミロ！」

「え──!?　あ……二人とも無事だったのね！」

　ぱっと振り返り、それでも身体からだは起こさないまま、フェイが手を振って応こたえてきた。ミロはこちらを横目に見て、アーティアの姿を確かく認にんすると安あん堵どしたように息をつく。

「他のみんなは？　ま、まさか、喰くわ……？」

「さあな……頭突き男なら、どこかへ吹ふき飛ばされるのを見たが」

「あたし、〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉のお兄さんがキャロりん抱かかえて逃にげてくの見たわよ。団だん長ちようさんは知らないけど、まあ、あの人あんまり死ななさそうだし」

「……そ、そう。とりあえず無事っぽいね。よかったよかった」

　よく分からないながら反はん論ろんしにくい事を言うフェイに、バーンは深く追つい及きゆうせず頷うなずいておく。その顎に軽く拳こぶしをぶつけて、アーティアが唸うなり声を上げた。

「よかないわい。あの竜もどきはまだ近くに潜ひそんでいるんだぞ」

「そうよ、それよ」

　スカートの裾すそを絞しぼっていたフェイが、困こん惑わく顔で見上げてくる。

「あのデカブツはなんなの？　家喰われたわよ、家。竜…………みたいに見えたけど」

「……ウーノが、自分に魔剣を突き刺さして変形させたんだ」

　その時の光景を思い出し、バーンは身み震ぶるいした。

「あいつが時計塔とうの扉とびらを破ったから逃げてこられたんだよ。信じられるかい？　こんッな分ぶ厚あつい扉をパイ生き地じみたいに食い散らかしてさ」

「重要なのは……奴やつが、いつどこから襲ってくるのか分からないということだ」

　嫌いやそうな顔をする彼の言葉を、抱えられたアーティアが継ついだ。そこが定位置と言うように落ち着いた顔で、彼女はバーンの胸むねを叩たたく。

「日にち没ぼつ前に埒らちを明けねば、完全に打つ手がなくなるぞ」

「湖出ちゃえば早いわよ。今日、接せつ岸がんしてる島舟トロンコは────」

「三番と十三番だよ。さっき僕ぼくらが逃げ回ったせいでボコボコにぶっ壊こわされてるから、近づかない方がいいんじゃないかな」

「……それはつまり、あたしら置いてさっさと逃げようとしてたってことね？」

　やぶ睨にらみですごむフェイから無言で視し線えんを逸そらした、その時。

「…………！　いかん!!」

　鋭するどい声と共に、アーティアがバーンの肩かた越ごしに後ろを指す。間ま抜ぬけな声を上げて振り向けば──ミロとフェイの背はい後ごの湖面が、大きく盛もり上がっていた。

「に、逃げろおおぉぉッ！」

　叫さけびながら、バーンが湖へ飛び出すのと同時に──金きん属ぞく音の咆ほう吼こうをあげ、魔ま剣けん竜りゆうが湖面を突き破やぶって跳び上がった。鈍にび色いろに濡ぬれた竜の首が湖面を薙ぎ、バーンとアーティアの上げた水柱を横よこ殴なぐりに打ち砕くだく。

　頭上をかすめていく巨きよ影えいを見上げ、フェイが隣となりのミロをがくがくと揺さぶった。

「こッ──こッ、こんッなバケモン相手に、なにをどうしろってのよー!?」

「お、俺おれに訊きくな！　俺がわかるわけないだろッ!?」

　振り回されながらそれでも言い返し、ミロは魔剣竜を睨む。

　太陽でも咥くわえられそうなほど高く首を上げた竜は、しかし彼らを見てはいなかった。眼がん球きゆうのない顔が向いているのは、また別の残ざん骸がいに上がろうとしているバーンたち。

「他ほかはどうでもいいんだ…………あいつ、アーティアたちを狙ねらってる！」

　ミロが叫ぶと同時に、竜は大きく身体を震わせ湖の中へ姿を消した。

　飛び散る飛沫しぶきと波を何度もかぶり、バーンが必死にアーティアを残骸に押し上げる──その残骸には二人が上がる余よ裕ゆうはなかった──。

「あーもう……襲ってくるタイミングさえ分かりゃいくらでも逃げられるのにッ！」

「それが分からんから苦労しとるんだ、たわけ！………………ん、いや？」

　脚あしの傷きずを縛しばり直しながら怒ど鳴なるアーティアが、ふと表ひよう情じようを変えた。

　押し黙だまり、じっと湖面を睨みつけ──突然、彼女はフェイを振り向く。

「フェイ、導みちびき札だ！」

「みち────な、なに!?」

「竜工芸ドラグクラフトだ！　渡わたしたろう、首くび飾かざりの……まだ持っているか!?」

　遠くで困惑顔をするフェイに、彼女は必死に大声を上げる。

　バーンには何のことか分からなかったが、フェイはあっと小さく叫び、慌あわてて胸むな元もとを探さぐった。そこには羽根や動物の爪つめを細工したネックレスが巻まかれている。

　残骸に膝ひざをついて身を乗り出し、アーティアはさらに声を張り上げた。

「奴がお前の家ごと、標しるべ石を呑み込んだ可か能のう性せいは高い！　もしそうなら、その導き札で奴の位置を把は握あくできる!!」

「ち──ちょっと、待ってよ！　だって、これって…………!?」

　うろたえた声で叫び返すフェイに、アーティアは幾いく分ぶん重く硬かたい声で答える。

「そう、使えばしばらく力を失う……二度目の使用は、日没には間に合わんだろうな」

「意味ないじゃない！　たった一回じゃ、どのみち逃げ切れないわよ！」

「意味はある────襲ってくる瞬間に位置が分かれば、奴を迎え撃てる！」

『はあッ!?』

　裏返った声で悲鳴を上げたのは、バーンとミロである。手を滑すべらせて湖に沈しずんだバーンに代わり、ミロが二人分慌てて叫んだ。

「ね、姉ちゃん、そりゃ賭かけにしたってひどすぎる！　奴が標石を呑み込んでるかどうかなんて分からないし……だいたい、タイミングを外したらお終しまいじゃないか！」

「その通りだ！　二度目はない、完全な場当たりだ！　だが…………」

　間かん髪はつ入れずに答えて、アーティアは傍かたわらの水面を見下ろす。先ほど沈んだバーンが慌てて顔を出し、残骸にしがみついて咽むせていた。

　一いつ瞬しゆんだけ苦く笑しようをこぼしてから、彼女は再ふたたびミロへ叫び返す。

「運うん否ぷ天てん賦ぷの大博打ばくちでも、ここなら賭ける価か値ちがある！　失敗も成功も災さい厄やくも奇き跡せきも、ここにはなんだって転がっている！──────ここは、開拓辺境フロンテイアなんだ!!」

　──その言葉に目を丸くしたのは、ミロだけではない。

　再び滑かつ落らくしかけ慌てて残骸に掴つかまり直しながら、バーンはアーティアを見上げる。もう一度そちらを見下ろし、彼女は唇くちびるの端はしを持ち上げた。

「……違ちがうか？」

「………………………………は、ははっ！　いいや、その通りだよ！」

　ぱちんと指を鳴らして、バーンは大声で笑い出した。

　両足をばたつかせてひとしきり爆ばく笑しようしてから、彼は目め尻じりに浮ういた涙なみだを拭ぬぐう。

「──でも実じつ際さい、どうしようってんだい？　あいつ、君のカギ爪づめよか硬かたそうだよ」

「ふん、決まっている。その時が来たら────口を貸せ」

「あ……やっぱりそうなる？」

　鼻を鳴らして腕うでを組むアーティアに、バーンは残念そうに嘆たん息そくした。

「今度こそもっとロマンチックなシチュエーションで、って思ってたんだけどね」

「ぬかしとれ。……フェイ、いけそうか!?」

　すげなく言い捨すて、アーティアが鋭するどく叫ぶ。

　呆ぼう然ぜんとこちらを見ているミロの隣となりで、フェイは座すわり込こんだままネックレスを握にぎりしめていた。隈くまの浮いた顔を緊きん張ちように強こわばらせ、震える声で言ってくる。

「わ──わかった、やってみる…………ミスっても恨うらまないでよ！」

「いや、恨む！」

「そうだね、空気読んでこう空気!!」

「あんたら鬼おにッ!?」

　口々にわめく二人に、フェイがばしばしと残骸を叩たたいて怒鳴り返す。

「いいわよ、やりゃいいんでしょ!?　上等じゃない！　あとで覚えてなさいよ!!」

「任まかせたよー！……君、フェイがああいう性せい格かくだって分かってた？」

「なんとなくだがな」

　少し驚おどろいた顔で訊きくバーンに、アーティアは肩かたをすくめた。

　その時、水中に振しん動どうを感じる。周囲に浮うかぶ残ざん骸がいが次々と、弾はじかれたように揺ゆらぎ出した。二人を中心に螺ら旋せんを描えがき──巨きよ大だいな何かが、水中を旋せん回かいしているように。

「！　お、おい…………!!」

「だ……大だい丈じよう夫ぶだって、フェイを信じなきゃ！」

　不安げに叫さけぶミロに向かって、バーンは親指を立てた拳こぶしを突つき出す。と。

　ぎこちなく笑えむ彼の頭を両手で挟はさみ、アーティアが昂たかぶった声で叫んだ。

「不安だったら、叫んでおけ────てイやーん・でハーー、とでもな！」

　思わず息を呑むその瞬しゆん間かん、彼女の唇くちびるがバーンのそれに重なった。

　胸むねの奥おく──心しん臓ぞうよりもさらに深い場所から焔ほのおが湧わき上がってくる。全すべてを灼やき潰つぶそうと暴あばれる焦しよう熱ねつは喉のどを駆かけ上がり、触ふれ合う唇からアーティアの内へ流れていった。

　同時に、鋭く凜りんとした冷気が送り込まれてくる。

　荒あれ狂くるう焔を縛しばり、研とぎ上げ、翻ほん弄ろうされる意い識しきを容よう赦しやなく一いつ喝かつするどこかの誰だれかのような吹雪ふぶきは、彼の胸に《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》とは違う柔やわらかな灼しやく熱ねつを灯ともしてくれた。

　どんな火か焔えんよりも激はげしく強い、その熱がどうしようもないほどに高まった時──ネックレスを握りしめたフェイが顔を跳はね上げ、叫ぶ。

「…………下!!」

　──バーンがアーティアを抱だき寄よせ残骸を蹴け飛とばすのと、彼女が自らこちらの腕うでへ飛び込んでくるのはほとんど同時だった。

　響ひびくのは、神しん経けいをこそげ落とすような金きん属ぞく音。

　湖面を突き破やぶり、魔ま剣けん竜りゆうが空へ躍おどり出る。木と石の残骸を容た易やすく噛かみ砕くだいた竜は、しかしそこに二人がいない事に気付いたのか、こちらへ首をねじ曲げた。

　剣を編あんだその顔を、真まっ直すぐ睨にらみ返し──

「おおおおおおおおおおおおッ!!」

「っだあああああああああああ!!」

　落日の湖上に、二重の咆ほう吼こうが響き渡わたる。

　二人の口から放たれたのは、閃せん光こうにまで研ぎ上げられた《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》。瞬間に蒸じよう発はつさせた飛沫の螺旋を曳ひき、茜あかね色いろの光こう芒ぼうが魔剣竜に突き立ち──

　鈍にび色いろの巨きよ体たいを呑み込んで、湖ごと砕けそうな大だい爆ばく発はつが巻き起こる。

　轟とどろいた爆音がかき消したのか、そもそも耳が先に麻ま痺ひしたのか、魔剣竜の断だん末まつ魔まは聞こえない──それを確たしかめる力も、もう残っていなかった。

（や──っば、い…………!?）

　急きゆう激げきに全身が脱だつ力りよくし、視し界かいから光が失われていく。

　高々度に洗せん煉れんされた《息吹いぶき》は一時的に身体からだを衰すい弱じやくさせると、以前アーティアに教わったことがあるが……その彼女ですら、今は辛かろうじてバーンに掴つかまっている有り様だ。その身体をぎゅっと抱きしめ、バーンは嵐あらしのように荒あれ狂くるう湖面を必死に見回す──と。

　一本の木材が、真っ直ぐにこちらへ流れてくる。

（………………？）

　流れに逆さからい、波を乗り越こえ、ロープで引っ張ぱっているように不自然な軌き道どうで寄ってくるその木材は、島舟トロンコに使われていた物なのか、かなりの大きさがあった。

　奇き妙みように思わなかったわけではないが──それが幸運だと信じて。

　残った力をかき集めてアーティアを木材に掴まらせ、彼自身もその上から覆おおい被かぶさるように掴まる。爆音の向こうに、自分たちを呼よぶフェイの声を聞いたのを最後に──

　バーンは気を失った。



    

  
    
      
　エピローグ






　一番島舟トロンコ、時計塔とう跡。

　五日前の魔剣竜騒そう動どうで破は壊かいされたポルツィーノ湖の顔役は、今は進入禁きん止しのロープで無む惨ざんに束そく縛ばくされていた。

　そのロープを乗り越え薄うす暗ぐらい塔の中に侵しん入にゆうし──アーティアが、静かに囁ささやく。

【……不ふ遜そんは承しよう知ちです。ですが、どうかお応こたえいただきたく思います】

　ガラスの針はりを幾いくつも同時に弾くような複ふく雑ざつな声、竜の言語は誰もいない塔に響いて消える。基き盤ばんを突つき抜ぬけ湖まで陥かん没ぼつした塔の床ゆかは、地底湖のようになっていた。

　そのほとりに立ち、じっと見つめる湖面にふと、微かすかな波は紋もんが走った。

【────何者かね？】

　揺ゆれる湖面からわき出してくる言葉に、彼女は膝ひざをついて頭こうべを垂たれる。

【雪ゆき竜りゆうノルガンディアが娘むすめ、白はく峰ほうノルグのアーティア・アリア・ノルガンディア。……星の命へ還かえった貴方あなたの個こ、呼び覚ました非ひ礼れいをお許ゆるしください】

【構かまわんよ──個を忘わすれられぬ我われがいまだ未み熟じゆくと言うだけのこと。頭を上げなさい】

　好こう々こう爺や然とした声が躍おどるたびに、湖面がくるくると揺れる。

　言われるまま顔を上げて、アーティアは畏い敬けいの籠こもった眼まな差ざしを湖面に注いだ。

【過か日じつのお力添ぞえに拝はい謝しやの意をお伝えに上がりました。あの時…………沈しずみかけた私たちを助けてくださったのは、貴方なのですね】

【老いた材木一本のこと、礼には及およばん。ノルガンディアの娘なら尚なお更さらのこと】

【母様を御ご存ぞんじなのですか？】

【我がまだ竜であった昔にな】

　思わず聞き返してしまったが、声は特に気にした風もなく答えてくれる。

【主ぬしといたあの男、《息吹いぶき》を宿していたようだが…………あれはよもや？】

【──《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》です。私の不始末で、人間の彼を巻まき込みました】

　隠かくし立ては無意味と考え、アーティアは即そく座ざに答える。

　声は責せめるでもなく、また受け流しもしなかった。雄ゆう弁べんな沈ちん黙もくが塔の中に満ちる。そして数秒の後、彼はやや焦しよう点てんをずらした事を言ってきた。

【高みを目指すのであれば、人間と関かかわりすぎぬことだ。竜と人間は共には歩めぬ。主の齢よわいを千と重ねた年月をかけ、我の触ふれた真実がそれだ】

【…………そう、だと私も思います。しかし納なつ得とくはできません】

　言い返す言葉は彼女自身、意外なほどに強くはっきりと紡つむがれた。

【魔ま剣けん『憂鬱卿の手鏡ザ・サイ』は哲てつ人じん竜りゆうヴィーヴュロッツの溜ため息から造つくられたと聞きます。人間に竜が討うてるとは思えません。ならば────竜自ら人間に手を貸したと考えることだってできるはずです。……少なくとも、私はそこに真実を探さぐりたい】

　そこまで言い、アーティアは立ち上がってぴしりと一礼する。

　そして悪戯いたずらっぽく微笑ほほえみ、湖面に言葉をこぼした。

【貴方とて街が水すい没ぼつしないよう、水の流れを制せい御ぎよしているではないですか】

【参った】

　未熟な星ほし守もりの揚あげ足取りに。

　長い歳さい月げつの果てに生物であることを脱だつ却きやくし、《息吹》そのものへ存そん在ざいを純じゆん化かさせた偉い大だいなる命──湖竜ポルツィーノは、呵か々かと笑って湖面を揺らした。





　少女が去り、再び静せい寂じやくを取り戻した塔の中。

　太古の竜ポルツィーノは数百年ぶりに結んだ意い識しきの中に、静かに言葉を刻きざむ。

【『棺フエレトロ』が開くは星の意図か、ノルガンディアの思おも惑わくか……竜と人間が共にする道、陽ひの薫かおる道ばかりとは限かぎらんぞ。アーティア・アリア・ノルガンディア────】

　そして己おのれを波間に溶とかし、彼はまた、星を巡めぐる命へと還かえった。



　　　　◆□□◆



　同時じ刻こく──円えん卓たくの上に数すう枚まいの書類を放ほうり出して、ヴィッテマが鼻を鳴らした。

　五日前の傷きずは未いまだ癒いえていないらしく包帯と絆ばん創そう膏こうにまみれた痛いた々いたしい姿すがたではあるものの、バーンが見る限りその立ち居い振ふる舞まいは堂々としていて、強健に見える。

「──オーガンライト鉱こう山ざんの採さい掘くつ権けん、確たしかに頂いただいた。……そのガキの権けん力りよくが本物ならな」

「失礼ぶっこいてくださいますわね。わたくしが信用できないというんですの？」

　憤ふん然ぜんとして答えたのは、バーンの隣となりに座すわったキャロラインである。どこに何着隠かくし持っているのか、今日のドレスは凝こったデザインの淡あわいグリーンだ。

「この火か炎えん放ほう射しや器き詐さ欺ぎ師しにはあっさり騙だまされたくせに」

「む、蒸むし返さないでくれよ……せっかく穏おん便びんに済すみそうなのに」

　そっぽを向くキャロラインに釘くぎを刺さしてから、バーンはヴィッテマに向き直る。

「じゃあグランデ、取引は成立ですね。魔剣の一件はお互たがい不問ってことで」

「ああ。この採掘権で、俺おれはフェイにちょっかいをかけさせることをやめる──」

　椅い子すの背せを軋きしませて髪かみを鳴らし、『アビスパス』のエンブレムの入った公式文書をつまみ上げ……ヴィッテマは、ニヤリと笑んで付け足した。

「──ただし、俺が自分であいつを口説くことに関しちゃその限かぎりじゃない。だな」

「フェイから言われた条じよう件けんはそれだけです。よろしくどーぞ」

　にっと笑って一礼し、キャロラインを促うながし席を立つ。彼女を先に行かせ、その後を追って退たい室しつしようとした時──ヴィッテマが背はい後ごから声をかけてきた。

「あの竜徒ドラグ＝ジーンの小こ娘むすめ、な。ありゃガキだが、いずれいい女になるな」

　怪け訝げんな顔で振り返るバーンに、ヴィッテマは起き伏ふくのない声で続ける。

「あいつを俺に寄よ越こさないか。タダとは言わねえ、お前をファミリーに迎むかえてやる」

「────、それは──」

「お前のハッタリと機転は使い出がある。それなりの待たい遇ぐうを約束しよう。どうする？」

　息を呑のむ。

　カピロッシ・ファミリーは、大陸有数の大だい組そ織しきだ。その一員に頭とう領りよう自ら招まねかれるなど、辺へん境きようをうろつくチンピラには本来、望むべくもないチャンスである。

　紛まぎれもない、誰でもない誰ノーボデイかである自分から脱だつ却きやくする好機──

　急きゆう激げきに鼓こ動どうを速める心しん臓ぞうを押おさえて、ゆっくりと振り返る。

　真まっ直すぐにこちらを見み据すえるヴィッテマに向かい、バーンは慎しん重ちように口を開き、

「ヤなこった」

　思い切り舌したを突つき出してやった。

　まず唖あ然ぜんとし──それからざわめき出すファミリーたちを、ヴィッテマが片かた手てを上げて制せいした。それから一つ頷うなずき、皮肉げに口の端はしをつり上げる。

「そうだろうな。とっとと消えちまえ」

　少しだけ苦く笑しようし、バーンは踵きびすを返して部屋を後にする。目の前にぶら下がった大チャンスを棒ぼうに振った格かつ好こうだが、不思議と後こう悔かいはない。

　廊ろう下かに出た彼を……もう一度、ことさら淡たん々たんとした声が追いかけてくる。

「俺はいつでも友人を歓かん迎げいする。また顔を見せに来い、バーン」

　ぎょっとして振り返ったが、扉とびらは既すでに閉とじた後だった。





「これで借りは返しましたわよ。まったく、とんだ出費でしたわ」

　ヴィッテマの屋や敷しきを出たバーンに、キャロラインが腰こしに手を当てて憮ぶ然ぜんと口を尖とがらせた。背後には、あちこち怪け我がだらけの〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉の面々が並ならんでいる。

「ありがとキャロりん、助かったよ」

「義ぎ務むを果たしただけです。それより、コレを忘わすれないでくださいませね？」

　つまらなさそうに鼻を鳴らし、キャロラインは袖そで口ぐちから折りたたんだ一枚まいの紙切れを取り出した。ひらひらと振り回されるそれには、バーンの署しよ名めいがされている。

「わたくしはウーノの件けんでお祖じ父い様に確かく認にんをとるため、急ぎ中央都市へ戻もどります。……本社の連中がわたくしをさしおいて魔ま剣けん竜りゆうの死し骸がいだけ回かい収しゆうしていったのも気に入りませんし。あなた方もすぐこちらに向かい、お父様の身代わりになるのですわよ？」

「わかってるよ。署名と誓せい約やく文言入りの誓約書は裁さい判ばんでもきっちり証しよう拠こになるんだ、守らないわけにはいかないさ」

　──署名はバーン・フロットロンドにしてあるけど。

　こちらがなにか小細工をしかけた事には気付いているらしく、右みぎ腕うでを吊つったスクィージが半はん眼がんで肩かたをすくめるが、指し摘てきはしない──面めん倒どうを避さけたいのだろう。ただ一人包帯も巻まかず無用な活力を垂たれ流すブロックがニヤリと歯を剥むき、口を開いた。

「力を借りた手前、この場は見み逃のがす。だが次に辺境でまみえたときは容よう赦しやせんぞ」

「……別に今回も容赦してなかったじゃん」

「むはは、常じよう時じフルパワーが自じ慢まんの種よ。我わが家の家か訓くんは『超ちよう力りき招しよう来らい』である」

「それは家訓って言うか」

　途と中ちゆうまで言いかけ、バーンは口を閉とじた。指摘するだけ無む駄だな気がする。

「小こ娘むすめにも覚かく悟ごしておくよう伝えておけ。総そう員いん、出発！」

「はいはい。ほら、さっさと行きますよレディ・アビスパ」

「キャロりんとお呼よびなさい。……んふッ、牢ろう獄ごくが待っていますわよフラットランド」

　口々に言葉を残し、キャロラインたちは通りを歩いていく。動モ力ト櫂リ式ス船は騒そう動どうの中で沈しずんでしまったらしく、鉄道で帰るつもりらしい。ごねた彼女がスクィージに肩かた車ぐるまを強要している微笑ほほえましい他ひ人と事ごとを見送ると、バーンは踵きびすを返して歩き出した。

　傷きずだらけの通りにはもう露ろ天てん商があふれかえっていた。呆あきれるべきか感心すべきか──おそらく、感心すべきなのだろう。彼らの呆れた不屈の根性フロンテイア・スピリツトに。

　賑にぎわう通りをしばし行くと、別の通りから見知った顔が現あらわれる。

「──っと、バーン。もう交こう渉しよう終わったの？　キャロりんたちは？」

「さっき出発したよ。フェイはどうしたのさ、お昼？」

「それもあるけど、結果報ほう告こく。あなたを探さがしてたのよ」

　砂すな色いろの髪かみをかき上げて隣となりに並びながら、フェイは顔をしかめた。

「結けつ論ろんから言わせてもらうと……ごめん。なにも分からなかった」

「……そりゃそうだよね」

　何でもない風を装よそおったつもりだが、声には少なからず落らく胆たんの色が混まじる。

　研究室を沈められたせいで、フェイの研究資し料りようのほとんどは失われていた。

『魔剣の暴ぼう走そう』を理由に国の仕事を一時切り上げ、あちこちに借りていた倉庫の予よ備び資料をこの五日間で総そうざらいにしてもらっていたのだが……

「ま、もともと《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》なんて怪あやしい代しろ物ものの記録、なかった可か能のう性せいの方が高いわけだし。ごめんね、ムダ手間かけちゃって」

「お気き遣づかいありがと。……もう一つ、頼たのまれてた方は少しだけ調べがついたわよ」

　首をすくめてから、彼女はシャツの胸むねから折りたたんだ紙し片へんを取り出す。

「『アビスパス』の複ふく製せい生命は、遺伝譜式フオーミユラ──生物の設せつ計けい図みたいなものね。これと“〝命の器”〟とかいう新素そ材ざいを使って造つくるらしいの。……当然だけど詳しよう細さいはさっぱり」

　話を聞きながら、バーンは受け取った紙片を慎しん重ちように広げる。

　手の平に隠かくせるほどの紙片には細かい文字で、彼女が今述のべたことが数すう段だん難むずかしい内ない容ようで記されていた。読どつ解かいは早々に諦あきらめて、バーンは話に耳を傾かたむける。

「遺伝譜式フオーミユラって代物は、下手に手をつけるといろんな不具合が起こるらしいの。色素や組成が不安定になったり…………特定の成分に弱くなったりね」

「特定の成分？」

「一つがアルコール。細さい胞ぼうが損そん傷しようするみたい。訊きいてみたんだけど、あの色つき団だん長ちようさんたちもお酒は絶ぜつ対たいに飲まないようにって厳げん命めいされてたらしいわね」

　その言葉に、五日前のウーノの凶きよう行こうを思い出す。ウイスキーを流し込み、溶とけ崩くずれた顔で浮うかべる狂きよう笑しよう──ぶるりと身み震ぶるいし、バーンはその映えい像ぞうを頭から追い払はらう。

　ちなみに機き密みつ保ほ持じのために自じ壊かい薬やく液えきを含ふくむ五人のブロックの「告こく別べつ式」にはバーンも無理やり立ち会わされたが……彼らが次々と砂すなになって湖に溶けていく様は、哀かなしみよりも何か重大な環かん境きよう汚お染せんをしでかしているような後ろめたさの方が大きかった。

「なんか──複ふく雑ざつなんだね。遺伝譜式フオーミユラとか複製とかさ」

「そうねー。……ちょっと、複雑すぎるわよね」

　何の気なしにこぼした呟つぶやきに、フェイがにわかに表ひよう情じようを引き締しめる。

「いくら天下の『アビスパス』とはいえ……モノは人間よ？　人間が人間を造り出すなんてこと、本当に可能なのかしら。……いえ、あるいは、人間だけでは────？」

「……もしもーし。フェイ？」

　思考に没ぼつ頭とうしていくフェイの前で手を振ふり、バーンはだいぶ遠くへ行ってしまったフェイの意い識しきを呼び戻もどす。我われに返った彼女は、ぱたぱたと両手を振り回した。

「ゴメン、気にしないで。とにかく分かったのはそれくらいよ。少しは疑ぎ問もんが消えた？」

「うん、ありがと。これで心おきなく出発できるよ」

「…………。やっぱり行っちゃう？」

　突とつ然ぜん声を落として、フェイが顔を曇くもらせた。

「あなたとアーティアさえよければ……もう少しいて欲ほしいって思うわけよ、あたしは」

　緩ゆるめた灰はい色いろの目で、真まっ直すぐにこちらを見つめてくる。

　困こまった笑顔で頭を掻かき、バーンは軽けい薄はくな調子を取り繕つくろった。

「嬉うれしいよ。──でも、あんまり立ち止まってもいられない旅路なんだ、これが」

「……あっそ。じゃ、もう止めてやんない」

　そう答えた彼女は──やぶ睨にらみに素そっ気けない物言いの、フェイ・スクィントそのものだった。砂色の髪を乱らん暴ぼうに掻き、彼女は新調したケープを羽は織おり直す。

「いっそ、中央都市あたりまで行ってみたら？　専せん門もんじゃないにしろ竜の研究者はいるだろうし……空振りになっても、見物するにはいいとこでしょ。アーティア驚おどろくわよ」

「中央かー。うん、そりゃ悪くないかもね…………っと、噂うわさをすれば」

　空を見上げて漠ばく然ぜんと考えていたバーンは、ふと通りの向こうに視し線せんを移うつした。

　流りゆう麗れいな長い黒髪に、茜あかね色いろの襟えり巻まきの少女──アーティアがひょこひょこと足を引きずって歩いてくる。その隣には、並んで歩くミロの姿すがたも見えた。

「あ、くそ。僕ぼくのいない隙すきにいちゃいちゃしてるな」

「目ぇ腐くさってんじゃないの、あんた」

　ぞんざいに言い捨すてたフェイに頭をはたかれる。もちろん、ミロと話すアーティアの表情が幼おさない弟に向ける姉のようなものであったと気付かなかったわけではないのだが。

「言行不ふ一いつ致ちよ。『一いつ緒しよにいなくても独ひとりじゃない』んでしょ？」

「そうだけどさ」

　にやつくフェイに、バーンは叩たたかれた頭を押おさえて答えた。

　横目でアーティアたちの方を窺うかがってから、改めて肩かたをすくめる。

「──でも、一緒の方が楽しいに決まってる」

「詭き弁べん」

　笑うフェイにウインクし、バーンは雑ざつ踏とうをすり抜ぬけ駆かけ出した。





「本当に一人で里に戻れるか？」

　水路沿ぞいの空いている道を選んで歩きながら、アーティアは隣となりのミロを見下ろす。

「来たんだから、戻れるよ。街の外なら草と木が道を教えてくれるし」

　当然のように言い返し、ミロは小こ脇わきに抱かかえた茜色の布ぬの──里から着てきた外がい套とうを持ち直した。この外套を街中で着ないようになったのは、成長の一つだろう。

　ふと足を止めて、ミロがこちらを見上げてくる。

「姉ちゃん────俺、さ。この五日間で、街のいろんなとこに行ってみたんだ」

「ん？」

「市場の連中は、やかましいけど活気だけは本物だった。酒場サルーンの近くじゃごろつきにからまれた。牧ぼく師しは酒臭くさくて、ケンカして飛び出してった子こ供どものことばっかり話してた。まぬけな泥どろ棒ぼうがいて、袋ふくろ一いつ杯ぱいの馬ば糞ふんを盗ぬすんでった。俺と同じ歳としで旅芸人の一いち座ざにくっついてる雑ざつ用よう係に会った。いつか自分の劇げき団だんを持って、大陸中を廻まわるんだって言っていた──」

　一言ずつ、思い出しながら噛かみしめるように言うミロを、アーティアは黙だまって見つめていた。彼は少しだけ瞼まぶたを伏ふせ、それでも目を逸そらさずに続けてくる。

「姉ちゃんの言ってたこと、少しだけ分かった気がする。……いや、分かることが出来るって気付いただけかも知れないけど…………俺の知らない人間の姿を、たくさん見た」

「…………」

「でも、里の教えが間ま違ちがってるとも思えないんだ。だから俺、もっと修しゆ行ぎようして、姉ちゃんみたいに人間の世界を知って、それから答えを……俺の答えを見つけたい。それが、多分────その、俺の真実…………なんだと思う」

「…………やれやれ」

　自信なさげに語気をすぼめるミロに、アーティアは苦笑を浮うかべて息をついた。

　不安そうに見上げてくる頭にぽんとその手を置き、アーティアは優やさしく微笑ほほえむ。

「私の弟で子しは……いつの間にこんなに立りつ派ぱになったんだろうな」

　その言葉に。ミロは頬ほおを紅こう潮ちようさせ、眩まぶしいほどの笑顔で答えてくれた。

　それから不意に足あし下もとに目を落とすと、改めて深しん刻こくな表ひよう情じようを向けてくる。

「……最後に、これだけ言っときたいんだ────、あ……アーティア」

　小さな声で、しかし途と方ほうもない力を込めて名前を呼ぶミロを、アーティアは驚おどろいて見返した。彼は大きく息を吸すい、決けつ闘とうにでも臨のぞむように双そう眸ぼうを研とぎ上げ、口を開く。

「アーティア。俺は……俺はずっと、アーティアのことがッ、」

「やあ二人とも！　偶ぐう然ぜん奇き遇ぐうも甚はなはだしいねッ！」

　と。

　計ったようなタイミングで──計っていたのだろう──雑ざつ踏とうの中から飛び出してきたバーンが、ミロと彼女の間に身体からだをねじ込こんできた。

　彼はわざとらしい笑みを浮かべ、ぱくぱく口を開かい閉へいしているミロを振り返る。

「あ、ゴメン。話の途と中ちゆうだった？　さ、続けてくれ。今度は邪じや魔ましないから」

「あ──お、おまッ──!?」

「ん？　聞こえないぜ。……やあアーティア、今日も大好きだよ」

「お前ーっ!?」

　微び笑しようを湛たたえてこちらを向くバーンに、ミロが怒ど号ごうと共に蹴けりを入れた。悲鳴を上げて転てん倒とうするバーンを追いかけて、さらに何度も踏ふみつける。

　呆あきれるアーティアの隣に、後ろからひょいと現あらわれたフェイが並ならんだ。

「楽しそうだわね、男どもは」

「うむ。奴やつを悪例にして、ミロには真まっ直すぐ育って欲ほしいものよ」

　くつくつと笑う彼女に頷うなずき返し、アーティアは腕うでを組む。

　そのまましばし騒さわぐ二人を見つめて、フェイがぽつりと呟つぶやいた。

「あんたたちがいなくなると、寂さびしくなるわ」

「む……」

　互たがいに視し線せんは合わさない。バーンたちを見つめたまま、フェイが頭に手を載のせてくる。

「なんて、可愛かわいいセリフの似に合あう歳としでもないわね。気が向いたらまた遊びに来なさい」

「…………ん。必ず」

　頭に載せられた手にくすぐったげに触ふれ、アーティアは満面の笑みで答えた。

　にっと口の端を持ち上げると、フェイは軽く背せ中なかを張はってくる。

「──最後にアドバイス。二人っきりでいられる内に、少しは頑がん張ばっときなさいね」

「？　なに？」

「油ゆ断だんしてると誰だれかに取られちゃうかもよ。…………バーン！」

　何を言われているのか分からず不思議そうな顔をするアーティアに、意味ありげな薄うすら笑いを浮かべると、フェイはまだ踏ふまれているバーンに声をかけた。

　彼女はスカートのポケットから眼鏡めがねを取り出した。以前見た物ではない、レンズの小さな真新しいそれを鼻先に引っ掛かけ、フェイは小首を傾かしげて見せる。

「どう思う？」

「え？　うん、似合ってるよ。フェイ、眼鏡かけた方が綺き麗れいだよね」

　背中を踏まれながらさらりと答えるバーンに、フェイは呆れ果てた顔で頭を振った。

「…………ほら。あの程てい度どの男なんだから、ホント」
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「さて……今度はどこに向かうつもりだ？　他にアテはないのか？」

　アーティアが声をかけてきたのは、ミロの見送りを済すませて──去り際ぎわにもう一度蹴けられた──入湖用厩舎バルケツジオから二輪駆動機トランプホイールを出している時だった。

「うーん、中央都市に行くのがベストだけど……キャロりんと鉢はち合わせたらヤだしなぁ」

　厩きゆう舎しやの外で待っていた彼女に、バーンは重い機体を押しながら渋しぶい顔をする。

　外がい套とうを巻まきながら、アーティアは足下にまとめた荷物から彼のマントを放ってきた。

「つまりいつもの無計画というわけだな」

「それ言っちゃうと、途と端たんに僕がバカみたいじゃんか」

　受け取ったマントを纏いながら抗こう議ぎしてみるが、こちらを見る眼めはその通りだと言わんばかりに細められている。頭を振り、バーンは肩をすくめた。

「心外だなあ、僕だって考えくらいあるんだよ？　そう、えーとほら。ね？……例えばここから西に四日も行くとパライソって名の楽園がある。山海珍ちん味みと娯ご楽らくに溢あふれた街だけど、旅人はその代だい償しように魂たましいを抜かれて生きた蝋ろう人にん形ぎように──熱ッ」

「ええい、ロクでもないホラで《息吹いぶき》を刺し激げきするなと何度言えば…………、？」

　キレの悪い出で任まかせで《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を暴ぼう走そうさせるバーンに、半はん眼がんで叱しつ責せきを飛ばしかけて────アーティアが、ふと怪け訝げんな顔をして動きを止めた。

「…………なに？　どうかした？」

「え？　あ────い、いや。なんでもない」

　訊たずねるバーンに驚おどろいた風に目を丸くして、アーティアは外套を巻き直す。

「アテがないなら、気ままに行くしかなかろ。……それがお前のスタイルだしな」

「ひいては最近、君のスタイルにもなりつつあるけどね」

　笑い混じりのバーンの言葉に、アーティアは不服げに口を尖とがらせる。それにバーンがまた軽口をたたき、最終的には引っぱたかれる──いつもの二人のスタイル。

　バーンはもちろん、居い心地ごこちの良いその空気に落ち着いてしまったアーティアもまた、先ほど見た異い常じような光景を意い識しきの隅すみに追いやってしまっていた。



　──夏の青空のような彼の碧へき眼がんが一瞬だけ、鮮せん烈れつな朱あけに染そまって見えたことを。
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　深海で溺おぼれている。

　それは間ま違ちがいなく錯さつ覚かくだったが──指先一つ満足に動かせない、圧あつ倒とう的な闇やみの底で這はいずっているのなら、状じよう況きように大差はないのではないか？

　ノイズ混じりの思考をもてあそびつつ、ウーノはこみあげてくるおかしさに吐と息いきをこぼした。大差はある。少なくとも海の底には、彼がいない。

「《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》……くひッ。片へん鱗りんなれど、よくぞ持ち帰ったものよ。ジュニアのガラクタも時には役立つ」

　彼が笑っている。珍めずらしいことだった。ウーノの身体からだから取り出した、端たん子しのぶら下がるシリンダー状じようの機械を弄もてあそび上じよう機き嫌げんに肩を揺ゆすっている。

　──我わが主。我が主。私は彼女に勝まさりました。

　歓かん喜きのまま伝えようとするが、ウーノの舌は動かない。遺伝譜式フオーミユラの崩ほう壊かいで声帯が崩くずれているのだ。否いな……そうでなくとも、彼はすでに物を語る身体を持っていない。

　あるのはただ、《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》に灼やかれ、砕くだかれた、竜りゆうを模もす刃やいばの身体のみだ。

　その刃の竜体を見上げて、彼は鬱うつ陶とうしげに吐はき捨すてる。

「……だが、この魔ま剣けんはいただけんな。『棺フエレトロ』の分ぶん際ざいで心を持つか」

　蔑さげすむでも嘲あざけるでもなく、ただ心底不ふ快かいだという風に告げてくる彼に、ウーノは届とどかないとは知りながら呼よびかける。祈いのるように。ひたすらに、祈るように。

　──我が主。我が主。私は、アーティア・アリア・ノルガンディアに勝りました。

　そう。

　自分はこうして惨ざん敗ぱいを喫きつしているが。

　彼女は、魔剣を、変えられなかった。

「竜徒ドラグ＝ジーンに感づかれたのは痛つう恨こんだが……くひッ、棺かん桶おけの一つが破は損そんしたところで問題はない。お前たちが、人間の世界をもたらす鍵かぎとなる」

　──ああ我が主。我が主。どうか忘れないでください。棺ひつぎは無数にあれど、その中に、確たしかに一ウ番ー目ノの存そん在ざいがあったことを。

　意識が急速に遠のいていく。遺伝譜式フオーミユラが最さい期ごの崩壊を迎むかえているのだ。

　視界を塞ふさぐかすれた闇の向こうには、主の声。

「一号はもう使い物にならん。この失しつ態たいのデータを元にお前たちの遺伝譜式フオーミユラを再さい構こう築ちくする。二号……二番目の『棺』ドース・フエレトロの統とう率そつに従したがい、速すみやかに調整を行え」

『承しよう知ちいたしました、我が主』

　闇の向こうにあるのは、一いつ斉せいに同じ声で答える、顔、顔、顔、顔……

　ウーノと同じ黒くろ髪かみ黒目の男たちが、充じゆう満まんした闇の中にまったく同じ微び笑しようを浮かべる。

　そして、彼らを見回して頷うなずく主──滝たきのように流れる白髪しらがの老人、『アビスパス』初代総そう帥すいシム・リム・アビスパの姿すがたを最後に映うつし。

　ウーノ・フェレトロの意識は永えい遠えんに閉とざされた。

【終】
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◆オープニング／Bang-joe theatrical company in "tha ATOGAKI"

　Ｆ・Ｉ

　　舞台中央、男が一人立っている



「誰だお前！」という多くのあなた、はじめまして！

「またお前か！」という奇特なあなた、またですとも！

「俺がお前でお前が俺で!?」というあなた、いやほんとお構かまいなく。

　誰が呼んだか坂ばん照じよう鉄てつ平ぺい、なんとか「Ｌ２」をお送りいたします。……お送りいたせました。出せました、首の皮繋つながりました！　ひゃっほーッ！

　これもひとえに皆様の応援のおかげでございます！　前巻のあとがきでぶっ叩たたいた大口にも収しゆう拾しゆうが付きましたよ！　二度と言いません！　心臓が保ちません!!

「しくじった時はお前、蔭かげ腹ばらを……な？」と編集部で手渡されたドスも出番がないまま封ふう印いんです。仁じん義ぎを欠かいちゃあ握にぎれません。おや竜たつサンどうしたんだい。女将おかみ、今夜は戻れねえ──話もタイミングもたっぷり見失いましたがフィクションです。

　なにしろ人生初の続刊です。気合いの入り方も違います。なんかやらなきゃと勇いさみ足、違う方向に煮えた挙げ句あとがきをなんか脚本ぽくしてみました。隠しきれない「ちょっとやってみたかったんです」感がとても爽さわやかな仕上がりです。

　なんでと訊きかれると困るのですが、この間そういう本を読んだのでパク



　Ｃ・Ｏ

　　男、突然消えた照明にわめいている。ほどなく怒声。怒声。また怒声



◆オープニング２／「東京湾は冷たかろうな」

　Ｃ・Ｉ

　　舞台中央、男が一人。客席に向かい土下座



　超怒られました。ごめんなさい出来心です。小林賢太郎さんリスペクトなんです。

　舞台の台本とか読むのはけっこう好きなのです。無理を承知で話を繋げますが、「Ｌ」を書くときも心持ちそういうカット割りを意識することが多いです。……ほんとに心持ち程度なので、演劇などやられている方は聞き流してあげてください。

　各項の頭と尻についているアルファベットは脚本に使う略語（聞きかじり）です。演劇サークルの友人に教わって以来、カッコいいのでどこかで使ってやろうと狙っていたのですが、思わぬところで使えました。こんな感じだそうです。

　Ｆ・Ｉフエード・イン／Ｆ・Ｏフエード・アウト　──「徐々に照明を点ける／消す」

　Ｃ・Ｉカツト・イン／Ｃ・Ｏカツト・アウト　──「即座に照明を点ける／消す」

　……カッコいいのはいいんですが、なんで普通に「照明をつける」って……



　Ｃ・Ｏ



◆「Ｌ２」／「君のセンスは死の香り」

　Ｆ・Ｉ

　壁に大きく「Ｌ２」の文字。感慨深げにそれを見上げていた男、ゆっくり客席を振り返る



　なんて読むんでしょうねこれ（他人面）。

「えるに」か「えるつー」だと思うんですが、ちょっと小こ粋いきに「えるツヴァイ」かもしれません。「えるどす」とかだったらエルビスみたいで神さま気分ですが、「えるえる」だったらどうするんでしょうか。次は「ＸＬ」でしょうか。

　相変わらずネーミングセンスの信用度暴落中の坂照に、もはやタイトルに関する発言権はありません。なので「そういやタイトルどうなるんだろ」と心配はしたものの、心配しただけでなにもしませんでした。……いやサボってたワケじゃないですよ！　ちゃんと僕もタイトルは考えてたんですよ！　今度こそ編集部の鼻をあかしてやるぜと気き炎えん万ばん丈じよう、やる気満々、荒ぶるソウルのおもむくままに、いでよナイスアイデア!!

　で、最有力候補がこれでした。

『続ぞくＬ　～湖上の用心棒～』

　編集部さま、今後ともよろしくお願いします。



　暗転



◆エンディング／明日へ繋がれ首の皮

　明転

　　男、口を開きかけるが、ふと何かに気付いて慌てた様子

　　ややあって、男、落ち着きを取り戻すと優ゆう雅がにジャージの裾すそを正す



　気付けば作品の中身に一切触れないままページが尽きそうです。せっかくなのでこのまま突っ走りたいと思います。

　濃のう縮しゆくウランより過か密みつなスケジュールの中、前巻に続いて魅み力りよく爆ばく発はつのイラストを描かいてくださった水みず城き葵あおいさん、ありがとうございます！　今回、あるキャラクターについて前巻の６倍面めん倒どうをおかけしています。……も、もうしないので許してください（平伏）。

　今回も口に出せないほどいっぱい迷惑をおかけした担当Ｓさん、ありがとうございます。このあとがきもいいかげん迷惑と思いますが、そこはそれ、あの、ホラ。ねえ？　今日もいい天気ですよ。あ、あれ？　そのドスは封印したはずッ!?

　前巻を読んでくれた方。そして、いま本書を手にとってくれている『あなた』。本書はほんの少しでもあなたが楽しい時間を過ごすお役に立てたでしょうか？

　ご覧通りの未熟者ですが、これからも『あなた』に楽しんでもらえるよう精しよう進じん怠おこたらぬ腹づもりです。厳しく気長に見守って、たまに指さして笑ってやってくださいませ！



　それでは…………やっぱり言います。覚悟完了！

　願わくば、また次巻の巻末でお会いしましょうッ!!



　　深々とお辞儀

　Ｆ・Ｏ



二〇〇八年　七月　　　　　坂照　鉄平



    

  
    
      Ｌ２

詐欺師フラットランドのおそらくは華麗なる伝説



坂ばん照じよう鉄てつ平ぺい
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